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　黒くろ綾あやの黒衣と長大な黒くろ帽ぼう子し。

　それが、その姫ひめが其そ処こにいる証あかし故ゆえに凜りんとする。




　翡ひ翠すい色いろの法ほう衣いに密ひそやかな宝ほう玉ぎよく。

　それが、その姫が貫つらぬき通す誠実さと善を行く。




　常とこ世よを示す常磐ときわの羽は織おりと刃やいば。

　それが、その姫が示す道であると前を向く。




　琥こ珀はく色の記き憶おくに佇たたずむ日々。

　それが、その姫が通り過ぎた季節と知る。




　浅あさ黄ぎ色の巫み女こ装しよう束ぞくと萌もえ葱ぎ色の巫女装束。

　それが、その姫達が望む未来と手を合わす。




　そして、空色と白が混じる姫装束。

　それが、その姫が望みと世界を見上げる。







　東とう和わ七なな姫ひめの時代は偶像たる巫女姫、彼女達の過ごした時代。

　曖あい昧まいな状況が生み育はぐくんだ七つの絵姿は、割かつ拠きよする七都の象しよう徴ちようとして、時代に鮮あざやかな色を落とした。

　その光景は東和らしい柔らかさと、所在分からぬ危うさで、その月日を彩いろどらせていた。

　故ゆえに、争いが起き、琥珀色の姫が退場して一つの年に幕が下りる。

　やがて、季節が巡り、冴さえ冴ざえとした冬が通り過ぎる。

　だから、凍こごえて眠った人も木々も、息い吹ぶきを感じて動き始めた。













　　序節　風息吹いて







　見上げたのは空。

　私の目の中に、細かな何かが、ちょっとだけ浮いて見えた。

　目の中にある普ふ段だんは見えない塵ちりが、こんな時には見える。

　だから、瞬まばたいて目を細めると、ちょうど良くなる。

　明るい空を見上げる時には誰だれもこうするのだろうと思う。

　青空は遠く遠く広がり、雲は薄うすく散りゆく。雪ゆき柳やなぎが風に揺れるのを視界に入れると、白い花が枝えだ葉はに鮮あざやかで、空色の背景とよく似合っていた。

　七なな宮みや城じようの中庭には、私の背せ丈たけより大きな花か樹じゆが何種も植えられている。

　桃ももや椿つばき、水みず木きもいいけれど、この季節には波のように揺れる密な花が何だか好きだったりする。春先、息い吹ぶき月づきの終わりには、その柔らかな姿が目に優やさしい気がするから。

　このたおやかな立木は、このあたりでは自生しない。

　七宮のお城の周りには、西せい方ほう山脈からの吹き下ろしを遮さえぎる土地の起伏が少ない。

　拓ひらけた土地なのが災わざわいして、風雪が強く、花木が育ちにくいようなのだ。

　だから、こうした城じよう壁へきの中でしか見られない品種も結構多い。

「姫ひめ様さま、こちらでしたか」

　雪柳の下で振り返ると、声の主が慎つつましく立っていた。

「衣い装しよう役やくさん」

　呟つぶやく私に頭を下げるのは、春物の仕事着をきっちり着こなした長身。

　私が知っている女の方では一番背せい高たかで、一番、生き真ま面じ目めな方。ちょっと目つきがきつい気がするけれど、口にされることは意外なほどに柔らかいことが多い。

「そろそろ、謁えつ見けんのお時間です。どうぞ、お支度を」

　その言葉に頷うなずいて、私は花木から彼女のもとへと歩き始める。

「春の花ですか」

　滅めつ多たに表情を変えない方が、私の居いた場所に目を細めていた。

　その彼女の傍かたわらには、赤と呼ぶには淡すぎる色の花が素直に伸びる枝先。

　咲き始めたばかりの桃の木は、元々、中ちゆう原げんと呼ばれる山向こうからの外来種だという。

　もっとも、こうした植物は、人の行き来に持ち込まれたりするので、どこからどこまでが東とう和わ本来の品種かは、本当は、あまり定かではなかったりする。

「今年ことしは雪に負けないで色づきました」

　私は衣い装しよう役やくさんと二人、城内への戻り道で言葉を紡つむぐ。

「風に息い吹ぶきが感じられます。もう冬は遠いのですね」

　城じよう壁へきのずっと向こうに山々の峰、少し前まで一面に雪色だったそれは、まばらな緑色に染まり始め、日陰の斜面にだけ過ぎ去った季節の色を残す。

「宮みや姫ひめも春にあります」

　春だった。東とう和わの春が、このカセン地方にも行き渡り始め、そして、東和各都市も新しい季節の中にいる。ほんの半月前の雪色が、いつの間にか遠のいた空気の流れに、青空が心地ここちよく、どこか温ぬくい足下。止まっていた水の流れが溶け出す感じ。

　つい先日までの冬雲越しの空に慣れていたから、何となく陽ひの色が目ま映ばゆい頃ころ。

　それが息い吹ぶき月づきの半なかばから、翌月までの日々。

「東とう征せい殿はどうですか」

　何気ない装よそおいで、訊きいておく。

「左さ府ふ殿からの報告では、またツヅミ方面で小こ競ぜり合いが起きているそうです」

　何気ない色をしたお返事。

「お相手は？」

「三さん宮みや様が手勢と一報が入っております」

「そうでしょうね」

　春物の袖そでを風にとられながら、私はお姫様らしい顔を努つとめ始めた。

　東和七なな宮みや空から澄すみ姫ひ殿でん下かと呼ばれる顔を。







　砂煙を上げる先頭の騎き馬ばに、長身の部将がいた。

　ひときわ目立つ大おお弓ゆみを肩にして、一目で将と知れる華やかな軍装。よく乗りこなす軍馬もまた大おお柄がらで猛たけ々だけしい。

　それに付き従うは二十騎。

　ごく小規模な騎馬隊ではあるが、装備する軽けい甲かつ冑ちゆうも鞍くらも、場違いなほど豪華な彩いろどりをしている。俗に旗はた本もとと称される、部将の傍かたわらに付き従う俊しゆん英えいであるからだ。

　煌きらびやかなのに場に浮かない軍装は、実戦で使い込まれているからだろう。

　後方の旗持ちが掲げるは、七の文字が染め抜かれた青地の旗。

　そして、緋ひ色いろの炎が絡からみ合う紋もん章しよう。

　東和に生きる者ならば誰だれもが知る、七宮の東征将軍が紋。

　馬への掛け声だけで走り続けるは、旧四しの宮みやツヅミと三宮ナツメ。その境界線となる大河支流のほとり。

　山土を盛った堤てい防ぼう沿い、蛇だ行こうする川かわ面もと、荒れ畑を左右にした道。

「見つけた」

　先頭を行く長身の部将が、野太く短く告げる。

　目を凝こらす前方、河川沿いの道から堤てい防ぼうを下り、川へ降りてゆく数十名の姿。

　そして、その周囲には、彼らを誘ゆう導どうする歩兵の軍装が疎まばらにある。

　距きよ離りはかなりある。

　互いに見通しの良い場所であるため、向こうも気がつき、歩兵達が行う誘導の動きが早まる。

　まだ遠い。

　だが、騎き馬ばならば、ごく短い時間で詰められる。

　蛇だ行こうする傍かたわらの川かわ面もを、先頭の部将が視認すれば、浅あさ瀬せの川を懸けん命めいに渡る百人近い民間人らしき姿があった。大半が、乾いた小石の積つみ重なる中なか州すまで辿たどり着き、さらに対岸へ向かっている。

　対岸には歩兵ばかりだが、目に入るだけで五十の兵が弓ゆみと槍やりを掲げている。背後に川草が生い茂る土手が連なり、小道が隠れているから、全体でどの程度の兵が隠れているか、この間合いでは窺うかがい知れない。

　ただ見えるのは、旗印。三の文字が染め抜かれた深緑。

　三さん宮みやナツメの旗。

「ナツメに与くみするかっ」

　先頭の騎馬武者が吠ほえるような吐き捨てをする。

　対する軍勢の指揮官は三宮の将軍。

　ここしばらく、小こ競ぜり合いをして、互いに手の内は分かる相手。

　騎馬に乗ったまま、大弓を手にする先頭の騎馬武者。

　兜かぶとを備えない蓬ほう髪はつを靡なびかせ、鞍くらの背から一矢を抜き、素す早ばやくつがえる。騎馬での扱いには不向きな大弓が、長い腕によって見事なしなりを形成。

　並の弓とは明らかに造りが違う野太い弓だった。

　使い手自身によって与えられし、その銘めいは轟ごう火かと言う。

　太ももで鞍を挟んで鐙あぶみの上に立ち、正面方向への騎射姿勢。強引な体勢を鋼はがねのように張る筋肉が支え、ほとんど時間を掛けないで一矢が放たれる。

　狙ねらったものか、放たれた矢が川へと駆け下りてゆく兵の肩へ突き刺さる。

　転がり落ちる兵と、巻き込まれる人々の悲鳴。

「東とう征せい将軍が推すい参さん！　推参！」

　旗持ちの騎馬武者が声を嗄からして叫び、その声に狂きよう騒そう状態になる人々。

　先を争い、着衣の裾すそもそのまま水辺に走る。

　騎馬隊が、初めに見つけた渡と河かの一団が居いた場所へと到着したのは、そのすぐ直後だった。

「ちっ、間に合わなかったか」

　大おお弓ゆみを片手に、けたたましく嘶いななく馬を制止させるは東とう征せい将軍。

　テン・フオウと呼ばれる男。

　土手の上になる位置から見下ろせば、まだ悲鳴を上げる人々も、ほとんどが飛沫しぶきを上げて川中にあり、囲む兵共とも々ども、対岸への脱出最中にあった。

　対岸まで、そう距きよ離りはない。逃げまどう人々の様よう子すから見れば、川底まで大人おとなの腰ほどの深さ。追おうとすれば、騎き乗じようのまま流れに飛び込めばよかった。

　だが、土手の上で東征将軍はいきり立つ馬をなだめ、配下達もその場に止とどめた。

「お味方が後続隊もあります。追われますか？」

　旗持ちの青年将校が訊きいてくる。

「馬ば鹿か言え、騎馬は速攻が命、今回は見送るぞ」

　テン・フオウは冷静に応じるが、口くち許もとに不満がある顔もする。

「ツヅミからの民間人流出はいい。ナツメに行こうが、クラセやマキセに行こうが。だが、先の戦いくさを先せん導どうした軍属、財界人がまとめて脱走するとはな」

「ツヅミの自治を認めたのが早すぎましたか、我われらが駐ちゆう留りゆうすべきでしたか」

「占領統治は難しいさ。他都市の目もある」

　馬上での会話をしながら、テン・フオウは対岸の敵兵を見る。

　歩兵ばかりだが、馬に対する装備は揃そろえているのが遠目にも見えた。

　目を凝こらし、敵将の姿を探す。

　居いた。

　蛇だ行こうする川筋のため、今まで見えなかった奥まった位置に、陣じん羽ば織おりの敵将が床しよう几ぎに座して、こちらを見み据すえていた。少数の配下に後ろを固めさせている。

　川幅を挟んだ距離のため、人相までは確かく認にんできない。

　それでも、目があった。

　そう思うには、お互いの存在が小さくなり過ぎる川幅ではあった。それでも、互いに視し線せんは真まっ直すぐに向き合っていたと思える構図。

「敵将はシドウ殿だったな」

「はっ」

　以前からの情報で分かり切ったことを部下に問いかけてから、若い将軍は笑う。

「流石さすがにナツメ随ずい一いちの勇将よ。地味な戦いで手て強ごわい」

「四しの宮みや戦では、我わが軍勢が退けた相手です。勝てぬ相手ではありません」

　気け色しきばむ旗持ち将校はさらに若くて、強く自信に溢あふれていた。

「油断につけ込んで打ち崩しただけだ。まともにやり合った訳わけじゃない」

　軽く払う物言い。

「油断して戦場に出てくる程度の部将は怖くありません」

　別の若者も追つい撃げきをしたいと声を荒げる。

「おいおい、お前ら」

　東とう征せい将軍テン・フオウは笑った。

「油断していたのではなく、油断させたんだよ。この俺おれが」

　その笑い方に得え体たいの知れない凄すご味み。そんな眼まな差ざしをした横顔が、見つめる部下達に静かな震ふるえを覚えさせた。







　川向こうで騎き馬ばが引き上げ始めるのを、床しよう几ぎの部将は凝ぎよう視ししていた。

　後方に二人、槍やり持もちの将校が控える。

「引き上げたか、流石さすがに見切りが早い」

　既すでに六十の齢よわいだが、この武将の声には張りがある。

　比較的小こ柄がらな部類に入るが、その身体からだは鍛たん練れんされた筋肉の張りに包まれ、声一つにも自然に重みが出る。

「見抜かれたのでしょうか、我わが方の伏ふく兵へいを」

　槍持ちの一人が後方を気にしながら、上官の判断を仰ぐ。

　彼らの背後、雑木の丘きゆう陵りようの陰には二百の弓きゆう兵へいが控えていた。

　東征将軍側が渡と河かに入れば、一斉に、弓ゆみの雨を降らす伏兵の策。

「見抜くだろう。儂わしとて見抜く」

　もとより、この程度の策が通用するなら、四しの宮みや戦で全すべて片が付いていただろう。

　故ゆえに、老兵は笑う。

「今日きようは顔合わせだ。四宮戦での借り、返すために儂は帰ってきた。それを知らしめるためのな」

　すでに退却の姿が遠くなった川向こうを見つめ続けたまま、三さん宮みやナツメ都市の将軍シドウは口くち許もとだけで笑った。

「奴やつも気づいたか、あの大たい層そうな大弓での騎射、わざとか」

　矢傷を負い、仲間に支えられながら渡河してきた部下が、こちら側の川岸に辿たどり着くのが視界の端に見えて、彼は右手で左肩の付け根を押さえた。

　陣じん羽ば織おりの下には、引きつった傷跡が残る手触り。

「忘れぬぞ、あの一矢、貴き様さまにやられたこの左肩。そして、惨むごたらしく命を落とした我が将兵」

　控える槍持ち達が、息を吞のむ深い声。

「難民を回収後、彼らを伴い七番分隊は速やかに撤てつ収しゆうせよ」

「はっ、直ただちに」

　槍持ち将校の片方が敬礼し、命令を受理。

「我われら六分隊は如何いかがしますか？」

　残された方の槍やり持もち将校が、指示を請こう。

「知れたこと」

　シドウ将軍は振り返らないで応ずる。

「弓隊の装備を通常に戻す。しかる後のち、上流に陣を張り、七なな宮みやの東とう征せいを牽けん制せいする」

「我わが方の手勢だけで陣立てでありますか？」

　将校二人は顔を見合わせ、思案した面おも持もちをする。

「東征が増援は気にするな。川のこちら側は我がナツメが領地となっている。奴やつははっきりとした言い分がなければ兵は動かさん」

　今の対陣も、それが引ひき際ぎわの早さに繫つながっていると、老将軍は語る。

「我が三さん宮みやナツメと七宮カセン、まだ宣戦は布告されておらんよ。四しの宮みや戦は終わったのだ。新たな戦いくさは、新たな戦で布告が出る。それまで、我が方の勢力圏、広めに主張しておかねば、知らぬうちに勝手な境きよう界かい線せんを敷しかれかねんのだ」







「七宮の東征が邪じや魔まか」

　一人、真まっ直すぐに背筋を伸ばした立ち姿。

　その少女は通りの良い声をする。

　常磐ときわと呼ばれる深緑の羽は織おり、前方に突き出し重ねる両手の下には、地に立てし儀ぎ式しき刀とう。

　緑なす木々に囲まれた屋や敷しきの門前、彼女は片かた膝ひざ立ちで報告する部下に視線を向けていた。

　山やま間あいの都市。それが三宮ナツメと呼ばれる都市だった。

　山々の奥に鉱山があり、その採掘を生なり業わいとした人々が何代もの月日を過ごし、いつしか都市と呼ばれる規模の町を山間に築いた。

　その歴史背景故ゆえに、三の姫ひめが居城も山々の奥にあり、谷間に広がる大規模な集落を見下ろす形で鎮ちん座ざしていた。

　元は山城の一つだった砦とりでを打うち壊こわし、宮みや姫ひめ用ようの社風に改築された建物。

　常磐御ご殿てんとも呼ばれるそれは、祭さい祀しを司つかさどるらしい精せい緻ちな厳おごそかさを随ずい所しよに取り入れながら、どこか武家屋敷風の無ぶ骨こつな作りも残している。

「お味方のシドウ様が軍勢、ツヅミよりの避ひ難なん民みんを我が領内に案内しようとしたところ、騎き兵へいを従えた東征将軍が襲しゆう撃げき。多くの損害が出ました」

「すでにツヅミは我が物という顔か」

　気に入らんという口く調ちようで、彼女は地面に突き立てた儀式刀に力を入れる。

　柄つかの先に乗せた両手が小刻みに震ふるえた。

「シドウ将軍は七宮側が国境越えを狙ねらわぬようにと、要所を押さえ、しばらく現地に駐ちゆう屯とんしたいと嘆たん願がんしております。七なな宮みやに睨にらみを利かせたいとのことです」

「増援が欲しいのか、補給も必要だな」

　報告に頷うなずけば、震ふるえも止まった。

「テン・フオウだったか。厄やつ介かいな男のようだな、傭よう兵へい将軍」

　常磐ときわ色いろの少女は傍かたわらの報告者から、視し線せんを前方へ向け、視野を下げたままの問いかけをする。

　その視線の先は急な斜面で、下方に広がる集落を持つ光景。

　斜面はそこに築かれた階段故ゆえに、背後に遠い視野を約束していた。

　精せい緻ちに敷しき詰められた石段の広がりは東とう和わ最大の高さを持ち、街行けば誰だれもが見上げる広い道幅は少女の居城を何よりも厳おごそかに彩いろどる。

　その石段の最上段に、やはり片かた膝ひざ立ちで、長ちよう刀とうを右手に立てし男が一人。

　少女の前で跪ひざまずこうと、その鍛きたえ上げられた背は広く、仕立て上げられたばかりの陣じん羽ば織おりには少女と同じ色が使われていた。

　背の中央には染め抜かれた三さん宮みやの紋もん章しよう。三本竹から来る意い匠しよう。

「お許しをいただければ、我われと我わが一門、即座にお味方の増援をさせていただきます」

　平へい伏ふくしていた顔が静かに上げられる。前年まで、四しの宮みやツヅミ、琥こ珀はく姫ひめの麾き下かにいた部将。

「よい心がけだな、キリハ」

　満足げに少女は笑えみを作る。

　素直な顔立ちの少女だ。笑うとそれがよく分かる。真まっ直すぐな眉まゆが意志の強さを象しよう徴ちようしていて、細ほそ面おもてなのが際きわだっていた。

　姫装しよう束ぞくにしては硬い線の羽織がよく似合う少女。姫という役割を担になっているにしては、その肩幅が広いのは、それなりに身体からだを鍛えているのだと窺うかがわせる。

「だが、貴き君くんらの出番は今しばらく待て。新しん参ざん者ものに借りを作ってはシドウ殿もやりにくくなろう。あちらには古こ参さんの者を先行させる」

「なかなかのお心づかい、感服します」

　キリハの言葉に噓うそ偽いつわりはなく、少し前に得たばかりの主に率直な眼まな差ざしを向ける。

「母方が武家の出でな、私も」

　苦笑という言葉が、ひどく様さまになる表情で続ける。

「すぐに働きを見せたかろう、そちらの立場も承知はしている」

　ゆったりと三宮常磐姫は、視線をキリハの後方へと向ける。

　山門の石段、百段を超える石組みの上に、片膝立ちで平伏する軍服の背が群れ。

　最上段で膝をつく男が率いている、その一族の者達。

「古き武ぶラサの一門二百十余名、そして、キリハよ、貴君らに期待している」







　一いち宮みやシンセン、東とう和わ第一位の都市にして、古来から王都と称され続けた地。

　東和文化圏のほぼ中心に位置し、公称百万の人口は東和総人口の半数に近いとさえ言われる大都市であった。

　拓ひらけた平野部に長く育はぐくまれた各産業と通商、さらに都市部を囲む豊かな耕地。もっとも地勢に恵まれ、代々の王族が雅みやびやかに暮らし、人々は安定した暮らしを甘かん受じゆし続けた百年の都。

　幾十にも層を重ねて、多彩に広がり続けた古都と、各地方から集まる人々や物産。

　華はなの王都と呼ばれた地。

　それが、ここ数十年で急速に求心力を失い始めていた。

「始まりは各都市の成長、そうでしたね」

　黒衣の姫ひめは黒塗りの専用席に座して、居並ぶ群ぐん臣しんに視し線せんを向けた。

　シンセン王城。

　シンセン都市の中核に鎮ちん座ざし、九つの塔、十二の館やかたで組み上げられた白はく亜あの王城。

　広大な森林を有した敷しき地ちに建てられ、まるで一個の街を凝ぎよう縮しゆくしたかのような雅やかな世界。

　その最奥こそが、黒衣の姫と群臣が集つどう場所だった。

　不必要に広い王の間。

　百の臣下が集められる広間で、黒衣の姫が一人座し、十四名の重臣達が左右に七人ずつ粛しゆく然ぜんと整列する。

「中央大河の氾はん濫らんを抑えることに成功し、それを運河として利用したツヅミが財を築き、そこからナツメ、カセンのような地方都市に人口が流出した。クラセ、マキセはその流れに逆さからうことなく安あん穏のんと地じ盤ばんを固めた。東和全土に民衆の息い吹ぶきが広がるのは良いことでしょう。我われ々われはそれだけの肥ひ沃よくな土地と、涼やかな気候に恵まれているのですから」

　その姫は年とし端はも行かぬ少女と言えた。

　十七歳の公称年ねん齢れい。大人おとなと呼ぶにはまだ柔らかい部分を持つその姫は、おそらく公称と大差ない年齢だと背せ格かつ好こうから窺うかがい知れる。

　されど、少女と呼ぶにはあまりにも完成された容よう貌ぼうは端正で、その声は気持ちよく通る涼やかさと、躊躇ためらいのない鋭えい利りさを併せ持つ。

「民衆の自主は健すこやかでなければなりません。いつから、各都市の都合で民意は争いになど向けられたのでしょうか。各都市の動向は自然の流れではない異変、戦争などという事態を招き始めました」

　艶あでやかな髪飾りに結い上げられた黒髪が、言葉に揺れる。

　長大な黒衣は華やかで、宮姫の座に花のように佇たたずみながら、左右の大きな空間を黒く切り取る。強い輪郭のそれは強こわ装しよう束ぞくと呼べるだろう。そんな、宮姫の背後には袖そで持もちの巫女みこが二人かしこまり、さらに背後には親しん衛えい隊たいの武人が、これも二名、背筋を伸ばしている。

　黒姫、あるいは星ほし姫と呼ばれる事もある黒衣の少女。その正当な名は東和一宮黒こく曜よう。

　背後に控ひかえる武の者は一いち宮みや親しん衛えい隊たいたる騎き士し達、シンセン黒こつ騎き団だん。

「荒事たる昨年の四しの宮みやツヅミの変、それを受けて、この春に我わが一宮シンセンはどう動くべきか、皆様方の見解をお聞かせください」

　一人語り続けた姫ひめの右う翼よくには四つの方面軍の代表者、三人の中央指揮官達。

　左翼には各部門の政治閣かく僚りようと顧こ問もん。

「畏おそれながら我が姫」

　右翼からツヅミ方面を担当する方面軍指揮官が一歩前へ出る。

「発言されよ、西せい軍ぐん殿」

「七なな宮みやは戦勝者でありながら四宮の占領を行っておりません。これは、彼らが我われらと周辺都市の力を恐れている証拠であります。今が、彼らの増長を押さえる好機かと思われます。故ゆえに我が軍としては何らかの威圧行動を行うべきと議ぎ会かいに進言中です」

「議会は承認されていないそうですね、政務官殿」

　黒い瞳ひとみは左翼の先頭へ向けられる。

「事前にご報告してあるとおりです。我がシンセンが十万の軍勢を派は遣けんすれば一万、二万の地方軍は相手ではありません。軍属の方々が仰おつしやることも分かりますが、力で地方を押さえつけるのは時期尚しよう早そうと思われます」

　政務官の言葉に、次席に位置する者が追つい従じゆうの発言権を求め、黒衣の姫が頷うなずく。

「七宮に対して三さん宮みやが動いております。彼らの動向を確たしかめつつ、我が国こく威いと軍属の方々の働きかけで政治的解決を望むのが大国、いえ、東とう和わ中央政府たる我らの務めにあります」

「それは各都市の争いを食い止める策ではありませんね」

「姫ひ殿でん下かのお言葉は、まさしく、その通りであります。なれば、今、我がシンセンが戦力を送ることこそが事前の抑よく止し力りよくとなります」

　新たな右翼側からの進言。視し線せんで、その発言に許可が下りる。

「それは一時的な抑止にしかなりませぬ。せいぜい、一年、次の戦せん端たんを遅らせる程度でしょう」

　続いたのは同じ右翼、中央の軍権を預かる者だった。

「ツヅミに我が軍を長く駐ちゆう屯とんさせれば莫ばく大だいな予算がかかります。そうかといえ、七宮カセンも三宮ツヅミも、あからさまに中央に逆さからうはずもなく、軍を送って彼らを即時征せい伐ばつする状況ではありませぬ」

　地方同士の争いに、中央が介入するには、相応の大義名分が必要だった。さらに、小康状態の現状で大規模な派兵をするには世よ論ろん的てきにも問題があった。強引に武力と政治力を行使すれば解決できない問題でもなかったが、それだけの予算が簡かん単たんに用意できるほど、一宮シンセンの都市経営は順風ではなかった。

　それを知るからこそ、各地方都市は、それぞれの都合で小こ競ぜり合いを画策する。

「畏れながら姫殿下、この懸けん案あんに関しては双方、意見が分かれ、まだ上表する次第には至っておりません」

　閣かく僚りようの末席に位置する者が取りまとめようと一歩前に出るのを、黒衣の姫ひめが視し線せんで制した。

「閣かく議ぎの紛ふん糾きゆう聞こえております。議会で皆様方が今以上に熱あつく争っていらっしゃるのも承知しております」

　端正な白い顔立ちに微笑ほほえみを浮かべ、彼らの姫は一同を見渡す。

「私は巫女みこ姫、ただ承認と選択を任されている者です。次の報告会までに総論を纏まとめてください。政治のありよう、軍のありよう、庶しよ民みん、各都市へ明快に伝えられますように」

　巫女と姫、どちらのものか読み取れぬ笑え顔がおで、彼女は続ける。

「皆様方のどの進言にも一理あり、そして東とう和わ各都市の言い分にも相応の理はあるのです。そして我わがシンセンは最大にして唯ゆい一いつの正統政府であります。故ゆえに力を示し、選択と実践を常に繰くり返さなければなりません。我われら中央がそれを怠おこたれば彼ら地方都市も怠るのです」







「中央があらゆる選択と実践を怠り続けた。その結果が戦争を呼び込んだのです」

　翡ひ翠すい色いろの少女もまた、東和の巫女姫である。

「ただ安あん穏のんと血税を貪むさぼり、弛し緩かんした政治家と形けい骸がい化かした議会、腐敗した大軍、これがシンセンの実情なのです」

　澄すんだ緑の装しよう束ぞくに、磨みがき上げられた緑石が胸元で煌きらめく。

　群衆が懸けん命めいに耳を澄すまし、しわぶきをも押さえ、その言葉に聞き入る

　演えん壇だんの高みで、万に近い人々がひしめき合う祭さい祀し場じようを彼女は見渡す。

　真しん摯しで深い教養を感じさせる眼まな差さしは、人々の熱い視線と向き合い、その熱ねつ気きと深い一体感を持つ。装束は姫の名の通り、深く澄んだ貴き石せきの色。

「我が姉あね姫を名乗る傍ぼう系けいの少女、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かなる人も傀かい儡らいに過ぎません。仮に、もし万が一、彼女に相応な才覚があろうと、こうした腐敗政治の流れは内部から改革できるものではないのです。せいぜい、身内同士で粛しゆく清せいといった血ち生なま臭ぐさいことを繰り返すだけです」

　柔らかい容よう貌ぼうと英知あふれる声は、人々に感かん嘆たんの息を吐かせる。

「故に我ら、東和の副都であるスズマが、時代の柱となりし改革の同志を集めなければならなくなったのです。スズマは領土的野心故に私を擁よう立りつしているのではありません。真しん都と同どう盟めい、東和を変える力の旗印として、私を宮みや姫として扱ってくださっているのです」

　おおっと人々が声を漏もらし、会場全体が心地ここちよさそうにどよめく。

「妹いもうと姫であるらしい哀れな琥こ珀はく殿、そして、領土的野心に燃もえる地方都市カセンの幼き姫、これらは戦争の流れを生み、今、ナツメの姫も新たな過あやまちを犯そうとしています。我ら真都同盟は流血を許すわけには参りません。おそらく、一いち宮みやは座して地方の争いを俯ふ瞰かんし、その疲ひ弊へいを待つのでしょうが、我らは、私は平和的解決のため汗を惜おしみません」

　歓かん声せいが上がり始め、少女の声はもう身近な者にも届かなくなり始める。

　だが、少女は語り続ける。

　熱あつい人々の思いに一歩も引かずに澄すんだ瞳ひとみと声で語り続ける。

「人々に道を示す。それが皆様方に戴いただかれた巫女みこ姫ひめの責務なのです」







「道を示すは政治家です」

「力を示すは軍人です」

「巫女姫は人々の営いとなみの象しよう徴ちよう」

「故ゆえに穏おだやかにあらねばなりません」

「一いち宮みや様はご無理をなさる」

「二にの宮みや様もまた」

　満開の藤ふじの花が豊かに広がる藤棚の下、小さな円卓に向かい合う少女が二人。

　穏やかで清せい楚そな顔立ちは互いによく似て、髪型もほぼ同じ、姫と言うより巫女という印象が強い春物の装しよう束ぞくも、また同じ意い匠しよう。

　ただ色合いだけが違う。

　片方の少女は浅あさ黄ぎ色いろの姫装束、片方の少女は萌もえ葱ぎ色の姫装束。

　それぞれの袖そでに、小さく五いつ宮やみと六むつ宮やみの紋もん章しよう。

　互いに薫かおり高い紅茶を口くち許もとに運ぶ、この瓜うり二つの少女達もまた宮みや姫ひめの地位にある者達。

「七の姫からお見み舞まいの書状が届いたそうですね」

　五宮浅黄姫が訊たずねる。

「はい、当たり障りのない柔らかな書状です」

　少し前まで身体からだを悪くしていた六宮萌葱姫が袖そで口ぐちから一通の書しよ簡かんを取り出し、小さな卓上に広げる。

「要求をほのめかすものはありませんが、迂う闊かつに返書もできませんね」

　軽く目を通して、浅黄姫は思案する顔を作る。

「七なな宮みやに出入りする貿易商から、側近に届くよう当たり障りのない言葉を返しました」

　紅茶の器うつわを胸元に萌葱姫が応こたえる。

「側近というと、左さ大だい臣じんが補佐しているという話ですが、確たしかタウ殿でしたね」

「あの商人上がりの男ですか、あまりいい噂うわさは聞きませんね」

「東とう征せい殿も無む駄だな争いは好まないようですが、戦いくさ好きで人の生死に無む頓とん着ちやくだと聞き及びます」

「危ういのですね、あちらも」

　クラセとマキセ、二つの都市の融ゆう和わを象徴する姫達は、しばらく言葉を止める。

　藤棚越しの柔らかい陽ひの下、広々とした庭園。その周囲には人ひと影かげもなく、ときおり小鳥がさえずる時間。

　二人の姫ひめが好む昼下がり。緩ゆるやかなお茶会は、これからの季節が一番似つかわしい。

　やがて

「各都市から、各勢力から色々と書状が参っております」

　萌もえ葱ぎ色いろの姫が独り言のように呟つぶやく。

「お互い様ですね。うちも大変な賑にぎわいです」

　浅あさ黄ぎ色の姫が笑った。

「まあ、戦いくさをされるより良いのですが、我われらが立ち位置を邪じや魔まされても困ります」

　つられるように萌葱色の姫も微笑ほほえむ。

「それだけ、この双ふた子ご都市が皆様方の目を引くのでしょう。何せ」

　浅黄色の姫が、緑の蔓つる草くさに房ふさを広げる藤ふじの花々を見上げる。

　柔らかで人目に優やさしい色合いの花弁。慎つつましくも鮮あざやかに群生する小さな花の房。

「春は水澄すんで浅黄色、緑広まり萌葱色、私達の季節ですから」

　萌葱色の姫も続いて見上げる。

　二人の姫は満開の藤棚の下、言葉少なに、それからの時を過ごした。







「もう十三年になるか、最後に会ったあの日から」

「まるで昨日きのうのことのようだね」

　薄うす暗ぐらい地下室で、蠟ろう燭そくの灯ともし火びが揺れる。

「まだ、あの男と手を組んでいるのか？」

　そう訊きいた男は長身で、肌が白い。

　涼しい気候の東とう和わでは、あまり陽ひに焼けた肌は見られないが、彼の肌はさらに白い。

　体格も全体に硬い線せんがあり、顔立ちにも彫りの深い部分がある。

　異国の人種。よく見ればそう分かるが、一見ではなかなか分からない面もある。東和は幾つかの民族の血筋が混在しているため、この男と大差ない容よう貌ぼうの者もたまに見られる。

　風貌よりも、言葉の調ちよう子しに微妙に異質な響ひびきがある方が、男の出しゆつ自じを物語っていた。

　中ちゆう原げん。そう呼ばれる地域の言葉使い。

「テンは厄やつ介かいな面も多いが、使いやすい男でもある」

　尋たずねられたことを返すのは、割と小こ柄がらな青年。

　あまり目立たない風貌で、どこから見ても典型的な東和の若者らしい全体像が、逆に特とく徴ちようといえば特徴といえる男だ。ただ、偏へん屈くつそうな面がどこかにある目め許もとが、蠟燭に浮かび上がっている。

「トエル、君が東和で過ごしているうちに、時代は変化している」

　白い肌の男が告げる。

「北ほく帝ていが病やまい、そして、エフ公がついに失地を取り返した。それは耳にしている」

　トエル・タウ。その名を持つ男が表情を変えずに応じる。

「中ちゆう原げん戦争は何年もしないで終わる。早ければ三年もいるまい」

「こちらも、そう長く時間を掛けない。東とう和わの争いは早めに終結させる。僕ぼくもテンも、我わが姫ひめも、その予定で動いている」

「ならば、我われらが中原を押さえた後、この地に援助を求める予定である旨むね、覚えていてもらえるね」

「人道的支援の要よう請せいかい？」

　トエル・タウは軽く表情を作る。笑ったと言うには、皮肉のある顔。

「東和に武力侵攻するのは、あの方の本来のお考えではない。だが、安あん穏のんと平和であった、この地が、戦乱に苦しんだ我が国からすれば莫ばく大だいな財を蓄えているようにしか見えない現実。君も理解しているはずだ」

　白い肌の男は慎重に、トエル・タウの言葉を待った。

「君ほどに地位のある人物が非公式に、この東和カセン地方にまで山越えの危険を冒おかして来てくれた事実、これには敬服するよ。だけど、僕達は他国の顔色を窺うかがう気はないよ。たとえ、相手が、やがて、中原全土を支配しようとする輩やからであってもね」

「僕達とは、七なな宮みやかね？　それとも、東和のことかい？」

　その質問に、トエル・タウという男は笑った。

　ほぼ、同年代の男と静かに目を合わせて告げる。

「他国に負おい目を持たない者のことだよ」
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　　一節　姫達の横顔







　薄うす絹ぎぬで仕切られた大広間、上かみ座ざには朱しゆ椅い子すに座る私、下しも座ざには片かた膝ひざを着く武人の方々。

「面おもてを上げてください。拝はい東とう将軍殿、山さん豪ごう将軍殿」

　七なな宮みや城じようの謁えつ見けんの間、私の声にお二ふた方かたが顔を上げる。

　拝東将軍、山豪将軍は壮年の殿方だった。土着の武家の出で、カセン地方に代々、有力な領地と一族を持たれている。

「姫ひ殿でん下かにおかれましては、この春におきましても益ます々ますにお健すこやかなご様よう子すで、まずは何よりの喜びにあります」

　私寄りの薄絹の幕は、無ぶ骨こつな声で口こう上じようを述べる拝東将軍の姿を白く薄める。距きよ離りも取られているけれど、何とかお相手の顔立ちは見て取れる。

　仕切りの薄絹で間を取られた向こうからは、より見えづらく霞かすむので、艶あでやかな姫ひめ装しよう束ぞくこそは見えるだろうけど、こちらの顔まではよく分からないようになっている。

「お二方も、お変わりなくご壮健なご様子、何よりです」

　しばらく、決まりきったご挨あい拶さつをしてから

「それで、急なご登城はいかなるご用件でしょうか。あいにく、東とう征せい殿も左さ府ふ殿も不在の折、武門の事情には巫女みこ姫である私は通じておりませぬ」

　私の擁よう立りつ者しやであり、武と文の筆頭たる方々は、この頃ごろ多忙だった。

　東征将軍ことテン・フオウ。この方は雪解けした春先より、旧四しの宮みやであるツヅミ都市に遠征されている。

　ツヅミは直接的な占領はされていないけれど、事実上、我わが七宮カセンの管理下にある。それを不服として、他都市と手を組む、あるいは他都市へ亡命する有力者が目立ち始め、その押さえに千の騎き馬ばと二千の歩ほ兵へいを連れて行っている。

　そして、私の補佐室長でもあり、左大臣たるトエル・タウ。この方も一週間ほど前から、カセン都市内部で行われる春の財政会かい議ぎに掛かりきりだ。

　都市郊外と呼ぶには僻へき地ち過ぎる七宮城には、何かしらの慶けい事じでもない限り人は集まらない。

　ほんの半月ほど前には、まだ結構な雪景色に包まれていたから、ほとんど来客も居いなかったし、私自身、禊みそぎの期間として誰だれとも会わない御お触ふれを出していたからなおさらだった。

　本当はその間、息い吹ぶき月づきの初めから十日ほど、カセン都市部でカラカラさんの役をやっていたりしたのだけれど、それは内うち輪わだけのお話。

　ごく身近な人達だけしか知らない日々は、雪が解けてゆく光景の中で、ほんの少し前なのに何だか遠い時間。

　今は空から澄すみ姫ひめとして、しばらく滞とどこおらせていた公務に勤いそしまなければならない。けれど、トエ様無しでのお仕事は緊きん張ちようする。毎日変わらない類たぐいのお仕事はともかく、珍しい来客となると特に緊張する。

　このお二ふた方かたも年始のご挨あい拶さつ以来だから、急なご登城に私は首を傾かしげる。

　何せ、難しいことを言われてもよく分からない。本当に。

「その東とう征せい殿のことで、我われら二将揃そろって参じた次第であります」

　山さん豪ごう将軍が、角張った顔を薄うす絹ぎぬ越しの私に向ける。

　ちょっと怖くなって、私は左右に視し線せんを向けたりしてから

「何事でしょうか、お話をお聞かせください」

　もっともらしい声を出してみる。

　傍かたわらの侍じ従じゆう長ちよう、そして衣い装しよう役やくさん。朱しゆ椅い子すの左右に立ってくれる人達の顔色を窺うかがいながら、出来るだけお姫様らしい声を心がけるのだけれど、どうもうまくいかない。

　きっと一いち宮みやや二にの宮みやのお姫様は、もっと大人おとなっぽく立派なのだろうと思ったりしてしまう。

「先の四しの宮みや戦、我わが一門、轡くつわを並べ、東征殿と戦場を駆けました」

「同じく、我が一族郎党も等しく力を尽くしました」

　二将の言葉に

「そのお働き、姫ひ殿でん下かは大変に感心なされ、お二方には領地の倍増をもって報むくいなされました」

　補佐役である侍従長の言葉が迎える。

　逆に東征将軍には何の恩賞も与えてはいない。与えたのは、ただ万の軍を従える権限だけ。

「我ら心より忠ちゆう勤きんし、その恩賞にさらに報いるつもりです」

「故ゆえにこそ、此この度たびの遠征に我らも随ずい行こうしたいのです」

　なるほど、旧四宮ツヅミでもう一働きしたいと申されているらしい。

　出しゆつ立たつされる以前になされたトエ様の予測通りの言葉に、私はもっともらしく頷うなずく。

　だから、言われてある言葉を思い出し、そのまま語る。

「今のツヅミ戦は小こ競ぜり合いに過ぎません。戦いくさと言うほどでもなく、政策的に見れば押さえなければならない流れです。ツヅミの人心を安定させて、彼らから納めていただく財なくしては次の動乱に備える資金もありません」

　出来合いの言葉に、お二方も退くことはない。

「早急なツヅミ鎮圧こそ、三さん宮みやナツメ都市につけ込ませぬ一番の方策であります」

「なにとぞ、馳はせ参じる許可を。我らが麾き下かに働きの場をお与えください」

　立派な風ふう貌ぼうの軍人さん達が頭を下げるのを眺めて、すごく困ったりする。

　答えは与えられているけれど、そのまま告げるのを悩んでしまう。

「姫様、お味方の将軍様達はご信頼に足る方々です」

　そっと衣い装しよう役やくさんが囁ささやいてくれる。

　続いて侍じ従じゆう長ちようも

「速すみやかに補佐殿も呼び寄せ、協きよう議ぎすべきご提案かとお見受けします」

　微妙に、お相手の耳にも届く声で、それぞれの役割を演じてくれる。

　少し思案する振りをしながら、用意してある言葉を何度か頭の中で暗唱して、それから、私は二将に眼まな差ざしを向けた。

「我わがカセンの有力なる方々のお心、よく分かりました。されど、お二方がこのカセンを離はなれれば、我が七なな宮みやの護まもりはどなたがなさるのでしょうか。東とう征せい殿不在の今、この城に残る三百にも満たない兵だけでは有事にどう対すればよいのでしょうか」

「我われら、それぞれ多くの一族を領地に残し、姫ひ殿でん下かに牙きば剝むく者あれば、速やかにこれを排するをお約束します」

「お二方の声せい望ぼうと、領地での健在こそ、我が方に対する不ふ穏おんな動きを押さえる要かなめなのです」

　こんなやりとりのあった昼下がり。

　やがて、二将が渋しぶ々しぶと下がってくれるのを、一息ついて見送る。

「お疲れ様でした」

　傍かたわらで、出来るだけ沈ちん黙もくしていた衣装役さんが、少し間を置いてから声を掛けてくれた。

「よろしかったのでしょうか、今のやりとりで」

　独り言のように、呟つぶやいてみる。

「概おおむね、補佐室の総そう括かつに添っておりました。室長たる左さ府ふ殿も納得してくださりましょう」

　保証してくれたのは侍従長だった。

　白い眉まゆ毛げと顎あご髭ひげが、この文官正装のご老人にはよく似合っている。私の身近な方々の中で、一番、年かさで、穏おん和わな方だ。

　ただ役やく職しよくに忠実であろうとして、トエ様やテン様、衣装役さんよりも、だいぶ、私と距きよ離りを取っていらっしゃるようだ。

　侍従長さんと呼んだりすると、さりげなく注意されたりする。

　私にお姫様らしい落ち着きを求めているご様よう子すだから。

「侍従長殿が良くしてくださるから、何とか格かつ好こうが付きました。お礼をしなければなりませんね」

　澄すまし顔っぽく視し線せんを向けてみる。けれど、動きがちょっと軽すぎたと思う。

　なかなか、噂うわさに聞いたりする他ほかのお姫様達みたいにうまくいかない。

「左府殿ご不在ならば、我ら侍従団、姫殿下のお側そばであらゆる責務を請うけ負おいましょう」

　恭うやうやしく答礼してくれる侍従長。どうしても、さんが付けたくなるのを堪こらえて

「侍従長殿を頼みとしております。東征殿はもとより、左府殿も不在がちです。至らぬ七宮の姫には、御おん身みのような方こそ必要です」

　何とか、お姫ひめ様さまらしく、巫女みこ姫らしく言えた。

「本日のご公務はこれまでです。お召し替えなさいますか」

　謁えつ見けん用ようの華はなやかな春物から、軽めな衣い装しように戻すことを衣装役さんが促うながしてくれる。

　ちょっと、私は考え込む。

「どうなさいました。姫ひ殿でん下か？」

　私の反応の鈍にぶさに、衣装役さんが不ふ思し議ぎそうな声を出す。

「しばらく、こうしていたいのです」

　ぽつりと呟つぶやく。

　朱しゆ椅い子すに浅く腰掛けたまま、何となく動く気がしなかった。

　いつもと違う感触で、手すりに寄せる両手の感覚。

　トエ様無しでのお仕事。まだ私には珍しい体たい験けん。

　手のひらの下、僅わずかな汗の感触を、手すり相手に握りしめてみたりする。

　何となく、この感触に慣れておきたい。そんな気持ちがしていた。

　言葉の足りない私を、お二ふた方かたはただ見守ってくれた。

　それは、静かな時間。ただ、静かになりたくなる時間。そんな気持ちなのだろうと思う。

　そして、トエル・タウ左大臣が帰城したのは、それから幾日か後だった。







「戦争というものはごまかしだよ。死活問題、生存競きよう争そう以外はそう考えた方がいい。戦争という言葉を使えば、尊い何かを楯たてにすれば、世の中に特別扱いを求められるからね」

　帰ってくれば、いつも変わらず、ぺらぺらと。

　いつもいつも、この人は好き勝手喋しやべっている気がするのは気のせいだろうか。多た分ぶん、この人は、これでも我が慢まんを重ねて喋っているのだろうとも思うけれど。

「ごまかしで大きな争いが起きるのですか」

「大たい抵ていのもめ事はごまかしと捉とらえ違いの組み合わせで、それで大きな損害が出たら収拾がつかなくなる。出会い頭がしらの事故でだって、取り返しのつかない事は多いからね」

　頭上に伸ばした左右の手の指、組み合わせる仕し草ぐさがどこか子供っぽい。

「そしてね、本当の争いはお互いが正しい時こそ起こるものだよ。妥協点を求めてね」

　ここで、ようやく、前髪を搔かき上げる癖くせを見られた。二週間ぶりの光景。

「それで、やっぱり、僕ぼくがいないうちに来たんだね」

　トエ様がカセン都市部から七なな宮みや城じように帰ってきたのは、二将の登城から三日ほど経たった後で、息い吹ぶき月づきが終わる頃ころだった。

　春物仕立ての姫装束な私は、文官正装のトエ様と、その執務室で向き合う。

　トエ様はお仕事で七宮城を離はなれる前に、私と侍じ従じゆう長ちように二十本にも及ぶ台本を残していった。

　各勢力から使者が来た場合、書状が送られて来た場合、府ふ中ちゆうから突然の要よう請せいがあった場合、どこかで大火が起きた場合、誰だれかしらにご不幸があった場合、そうした様さま々ざまな異変に対する細々した指示書。

　事細かく書き記されていた台本の数々は、私がお城に引き上げた時に渡された品だ。どうやら、私がカセン都市部でふらふらとカラカラさんをやっている間に、この方は夜なべして用意をしていたらしい。

　私たちは一つ一つ、筋道を立てて三日がかりで内容を覚えさせられた。そのうち、私の物覚えに不安を覚えたのか、トエ様は衣い装しよう役やくさんにまで色々言い含め始めたりした。

　どうも、衣装役さんが一番物分かりが良かったみたいだけれど、どうも、一番トエ様の話術に辛しん辣らつだったりした冬の終わり。

　そうして、雪が溶けてトエ様が私の側そばを離はなれると、三日もしないうちに府中から神僧の方々が現れて、やがて、軍から拝はい東とう将軍、山さん豪ごう将軍、半はん貴き族ぞくの地方豪族である華か族ぞくの方々、さらに貿易商の組合まで、あちらこちらから来客が続いた。

　大半は面談はそこそこで、各地の名産品やら家宝の宝ほう玉ぎよくを私に献上するのが目的で、将軍達のように積極的な要請を伴っているのは珍しい例だった。

　侍じ従じゆう長ちようと衣装役さんが隣となりで並んでくれたから、どうにかなった日々。

「僕ぼくが滅めつ多たに貢みつぎ物ものを受け取らないからね、各方面の方々は姫ひ殿でん下かに直接貸しを作って、どこかで優ゆう遇ぐうしてもらえる保険がほしいのさ」

　滅多にというのが少し気になったけれど、どうもトエ様は清せい廉れんな政治屋さんであろうとはしているらしい。一応、信じておこう。

　受け取らないと悪いし、受け取れば倍にして返さなければならないし、その線せん引びきが、お姫ひめ様という立場は難しかったので、結局、ほとんどの面談を断って過ごした二週間。

「賄わい賂ろなんでしょうか、こうした贈おくり物？」

「儀ぎ式しき的てきな贈ぞう答とうを決められたとおりにやらなければそうなるね、ちなみにテンは気にしないで沢たく山さん受け取っている。あいつはお返ししないけどね」

　うわぁ、あの人らしい。

「麾き下かの組そ織しきからの贈り物を受け取らないとね、その組織との交友が薄うすまり、仲間意識の薄さが有ゆう事じに響ひびきやすい。受け取れば逆に見返りのある働きを過敏に求められることもあり、仲間意識の肥大が有事に響きやすい」

　ちょっと難しい。

「宮みや姫は巫女みことして慎つつしみ深く在あらねばならない。そうなっているから、君の方は断りやすくていいよ。そう気にしなくていい」

　トエ様はいつも通りの表情で笑う。

「僕やテンみたいな成り上がりの政治屋や軍人は、正直、実力だけでのし上がっている。カセン都市議ぎ会かいだって各勢力の代表者だ。法を護まもる地位にあるけれど、力の権ごん化げの集まりだから、適度な馴なれ合いをしておかないと分裂しやすい。贈おくり物のやりとりは、いつも頭の痛い悩みだよ」

　含みのある笑い方。やっぱり、この人は清せい廉れんな政治屋さんじゃない気がしてきた。

　だいたい、この人は本人曰いわく、政治家ではなくて、政治屋らしいのだ。どう違うのか、一度ゆっくり聞いてみたいと、たまに思う。聞かない方がいいような気もするけれど。

「さて、問題は二将か、儀ぎ式しき的てきな献金、献花で、後は部将としての出陣の許可ね」

　カセンからお土産みやげに持参してきた春摘みの新茶見本を口くち許もとにして、なるほどと頷うなずくトエ様。

「ご厚意は嬉うれしいのですが、お二ふた方かたの要望は戦せん渦かの火種となりそうに思えました」

「いいよ、彼らはやる気なんか無いから」

「はい？」

　投げやりなお言葉には、なんとお返ししたらよいのやら。

「本気でやりたければ、テンと普ふ段だんから先陣を奪うばい合うものだよ」

　新茶の香りを楽しみつつ、目を細める仕し草ぐさ。

「テンに先に行かせて、自分達が行かなくていい状態であるのを見越してから、参陣の許可を是ぜ非ひにと口にする。姫ひ殿でん下かが承知しないのは予測できるし、面談程度の手間で忠誠心や武家の面めん目ぼく、その意気を多方面に見せられる。僕ぼくがいなければ、余計な策を並べる者もいないしね」

「でも、もし、私がよく分からないで、間違って許可とかしちゃったらどうですか。トエ様いないんですよ？」

「それならそれで、おっとり刀で準備していればいいのさ。短い小こ競ぜり合いだからね。準備しているうちに状況が良くなるか、小康状態が続けば出陣見合わせの指示が僕や府ふ中ちゆうから出るし、状況がもし悪く変われば、ちょうど手早く兵を招集できる」

　そう言われてみると、ずいぶん、あちらにはお得なお話のような気がする。

「予定通りなら、テンもそろそろ帰ってくるはずだ。二将もそう思っている」

　もう少し、トエ様は気ままに続ける。

「彼らも遊んでいるわけではないよ。生活があるからね。安易に、戦場で危険な真似まねを繰くり返すだけが武家ではないさ。他都市の占領で単純な成果が上がることを期待するほど、今が古い仕組みじゃないと彼らも知っているからね」

「武家の仕組みがですか？」

　古いという言葉に対する私の問いに、見上げた人の口許が笑えみを作る。

「世界の仕組みがさ」

　面おも白しろそうに、トエ様は私を見つめた。







　トエ様の判定は正しかったようで、拝はい東とう将軍も山さん豪ごう将軍も、それぞれの地じ盤ばん地域に戻り、あれ以上の出陣申しん請せいを続けることはなかった。

　世間的には、三さん宮みやナツメとの多少の衝しよう突とつはあっても、これは戦争状態ではないと七なな宮みやカセンでは宣伝されていた。先の戦いくさは終わり、その後、隣りん国ごくとの些さ細さいな衝突が起きているのが今の実情なのだと触れ込まれている。

　一応、四しの宮みや戦以上の争いは望まない空から澄すみ姫ひ殿でん下かの意向に、カセン全体が従っているという話になっているけれど、水面下では違う。なにやら、きな臭い駆け引きが行われている。

　その証拠に、トエ様の予測は一つ外はずれた。

「東とう征せい将軍が足止めされているのですか」

　謁えつ見けんの間で朱しゆ椅い子すに座る私は、伝令将校からの報告を読み上げるトエ様に視し線せんを向けた。

「三宮ナツメ側は、二百の兵を与えて将軍シドウ殿を都市境界線上に派は遣けん。増援に五百余名を用意しております」

　補佐役ではなく、軍師役の立場で、トエ様は私の前に立つ。

「七百もの兵を配備された。それは、四宮ツヅミに支配的影えい響きようを与えるためでしょうか、それとも、我わが七宮との先の争いを蒸し返すおつもりでしょうか」

　あと数百の派遣があれば、千の軍勢。それは、旧四宮ツヅミに駐ちゆう屯とんしているカセン側の兵、その実働規模と、ほぼ同数だ。駐留している三千の兵力も、ツヅミの治安と、その街道要地に回す分を差し引けば、その程度になるらしい。

　そうした兵が各持ち場を放置し、一つに纏まとめられるのは総力戦だけで、そこまでの本格的な展開は激げき化かした戦局以外では滅めつ多たに無いそうだ。東とう和わ各都市は、勢力争いこそしているけれど互いの壊かい滅めつを目指しているわけではないから。

　千の軍勢と千の軍勢。先のような、都市の命運を賭かけた大戦ではないから、普通の争いであるならば、この規模の動員はかなりの大事に部類する。

　ツヅミ本来の治安軍を足せば、こちらの方が陣容は倍するけれど、友軍と呼ぶにはツヅミの軍は併へい吞どんして日が浅い。裏切り等を警けい戒かいしなければならず、潜せん在ざい的てきには敵とも言える。

「幸い、元来、ツヅミとナツメは仲が良くありません。先の彼らの同盟も成り行きで仕方なくやりくりされていた面が多々あります。ツヅミ内部ではナツメ側への傾倒は小規模で、我が派遣軍へのツヅミからの出資は十分であります。しかしながら、我が方としましても、東征将軍殿だけにこの事態を任せるわけにも参りません」

「それで、左さ府ふ殿には提案がおありでしょうか？」

「まずは人的な面です。派遣軍の増員を許可していただきたいのです」

「我が方も増援ですか」

「はっ、有事に備えるべきかと」

　予定通りの会話に、私は従う。

「ナツメの常磐ときわ姫ひめはどのような声明を出されたのですか？」

「未いまだ何も。昨年の四しの宮みや戦に対する声明のままです」

　その返事に、私は昨年末の常磐姫の公式声明を思い出す。

　四宮ツヅミは七なな宮みやカセンの商業的侵略、領土的侵略を阻止するため、七宮カセンの独裁政権空から澄すみ姫一派を排除せんとした。故ゆえに、同どう盟めい都市として三さん宮みやナツメはツヅミの琥こ珀はく姫に協力。東とう和わ西部地帯が安定のために戦力を提供した。

　あちらでの公式見解はこの通りである。

　逆に、七宮カセン側では、自由競きよう争そうを阻害した四宮ナツメが三宮ツヅミと共きよう謀ぼうし、七宮カセンの自主独立に横よこ槍やりを入れた。故に、正統な権利で防ぼう衛えい戦せんを行使し、並びに敵対政策を採った琥珀姫一派を掃そう討とうした。

　こうなっている。

「東とう征せい殿には自重し、各方面の警けい戒かいをこのまま続けさせてください」

　予定通りの私の言葉に、左さ府ふ殿の顔をした方は、不服のある顔で

「増援はなさらないと仰おつしやりますか」

　不満のある問い方をされる。

「我わが七宮が構えれば、あちらも引っ込みがつかなくなります。何事もないかのように、ツヅミを護まもる役割に専念してください。今のツヅミはほぼ無防備。各勢力が狙ねらっているのです。ナツメの方々に、ツヅミの復ふつ興こうと我が七宮カセンとの融ゆう和わ、邪じや魔まだてされる道どう理りはありません」

「しかし、道理を無視されれば如何いかがなさります」

「むろん、その時は、我が七宮は総力を挙げてツヅミとカセンの未来を護ります」

　最後まで予定通りのやりとりに、左府殿とその背後に控える文官達は、やがて、恭うやうやしく頭こうべを下げた。

　このやりとりは、我が方に積極的な戦意はないと、諸しよ国こくに向けられる実じつ績せきの一つとして広められる段取りになっている。

　おそらく、一番、七宮に近く、対たい峙じする当事者たる三宮ナツメに最も早く伝わる情報。

　常磐の姫は、どうお考えなのだろうか。

　退室する方々の背を眺めながら、私はまだ見たこともない隣りん国ごくの宮姫のことを思う。

　それから、その麾き下かに入ったと聞く、冬の樹じゆ氷ひようのような佇たたずまいの人のことを、ぼんやりと思い出したりした。

　過ぎていった冬の中、出会った光景。

　温かい春の中で、あのお祭りの夜、あの冴さえた空気が何だかひどく心地ここち良かったような、そんな気持ちになった。







　常磐ときわ色いろ、深みのある緑の衣い装しようが床ゆか板いたの上に広がっていた。

「七なな宮みやの姫ひめがそのようなことを？」

　三さん宮みやナツメの姫は鼻で笑う仕し草ぐさをした。頭の下で、ざらつく些さ細さいな音を耳にしながら。

「おそらくは側近に吹き込まれたことを並べているのだろう。幼い姫にそのような見解が下せるなら、誰だれも苦労しない」

　語るたびに、頭の下で、床板と彼女の長い髪がこすれ合い、ざらっと小さな音が耳に届く。

　はだけた深緑の衣ころもと共に、その姫の身は硬い床板と触れ合っていた。ひどく無防備に、その身体からだは手足を投げ出し仰あお向むけに横たわっている。

　宮姫の居城と呼ぶには、入り組んだ山々の山頂に位置する姫ひ殿でん下か邸ていは簡かん素そなものだった。

　白木の平屋は贅ぜい沢たくに広い間取りを有しているが、基本的に飾かざり無く、無む駄だを省き、磨みがき上げられた直ちよく線せんの組み合わせだけが目立つ。

　武家屋や敷しき。そう称される要素が強く、たまに要所に見られる祭さい祀しの飾り文様だけが、宮姫が住まう場所だと主張する建物。

「しかし、七宮も腹黒い。現状を続けられては、我わがナツメは干ひ上あがるばかりだ」

　ツヅミからの物流は、東とう和わ各都市にとって重要な物だ。ツヅミをカセンが押さえている限り、睨にらみ合いをしているナツメには物資が順当に回らない。

「戦国の世、そのような遠い時代ならば、二年や三年、物流を押さえられても籠ろう城じようなりなんなりして、やりくりもしようが、当世の庶しよ民みん、大衆にそれが出来ようか」

　常磐姫は嘆なげいて、白木の素材色そのままの天てん井じようを見上げていた。

　柔らかい木目が水たまりに浮かび上がる波紋のように滑なめらかで目に優やさしい。だから、ぼんやりと見つめ、身体の熱ねつが冷めるのを待つ。

　その身は熱あつかった。今までの呟つぶやきも、熱のある荒い色をしていた。

　先ほどまで、よく動いたから肺は大きく上下している。

「タウ・トエ、そう呼ばれる軍師があちらにはおります」

　背中の汗が衣服越しに床板とくっつく感触を意い識しきしながら、常磐姫はその声を聞いた。

「キリハ、貴き君くんは会ったのか、その補佐だか軍師だが分からぬ男に」

　馴な染じみやすい硬さの床板に、汗ばんだ背を預けたままで姫は声を出す。

「たまたま顔だけは合わせましたが、口を利くほどではありませんでした」

　姫の視界に入らぬ位置で、キリハ・ラサが応こたえる。

「どのような男だ。東とう征せいと不仲だと聞くが、盟めい友ゆう同士とも聞き及ぶ。貴君が知る範はん囲いで良い、教えろ」

　見えぬ位置で、短い沈ちん黙もくがあって、やがて、キリハが語り出す。

「東征は狸たぬき軍師と呼んでおりました。一見は狸のように無害な生き物のようですが、したたかな男のようです」

「ほう、人を化ばかすのか？　作物を荒らすか？」

　変わらぬ姿勢で、少し落ち着いた声で、常磐ときわ姫ひめは聞き返す。

「東とう征せいと不仲。好戦家のテン・フオウを、穏おん健けん派はのトエル・タウが押さえている。世間にはそう見せておりますが、実際は、常に共きよう謀ぼうしているようにも見受けられます」

　キリハ・ラサの声は淡々としたものだ。

　それが心地ここち良いから、常磐姫は軽く目を閉じる。

「続けよ。興きよう味み深ぶかい」

「策士ではありましょうが、軍師の触れ込みは誇大です。自らを軍師などという、いかなる役目かよく分からぬ地位にいるかのように見せ、世よ論ろんを操そう作さしているようです」

「実際は何者か」

「政治屋でありましょう。彼にとっては軍も特別なものではなく、政治の一端に過ぎません」

「我わが三さん宮みやとて軍事を大きく政策としている」

　姫の声が少し冷めた色で

「四しの宮みやの商業政策について行けなくてな。山やま間あいにある我がナツメは商いには弱い」

　こう続けた。

「山間故ゆえの強みもあります」

　キリハの言葉に、目を閉じたままの薄うすい笑えみ。

「鉱山か、確たしかにナツメはその奥地に東とう和わ有数の鉱山を持つ。元々、鉱山都市として栄えたのが我われらナツメだ。鉄製では各都市に負けぬ」

　自じ嘲ちよう気味な笑い方を止める。

「いっそ、銀山でもあれば良いのだ。鉄製など物ぶつ騒そうな真似まねをしないで、ツヅミと対等に商えれば、我らの自主独立は楽であった」

　故に、三宮ナツメと四宮ツヅミは不安定な関係を築いてしまった。

　鉄てつ鉱こうの産出で経営を続ける三宮ナツメ。他ほかの産業を持たないナツメがツヅミ、あるいは東和各都市と成長を競きそい合おうとすれば、採掘と鉄製に力を入れるしかない。されど、長く平和であった東和にあって、それほどの鉄器の消費はなかった。

　結果、だぶつき始める鉄の相場はナツメの都市経営を追いつめることになる。

　故に、鉄の消費を上げようと、鉄製の商品化に力を入れ始める。

　その有益な市場こそは、軍であり、刀剣のような武具であった。

　隣りん国ごくツヅミとの格差を埋めようと、そして、シンセンによる統治弱体化の流れが地方都市の自じ衛えい軍ぐんに拡大をさせていた。やがて、大きくなった軍と武家は活かつ躍やくの場を求める必然。

「過か剰じように余り気味の刀、槍やり、増えすぎた軍、長く曖あい昧まいな立場にあった地方豪ごう族ぞくの要求、そして長年の行政赤字。やがて、急速に成長し、我らを脅かし始める隣国カセンは七なな宮みやの姫を擁よう立りつ。古豪たる一いち宮みや、二にの宮みやの豪壮ぶり、さらには強力な同どう盟めい関係により安定成長を続ける五いつ宮みや、六むつ宮みやへの対抗策の必要性」

　三さん宮みやナツメの象しよう徴ちようたる姫ひめの独白を、新しん参ざんの部将は静かに聞き続ける。

「これが新しん興こう勢力七なな宮みやカセンと、四しの宮みやツヅミ、三宮ナツメ連合軍が争わなければならなかった道筋だ。異論はあるか？　貴き君くんは我われらと違う角度から、東とう和わのかたちを知っていよう」

「カセン支配による収入の増加、並びにツヅミ、ナツメからの流通によるその市場の独占。それによる他都市との勢力均きん衡こう。これが、先の対七宮戦の狙ねらいですか」

　キリハの言葉に、常磐ときわ姫は沈ちん黙もくで続きを求める。

「天下三分。一いち宮みや方面、五いつ宮みや六むつ宮みや方面に、三宮四宮が七宮解体で対抗する。分割された東和の勢力は均衡の取れた安定期を持つ。その政策には一理ありましょう。一宮シンセンがずば抜けているとはいえ、二にの宮みやスズマとの不仲で自由が利くはずもありません」

「付け加えれば、七宮侵攻、その解体は我ら二つの都市の共同事業として、歪いびつな関係修復にも役立つはずだった」

「全すべて、テン・フオウ、トエル・タウは見抜いておりました。四宮ツヅミが、その政策に不満があり、両都市の足並みが揃そろわぬ事まで。先の敗戦は、その隙すきを全て突かれました」

　その現場の一角にいた男の言葉に、常磐姫は床ゆか板いたに身を横たえたまま、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

「四宮ツヅミは三宮ナツメと対等になりたかったわけではありません。七宮カセン侵攻で戦力を失っても財貨を失っても困る。かといって、三宮ナツメの軍に全ての手て柄がらを奪われては、戦後の配分に支障が出る。そうした悩みは彼らの動きを散さん漫まんとしました。結果、野心旺おう盛せいと噂うわさされる将軍、軍師の暗殺で片を付けようとして、きっかけを待ち続けていたあちらに、戦争への大義名分を与えてしまった」

「七宮の姫を捕ほ縛ばくして、都市を攻めずに平和的に解決する。我わが配下はそう提案して七宮城を強きよう襲しゆうした」

「それも見抜かれていました。長ちよう距きよ離りを隠おん密みつに進軍した三宮のお味方は兵ひよう糧ろうに不安を持ち、尚なおかつ、砦とりではおろか、補給の線せんとて構築していないのです。騎き馬ば戦せんと火攻めの速攻を得意とするテン・フオウにとって、一番、御ぎよしやすい陣容での進しん撃げきでありました」

　昨年の七宮城攻防において、東とう征せい将軍テン・フオウは、野戦の陣営を敷しいたばかりの三宮ナツメ遠征軍に夜襲火攻めを行い、瞬またたく間にその兵糧を消失させた。

　こうして敵地で孤立した、平和に慣れた時代の軍は、ごく簡かん単たんに降伏勧告を受け入れた。

　三宮ナツメ遠征軍は、七宮城の制圧を、ごく簡単な任務として、たいした流血を行わないで実行する方針であったため、徹てつ底てい抗戦の意志など初めから希き薄はくであったのだ。

　初戦で、ことごとくの失敗をした三宮、四宮は出遅れた。侵略への怒りで世よ論ろんを素す早ばやく纏まとめ、その大義名分で、周辺各地から大軍をかき集めることに成功した七宮に対応できなかった。

　四宮は自国が戦場になるのを、直前までうまく認にん識しきできず防ぼう衛えい線を構築し損そこね、三宮は四宮の力を過大に評価し、明らかに遅れた援軍を送る始末。

　三さん宮みやの援軍が四しの宮みやツヅミの戦せん線せんに辿たどり着いた頃ころには、ツヅミ内部は疲ひ弊へいし、援軍との連動など困こん難なんな混乱状態であったのだ。

「あの戦いくさで名を上げたのは速戦即決の東とう征せいと、寡か兵へいでねばり強く転戦した傭よう兵へい将軍、貴き君くんだけか」

　姫ひめが起きあがる。

　はだけ気味の胸元。左手は襟えりを直し、右の手は赤みのある木刀を握って。

　汗の滴したたる前髪は首を左右に振って散らし、束たばねた後ろ髪を揺らす。

　それから、勢いよく起きあがると、正面、佇たたずむ長身に刀身を向ける。

　長身の立ち姿、その片手には特注であろう、驚おどろくほど長い白木の木刀。

　銀ぎん星せい、彗すい星せい。そう名付けられし長ちよう刀とうを模もしたと覚おぼしき、優ゆう美びな反りを持つ白木。

「貴君の働き、今度は我わが三宮ナツメのために生かせ。七なな宮みやにツヅミを与えたままに出来ない。この春、我が三宮はツヅミの同どう盟めい者しやとして、彼かの地の自主独立を回復。七宮カセンに手を退かせる軍事行動、並びに政治的行為を行う」

　精せい緻ちに組まれた床ゆか板いた。

　裸足はだしで剣客と姫は向かい合う。

　余計なものは一いつ切さい無い。二人だけの広々とした間取りの空間は、剣術の修練場。

「トエル・タウはそれを待ち、テン・フオウは兵を各地で鍛たん錬れんさせています」

「我が方もだ。今度は無理に足並みは揃そろえなくて良い単体。下らぬ齟そ齬ごはない」

「山やま間あいの強みは攻めにではなく、護まもりにあります。ツヅミ周辺の野戦では七宮が有利です」

「春の財政会かい議ぎでな、ツヅミを押さえられたままでは経けい常じよう赤あか字じが倍になると報告が出ている」

「カセンも無理な大軍動員はそう続けられません。大義名分をこのまま与えなければ」

「七宮カセンは何を望む？」

「東とう和わにおける大都市への昇格。勢力圏の形成でしょう」

「東征とその軍師は？」

「おそらくは、東和の歴史に名を残す野心かと」

　微妙に、この時だけキリハの声が曇くもったが、常磐ときわ色いろの道どう着ぎを着た姫は気にしなかった。

「我がナツメは大都市の圧力に負けぬ自主独立の死守を望む。野心ではなく、死活問題として戦いくさに臨む」

　構えられた赤みのある木刀が、意志のある動きを始める。

「一いち宮みやシンセンの支配、二にの宮みやスズマの増長、五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセの安あん穏のん、七宮カセンの野心。我が三宮ナツメは何者にも左右されない独立のため戦に臨もう」

　木刀の切っ先が、すうっと上段へと上がる。

「心構えの違いが、戦という政治に大義名分と勢いを与えよう」

　高く構えて告げる様よう子すを、キリハは静かに眺める。

「好戦家として、姫ひめの名は地に堕おちるやも知れません」

「汚れ役をする。それが宮みや姫の責務だ」

　その言葉は笑えみと共にある。武門の姫らしい笑みと共に。

「付き合え、もう二、三本」

　常磐ときわ色いろの姫が前方へと踏み込む。

　白木の長ちよう刀とうが躊躇ためらうことなく走り、迎むかえ打うった。







「天下三分ですか？」

　それが、三さん宮みやと四しの宮みやが目指していた政策だそうだ。

「空想だね。気持ちのいい」

　トエ様の執務室で、私は何となくしか知らなかったことを教えてもらっている。

「ナツメとツヅミは、元来、仲が良くない。一世紀ほど前にツヅミで食い詰めた人達が大量に入植した鉱山地帯。それが、今のナツメ都市の起源だ」

　東とう和わ各都市が大まかに描かれた地図を指さして、トエ様は教えてくれる。

　私の修学用にと、カセンの豪商が特注してくれた壁かべ掛かけの絵地図で、地図本体よりも、金きん箔ぱくを用いた表ひよう具ぐが、やたら立派なのが目につく。

「でも、何かもっともらしく聞こえます」

「そりゃあそうだよ。遠い昔、中ちゆう原げん辺りで少しは成功した例があるからね。真似まねした連中は大たい抵ていは失敗するけれどね」

　トエ様は地図の左側、図になっていない壁側を示す。

　地図の上部から中部までは西せい方ほう山脈、下部は南から入り込んだ海の向こうになる辺り。そこが、中原と呼ばれる他所よその国。

　もっとも、東和はあちら側から山越えしてきた人達が何世紀も掛けて混在した世界で、あちらとこちらは基本的に同じような人種だ。向こうの方が広くて、東和よりずっと寒い北部になると、白い肌の方々も多いらしいけれど。

「よほど、頑強な理由がない限り、あるいは地形的条件が重ならない限り、分割社会の鼎てい立りつなんて三年ぐらいしか続かない。行き来する人や物流が多ければ、政府の側の理念や都合なんてなし崩しの腑ふ抜ぬけにならざるを得ないよ。強権的な軍事政策でもすれば、多少は長持ちするけれど、抜本的な解決ではない」

　そう口にして、トエ様はツヅミとナツメを交互に指さす。

「山地を苦労して切り開いたナツメとしては自分たちの独立性に誇ほこりがある反面、豊かなツヅミの繁はん栄えいに鬱うつ積せきされた怒りがある。かといって、ツヅミとぶつかっても商売相手を失うから、同どう盟めいとしての関係を求めた。ツヅミも商いのためには益えきの少ない争いは避さけなければならないから同意する。同どう盟めいして争う先はどこかと言えば、一番、近くて弱そうな僕ぼく達、七なな宮みやカセンだったわけだ」

　七宮カセンを吸収すれば、残りの都市群に対してあちらが有利なのは私でも分かる。それは分かるけれど、その通りにされたら大変だ。

「はた迷めい惑わくな気がします」

　だって、向こうと同じように、七宮カセンにも立場や将来がある。

「そうだよ。だから、困ったカセンは七宮の姫ひめを擁よう立りつ。自分達にも独立の意志があることを示し、僕やテンのような連中に権力を与えたのさ。対抗策の一つとしてね」

　トエ様はそこで、ちょっとだけ考えてから両手を広げて笑った。

「まあ、僕らが、仕向けた部分も色々あるけどね」

　ものすごく、この人らしい仕し草ぐさだったりする。

　それから気を取り直して、トエ様は真ま面じ目めぶって続ける。

「彼らの思おも惑わくはね、うまくいくはず無いんだ。僕が一いち宮みやや二にの宮みやなら、何年掛けてもツヅミの流通に取り込みと圧力を繰くり返す。それで、自然にこの辺は均きん衡こうが崩れるよ」

　地図の中の西部三都市を示してトエ様は続ける。

「一時的な時間稼かせぎとしては分割は有効だけれど、外国からの圧力が迫っている世の中で、分割安定に民意が集まるはずなんて無いんだ。統一性、あるいはそれに近い形式で東とう和わは纏まとめなくてはいけなくなる」

　だんだん、難しい話について行けなくなるのだけれど、こうして、お話を聞いていること自体は好きだったりする。

「統一に向かう世の中で、我わが七宮がどこまで勢力を伸ばせるか。それが肝かん心じんさ。七宮が大きな力を得たところで外国がやってくるか、あるいは最有力であるシンセンが東和全体に及ぶ往年の統治力を得た場合か、そのどちらとしても、統一社会の中でカセンが大きな権限を有すぐらいにはなれるからね」

　これが、一応、七宮カセンの方針だった。

　本当は、どうせなら、どさくさ紛まぎれに天下を取ろうと、この人やあの人は考えているけれど、多た分ぶん、そこまではっきり知っているのは私くらいだ。衣い装しよう役やくさんやキリハさんは、ある程度、気がついているようだけれど。

「さて、三分しそこねた東和の政情、これが本題だ」

　トエ様は小さく咳せきをしてから、学者さんみたいな顔をする。

「ツヅミは表向き平へい穏おんだよ。琥こ珀はく姫の流る罪ざいが穏おん便びんな処置だったため、彼らとしては七宮カセン並びに空から澄すみ姫への反発理由は少ない。悪者は七宮ではなく、ツヅミの旧支配者層たる財界、貴き族ぞくとして議ぎ会かい特権を得ていた華か族ぞく院いんであるとして、怒りの矛ほこ先さきは彼らの内部に向けられている。あるいは強引に七宮侵攻を進めた三宮ナツメが悪いとね」

　ツヅミ都市の辺りを指さすトエ様。

「ただ、これは少しずるいね。悪かったのは四しの宮みやの政治指し導どう部ぶの一部だけ、自分達は騙だまされていただけだと口を揃そろえるツヅミの民衆はしたたかな商売人だよ。保身は大切だけれど、同どう盟めい者しやナツメとしては手のひらを返された仕打ち。それで、ツヅミと三さん宮みやナツメとの交易関係に罅ひびが入っている」

「こちらがツヅミの商家、流通の方々に圧力を掛けているのではありませんか？」

「掛けてないよ。しなくても、向こうはこちらに商談の矛ほこ先さきを切り替えてきている。お金は常に勢いのある方に流れるからね。まあ、どちらとも言い切れない面も幾らかはあるかな。ナツメが弱っている今こそ、向こうとの取引で独占的な利益を得ようとする者も多いよ」

　今度は、ツヅミから地形的に一番近いナツメを指し示すトエ様。

　三宮ナツメ都市の位置する場所は、背後に当たる部分に山々の起伏が描き込まれている。

「ツヅミの旧支配者層は、素す早ばやくこちら側に付いた者以外、大半が資産の没収により破産状態。うまく逃れた者は同盟都市であるナツメに逃亡した。あちらに分散した家や商店が残っていて、そこで再起を図る者もいる。実はこれが厄やつ介かいな連中なんだ。彼らはツヅミを取り返して、失った自分達の財産や地位を回復せんと画策している」

　どうも、この辺の事情で、テン様はツヅミとナツメの国境付近に出向いているようだった。

「彼らが三宮ナツメに同盟都市としての責務、救援と解放を要求し、七なな宮みや打倒の大義名分を用意している。それで、ツヅミ奪だつ還かんのためナツメ側が兵を動員し始めている」

　旧四宮ツヅミ派による三宮ナツメ軍侵攻への誘ゆう導どう。それに、先の争いでも三宮は七宮と大きな戦せん闘とうを二度行っていて損害が出ている。このままでは捨て置けない遺い恨こんがあるのだろう。

　何より、ツヅミとの商取引がまともに成り立たなくては、隣りん国ごくたるナツメ都市は干ひ上あがるから大問題なのだろう。

「先ほど報告した通り、テンは千の手勢でツヅミ近郊に駐ちゆう留りゆう、予備兵力と治安維持にもう二千が追つい従じゆう。対するはシドウ将軍。三宮ナツメの古こ参さん将軍で、大層な称号など持たない実務一点張りの気骨ある人物だ」

　私が疑問を声にするより早く、トエ様が続ける。

「傭よう兵へい将軍の異い名みようを持つ人物は、ナツメ都市部に招かれ、高く評価されているよ。霊れい山ざんに屋や敷しきを陣取る常磐ときわ姫ひめが、彼を親しん衛えい隊たいに欲しがっていると噂うわさされるほど、向こうの姫君にも気に入られているらしい」

　トエ様は私があの方のことを気にしているのを、しっかり気づいている。

　どうも、私はあの方の立ち姿が忘れられなかった。

　もしかしたら、あの人は私たちの側そばに立ってくれたかも知れない方だったから。それに、あの冬の日々が何だか好きだったから、空いてしまった距きよ離りが惜おしくて仕方ない気持ちがする。

「彼が動くならば、間違いなくこちらも増援を送らなければテンも撤てつ退たいするしかない。だから、カセン都市部でも何時いつでも出陣できる新たな予備兵力を配置中だよ。ただ、わざとツヅミから撤てつ退たいして、三さん宮みやナツメ側にあそこを占拠させるのも手だけれどね。仲の良くない両都市が、今いま更さら、うまく足並みを揃そろえるのは無理だから、割とつけ込みやすい」

　増援は慎つつしむと会かい議ぎで明言してあるのは、増援態勢ができるまでのお話。

　きな臭いお話に、少し疑問を覚える。

「そんなに兵隊さんを動員できるのですか？　前回のように侵略に対抗する大義名分はありません」

　七なな宮みやカセン都市は、本来、それほど軍隊の経営に熱ねつ心しんではない。先の戦いだって、大半はお金と大義名分で、一時的に寄せ集めた大軍だったから、とっくの昔に解散していて、公称三万四千を数えた軍勢も、今、活動しているのは公称一万にも満たない。

「それで、こう講こう釈しやくしている」

　トエ様は私の問いに頷うなずく。

「またカセンの仮宮へ、君に移動してもらいたい」

　何となく、何を言いたいかは分かった。

「この城は現在三百の兵で固めているけれど、正直、重要な拠点じゃない。山越えの外敵に備えるならともかく、三宮ナツメと向き合うには遠すぎて、ここの兵力を普ふ段だんは活かすことが出来ない」

　ここに宮みや姫ひめが居いる限り、それなりに多くの兵を守備配置しなければならないけれど、私が都市部に移動すれば、あちらの兵力と合算し、纏まとまった形が作りやすくなる。

　その方が、何かあった場合に都合が良い。

　カセン都市部を護まもるのと、宮姫の守しゆ護ごを同時に行えるし、ツヅミやナツメに人員を割さくのも手早く済ませられるのだろう。

　それぐらいは、説明されなくても分かった。この僻へき地ちのお城は色々不便なのだと私も知っているし、テン様やトエ様が出張気味にならざるを得ないのも見てきたから。

「どの程度の規模で移動すべきですか？」

「老兵を中心に百人だけ残す。今度は侍じ従じゆう長ちよう殿も城守としては残さない。カセン都市部で本格的な仮宮作りを行う」

　トエ様の口く調ちようはもう予定が組み立ててある様よう子すで、私にも異論はなかった。

　異論はなかったけれど

「ちょっと、寂さびしいですね」

　はにかんで呟つぶやく。

　今まで、他勢力を刺し激げきしないよう、田舎いなかに引きこもっていた七宮のお姫様が、本格的に都市部に鎮ちん座ざする。それは、のんびりとしていた毎日が、終わったことになる。

　テン様やトエ様が、私が過ごした、このお城での日々。

　それは、すごく他愛たわいのない毎日で、お姫ひめ様さまごっこな毎日で、それが、ただ心地ここち良かった毎日。

「楽しいことはまだ続くよ。楽しくない世の中は潰つぶした方がいいしね」

　生きてゆくことを、どこかでお祭りにしている人の言葉。

　いつだって上向きで、いつも何か大きな事を目指す人達。

　多た分ぶん、この人達はいい意味でも悪い意味でも、きっと変わらない。

　すごく疲れたり、すごく世の中に厭あきてしまわない限り、きっとそうだと思う。

　だから、私はいつも頷うなずく。我われながら単純だとも思いつつ。

「とりあえず、あちらに出向けばテンも近くなる。僕ぼくも不在が減るよ」

　目を細めたトエ様は、この人らしく前向きな言葉を柔らかな口く調ちようで語る。

　それから、来月になる頃ころには引っ越しが始まると予定を決めてくれた。







　トエ様の提案に従い、慌ただしく引っ越しの準備が進められた。

　衣い装しよう役やくさんや侍じ従じゆう長ちようは事前に知らされていたのか、それとも予想していたのか、かなり手て際ぎわ良く、それぞれの持ち場を取り仕切っていた。

　トエ様の方は周辺村落や地方豪ごう族ぞくに挨あい拶さつ回りで忙しく、部下の文官と十数名ほどの護ご衛えい役やくを引き連れて七なな宮みや城じよう近辺を練ねり歩く。

　私は、引っ越しのお手伝いなんて立場的には出来ないし、自分だけの私物なんて長なが持もち一つ程度だったから、すぐにやることが無くなってしまった。

　もちろん、衣装やら装そう飾しよく品ひんは沢たく山さんあるけれど、それは衣装役さんが専門で、素人しろうとには手出しできない丁てい寧ねいな収納が行われるから、私の出番はなかった。

　それで手が空あいたお姫様は、他ほかの人の邪じや魔まにならない居場所を探して、どんどん空からになって行く部屋から部屋を、まるで渡り鳥のように移動する。

　忙しい人達の中にいると、逆に手が空いた人は疲れてしまうらしい。

　空っぽになった物見台で、私はため息をする。

　私の背せ丈たけより少しだけ低い柵さくの向こう、西せい方ほう山脈の峰が春はる霞がすみの中で、少しだけ輪りん郭かくが薄うすまるのを眺める。

　あの山向こうには東とう和わより何倍も大きな国があって、何倍もの人達が暮らしている。

　とても大きな戦争が長く続いていて、カセンやツヅミには、あちらから戦せん渦かを逃れた人々も大勢暮らす。そして、その余波は、何年か先の東和にもやってくると言われ続けている。

　だけど、山々は静かで、裾すそ野のは春の緑に染まり、静かに佇たたずむ。何事もないように。

　他所よその世界はそんなに遠くないのに、まるでそんな世界は夢のような空気。

　微睡まどろみそうになる春の中で、引っ越しの喧けん噪そうがあちこちで届く。

「食うか？」

　気がついたら、柵さく向こうに人ひと影かげ。

　どこか屋根伝いにやってきたのだろう、見慣れた灰色の羽は織おり姿すがた。

　私より、ちょっと背せ丈たけのある少年が、手に紙包みを抱えて、身軽に柵を乗り越えてくる。

「ヒカゲさん」

　この人は何でもないかのように、ふらりとどこからでも現れる。隠おん密みつと軽かる業わざを身につけているから、どんな場所にも予告無しにやってくることがある。

「呼び捨てでいい」

　ぽんと投げられる紙包み。

　慌てて受け取れば、柔らかな感触。でも、それなりの手て応ごたえ。

「開けるね」

　頷うなずく人はいつも変わらぬ表情で、物見台の壁かべ際ぎわに背を預ける。

「うわあ」

　紙包みを開けたら、中には色鮮あざやかな緑色が二つ。

　春の匂においがする柔らかなお餅もちは、よもぎ入り。

「よもぎ摘つみの季節なんだね」

　二人して壁際に背を預け、よもぎ餅を一個ずつ。

　二人並んで、お餅を頰ほお張ばる。

　柔らかな歯ごたえと、草の匂いが気持ち良くて、口の中がすごく幸せな状態になる。

「美味おいしいね」

　返事は小さな頷き。

　笑え顔がおで幸せな歯ごたえを楽しむ私と、無言で食べ続けるヒカゲさん。

　たまに、こうやって二人だけでおやつを食べる。

　それが、すごく楽しみだったりする。

「引っ越し先でも、こうしてくれる？」

「あんた、食うの好きだな」

「うん、美味しい物は何でも食べるよ」

　あっ、呆あきれた沈ちん黙もくの仕方をされてる。

　とにかく、二人してお餅を味わう。

「忙しくなるな」

　先に食べ終わった人の呟つぶやき。

「うん」

　私は頷く。

　三さん宮みやナツメの常磐ときわ姫ひめが動いている。まだ見えないけれど他ほかの姫達もそうだろう。

　そして、何よりも、あの二人が動いている。

　だから、私も忙しくなる。

　そうしないと、他ほかの姫ひめ達にも、あの二人にも追いつけないから。

　きっと、私は誰だれかを追いかけるのが好きなのだろう。誰かが進む姿を見るのが好きなのだろう。追いかけないと、先を目指す人の背は遠くなってしまう。

　先に進んだ人に、戻ってきてもらうわけにはいかないから、だから、追いかけないと。

「あんたを護まもるのが俺おれの仕事だ」

　食べ終わる頃ころ、ぽつりとヒカゲさんは、いつも通りの言葉をくれた。







　翌朝、早くから宮みや行列が七なな宮みや城じようからカセン都市へと出しゆつ立たつした。

　七宮空から澄すみ姫である私の朱しゆ馬ば車しや。左右には左さ府ふ殿と衣い装しよう役やくさん、後方には侍じ従じゆう長ちよう。それを囲むのが二百の護ご衛えい兵へい。

　その日の午後には、宮行列は七宮カセン都市部に入る。

　大変な数の人々が、歓かん声せいを上げて大通りを囲んだ。

　祝い損そこねた先勝祭を思い出したかのように、周囲に湧わき立つ歓喜の声。

　朱馬車の中で、私は目を閉じて、街の動きに耳を澄すました。

　息い吹ぶき月づきが終わり、櫻さくら帰がえりになる日。

　春の息吹が、肌に感じられて、その温ぬくもりが、何だか柔らかすぎる。それが、ちょっとだけ恐こわい感触。

　耳を澄ませて一人でいたら、そんな気がした。
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　　二節　櫻帰　辿る風道







　詠よみ名なは櫻さくら帰がえり。四月の始まり。

　私が空から澄すみ姫ひめとしてカセン都市部に入って、二日が経たった。

　あの府ふ中ちゆう本殿は、幾らかの改修工事を行って、七なな宮みや仮かり宮みやとして使用されることになったけれど、以前に比べて、雅みやびやかになったのは飾り旗や垂たれ幕の類たぐいだけで、基本的な造りには、それほどの変更はなかった。

　ただ、宿舎としての機能が追加されて、実用的にはなっていた。元々、通かよいの場であったから、部屋らしい部屋の数は少なかったし、生活様式を整えた施設ではなかったのだ。

　一日目は式典で、二日目は謁えつ見けん式しきだった。

　七宮城にはなかなか現れなかった有力な支援者の方々が、入れ替わり立ち替わり、やってきては、厳おごそかにご挨あい拶さつする。

　謁見の間となった小しよう祭さい殿でんは、本殿の隣となりに造られた三層屋根の平ひら屋や造りで、非常に簡かん素そな建物だったけれど、幾重にも束たばね、繫つなげられた多色の陣じん幕まくが、何だか不ふ思し議ぎな室内を形成していた。

　群ぐん青じようと白色が組み合わされた垂れ幕が天てん井じようから垂れ下がり、その下方で飾りの硝子がらす細工が音も立てず揺れる。

　それが私の朱しゆ椅い子すの背中に広がる背景。左右には淡い輝かがやきを灯ともす球体が一つずつ。

　色いろ灯どう籠ろうで淡く色彩されたその広間で、トエ様と侍じ従じゆう長ちようを間に挟んだ対面の連続は、ほとんど、どれも同じようなものだった。

　薄うす絹ぎぬ越しではない公式な謁見だったけれど、衣い装しよう役やくさんがいつもの倍の時間を掛けた厚化粧と、距きよ離りを置いた彩いろどり鮮あざやかな場の構成から、あまり相手方に私の容姿はよく見えていないようだった。

　何せ、こちらは春物の姫装しよう束ぞくに衣装負けしているから、あちらとしても私の顔より、間に立つトエ様の方に気を取られているようだった。それとも、色鮮やかな広間の様よう子すだろうか。

「よくお似合いですよ、左さ府ふ殿」

　十組ほどの面会が済んでから、小休止の時、私はトエ様に声を掛けてみる。

「お戯たわむれを」

　照れた様子で応答するトエ様は、作りたての立派な式典正装で、残念なことに、こちらも衣装負け気味だったりする。

　基本的に、この人はあまり威い厳げんがない。威厳が少ないのが、逆に敵を作らない、あるいは、相手から親しみやすい長所のようで、それはそれで有効なのだそうだ。

　こんな時には、ちょっと不向きなようだけれど、要領の良い話術で、さらりとお仕事をこなすのは見ていて気持ちいい光景だった。

　そんなこんなで、割とあっけなく支援者の方々と儀ぎ式しき的てきな面会を繰くり返していると、最後の方で、少し悩む相手が出てきた。

「ツヅミのシノギ調ちよう和わ党とうの方ですか」

　私は初老の男性に声を掛ける。

「我わがカセンに移住したいそうですね。ツヅミを代表される一派の貴方あなたが、突然どうされたのですか？」

　続けられた私の問いに、老境に差し掛かった商家の方は平へい伏ふくしていた。

「前年の戦いくさで、我がシノギは事実上解体されました。残されたのは若手と、自分のような主流から外はずれていた老人ばかりです。この上は、率先し、七なな宮みやカセンとツヅミの協和に老骨を鞭むち打うつ所しよ存ぞんであります」

「そのために、ご一族で移住をされたいと申されますか」

「願ねがわくは、お聞き届けくださりますようお願いしたい所存であります」

　トエ様は何も言わないで、頷うなずいている。

「そのお気持ち、確たしかに聞き入れました。ツヅミとは不幸な争いもありましたが、正常関係回復への一歩として、移住を志す人々が阻そ害がいされないことを約束しましょう。七宮カセンの象しよう徴ちようとして、この空から澄すみが明言します」

　こんな風ふうに、謁えつ見けんを終え、お相手が引き下がるとトエ様が私に向き直った。

「左さ府ふ殿、今の申し出は、どのような意図の下にあるのでしょう？」

　今のやりとりに少し不安を覚えて、私は尋たずねてみる。

「半分は、言葉通りと捉とらえてよろしいかと存じます」

「残り、半分はどうでしょう？」

「彼はナツメとの商取引より、カセンの商取引の方が今後は重要である。そう考えて、まず自らをこちらに移そうとしています。ツヅミに残している彼の親しん族ぞくは、祖そ父ふが切り開く通商の路ろ線せんで、失った財を取り戻すお見み積つもりなのでしょう」

　分からないでもないお話。

「皆様、大変お考えなのですね」

　最近は、頭が参ってしまうような難しいことが多い。

　私にはトエ様が居いてくれるからどうにかなるけれど、誰だれもいなかったらと思うと怖くなる。

「姫ひ殿でん下かが、そう思おもい煩わずらうことではありません。全すべての事情に精通するのは、政治を司つかさどる我われらの責務です。宮姫は王ではありません」

　トエ様は、左府殿の顔で、真しん摯しな眼まな差ざしを向けてきた。

「政治家のお仕事、横取りはしませんよ」

　東とう和わの王は象しよう徴ちよう君主。民たみを統すべる権力者では無い。ましてや、その代理人たる宮みや姫ひめは偶像性がより強く反映される巫女みこ姫。

　だけれど、七なな姫ひめが全すべてそうなわけではない気がする。

「偶像たる私達に、期待される方も多いと思います」

　私の呟つぶやきに、左さ府ふ殿は平へい伏ふくして見せた。

「同じように、配下にご期待をください。政治家は民と、その象徴たる姫に健すこやかな日々を約束するのが、その職しよく務むなのです」

　きっと、この人の口にしたことは正しい。

　東和の王様は支配者として圧倒的な力を持つわけでも、優すぐれた政策者として支持されているわけでもない。ましてや、天意あたりもほとんど関係ない。

　東和の営いとなみの伝統と、当世の有あり様さま、その和を体現するために望まれている。

　こう修学しているし、多た分ぶん、ほとんど、その通りなのだとは思う。

　思うけれど、別のことも考えたりする。

「左府殿、誰だれもが宮姫に同じ願ねがいを持つわけではありません。東和は七都市乱立の混乱、中ちゆう原げん領域からの外圧、長引く経済の低迷に迷っております」

　だから、琥こ珀はく姫は翻ほん弄ろうされて潰つぶされた。常磐ときわ姫は無理な政策を押し通した。そして、黒衣の姫は暗あん躍やくし、各都市の消しよう耗もうによる乱立解消を図った。

「迂う闊かつに流されぬよう、私達は足下を見定めなければならないと思います」

　私は目を閉じて、一息吐く。

　私達。そう口にした。

　そう思った相手は、目の前にいるトエ様やその相方ではなくて、見知らぬ、あるいは垣かい間ま見ただけの、今、東和各地にいる五人の宮姫。

　ここまでに後悔はない。

　テン様やトエ様達と、これからも先へ進む。

　ただ、どこかで何か終わりが来た時、後悔しないため、私はそれぞれの姫と、それぞれの都市の事情を思う。いずれ、会わなければならない人達と、見ることになるはずの土地。

　しばらく、私は静かに息を紡つむいで、ただ、そのままでいた。







　東とう征せい将軍テン・フオウ。

　その旗には絡からみ合う緋ひの炎と、七の印が描かれている。

　ツヅミ周辺、商業路の一つで物資の強ごう奪だつ事件が起きた。

　三さん宮みやナツメ側に亡命した商家が、シドウ将軍に七宮に没収された財産の奪だつ還かんを依頼。応じたシドウ将軍が自ら、農耕地の一角にある穀こく物もつ倉ぐらを強きよう襲しゆうしたのが顚てん末まつである。

　故ゆえに、まだ耕されていない一大耕地で、七なな宮みやと旗をたなびかせた一軍と、三さん宮みやの旗を掲げた一軍が向かい合う。

「平野部の戦いならば、我わが方が有利と言いたいが」

　従える千せん騎きは全すべて騎馬、テン・フオウはその長身を活いかして、遠目に霞かすむ敵陣を眺める。

　向こうはシドウ将軍麾き下かの七百余名。

　槍やりを立てた兵が囲んだ陣は、左右に広く展開しているのがはっきり視認できた。

「こう拓ひらけた場所で向かい合っては奇き襲しゆうも難しい」

　騎馬は奇襲にこそ使いたがるのが、この男だ。

　鞍くらの上で、不満そうな顔をしながら、この男は耳を澄すます。

　足下で蹄ひづめが立てる音が鈍にぶくて、腰にくる感触にもしっくりしないものがある。ちょっとだけ視し線せんを足下に落とせば、人馬の重量が掛かる地面に、蹄が深く沈み込んでいる。

　不満だと、口の中で小さな舌打ち。

「敵将のシドウ殿は何なに故ゆえ、我われらを挑発するのでしょうか？」

　そんなテン・フオウの背後に控える副官が疑問を呟つぶやく。

「俺おれ達を挑発しているのではないかもな」

　応じる長身が、太た刀ち鞘ざやを肩で弾ませる。

「はっ？」

「なかなか、動こうとしない自国の首脳を急がせたいかも知れん。大規模な増援要よう請せいが通るよう、ここらで大きな衝しよう突とつを展開したいのだ」

「ツヅミがそれほど大事と見ておりますか」

「いや、俺の首が欲しいんだろう」

　テン・フオウ。東とう征せい将軍の称号を持つ男は笑った。

「俺さえ討うてば、七宮カセンは大きく弱体化する。ツヅミもカセンに反旗を翻ひるがえす。シドウ殿は自分一人で情勢を変えられると判断している」

　笑い方に、独特な不敵さを混じらせる。

「こっちもシドウ殿を討っておけば三宮はそれほど怖くないはずだった。痛いのは、件くだんの傭よう兵へい将軍が向こうに流れたことか」

　子供みたいな顔を、一いつ瞬しゆんして

「やっぱ、あの時、殺しとけば良かったかな」

　子供みたいな呟きが小さくされたのは、副官の耳にまでは届かなかった。







　乾いた土の足下。具足と一体化した軍ぐん靴かは、くっきりとした足跡を残していた。

「動くまい。ここは歩兵同士で向き合うべき局面だ」

　荒れた耕地の地面。足下に広がる土は半はん端ぱに柔く、蹄ひづめの騎き馬ばを活いかしきれる足場ではない。

　突とつ撃げきが鈍にぶくなった騎馬に対応するだけの馬止めの柵さくと、迎撃の弓きゆう兵へいを用意してある。

　だから、シドウ将軍は余裕を持った立ち姿を将兵に見せることが出来ていた。

「騎馬で駆けつけたテン・フオウの失策よ。虎の子の騎馬を不用意に使えぬ」

　ツヅミ都市部に駐ちゆう留りゆうする歩ほ兵へいを呼び寄せるには一両日は掛かる。

　無理な突撃は成功したとしても、貴き重ちような騎馬兵を大幅に失う。ただの歩兵と違い、一度、大量に失った騎馬の補充には、かなりの月日と出費が余よ儀ぎなくされる。

「殿、穀こく物もつ倉ぐらの積つみ出し、全すべて完了しました。先発の輸ゆ送そう隊たいは、すでに安全圏に抜けた模も様ようです」

　副将の報告に、敵陣たる七なな宮みや側を見つめるシドウ将軍は頷うなずく。

「頃ころ合あいを見て退くぞ。我わがナツメからの増援は三日近く掛かる。まともにやり合えば、こちらが殲せん滅めつされる」

　川は渡っている。ここは微妙にではあるがツヅミ領内。早々、このまま深入りすれば危険が大きかった。

「今、テン・フオウは討うてませぬか」

　若い副将の声は血気盛んなもので、逆に指揮官を冷静にさせてくれる。

「儂わしに下された命令はツヅミからの亡命者を助け、その私財をナツメ側まで護まもる。そして、東とう征せいの野心を挫くじくための牽けん制せいだ。これ以上の行為は越権だ。奴やつが襲おそいかかってこぬ限りな」

「野心家で好戦家なはずが、何なに故ゆえ、踏み込んでこぬのでしょうか」

「損得をよく知る男だ。あの男、生きつ粋すいの軍人ではあるまい」

　敵陣から視し線せんを変えぬまま、シドウ将軍は自らの言葉に頷く。

「そこがつけ込む点だな。奴さえ攻略すれば、我が三さん宮みやの巻き返し必ず叶かなおう。そのために、我が常磐ときわ姫ひめのご英断こそが必要なのだ」







　木々の色合いは陽ひ射ざしに緑を映はえていた。

　息づく緑の中で、その姫の衣い装しようはさらに深く統一されていた。

「シドウと東征が、さらに対陣か」

　常磐姫は山桜と山やま吹ぶきの彩いろどる庭園で、早馬からの報告に頷く。

「シドウはよくやっている。自らの手勢だけで東征を翻ほん弄ろうしているらしい」

　独り言のように続けながら、報告の使者を帰す。

「七宮の姫も僻へき地ちから都市部に本拠地を動かした。ここは決断の時と見た」

　紫の鮮あざやかな敷しき物ものが敷かれた花見の席。

　この少女は一人、花木を見上げて湯飲み茶ぢや碗わんを啜すする。

「行ってくれるか、傭よう兵へい将軍」

　席を同じくすることなく、長身の総そう髪はつをした武人は、少し離はなれた花木の傍かたわらに佇たたずんでいた。

　春に息い吹ぶく木々と違い、冬の木立のように静かな印象を抱かせる立ち姿。

「我わが一門、ご指示をお待ちしておりました」

　人払いされた庭園には、姫ひめと武人だけが、花木が風に揺れる音と、鳥の囀さえずりの下にいた。

「貴き君くん、いや、仕官が叶かなった今では、もう貴官だな。キリハよ、貴官の一族と同時に我が方から二千の兵を送る。ツヅミの七なな宮みや軍三千に拮きつ抗こうする兵力だ。ツヅミ内部で、千人規模の我が方への協力を約束する者もいる。ツヅミ内部の不ふ穏おんを押さえようとすれば、東とう征せいが自由になる兵力はまともにやって二千に満たない」

　三千対二千。テン・フオウと麾き下かの直属は精強だが、三さん宮みや側も勇将を揃そろえている。

「畏おそれながら、七宮側は当然、兵をさらに動員してきましょう」

「無む論ろん、準備が出来次第、順次増援を送る。一万の規模を最終的には送り出すと軍ぐん議ぎで決まっている」

　告げてから、常磐ときわ姫は少し視し線せんを下に向ける仕し草ぐさをした。

「ここでシドウが加勢を上手うまくこなせば、貴官の立場もしっかりしよう」

　まだ、キリハ・ラサは軍議の末席に加わる資格がなかった。

　一度、三宮ナツメ都市軍麾下で実じつ績せきを積つまなければ、その立場は確かく約やくされていない部分がある。今の立場は、三宮ナツメ軍ではなく、三宮常磐姫預かりの私兵団的に扱われる曖あい昧まいなものであった。

「総指揮官であるシドウ将軍は長くナツメを支えたご忠臣です。その麾下で、我が一門が働けるのは今後の糧かてとなりましょう」

　傭兵将軍とその一族郎党は、辺境を渡り歩き鍛きたえられ、一族故ゆえの強い結束力を有しているが、一大勢力ではない。土着の豪族系であるシドウ将軍を筆頭とする三宮在来の武家、軍派は閥ばつが有するような数千から万に達する動員力を持つわけではない。

「新しん参ざんの辛つらい立場もあろうが、シドウにはすでに書しよ簡かんを送ってある。遊ゆう撃げき隊たいとしての貴官等を東征に見せつけ、ツヅミの遺い臣しんがナツメで健在と東和全土に示す。それが、ツヅミ解放の正当性の一端として世よ論ろんを動かす。そのために、必要でもない亡命貴族や商人を大量に受け入れたのだ」

「ツヅミ解放戦でありますか」

「名目はな」

　常磐姫は少し不ふ機き嫌げんそうに、湯飲み茶碗に手て酌じやくで白く濁にごった飲み物をつぎ足す。

「正直、ツヅミは我われらが占領できる相手ではない。七宮とて、多額の利権を奪ってはいるが、ツヅミの商家の半分は都合の良い立場を確保して、逆に七宮を利用して利益を上げようとしている」

「七なな葉よう、ツヅミ派の新旧権力争い。ツヅミに滞在した折、噂うわさは耳にしました」

「先の戦いくさ、利用されたのかも知れない。我わが三さん宮みやも七なな宮みやもな。ツヅミの内部抗争は都合の良い外圧を求めていたやも知れん。その狭はざ間まで、琥こ珀はくは立場を失った」

「ツヅミ内部で、昨年の開戦以前からトエル・タウと内通していた輩やからも多数いたとの噂も出ております」

「さもあらん。七宮の手て際ぎわ、早すぎる面があると、我が執しつ政せい院いんから疑問が出ている」

　ここで将軍は沈ちん黙もくして、姫ひめも一人、不ぶ作さ法ほうなくらい乱暴に湯飲みを傾けた。

　そうして、しばらく、会話は途と切ぎれ、鳥の囀さえずりだけが微そよ風かぜに混じる。

「……琥珀は、どのような姫に見えた？」

　山やま吹ぶきの枝振りを眺めて、常磐ときわの姫が問うたのは随ずい分ぶん、時間が経たってからだった。

「華はな姫、清せい楚そな舞まいと歌曲が似合う方でした。常磐姫ひ殿でん下かの御ご前ぜんで畏おそれながら申し上げれば、四し季き世よの祭さい祀しを行う巫女みこ姫としては、東とう和わ七姫で一番、適任な方であったとお見受けしました」

「無礼は許す。事実だ」

　生き真ま面じ目めに頷うなずく実直さは、竹林に佇たたずむこの姫の背を見た最初の日から変わらない。そんなことを、キリハ・ラサは思ったかも知れない。

　だが、彼は言葉を発するでもなく、今の主君の言葉を待ち、ただ佇む。

「年に何度か、琥珀とは儀ぎ礼れい的てきな対面をしていた。同じ姫でも、こうも違うのかと驚おどろいた記き憶おくがある。我が母方は食い詰め者の頭領たる武家が実家なのでな。私も武門の姫として育てられたから、正直、巫女姫には、ほど遠いとは自覚している」

　一人、湯飲み茶ぢや碗わんの中で白く濁にごった波は紋もんを眺める常磐姫は、少しだけ遠い目をした。

「仲が良かったとは言えないが、あれと私は友人であった。無理がある関係であったから、向こうに負担が大きかったかも知れんがな」

「敵討ちを標ひよう榜ぼうされますか」

　その言葉には、皮肉そうに姫は口くち許もとをゆがめた。

「その口を閉じさせるため、あれは穏おん便びんに流る罪ざいとされたのだろう」

　もう琥珀姫の話題は止やめようと、微かすかに首を振る。

「当面の敵は七宮の空から澄すみを傀かい儡らいとしてツヅミで幅を利かせる東とう征せいなる人物。あ奴やつを叩たたけば、トエル・タウなる商人崩れも、単なる役人程度の力となろう」

　ふと、思い出したように、凜り々りしい眉まゆが似合う眼まな差ざしが、佇む長身に向けられた。

「七宮の空澄。貴き官かんは知っているか？　どうも幼さ故ゆえか、七姫で一番、よく分からん」

「七宮の空澄姫ですか」

「カセンに少し赴おもむいていたのだ。少しは知っていよう？」

　この男が思案する顔で沈黙するのを、常磐姫は初めて見た。

「テン・フオウは、あの男なりに幼おさな君ぎみをお守りする部将であると、己おのが立場にこだわりを持っていたようです。傀かい儡らいとはいえ、主君に忠節は尽くしているようでした」

「それなりの人物なのか、見込みのある？」

「ほとんど、はっきりと姿を見せておりませぬが、賢けん明めいであろうと心がけが見られる姫ひめであると、僅わずかな事例が示しております」

「それなりに真ま面じ目めで、配下に有能な輩やからを揃そろえるか。ある意味、偶像たる姫としては、私や琥こ珀はくよりは適任か」

　自じ嘲ちよう気味に頷うなずく常磐ときわ姫は、他ほかに何か無いかと視し線せんで続きを求める。

「あちらも他の姫がどのような方か、手探りをされているようです」

「そうか」

　よく分かると頷く。

「宮みや姫の有あり様さまは、人の世のこと、人の世が求めるもの。私も悩む。武家の信条という、依よるべき立ち位置があるから、私は多少、単純でいられるやも知れんがな」

　一気に湯飲み茶ぢや碗わんを傾け中身を飲み干す。それから、手近に伏せてあった真新しい椀を空あいてる方の手で拾い上げ、長身の将軍に差し向けた。

「一人で手て酌じやくが好みだが、たまには人に酌をしてみたい。特別だ。一杯やってゆけ」

「手て柄がらを立てるまで酒は断っておりますが、主が勧めなれば盃さかずきを受け取らせていただきます」

　歩み寄り、席の傍かたわらに片かた膝ひざを付く長身に、ゆったりとした動作で盃を手渡すと、いささか不ぶ作さ法ほうに酌をする三さん宮みやの姫。

　間近で向き合って、注がれる液体の中身に気が付いた男は目を細めて、微かすかに笑った。

「甘酒だ」

　告げる少女は年相応の顔をする。

「宮姫というのは窮きゆう屈くつな立場でな。これぐらいは許せよ」

　他愛たわいのない花見の席。ただ、他愛がなかった会話は、ほんの短い時間。

　翌日未明、傭よう兵へい将軍キリハ・ラサとその一門は三宮ナツメ都市から、旧四しの宮みやツヅミ領へと出立し、三宮増援軍と途中合流する。

　その報は、ごく短い間に、各勢力へと広まった。

　それが、東とう和わ各都市に三宮ナツメと常磐姫の指針を示した動きだと誰だれもが知り、各勢力が動く合図ともなった。







「傭兵将軍が参戦か、厄やつ介かいだな」

　テン・フオウがその情報を手に入れたのはかなり早く、その出陣が行われた翌日の午後だった。おそらく、東和の誰よりも早かった。

　事前情報を手に入れて早馬を走らせた内通者を労ねぎらうと、副官達を己おのれの陣幕へ集める。

　組み立て式の円卓を囲み、それぞれが見解を述べ始める。

「敵方の陣容が厚くなれば、我わが方に不利です」

「増援が合流する前に、打だ撃げきを与えるべきです」

　若い将校達は積極的に声を上げた。

　何度か、シドウ将軍により煮え湯を飲まされ、戦いあぐねているからこそ、彼らのみならず陣中全体が大きな戦せん闘とうを望む方向に向いていた。

　士気は高い。

　ただテン・フオウは珍しいほど静かだった。

　この男は周りの熱ねつに動かない。

「シドウ将軍は正攻法を好む堅けん実じつな部将です。中なか々なか、思うように攻める手だてがありません」

　東とう征せい将軍麾き下かで、いつも冷静な役回りを引き受ける副官の言葉に、テン・フオウは頷うなずく。

「今晩にも夜や襲しゆうを掛けたいが、効果は薄うすかろう」

　短い沈ちん黙もくの後、テン・フオウは集まった配下に視し線せんを向けた。

「決めたぞ。ここは」

　躊躇ためらいのない即断が、この男の特徴であった。







「この争い、拡大させるべきではありません」

「ツヅミを巡めぐる争いで二つの都市が疲ひ弊へいすれば、どなたが喜ぶでしょうか」

　東とう和わ七なな姫ひめの中で、真まっ先さきに反応したのは、浅あさ黄ぎ色いろの姫と萌もえ葱ぎ色の姫達。

「一いち宮みやと二にの宮みやが望むのは各都市の疲弊です」

「故ゆえに、ここは講こう話わへの道を探るべきです」

　五いつ宮みやと六むつ宮みや、中間に位置する離り宮きゆうで、二人の姫はそれぞれの下しも座ざに陣取る高官達に視線を向ける。

　それぞれの姫の持つ色に合わせた文官装しよう束ぞくの老人達は、互いに顔色を窺うかがい合う。

「皆様方にご異論ありましょうか？」

「双方に刃やいばを納めさせるためのご提案を求めさせていただきます」

　発言を求めるが、高官達からの声は少ない。

　迂う闊かつに動けば、他都市の争いに巻き込まれ、大国につけ込まれる。彼らにも彼らの懸け念ねんがあるため、積極的な発言が出来ない面があった。

「この件に関しましては、我わが家にお任せを願ねがいます」

　やがて、停滞気味の閣かく議ぎで、末席に座っていた若者が立ち上がった。

　五宮側の席に座っているが、その装束は中立色の燈ひ色であった。

　末席に座る者の何人かは、両都市の梯はし子ご役やくである家いえ柄がらや役目の者で構成されているから、特にどちらの都市の味方でもない。

「確たしか、サイ家の」

　浅あさ黄ぎ姫ひめの言葉に、細ほそ面おもての青年が深々と頭を下げる。

　少し赤みのある頭髪が特とく徴ちよう的てきで、涼しげな目元に自信がある視し線せんを宿している青年。歳としは二十代半なかばほどのはずだが、もう少し若くも見える。

「双方に和解を勧める。その使者の役をお申し付けください」

　姫達の前でも、そして、高官達の前でも淀よどむこと無い声。

「サイ家筆ひつ頭とう、お名前を今一度お教えください」

　萌もえ葱ぎ姫が名乗りを促うながす。

「末席にて、未熟者が名乗りも上げず失礼しました」

　青年が大げさに二人の姫と、居並ぶ高官達に今一度頭を下げる。

「我わが名は春はる瀬せ。クラセとマキセ、両都市に仕える商家サイ家。本年より、その家か督とくを継つぎました。どうぞ、ハルセとお呼びください」







「いよいよ、きな臭くなってきましたか」

　花盛りの梅の木に囲まれた庭園。

　あちこちには巨大な庭石が配置され、その姫の装しよう束ぞくと同じ色の側面を見せている。

　身の丈たけよりも巨大な翡ひ翠すいの原石を背に、二にの宮みや翡翠姫は沈痛な顔を見せる。

「このような無益な争いで東とう和わの無む垢くなる民たみが損そこなわれる。その程度の現実も見えていないのですか、あの妹いもうと姫達は」

「このままご静せい観かん遊ばせませ、今、彼かの地の争いに参加しても何の益えきもありません」

　議ぎ会かいからの使者は、片かた膝ひざを付いて報告するが、澄すんだ色の翠みどりを背負う姫は首を振る。

「彼らが疲ひ弊へいしてからつけ込めば、損得的には我が方が有利でしょう。ですが、それは東和のためにはなりません」

「それでは、姫」

「臨りん時じ議会を招集しなさい。我が真しん都と同どう盟めいスズマはツヅミを巡めぐる両都市の欲望に立ち向かいます。彼の地にも真都同盟の賛同者は大勢おります。私は一いち宮みやの如ごとく、東和の争いを傍ぼう観かんし、支配の手を広めるような手口は断じて行いません」







「ただいま、シンセン議会が紛ふん糾きゆうしております」

「ツヅミに兵を出すかどうかですか？」

　黒衣の姫ひめは、大広間としか思えない広さを持つ支度部屋で衣い装しよう合わせをしていた。

　壁かべ一面に張はり巡めぐらせられた大おお鏡かがみは、東とう和わ随ずい一いちのもので、姫とその配下、その支度部屋全体を映り込ませていた。

「ただいま、差し向ける方面軍が決まらず、手間取っているようです」

　背後から報告する女じよ官かんの言葉に、流れるような黒髪を左右から梳すかれる姫は瞳ひとみを閉じた。

「出す気はないでしょう。どの将軍もシンセンを離はなれて足下を見失いたくありません。スズマがどう動くかも微妙でしょうしね」

　一いち宮みやシンセンの四方を護まもる四つの方面軍の中で、ツヅミを中心とした東和西部方面を担当するのは西せい方ほう将軍である。だが、長い平和で形けい骸がい化かした四つの方面軍は、もう数十年もの間シンセン周囲の領土を管理する立場にあり、整然とした遠征軍の陣容を持っていない。

　大国一宮シンセンと呼べば大軍を持っている印象だが、各都市に使われる国という表現はそれぞれが勝手に使う美び称しように過ぎない。本来、東和と呼ばれる国の王都がシンセン都市である。

　スズマ、ナツメ、ツヅミ、クラセ、マキセ、カセン。これら六都市が有する常設軍こそ、元々はシンセンの命令で地方を押さえる東和地方軍だった。

　各都市が自主独立を訴え、シンセンへの曖あい昧まいな反旗を翻ひるがえした前後で、断絶されたそれらの関係。この時点で、シンセンはその総力の半分近くを失っている。それでも、東和最大勢力としては揺るぎなかったが、迅じん速そくに大軍を再編し、地方に投入可能な余裕も、気き概がいもあまり多くはなかった。

　各都市の有する軍は、元々は同じ東和の軍属同士なのだ。シンセンの諸しよ将しようも地方と微妙な繫つながりがあり、積極的な介入で互いに損害を出すことを好むはずもなかった。そうかと言って、シンセン内部の諸将全すべてが権力闘とう争そうをしているわけでも、慣れない遠征の危険に消極的なわけでもなかった。中には、この機会に成り上がりを目指す新しん興こうの者達もいるにはいる。

　ただ有力な将軍ほど複数の責務を兼任していて、シンセンを中心とした各要地から離れるわけにはいかない面が多い。人口も領土も東和で群を抜く一宮シンセン故ゆえに、自由に動かせる戦力が逆に少ない。

　大国たるシンセンが動けばその影えい響きようは多大であり、各都市を大きく刺激する。

「しかし、今度はスズマが動くとの噂うわさがあります」

「まあ、大変。急がなくても良いものを」

　くすくすっと、鏡の中で白はく面めんが笑った。

　何が可笑おかしいのか不ふ思し議ぎがる女官に、東和一宮黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは瞼まぶたを開いて、鏡越しに柔らかい視線を向ける。

「七なな宮みやのテン・フオウ。それほど、素直に人ひと様さまの思おも惑わくに乗る男ではありませんよ」

　まるで深い馴な染じみの知り合いを語るように、その言葉は正せい鵠こくを射ていた。







「ツヅミ国こつ境きよう線せんから都市部まで、東とう征せい殿が退きました」

　トエル・タウ左さ大だい臣じんの言葉に、朱しゆ椅い子すの私は疑問を持った。

　軍師役たるこの方からの報告がなされた時には、すでに一日遅れの情報で、東征将軍テン・フオウ麾き下かは、ツヅミ都市部の軍施設に帰陣していた。そして、ナツメ側とツヅミの国境地帯において、シドウ将軍が増援との合流を果たしているらしいとも聞かされる。

「左さ府ふ殿、詳しい報告を続けてください」

　とりあえず、私がお姫ひめ様さまらしくなるよう声を上げると、謁えつ見けんの間、中央に立つトエ様は恭うやうやしく振ふる舞まう。

「難なん民みんの振りをした逃亡貴き族ぞく、並びに商家の問題は大方処理されました。我わが方が国境付近に陣取る理由は、もはや多くありません」

「傭よう兵へい将軍殿、いえ、シドウ将軍があちらの総指揮官でしたね。彼らの問題はどうなるのです」

　結構な大軍が集結しているはずで、大問題なのだと聞いていた。

「彼らが侵した領域侵犯問題は外交努力で糾きゆう弾だんします。ツヅミのためにも、事を荒立てぬよう彼らに自重と良りよう識しきを要よう請せいします」

　何となく、流れが分かった。

　けれど、今回は事前の打ち合わせがほとんどない急報だから、難しいことまでは分からない。

　何となく、分かるのはテン様の復ふく讐しゆう。

　シドウ将軍に何度も挑発されていた、あの方はそっくりそのままお返しをしたかった。

　それぐらいは分かる気がした。

「踏み込んでこられるか、あちらが堪こらえるか、見極めようとお考えですか？」

　予行演習していないから、問い返すのが少し怖い。

「まさしく、姫ひ殿でん下かのご推察通りです」

　私の補佐を束たばねる人は、だいたい予想通りの返答をくれた。

「要いらぬ戦せん闘とうは回かい避ひされた。それで、将兵の皆様方に損害はなかった。今はそれを良しとしましょう」

　小さく息をつき、私は背筋を伸ばす。

「それでは、七なな宮みやの姫より、三さん宮みやの姫へ、声明を出します」

「いかなる、ご声明をでありましょうか？」

「ツヅミは七宮との共和を望み、安定した春を迎えようとしております。三宮様には一部の不平分子の讒ざん言げんに惑まどわされませぬようにと」

　トエ様は黙だまって頷うなずいてくれる。その様よう子すから、もう少し続けるべきだと知る。

「これ以上の争いはツヅミの未来にも、東和の未来にも暗雲をもたらします。三宮ナツメ都市は他ほかの都市に干かん渉しようせず、自国の向上に尽くすべきです。それぞれの傷が癒いえる日を待ち、その上で互いの将来のための交渉をしましょう」

「御ぎよ意い。直ただちに、そのお言葉を元に正式な書しよ簡かんを作成します」

　ものすごく満足げに頭を下げ、謁えつ見けんの間から足早に去ってゆく左さ大だい臣じん殿。

　どうやら、何とかお望みの役がやれたらしい。だから、朱しゆ椅い子すで身体からだの力を抜く。

　今しがた並べたことは軽い打ち合わせにもなかった。以前、トエ様が不在になる前に用意しておいた台本にあった言葉の一つだったりする。

　三さん宮みやが四しの宮みやに手出しする動きを見せた場合に、その動きを牽けん制せいする言葉。七なな宮みやがあちらに手出しするのではなく、三宮がこちらに手出ししているという立場の表明。

　大義名分がなければ、七宮が不利になるから、そのための言い分の用意。至らなかった分は補正された言葉がすぐにでも作成される。

「やりすぎだよね」

　三宮ナツメからすれば、七宮カセンはずるいと感じるだろうと思う。

　だけれど、ツヅミと共きよう謀ぼうしてカセンを狙ねらったあちらも、先の争いに何の謝しや意いも無く、七宮が横暴と兵を動かし、ツヅミの民意を反七宮へと煽あおっている。

「お互い様でしょう。筋はこちらにこそあります」

　側そばに控えていた瘦そう身しんの女性が囁ささやくように応じてくれた。

「用意しておいた事実は本物でしょうが、ずるいものです」

　いつか、トエ様が教えてくれたことを思い出しながら、私は呟つぶやく。

「それさえも、お互い様です」

　衣い装しよう役やくさんはいつもと変わらない表情で、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「東とう和わ各都市にはそれぞれ譲ゆずれない事情もあります。ツヅミは膨ふくらみすぎた影えい響きよう力りよくを処理できなくなり破は綻たん気味だった事実があります。ナツメは赤字続きの都市経営を何とかしたいと軍を動かし隣りん国ごくを脅かしました。そしてカセンは、その両都市が揉もめている隙すきに漁ぎよ夫ふの利を得た新しん興こう都市。それぞれが、辻つじ褄つまの合わなくなった事実を抱えております」

　誰だれもが問題を抱えて、やがて、処理が追いつかなくなった。

　ずるいことに、その解決には勢力争いが用いられた。軍隊を動かす大規模な動きで、合わなくなった足下を整えようとした。

　それが、東和各都市の現実らしい。

「東とう征せい将軍は、あの方はよく撤てつ退たいしましたね」

「突とつ撃げきを好まれるご気性ですが、挑発を拒む方です」

「ああ分かります」

　そう思うのが自分だけじゃなくて、ちょっとほっとした。

「どうなるのでしょうか、私達は」

　答えを求めるわけでもなく、私は呟つぶやく。

　一度、始まった争いはもう何年も続いている。

　それは、水面下では私が生まれた頃ころから。大きく始まったのは空から澄すみ姫ひめを最後とした七なな姫ひめがそろい踏みした辺りからだろうか。

　そして、昨年の争い。

　各都市の思おも惑わく、各陣営の思惑、外国がくる未来、時代の流れ。

　全すべてを利用するかのような、あの二人組。

　それだけで、私は手一杯な気がする。

　だけれど、立ち止まれはしないだろう。

「始まった流れの中、どこかに別の動きも生まれているのでしょう」

　目を閉じて、春の雪解け水が水路に溢あふれる光景を思う。溢れた水流は思わぬ方向にも流れる。

　七都市の、七姫の流れも、知らぬうちに色々な方向へ流れている。

　そんなことを、ぼんやりと感じた。







　三さん宮みやナツメのシドウ将軍の陣は、川かわ縁べりの丘の上に設営された陣じん幕まくだった。

　白地に三宮の紋もんと深緑の竹林があしらわれた陣幕の外で、二百余名の一門を引き連れた男が身分を告げ、参陣の許可を求めていた。

「総指揮官殿にお会いしたい」

　そう告げる男は長身で、身の丈たけ近くある長ちよう刀とうを一振り、真新しい陣じん羽ば織おりの背に背負っていた。

「ご案内します。どうぞ、こちらへ」

　応じたのは、年とし端はもいかない見習い侍じ従じゆうといった出いで立ちの少年だった。

　十代の半なかばほどで、伸びきっていない手足がひどく目につく。

「シドウ様は外の空気を吸いたいと、川辺に出ております」

　先を行く少年の背に続けば、適当に刈られた草地のあちこちで、待機中の兵達から視し線せんが集まる。

　口々に何か言葉を交わすが、はっきりとは聞こえてこない。ただ割とにぎやかな感じがある。

「活力が余っているようだな」

　長身の男が呟くと、待っていたと言わんばかりに少年が目を輝かがやかす。

「その長刀に皆、憧あこがれています」

　振り返った眼まな差ざしに見上げられ、長身の男は苦笑気味に口くち許もとを引いた。

「キリハ・ラサ将軍の威い名みように、彼かの東とう征せいも逃げ帰ったと話題になっております」

　続けられる少年の言葉で、妙に弛し緩かんした周囲の様よう子すが何なのか、はっきりした。

　労せず勝ち戦いくさを手にした時の空気。遠目に見ただけで予測できる事態の一つだったから、驚おどろくことはなかった。

「君は見習いかね？」

　訊きいてみる。

「は、はい、申し遅れました。シドウ将軍の下で、身の回りのお世話をさせてもらっています」

　慌てて応じる様よう子すは年相応で、声がやけに甲かん高だかくなっていた。

　初うい陣じんには早すぎる年ねん齢れいだ。

　乱世ならいざ知らず、ここまで若年な若者は志し願がん兵へいでも普ふ段だんは戦地に赴おもむくことはない。

「父がツヅミの将兵でありました。先の七なな宮みやとの戦いくさでその父を失い、亡命して路ろ頭とうに迷っていた自分をシドウ様がこの地で拾い上げ、こうして雇い入れてくれました」

　現地の子ならば、何かと役にも立つだろう。今はともかく、近い将来にも。

　キリハの一族にも、東とう和わ各地で行き場を失った若者が取り込まれている。辺境に何年も赴ふ任にんしていれば、年に何度かはそうしたことがある。

「ツヅミ出身者としては、あの東とう征せいを単身で斬きり、血の海に沈めたキリハ様は英雄です。先の四しの宮みや戦でも、七宮に大きな損害を与えた勇名、誰だれもが聞き及んでおります」

　少年の言葉には熱あついものがあり、よくぞ敵を討うってくれたという思いがある。

　東征将軍の名声に一いつ矢し報むくいただけで、この少年のように数多くの者がその溜りゆう飲いんを下げ、四宮敗戦での屈くつ辱じよくに耐えているのだろう。

　ナツメ都市に赴いたキリハに、そうした思いでにじり寄ってくる者は少なくなかったから、少年の気持ちはこれだけの会話で良く理解できた。

　面おもはゆいとしか言えないから、キリハは話題を変えたくなる。

「お父上はどちらの陣におられた？」

　どこかで縁えにしがあるか、一応、訊きいてみた。

「生前の父は軍務については教えてくれませんでした。ただ、亡くなった時期からすれば、七宮カセンを攻めた先せん遣けん隊たいに所属していたようです」

　それならば、後方配備されていたキリハとは面めん識しきもない相手であろう。

　七宮カセンに送られた四宮ツヅミの兵は、テン・フオウとその直属に敗れ去ったとはっきりしている。それを思えば、東征将軍を一度は沈めた傭よう兵へい将軍が、少年の立場からすれば特別に思えるのだろう。

　やがて、おどおどした様子で、少年が丁てい寧ねいな口く調ちようをし始める。

「ご無礼でしたら、どうかお許しください。その傷は東征と斬り合った名誉の負傷でしょうか？」

　見上げる少年の視し線せんでは気になるのだろう。

　キリハの顎あごの下に、うっすらと残る白い傷きず跡あと。

　鋭えい利りな切り傷で、だから、傷きず跡あとも白く細い。ある程度、こうした場所にいれば、その傷がいつ頃ごろの物か少年兵の目にも分かるのだろう。古傷ではないと。

「いや」

　はっきりとキリハは苦笑した。

「君より年下の子供に斬きられた」

　目を丸くして立ち止まる少年の横を、長身はすり抜ける。

「油断したわけではない。だが、思わぬ剣もある。戦いくさとは、刃やいばによる争いとはそういうものだ」

　陣のある丘を下った先で、床しよう几ぎに座る小こ柄がらな軍服姿が背中を見せていた。

　立ちつくした少年を置いて、キリハが歩み寄ると、シドウ将軍は振り返って短く見つめた。

「ラサ一門当主、我われらが宮みや姫ひめの命めいにより、こちらのへの参戦、願ねがいに参りました」

「キリハ・ラサ将軍。早い到着はご苦労だったが、獲え物ものはもう居いないぞ」

　不ふ機き嫌げんそうに告げ、その視し線せんは眼前へと向き直る。

　土手となる丘の縁へりから下には大小の石が転がる白っぽい河原かわらと、春の勢いがある川かわ面も。その向こうには荒れた丘きゆう陵りようと雑木林の広がる光景。

　春の草木が眩まぶしいような、長閑のどかとさえ思える昼下がり。

　ツヅミとの境界線には、こうした川辺越しの光景が幾つもある。下流で中央大河と結びつくまだ冷たい水の流れが、互いの耳に届く。

「東とう征せいは退きましたか」

　キリハの問いに、シドウは視線を変えずに頷うなずく。

「我わが方の増援に気がついた途と端たん、驚おどろくほど早く撤てつ収しゆうしおった。お主の長ちよう刀とうに怯おびえたかな」

「これは飾りです。戦場で役に立つ武具は槍やりと弓ゆみです」

「ならば、なぜ、わさわざ背負っている？」

「飾りが必要故ゆえ。我が一門の繁はん栄えいのためには武名が何よりも求められます」

「正直だな。先々代殿の武名で、三代にわたり食いつないだ一門の長殿」

「土地や金品だけが財産ではありませぬ」

「その通りだ。我が家も代々、ナツメに忠節を尽くした。その経けい歴れきこそ、財産よ」

　武将二人、並んで川の流れを、その向こうの緑の大地を眺める。

「東征は儂わしらに挑発を仕返しおった」

　ぽつりとした呟つぶやきに、キリハは目を細める。

「国境付近で戦わない。ならば、どこで戦うつもりか……ですな」

「ツヅミへ来い。そう言ってるのよ」

　続けられるシドウの声が、乾いた笑いを含む。

「我らと、あの男の戦った因いん縁ねんの地よ」

「寄せ手となりますか、今度は我われらが」

　二人の視し線せんの遥はるか先にある場所、旧四しの宮みやツヅミ。その方角から風が吹く。

　水気を含みながらも温かみのある春風は、櫻さくら帰かえる時期の香かを含んで豊かな気け配はい。

　だが、彼らはこの温ぬくもりに浸れる立場では無い。

　東とう和わの要所たる地に思いをはせ、男達は静かに風の流れを感じた。
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　　三節　ツヅミを向いて







　櫻さくら帰がえり、東和において四月に当たる時節。

　その半なかばに近づく頃ころになると、空から澄すみ姫ひめをやっている私のもとに、何通かの書しよ簡かんが送られてきて、そして、何人もの使者が現れていた。

「一いち宮みやシンセン、西せい方ほう将軍殿よりの使者が来られた？」

　あの人の居いる都市から使者が来たと耳にすれば、喉のどを鳴らして朱しゆ椅い子すで畏かしこまってしまう。

　西方将軍といえば、大都市一宮シンセンの四方を守しゆ護ごする四将軍の一人で、立場的にはツヅミ、ナツメ、カセンに睨にらみを利かせる役やく職しよくにある方だ。

「非公式ではありますが、ツヅミへの干かん渉しようを停止せよと通告して参りました」

　報告する左さ大だい臣じん殿は、その使者と私を会わせようとはしなかった。

　一宮の黒こく曜よう姫ひ殿でん下かならば別として、その麾き下かの一いち翼よくである西方将軍は、直接、東和の宮姫に使者を送れる立場にはないからだ。

　無む論ろん、高い役職に就かれた武官、文官ご本人の来訪ならば、よほど、不ふ穏おんな状況でない限り受け付けることになっているけれど、今回は左さ大だい臣じん殿、つまり、トエ様の段階で処理された。

「僭せん越えつながら、姫ひ殿でん下かにお引き合わせするまでもないご用件でしたので、臣しんが礼を尽くさせていただきました」

「ツヅミの未来、東とう和わの未来、一いち宮みや様のご意志がどのように示されるかは重要です」

　声が上うわ擦ずってしまう。

　どうも、あの黒衣の人のことになると、私は尖とがってしまいそうになるようだ。

「シンセン内部での西せい軍ぐん殿のお立場で、独自に送られて参りました使者です」

「一宮様は、黒こく曜よう姫殿下のご意志は関係ないと仰おつしやいますか？」

「おそらくは、我わが姫殿下のご明察通りかと存じます」

　ちょっとだけ、朱しゆ椅い子すの上で身体からだの力が抜けた。

「いかに大国シンセンであっても、気軽に兵を動かすわけには参りません。まずは方面軍を預かる方が牽けん制せいをして参りましただけと思われます」

　シンセンはツヅミを巡めぐる争いにあまり参加したくない。参加するとしても、三さん宮みやと七なな宮みやが争い、趨すう勢せいが見えた後であるはず。トエ様は普ふ段だんからそう言っていたから、左さ府ふ殿の顔をしている今のお考えも、だいたい分かるような気がした

　西軍殿と一般に呼ばれるシンセンの西せい方ほう将軍は、何もしないで傍ぼう観かんすれば、その地位を持つ者としての立場が無い。故ゆえに、まずは使者を個人的に送り込み、七宮への牽制をその実じつ績せきの一つとしたのだろう。

　だいたい、そうした内容の説明を、トエ様はかなり遠回しに慇いん懃ぎんに並べる。

「シンセンは地方の争いに関与したくないのですね」

　私の呟つぶやきに、文官正装のトエ様は真ま面じ目めそうに首を振った。

「直接、軍を差し向けるだけが政策ではありません。我われらとナツメが、東和の民たみに後ろ指指される失態を行えば、ツヅミは勿もち論ろん、東和の世よ論ろんが大きく動きます。その流れに乗り、シンセン支持の民意を獲かく得とくする。それが、シンセン議ぎ会かいの思おも惑わくでありましょう」

　シンセン議会。

　それは、七宮カセンの寄り合い所帯より、遙はるかに巨大で、様さま々ざまな意味での権力者達が溢あふれている。分厚い構造の重たい場所。

　象徴的存在である東和の王や宮姫は、その中の頂点ではあっても、一片に過ぎない。

　だから、あの人の姿も遠くに霞かすんでしまうのだろうか。

　黒くろ帽ぼう子しと黒髪。そして、憧あこがれた背中を思う。

　七宮姫の私だって、たとえ、トエ様のように賢かしこくても、テン様のように強くても、早々カセンの都市議会である府ふ中ちゆうを自由に出来ないはずだ。

　古都、大国である一宮シンセン相手では、どんな宮姫でも、ちゃんとした大人おとなでも、出来ることはとても少ないのかも知れない。だから、あの人も自分の名を変えて、独自に各都市を渡り歩き、時局を動かす行為をしていたのだろうか。

「姫ひ殿でん下か、いかがなされました？」

　傍かたわらで侍じ従じゆう長ちようが声を掛けてくれて、考え込みすぎたことに気が付く。

　ぼやけた焦点を真まっ直すぐ前に向ければ、じっくり私の返答を待っていてくれたトエ様と目が合う。

「一いち宮みや様、シンセンの方々につけ込まれないよう、我われらも襟えりを正さなければなりませんね」

　慌てて、もっともらしい口く調ちようをしてみる。

「御ぎよ意い」

　さらに、もっともらしい顔で受うけ応こたえる左さ府ふ殿は、顔を上げると、まだ何か言いたそうな顔をしていた。

「ご懸け念ねんがまだお有ありでしょうか？」

　尋たずねてみれば、畏かしこまって私に頭を下げる。

「ツヅミ入りした東とう征せい将軍が、さらなる増援を求めております」

　怖い一言。

　こちらが今回の本題だったのだろうと気が付く。

「カセンから三千の兵力、ツヅミ治安軍も併あわせれば五千の兵力であると聞いております」

　本当はツヅミ周辺に散る旧四しの宮みや軍をある程度指揮下に納めている。

　そう考えれば東征将軍麾き下かには七千ほどの軍がある。この規模に増援となれば、万に届く。

　もっとも、使える兵力自体は多くはないと聞かされている。

「ツヅミ守しゆ護ご役やくに、それほど過大な兵力が必要なのですか？」

　問いただす姿勢になれば、平和を尊ぶ宮みや姫ひめらしくなった。これも、テン様やトエ様、そして多くの人が求める姫殿下の態度なのだろうと、頭の端で思う。

　そんなことまで考えられるのは私が賢かしこいからではなくて、トエ様の口調から決定事項的な匂においを感じていたから、判断そのものはしなくていいと感じられたから。

　増援するかどうかは、もうお二人で決めてある。私は承認をするだけでいい。

　ただ承認するのが宮姫のお仕事ではなくて、その選択に相応ふさわしい様式を与えなければいけないのが宮姫としてのお仕事。

　より平和な方向へ、それが私のお仕事で、私の願ねがいで、人々が望む宮のかたち。

　その役はテン様には出来ないし、トエ様には出来ても、この人には裏がありすぎる。

　私だって、あまり立派なお姫様ではないけれど、宮姫は平和の象徴のはずだから、だから、ただで何もかも承認はしない。

　トエ様、いや、左大臣殿が真ま面じ目めな顔で、多くの臣しん下かが並ぶ謁えつ見けんの間で理路整然と、誠意を尽くした進言を始める。

　ツヅミ都市内部で散発的に暴動が起きたとの一報、三宮ナツメとの都市境きよう界かい線せんぎりぎりにシドウ将軍が一万の軍勢を集結しつつある情勢、そこに彼かの傭よう兵へい将軍とその一門が揃そろう事実、ツヅミの都市運営者たる商業組合から保ほ護ごの要よう請せい。

　数々の理由が挙げられ、このまま、増援を送らなくては七なな宮みや影えい響きよう下かでのツヅミ維持はままならない現状が切々と訴えられた。話は、ツヅミをナツメに奪だつ取しゆされて統治されたならば、その余勢を駆って七宮カセンに対する再度の侵攻もありうるとまで及ぶ。

「常磐ときわ姫ひめは交戦のご意志を示されているのでしょうか？」

　ここで常磐姫は争いを好んでいないと返事が来たら、私も増援案の却下や、平和的解決を提案しやすい。それぞれに都合があろうと、一方的な争いの空気は作っちゃいけない。

　そのために、東とう和わ各都市は王様や大将軍ではなくて、私達、巫女みこ姫を掲げたのだから。

　最終的に七宮カセンと三さん宮みやナツメが矛ほこを交える事態になろうと、どうしようもない結果なら両都市の今後に傷は少ないはずだから、宮姫として平和を望んで見せようと思う。

　だけど、返答は重い響ひびきをしていた。

「常磐姫はツヅミへの侵攻を率先して奨励しております」

　無言で私は唾つばを飲み込むけれど、左さ大だい臣じんの顔をしたトエ様はまだ言葉を続ける。

「さらに常磐姫ご自身、ツヅミ解放を訴え、戦陣へ赴おもむくと噂うわさされております」

「はい？」

　間抜けな、お姫様らしくない声が出てしまった。

　何か、とんでもないお話を耳にした気がした。

　周囲を見渡す。

　左斜め後ろに控ひかえてくれる侍じ従じゆう長ちようは素知らぬ顔でそのまま、左大臣殿の左右に控える文官の方々は残念そうに顔を伏せ気味。誰だれも私と顔を合わせようとはしないでいた。

　正面から向き合うトエ様、左大臣殿だけが私と目を合わせて発言する姿勢を見せていた。

「さ、左さ府ふ殿、仰おつしやることがよく分かりません。常磐姫がどうなされると流りゆう言げんされていますか？」

　どうにか問い返す。それだけで、頰ほおが喉のどの辺りまで熱あつくなる。

　混乱していた。すごく。

　宮姫は巫女姫だから、本来、戦争とは無む縁えんのはずだ。

　私達が軍事やそれに連なる政策に、民意の象徴としての承認をすることさえ、本来なら、かなり非常な話のはずだ。平へい穏おんな時期になら、儀ぎ式しき的てきに議ぎ会かいからの報告に頷うなずいて書類を受け取れば良いだけの地位が東和の宮。

　それなのに、今の話は何だというのだろう。

「今は噂に過ぎませぬが、常磐姫自ら一軍を率いてツヅミへ向かう意向であると、そのための準備が行われている可能性があります」

　告げる声は真ま面じ目めな響きをしていた。感情は抑えた色をしていて、私にどんな返答を求めているか分からない。

　初めて耳にする話だった。

　王族や、東とう和わの歴史には存在しない皇帝なる地位にある人物が軍を率いて他国に赴おもむく故事は修学していた。でも、巫女みこ姫ひめが軍を率いる話は古こ今こん無いはずだった。東和の歴史には女帝も神かみ代よの頃ころにしか居いないし、女性の武芸者もほとんどいない。

　黙だまっていると、進言はまだ続く。

「市し井せいに流れる流りゆう言げんに過ぎませんが、ご考こう慮りよしていただくべきかと、あえて、お耳に入れさせていただきます」

「そうですか、確かくたる証拠はないのですね」

　何とか応じるけれど、そのまま言葉が続かない。

「不ふ穏おんな動きがある以上、姫ひ殿でん下かとカセンに忠節を尽くす東とう征せい将軍が要請、なにとぞ、お聞き届けのほどをお願ねがいします」

　ここで、場に増援は当然という空気が出来ていた。

　それも、かなり大きな行為が求められる気け配はいで。

　だから、深呼吸のように大きく息をする。少しだけ控ひかえめにしようと意い識しきして。

「増援のお話は考慮いたしましょう。ですが、ナツメとの争いは七なな宮みやカセンの利益になるとは思えません。左さ府ふ殿、一度、議ぎ会かいを招集すべきと考えます」

　私は事実上の増援承認を口にした。

　この人は居並ぶ文官にも、カセンの大小の権力者にも根回しをしている。この流れの中で、宮姫が明快な反対をしないで議会を開けば結果は見えていた。

「仰おおせの通り、直ただちに」

　朱しゆ椅い子すは高い壇上の上に置かれている。

　だから、平へい伏ふくするトエ様を私は見下ろす。

　これ以上、どうしたらいいか分からず、上手うまく表情が作れないまま、礼を尽くして退室して行く人々を何となく眺めたりした。

　程ほどなく、消えて行く人々。

　私の傍かたわらでは、侍じ従じゆう長ちようが深々と頭を下げ、衣い装しよう部屋の支度をさせると告げて、彼らとは別口の、上座にある出入り口に消えて行く。

　私は無言で座したまま、曖あい昧まいに頷うなずいたりしていた。

　そんな風ふうに無言の時間を過ごしてから、私はトエ様と二人だけの時間を作る。

　そのまま、同じ場所で、同じ距きよ離りで、同じ立ち位置で。

　ただ、今度は文官の方々も侍従長も退室されてもう居ない。

　私達二人だけの距離と時間。

「さて、何から話せばいいかな？」

　その口く調ちようには、心地ここち良い切り替えの響ひびき。

　不動を演じた立ち姿は、いつも通りの柔らかな物腰に戻っていた。

「常磐ときわ姫ひめのご出陣のお噂うわさを教えてください」

　空から澄すみ姫ひ殿でん下かとカラカラさんが半分ずつ混じるような声で、私は問いただす。

「噂のはずだよ。可能性は低い」

　トエ様は気安く返事をする。

「どのような作さく為い、あるいは背景かが問題です」

　ちょっと、お姫様の色を深めてみる。

「前ぜん線せんの士気を高めるために一部の軍関係者が流したと見るべき話だね。姫殿下がご出馬とあればやる気の出る者も多い。そして、結束力に繫つながる。姫殿下と共にある、あるいは姫殿下を守しゆ護ごするという大前提がナツメ全体を引ひき締しめ、実力以上の力が溢あふれる。もっとも、実際にあり得る話ではないね」

　両手を小さく広げる左さ府ふ殿は、眼まな差ざしに余裕のある表情。

「宮みや姫は平和の象しよう徴ちよう。護まもるべき存在だ。姫殿下を前線に押し立てたとして、その御ご前ぜんにて殺さつ伐ばつとした戦せん闘とうがまともに出来るわけがないよ。テンだって乱暴な奴やつだけれど、君や女性の前では滅めつ多たに悪い事もしない。それと同じように、どの部将も攻めの手が鈍にぶるから、宮姫出陣は普通あり得ない」

「そうですよね」

　そのはずだと思う。

　昔の、遠い昔の、王様が率いる軍勢ならば、勇ましい王様の前で華はな々ばなしい武ぶ勲くんを立てようと武門の方々が戦功を争うだろう。だけれど、お姫様相手に敵将の首なんて誰だれも持ってくるわけにはいかない。活かつ躍やくの見せようがないはずだった。

　もっとも、今時、斬ざん首しゆなんて恐こわい処断は、ほとんど耳にする話ではないけれど。

「ただ、護りの戦いならば話は別だね。何せ、各都市の守護姫だ。自国を護る防ぼう衛えい戦せんで姫殿下が慰い問もんに赴おもむけば士気は格段に上がるよ。それらしい演説一つでも真ま面じ目めにやれば莫ばく大だいな効果を生む。たとえ、それが中身がないものであろうと、用意された中身であろうとね」

　多た分ぶん、四しの宮みや戦での空澄姫の演説を暗に含む言葉が告げられる。

　何となく思う。

　もしこの人が琥こ珀はく姫の下で地位を摑つかんでいて、四宮戦であの方にもっともらしい演説をさせていたら、今の世の中は全然違う流れの中にあったかも知れない。

　それは、今思っても仕方ないから、そんな考えは忘れようと、一度だけ咳せきをして姿勢を正す。

「東とう征せい将軍が、テン様が国境付近からお退きになったのは向こうに護りの大義を与えないためでしょうか？」

　恐る恐る、以前から気になっていたことを言葉に纏まとめてみる。初めから、何となく感じていたことで、ここまで来て、ようやく口に出来るようになった。

「そうだよ。こちらが攻められたと、はっきりした形を求めた。そしてね、向こうの覚悟を試したのさ。挑発混じりに」

「覚悟、あちらのお覚悟ですか？」

「本気で僕ぼくらと争う気があるかどうか、そして、東とう和わの明日あすをどうする気か、こうしたことをね」







「東和の明日？　知るか、そんなもの」

　夕ゆう闇やみの迫る頃ころ、山道を降りきった常磐ときわ姫ひめは軽く言い放った。

「悪いがナツメはナツメの明日だけで手一杯だ。東和各都市の一つとして自主独立を貫き、その誇りで生きる。それが全すべてだ。何か、不満か？」

　今し方、降り終えたばかりの石段と、その左右に広がる常緑の木々を振り返る羽は織おり姿すがた。

　霊れい山ざんシンヤ。そこは常磐姫の屋や敷しきを山頂に戴いただく、形の良い円えん錐すい形けいをした小山。

　背に広がる参道の向こう、よく手入れされた木々に護まもられ、静かに鎮ちん座ざする古風な木造屋敷が、その姫の住まう場所だが、この角度からでは、ただ緩ゆるやかな色の空が見えるだけだった。

　茜あかね色いろと呼ぶには、まだ薄うすい感触の陽ひ射ざしに緑の木々も色を変えていた。石いし畳だたみの階段もこの時間の柔らかい色合い。春の昼下がりにある光景。

　その姫の眼まな差ざしは道半なかばで止められる。

　山道の途中に、片かた膝ひざを付いた男が居いるために。

　振り返る姫に背を向け、山頂方向に平へい伏ふくする姿勢は、だいぶ、以前からそのままであった。

　夕ゆう色いろに染まる時間の中で、その燈ひ色の背が静かに起きあがり、恭うやうやしく礼を取りながら振り返る。

　つい今し方、平伏して見せるのを一いち瞥べつしただけで通り過ぎた少女に対して、どこまでも恭しく、そのまま小さく身を屈くつする。

　見下ろす立場から見上げる場所へと、自らの足で降りた常磐姫は左右に幾人もの従者を従え、赤くなりつつある光景に目を細める。

「貴き様さま等らが東和の未来をどうしたいか、七なな宮みやが何をたくらむか、ツヅミ内部にどのような抗争があるか、私は知らん。そして、どれにも合わせてやるつもりはないぞ。私、常磐はナツメの民たみに擁よう立りつされ、そのために働く職しよく務むにあるを誇りとしている。他都市に雇われているわけでも、諸しよ勢せい力りよくとの商あきないに生きているわけでもない」

「されど、お言葉ながら、七宮との争いは東和各都市の衆しゆう目もくが集まる一大事、いかなる結果になろうと、東和の明日を左右しましょう」

　燈色の男が、顔を伏せたまま声を出す。

「ふん、その争いにつけ込み、利益を上げるが貴き様さま等らの本道であろう。商家サイ家とやら」

　からかうような口く調ちようにも、男の居い住ずまいは動じない。

「サイ家は安定こそ望み、その中で商あきなうを何よりも良しとします。故ゆえにこそ、此この度たびの戦いくさを食い止めたいのです」

「ツヅミの商家が打だ撃げきを受け、クラセ、マキセが客を拾った先の戦、此度こそ、シンセン、スズマに対抗する財貨を稼かせぐ好機ではないのか？」

　戦争特とく需じゆ。損失された何かを補ほ塡てんするには、それだけの商いが行われ、その流れに乗る者は平和時にはない経済効果を得られる。当事者である三さん宮みや、四しの宮みやは損害を自らの手で即座には回復できないから、勝者側である七なな宮みや、そして中立的な周辺都市が利益を得ている。

　もっとも、東とう和わという世界全体から見れば、内うち輪わもめで利益を奪い合っただけの話。一時的な内輪での変動は国家的には損害でしかない。後のち々のちまでの都市間のしこりを考えれば、おそらく、一部の投資家的な商家が利益を得るだけ。

　そう思うから、常磐ときわの姫ひめはもう振り返るのを止めた。

　その背を声が追う。

「此度の戦で三都市のいずれが傷つこうと、喜ぶのは最大勢力、一いち宮みやと二にの宮みやであります。各都市がそれぞれ力を持つからこそ、五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセの独立も保たれるのです」

「両都市の姫達が、我わがナツメに物資の優ゆう遇ぐう措置を行われた事実には感かん謝しやするが、いずれ、政まつりごとの席でその厚意には報むくいる。我がナツメの国政に口出しされては困る」

　行くぞと、従者達に視し線せんを向けて、常磐姫は先を急ごうとした。

「なにとぞ、今回の争いはご回かい避ひなされるよう、重ねてお願ねがい申し上げます。五宮クラセ、六宮マキセの商家が代表として伏して申し上げさせていただきます」

「くどい」

　長い袖そでを翻ひるがえし、常磐姫は足を進める。

「公式使節を気取るなら、まずは両姫の名前で来い。商家の代表者ならば、我がナツメの商家と語り合うが良かろう。我が館やかたへの来訪は筋違いだ」

「私は先せん遣けんの使節です。いずれ、浅あさ黄ぎ姫、萌もえ葱ぎ姫から、正式な平和使節団が参りましょう」

「ここで正式な使節も声明も出てこない。それが現実だ。あきらめろ」

　不ふ機き嫌げんな声を発してから、束たばねてなお長い髪の先を揺らし、常磐姫は少しだけ足を止めた。

「貴き君くん、まずは七宮に赴おもむくが筋ではないか？　あの好戦家の新しん参ざん者ものに和平の方策を進言してみるが良かろう。向こうがツヅミから手を引くなら、何も争いなど起きぬ」

「分かりました。それでは、これより、あちらへも赴かせていただきます」

「好きにしろ」

　足早に先を進む姫は、小さく思う。

「ハルセとか名乗ったか、あの若い商人」

　背に聞こえた言葉。誠実な声の色に混じって、最後に微かすかな笑いがあった。

　そんな気がした。

　気のせいだろうか、馬ば鹿かにされたとは思わなかったが、どこか、相手の思おも惑わくにはまったような、妙な引っかかりを感じた。

「爺じい、今の男、どの程度の男か？」

　護ご衛えい役やくたる従者達の中、一人だけ小こ柄がらな老人が道行きを先せん導どうしていた。

　十年来の側そば付きたる老人は白髪の頭をゆっくりと左右に振る。

「何でも大商家サイ家の跡取りで、両都市の仲介役で五いつ宮みや様、六むつ宮みや様の覚えめでたい方とお聞きしております」

「商人にしては今の行為、腑ふに落ちんぞ。まるで政治家だ」

　ひどく若い行為だった。だが、若さ故ゆえの正統さみたいな匂においがする。何だか、あちらの予定通りの正統さの匂い。それが、何か気に入らない気がする。

「大きくなりすぎますと、商人達も政治家を気取りたくなります。あるいは政治家以上であろうともなさりましょう」

　分からないでもなかった。

　政治活動には金が掛かる。別に何かを生産し、商うわけでもないのだから、それぞれの持ち出し金、あるいは献金提供者が大事な存在だ。

　税収は本来、大衆に対する理想を目指せば最低限でなければならない以上、政権を担になう者達としては、それ以外の資金がより多く欲しい。そして、それを誰だれよりも持つのは普通は商人達だった。それ故に、各都市を代表する商家ともなれば七なな葉よう、あるいはそこから突出した存在として、国政にも影えい響きようが強くなる。特に東とう和わは集結統治された一国ではなく、割かつ拠きよした都市国家群の体裁だから、それぞれの都市を基き盤ばんとした財界は各所で大きな力を持ち、目に見える範はん囲いでも見えない範囲でも動いている。

「気に入らんな」

　綺き麗れいに整地された通りを歩みながら、常磐ときわ姫ひめは呟つぶやく。

「武家が力を持ちすぎるのもまずかろうが、ああした金持ちが力を持ちすぎるのもまずかろう。爺はそうは思わぬか？」

「さて、難しすぎて、この年寄りには答えられませぬ」

　返ってきた言葉が予想通りだから、姫のため息は小さかった。

　言葉少なに、夕ゆう色いろの中、一行は道行く。

　紅葉もみじにも似た山やま吹ぶき色の黄昏たそがれ時、赤土で整地されし小こ路みちを歩めば、やがて、城下町といった風ふ情ぜいの街中に入る。

　夕ゆう餉げの時刻、炊すい事じの煙が家々に立ち並ぶ光景の中に入る。

　帰宅を急ぐ人々が疎まばらな頃ころを見計らったが、それでも、一行と、その中に護まもられし武家装しよう束ぞくの姫ひめに気づく者は多かった。

　大慌てで道を開け、その場で頭こうべを垂たれ、膝ひざを付く民衆が続出する。

「困ったな」

　気楽に出歩けない立場が苦にが手てだから、苦笑する常磐ときわ姫。

　まるで昔の殿との様さまのようだから、もう少し楽に向き合いたいとは思っている。だが、護ご衛えい役やく達からしてみれば当然の状態だった。姫が街中を出歩く際に、いつでも動き出せる体勢の者達に左右を囲まれていては護衛が困こん難なんである。

「姫様だ」

　小さな子供が声を上げて、呆ぼう然ぜんと路上に立ったのは、角を一つ曲がったときだった。

　周囲に親兄弟の姿はなく、ぽつりと一人だけ。

　長くなった影かげを連れて、手の先に摘つみ取られた茅つ花ばなの穂ほを揺らしていた。

「どきなさい。宮みや姫道中だ」

　護衛役の一人が言葉を掛けるが、呆然としたまま一行の進路上に立ちつくしている。

「これこれ、そこの童どう子じ」

　護衛役が動くのを制するように、老人の声が掛けられるが、その言葉にも反応しないで子供は立ちつくしていた。

　見上げた視し線せんは姫ひ殿でん下かと向き合ったままで、しきりに瞬またたいている。

　あからさまな視線が照れくさいと目を伏せて、その子供の茜あかね色いろに染まった着物の地色が何色か、姫の少女は目を凝こらす。どうやら、草色のようだ。

　姫と同じような色合いの装しよう束ぞくは、三さん宮みやナツメの民たみには普通だ。もっとも、染色も生地も格段に違うから、子供の格かつ好こうはそれなりでしかない。

「少年、どいてくれるか？」

　中なか々なか動こうとしない子供に、周囲が業ごうを煮やす前にと常磐姫が声を発した。

　自分でも驚おどろくくらい優やさしく言えた。

　だからなのだろうか、声もなく大きく何度も頷うなずくと、小さな子供は背を向けて、すぐ側そばの小道へと姿を消した。

　常磐姫は見送ってから、ちょっと苦笑した顔をする。

「嚙かむと甘いのだよな、茅花の花か穂すいは。子供の頃ころはよく摘んだ」

　この役やく柄がらを背負う前、揺れる穂の群生を探した子供の頃は、今では少し遠い景色。

「姫」

　側付きの老人が細い目を向ける。

「軽々しく下しも々じもと口を利くな、か？」

　想おもい出でに触れていた常磐姫としては、ここは少し膨ふくれる。

　なりたくてなったわけではない姫役だ。やりがいは感じているが、細かいことを並べられるのはとても嫌いやだった。

「いいえ、今のは、大変お見事でした。あの者が家か人じんのもとへ帰れば、必ずや姫ひ殿でん下かの柔らかなお言葉を親族に伝えましょう」

「常磐ときわ色いろの姫ひめは意外と親しみやすいと風ふう聞ぶんが立つのか？」

　ちょっと、意地悪な顔をしてみる姫。

「意外などと、我われらが姫殿下の人となりはナツメの全すべての民たみに愛されておりまする。その彼らにしてみれば、お優やさしい、ほんの一言こそ幸せの糧かてであります」

　不ぶ作さ法ほうに、姫は他所よそを向いて鼻を鳴らす。

　山やま間あいの城下町故ゆえ、稜りよう線せんの形で影かげ色いろに染まり始めた家々の屋根を眺めて、強い線の眉まゆをひそめる。

　遠巻きに姫殿下一行を眺める町まち衆しゆうの目に気づいたから

「迂う闊かつに愛されても困る」

　小さく呟つぶやき、そのまま

「七なな宮みやの姫も愛されていようし、琥こ珀はくも愛されていた。シンセンやスズマもそうであろうし、あの仲良し姉妹の所もそうだろう」

　誰だれに語るでもなく、一人続ける。

「そのくせ、姫達が、姫達を担かつぐ輩やからが、軍を動かし兵と民に血を強いる。あの子供の家人に、先の戦いくさで亡くなった者が居いないと言いきれようか」

　口にしてみて、何となく分かることがあった。

　そんな気がしたから、ほとんど無自覚に、先ほどのような優しい声が出た。そう言うことだと思えば、自分は分かりやすい性格をしていると認にん識しき出来る。

「先を急ぎませんと、まだ日暮れは短みじこうございます」

　どう思ったか触れずに、老人は道を急せかす。

　理り屈くつ屋や過ぎる自分はまずいと、何となく気がついて、無言で老人に続く。

　護ご衛えい役やくの従者達も同じように、無言の一行は次の通りへと歩み続けた。

　それから、緩ゆるい下り坂をしばらく歩くと、賑にぎやかな楽曲が耳に届き始める。

「ほう、祭りか？」

「いえ、そのような話は聞いておりませぬ」

　姫の問いに、軽い困こん惑わくの老人が従者の一人に問いただすが、これも明快な返事はない。

「しかし、妙に明るいぞ」

　この先には朝市のために広く取られた更さら地ちがあるはずだ。常磐姫も何度か通ったことがあるが、夕暮れに人が集まるのは夏祭りや収しゆう穫かく祭さいぐらいのはずだ。

「行けば分かるだろう」

　一人先行させて探ろうとする老人を、常磐姫は先に牽けん制せいした。

「寄り道はなりませぬぞ。御ご生せい母ぼ様快方のお見み舞まい、あちらも首を長くして待っておられます」

「母上は何かと呼びつけたがるからな。待たせてやれよ」

　そんな戯たわむれ混じりの言葉を交わして、一行は拓ひらけた更さら地ちに出た。

　赤土の土ど壌じように僅わずかに草がちらほら見え隠れするそこは、夕暮れ色に染まる中で、沢たく山さんの篝かがり火びに囲まれる、一つの舞ぶ台たいとなっていた。

　初めに目に入ったのは十人ほどの軽装の若者達が竹たけ竿ざおを担かついで動き回り、あちらこちらに竿を立てて陣取りをする姿。その傍かたわらで、思い思いの姿勢で、それぞれ違う種類の楽器を統一感無くならす楽師達。夕ゆう餉げの準備をする女達の声がするのは向かって右奥。

　最後に見つけたものが一番大きな風景で、左奥の側、板張りの廊下らしきものが長屋程度の大きさで見晴らしの良い場所に設置され、ここでも何人もの若者達が木き槌づちを叩たたいていた。

　板廊下の向こうには、こちらも板張りの薄うすい壁かべが塀へいのように組まれている。

　どうやら、舞台造りの最中だと姫ひめ達も気が付く。

「旅芸人のようですな、朝市の客を当て込んでいるのでしょう」

「何の出し物だ？　芝しば居いか、歌物か、確かく認にんしてくれ。我わが領国で妙な真似まねをされては堪たまらん。また民たみを惑まどわす輩やからが出てきては困る」

　不ふ穏おんな時期だった。悪意のある者が怪あやしげな振ふる舞まいに出て、民衆を惑わすのを警けい戒かいしなければならない。無害な文化事業を口実に、自勢力に都合の良い風ふう聞ぶんを流すのを得意とする輩も世の中には居いる。

「直ただちに、またどこぞの手の者であれば厄やつ介かいであります」

　単身、若者達の代表者を求めて、更地の右奥へと向かう老人の背を視し線せんで追えば、年季の入った天てん幕まくが幾つか作られていて、たき火を囲む年配者の姿が見えた。

「爺じいを護まもってやれ、お前達」

　残った周囲の護ご衛えい役やく達は首を縦たてに振ろうとはしない。

「この人数と夕時であります。他都市の刺し客かくが紛まぎれることも警戒しなければなりません」

「爺には幼い頃ころより世話になっている。あれに何かあれば身内を失う苦痛だ」

　そこまで口にして、ようやく一人が老人の後を追った。

　まだ四人、この場に残る。

　自分の周囲を取り巻く男達は体たい軀くが良く、頼りになる武人達だが、融ゆう通ずうが利かない輩達だ。

　だから、姫としては人知れずため息をする。

「忠ちゆう勤きんは美び徳とくだが、君らは乙女おとめに近寄りすぎぞ」

　仕方ないなと、少し恨うらめしい顔が作られれば、慌てて二、三歩の距きよ離りが離はなれた。

「心がけ良し」

　気持ちよく声を出して、常磐ときわ色いろの羽は織おりが肩を揺らす。

　老人とは反対の方向へ、作りかけの舞ぶ台たいへ。

　こちらの人数は少なかったが、楽師らしき若者が、異国の琴ことで音合わせして舞台の縁ふちに座るのがまず目に付いた。

　姫ひめにしては地味な格かつ好こうのためか、軽い会え釈しやくと適当な愛あい想そ笑いをしてくる辺り、武家筋の地主か商家の令れい嬢じようとでも思われているのだろう。

　軽く頷うなずいて、通りがかりに小さく手を振っておく。

　立場的に宮みや姫ひめは軽々しく挨あい拶さつできないから、こんな時に困る。

　春物の履はき物が、投げやりに掛けられた舞台への渡り板を踏み掛けて止まり、そして、引き戻された。

　作りかけの人ひと様さまの舞台だ。勝手はまずいし、何より、連れて歩く数が多い。柔そうな、いかにも組み立て式らしい木造舞台は軋きしみを上げそうだったから、その場で立ち止まる。

　まだ階段も備わっていない、乱雑な造りの舞台は姫の腰ほどの高さがあり、張はり巡めぐらせた板廊下の広さは家屋の縄なわ張ばりほど。

　真まっ直すぐ見上げる先には、人の姿が二つある。

　中央付近奥に、こちらに背を向けた中年の男性が立ち、その隣となりに脚きや立たつの上に座り込んだ若者の背。なにやら、こちらの来訪に気が付かないで談笑している。

「だからさ、俺おれって都会育ちなわけよ、そこんとこ分かる？」

　脚立に座り込んだ方が、甲かん高だかい声を出した。

　随ずい分ぶんと細い線せんのためか、小こ柄がらに見える背中の向こうに、振り回す絵筆が見えた。ちらほらと、右手に絵筆、左手に絵皿を強いるのが見え隠れする。

「その割には、ツヅミ仕込みの画風には見えないな？」

　中年男性の方が絵筆の先を眺めながら問う。

「ツヅミの画風って堅いのよ。お堅いと嫌いやじゃん」

　若い絵え描かきも、筆を休めることなく軽快に返す。

「しかし、お前の絵はどこの何を描いているのか、よく分からんぞ」

「だって、お題は遠い異国の風景でしょ？　異人さん楽器の演奏用にさ。どうせなら、面おも白しろ可笑おかしく自由に描こうよ。筆の赴おもむくまま、気の向くままさ」

　常磐ときわ姫も、篝かがり火びの明かりに浮かぶ舞台奥の板いた壁かべを見つめる。何やら立て板の奥おく壁へきに薄うすく漆しつ喰くいが塗りたくられていて、その白い壁面に直接絵筆が走らせられている。

　どうやら、書き割りと呼ばれる類たぐいの、演えん劇げき用の背景画を制作しているようだ。

　不ふ思し議ぎな、奇妙な絵だった。

　見たことのない組み合わせで白い壁の張り巡らせられた城。

　きっちりと切り分けられた細かな石材を、数千、数万個も重ねた石垣に護まもられて、円筒や四角柱の、やはり、石造りの建物が幾つも天を突く群れとなっている。

　荒野にそびえ、雲が流れる青空の下で、人の姿は無く、ただ建物だけが廃はい墟きよのように静かに鎮ちん座ざする。青と白、そして荒野の土つち色いろだけで出来た、そんな色の絵。

　異国の風物を取り扱う図画でも見た覚えがない奇妙な建物は、姫ひめに驚おどろきの表情を与えて、それから、小さく笑いを作らせた。

「背中から失礼だが、これは随ずい分ぶんと金の掛かりそうな城だな」

　つい声を掛けてしまうと、中年男性の方が振り返り、何やら慌てて畏かしこまる。

　どうやら、相手が三さん宮みやナツメの宮みや姫であると、すぐに気がついたらしいが、どう反応して良いか分からずに言葉を探している。

　それを片手で制してから、常磐ときわ姫は腕組みをして、改めて描かきかけの背景画と、その絵師の背中を見つめる。

　既すでに半分以上、完成した自作の青空に、絵描きの若者は絵筆を走らせ続け、側そばにいた中年男性の変化にも気がついていない様よう子すだった。

「そうだね、ツヅミの堤防見たことある？　すっげえ、見事に石材で組まれていてさ、これをお城にしたら強そうだと思ったのよ」

　誰だれか仲間内の一人から声を掛けられたと思ったようで、絵描きは振り返ることもせず、気楽な口く調ちようを続ける。

「川の氾はん濫らんを沈静させたツヅミの治ち水すい力りよくは見事だったが、その発想で組まれた城じよう壁へきはあまりに脆もろく、あっけなかったな」

　護ご衛えい役やく達に視し線せんで自制を促うながして、姫の声も気楽な色。

「あんなの昔に造って、そのまんま放ほうっておいただけじゃん。使い方もよく分かってなかったし、実際、はったりで造ってあったんだよ。金がある時分の無む駄だづかいさ」

　腕組みのまま、常磐姫は目を細める。

「ツヅミのはったり、ナツメは信頼していたが、カセンは見抜いていたのかな。先の戦いくさにおいて」

「それゃそうさ。東とう征せいのフオ・テンも、腹はら黒ぐろ狸たぬきのタウ・トエも、若い頃ころ、ツヅミで商取引とかしてたらしいからさ、自分の目でよく見てたって噂うわさだよ」

「フオ・テンとは、東征将軍などと勝手にほざくテン・フオウなる者のことか？」

「そうそう、あいつらなんざ、真ま面じ目めな名前で呼ぶ相手じゃねえよ。結構、都会じゃ流行はやってんだよね、こういうの」

「ナツメは結構、田舎いなかでな。なかなか、そんな話は聞けないな」

「そう？　姉ちゃん、こっちの人？　うちらとカセンから流れてきた仲間じゃなくて？」

　対立するカセンからの流れ者。そう聞いて護衛役達が中年男性を睨にらみつけるが、相手の方はがたがた震ふるえるように首を振って無罪を主張する。

「まあ、そんなとこだ。絵描き君はカセンやツヅミの住人か？」

「うん、ツヅミで絵を学んで、カセンに流れて、軍隊でひどい目にあったりして、流れ流れてナツメに漂着さ」

　どこまでも気楽に喋しやべってから、あっと、気がつく声を出す。

「あっ、これ、こっちの人には内ない緒しよね。向こうの軍隊にいた奴やつが、ここらの都市にいるってまずいのよ。何だかよく分からないうちに巻き込まれただけなんだけどさ」

　この後、止よせばいいのにぺらぺら喋しやべるのが、この絵え描かきの性格だ。

「東とう征せいやタウ・トエとも商売で顔合わせてる俺おれって、割と、やばいのよね、立場的にさ。まあ、それも大物の証あかしなんだろうけどさ」

　そんなことを言いながら、ようやく、手仕事を止めると脚きや立たつの上で身を翻ひるがえし、話し相手の方へ向き直る。

「でもさ、絵描き君はないでしょう？　俺にはエヅ・ヨウトって立派な名前があるのよね」

　細っこい、対する姫ひめと同年代の、若者より少年と呼ぶべき顔立ちが満面の笑えみで相手を確かく認にんする。

　引きつった。

　腕組みで立つのは、地味な出いで立ちながら、どう見ても豪ごう族ぞく以上の育ちと見える少女。

　真まっ直すぐな眼まな差ざしの彼女は、よく見ると腰に護ご身しん用ようの小こ太刀だちまでして、それから、袖そで口ぐちに微かすかに見えるは三さん宮みやの紋もん章しよう。

　何よりも、その背後が恐こわい。厳きびしい目で腰の鞘さやに手を掛けた厳いかつい大男達だ。

　まずかった。何でか知らないけどまずかった。

　どうして誰だれも何も教えてくれなかったのか知らないけれど、とってもまずい。

　そんな感じで絵描きのエヅは顔が引きつった笑みを、傍かたわらの中年男性に向けた。

「ざ、座長？」

「知らん。俺は知らんぞ。お前とは、たまたま、旅の道ばたで拾っただけの関係だけだからな」

　座長なる人物は、泣きつくような声を払いのけると、よたよたと後ずさる。

「姫、お下がりください」

　ずいっと、護ご衛えい役やくが舞ぶ台たいにのし上がり始める。

「この者、不ふ審しんな輩やからです。手近な詰め所に引っ立てまする」

　さらに別の者が告げると、二人の大男が左右から脚立を挟むようにして距きよ離りを詰め始める。

「ひいっ!?」

　おたおたと脚立の上でふらつく絵描きは、逃げようと周りを見るが右手に絵筆、左手に絵皿で、商売道具を投げ出すわけにも行かないままで、あっという間に身み柄がらを確保されたりする。

「うわっ、そんな、僕ぼく、何も知りませんよ？　しがない絵描きですよ？」

　急に口く調ちようがおとなしくなり、人称まで変わったりする狼狽うろたえぶりが、見上げる少女に失笑をさせる。

「あきらめろ、絵え描かきのエヅとやら」

　だから、なるだけ、親しん身みに告げてやる。

「我わが三さん宮みやナツメと七なな宮みやカセンは一いつ触しよく即そく発はつの関係。単にカセンを通過しただけの旅の一座ならともかく、軍属だった上に、あそこの将軍と顔見知りではな。助けてやろうにも、助けてやる方法が思いつかん」

「そんなあ、姫ひめさんでしょう!?　何か、もっともらしい言葉で穏おん便びんな解決しましょうよ？」

　そんなことを言ってる間に、左右から腕を取られて、脚きや立たつから宙に浮かんだ姿勢で引きずりおろされる。

　体格差で絵描きの足がまともに地面につかないのだ。

「まあ、半分、名前だけの姫でな。残念だが、それほど大きな権限は持っておらん。単に母方が地方豪ごう族ぞくの血筋なだけだからな」

　父方の血筋は厳おごそからしいが、直接、ナツメに基き盤ばんを持つわけではないので、ここでは何となく割かつ愛あいしてしまう。実際、そちらは、あまり実感のない血筋だった。

　突き放すような言葉を掛けてみたら、泣きそうな顔で恨うらめしそうに見つめられてしまい、武門の姫は困る。

「まあ、あまり厳きびしい取り調べはせぬよう、言葉ぐらいは添えてやろう。お前に妙な後うしろ盾だてがなければ何日かの拘こう束そくで助かるはずだ」

　それが限度だった。

　さしたる理由も無しに、都市の安全に関かかわる問題に口出しは出来ない。宮姫の立場でそれをやることは出来るが、ツヅミ内部の有力眷けん属ぞく達に示しがつかなくなる。

　また、他ほかの都市勢力からも権威の乱用と、口さがない者も出てくる。特に七宮と二にの宮みやはこうした噂うわさをよく利用し、優ゆう位いな流れを用意する輩やからだ。どちらとも仲が良くない三宮ナツメの姫は、特に気をつけなくてはならない。

　だが、どうもこれでは後味が悪いと彼女は思案して、何事かと駆け寄ってくる老ろう臣しんを出迎えながら、もう少し言葉を掛けてみた。

「そうだ、君はナツメに知り合いはないか？　身元がはっきりすれば釈放も早かろう」

「えっ、知り合いって、親しん戚せきとか、師事した工房の関係者とかですか？」

「身元引受人と俗に呼ばれる、あれだな。先祖代々ここに住む者なら一番良いぞ。あるいは、それなりの地位にある商家や官かん吏りでも構わんぞ？」

　まあ、多た分ぶん、無理だろうが、出来るだけのことはしておこうとする口く調ちよう。

「あっ、あの、その、ええっと、その……」

　口ごもる様よう子すから、これは駄だ目めだろうと踵きびすを返した時、

「あっ！　居いました！　居ました！　軍隊の人でもいいですよね!?」

　妙に明るい声は、何だか、左右から取り押さえる者達まで困こん惑わくさせる響ひびき。

　座長達も目を丸くする中、振り返ろうとする姫ひめの背中に続きがやってくる。

「キリハって名前です。ラサ一門の当主で、ほら、ここで働いている将軍ですよ。ご存じてすか、ねえ、皆さん？」

　振り返った姫に、左右から取り押さえる護ご衛えい役やくに、その他ほか、あっちこっちに手当たり次第に泣きそうな笑え顔がおで同意を求める。

「俺おれ、いや、僕ぼく、あの人とは義ぎ兄きよう弟だい同然の仲なんです！　あの人が傲ごう慢まんな東とう征せいとやり合って、カセンから脱出する際に一役かってるくらいの仲です！　それはもう、生まれた日時は違えども死す時は共にと、誓うくらい深いような契ちぎりです」

　噓うそだ。絶対、噓だと周囲の目が冷たいから、エヅは大慌てで続ける。

「本当ですよ！　東征とやり合った激げき戦せんもこの目で見てます！　長い刀で雪の中、がんがんと打ち合って、きついくらい高い音がして、いや、僕、平和的な民間人だから恐こわくて途中で逃げちゃいましたけど、生死を共にした間柄です。きっと、僕のこと覚えてます。こっちに来たのだって、あの旦だん那なと、またお会いできないかと考えあっての旅です！」

　前半は噓くさい気がしたが、後半はもっともらしいので、誰だれもが判別に困る。

　実際、話の半分は思いつき行き当たりばったりだった。そして、半分は事実だ。

「姫、これはまずいことに」

　年老いた侍じ従じゆうの耳打ちに、腕組みの姫も頷うなずく。

「彼かの傭よう兵へい将軍殿のご同どう輩はいとなれば無む下げにも出来ぬが、あいにく、ラサ一門は総力を挙げて出陣したばかり、確かく認にんの取りようがない」

　口ではそう言うが、実際は別のことを考える。

　まだナツメに身を投じて日が浅い傭兵将軍とその一門は、不安定な地位を固めるために一心不乱な様さまをナツメの諸しよ将しよう、諸しよ侯こうに見せねばならない。迂う闊かつに、このような、よく分からない輩やからがどこかで誰かの目に入ったら、要いらぬ嫌けん疑ぎが彼らに掛かる可能性があった。

　キリハ・ラサは実はカセンと通じているのではないか、東征将軍との斬きり合いも芝しば居いじみているのではないか、新しん参ざん者ものに対する声にならない猜さい疑ぎはどこにでもある。

　常磐ときわ姫としては彼の人となりも、その技量も信頼しているし、東征将軍が大おお怪け我がでカセンの屋や敷しきから冬の間動けなかった事実も、信頼できる諜ちよう報ほうを得ている。

　だが、世の中は事実だけでは足りない。さらに実じつ績せきが必要な時期だった。

　そんな時に、まずいかも知れない流れ者にふらつかれては、何だか苦しい。

　故ゆえに、彼女は腕組みを止めて、両手を腰に当てる姿勢を取ると、細い絵描きの全体像を品定めするように眺めた。

　上から下まで、ひょろっとした瘦そう身しんが縮ちぢこまる様を見て、彼女は思う。

　弱い。

　結論は一言だった。

　細い手足は正直、真ま面じ目めに鍛きたえている彼女のそれに比べて、絶対に貧弱で、なで肩なのも、まったく上半身を鍛えていない証拠だった。だぶつく服の上からでも、はっきり見て取れる。

　取り押さえている護ご衛えい役やく達にしても、あまりきつく締しめ上げると、彼の腕が折れるのではないかと、気持ち手加減気味な有あり様さまだった。

　背せ丈たけも、少女にしては高めの彼女とほぼ同じか、少し低いかも知れないぐらい。

　正直、武家の姫ひめとして育てられた少女としては、素手で殴り合っても勝てる気がした。無む論ろん、そんなことする気はなかったが、そう思える絵え描かきの細い指と手首。

　おたおたしながら、その手はまだ商売道具を大事に抱えていた。

　だから、まあいいかと思った。

「放してやれ」

　軽く命じる。

「しかし、よろしいのでしょうか？」

「間かん者じやの類たぐいかも知れませんぞ？」

　取り押さえる護衛役二人が、困こん惑わく気味に問い返す。

　流石さすがに抵抗の貧弱さに、七なな宮みやの軍関係者だとは二人とも思っていない。だが、こうした口先のうまい人間に諜ちよう報ほうや流りゆう言げんの任務を帯びさせるのは、どこの世でもある話だから、彼らとしても簡かん単たんに解放の指示に応ずるわけにもいかない。

「私が預かろう」

　ため息一つして、彼女はまだ続ける。

「キリハ殿には武芸の師し範はんとして道場で世話になった。私が一番、身元引受人として適任であろう」

　顔を見合わせて、護衛役達は渋しぶる様よう子す。

「とりあえず、母上の見み舞まいがある。今晩は放してやれ」

　それで、ようやく、本来の職しよく務むを優ゆう先せんするべき流れが出来て、彼らは絵描きを解放する。

「うひゃ、うわっ、助かった？　僕ぼく、もういい？」

　緊きん張ちようで手足に力が入らないのか、そのままへたり込んで脚きや立たつに背を預ける瘦そう身しん。

　どうにも弱々しい。きちんと食べているのか疑いたくなる。

「絵描き、エヅと申したな。この絵はいつ完成する？」

「へ？　あ、これ？　明日あすの朝にも完成です。お嬢じよう様さま」

　お礼の言葉を探しながら、何度も頭を下げる姿に、問うた姫は再び背を向ける。

「では、明日の昼にでも迎えをよこす。しばし、我わが家の絵師となれ。無論、ここの仕事と兼けん任にんでも構わんぞ。急ぎの仕事があるわけではないからな」

「や、雇ってくださるんですか？　助けてもらった上に、仕事までくださるなんて、自分みたいな流れの絵師に、そんなありがたいお話、どうお礼を述べていいのやら」

「気に入ったからな、その絵」

「あっ、ありがとうございます！」

　護ご衛えい役やく達も続くその背に、身を折ってお礼するエヅは、ふと気がつく。

「お、お名前をまだ聞いておりません。お嬢じよう様さま！」

　馬ば鹿かっと、座長が苦にがい顔で舌打ちするが、小さすぎて誰だれの耳にも届かなかった。

「ああ、そうだな」

　お嬢様とか呼ぶ辺り、この絵え描かきの若者は、彼女のことを単なる三さん宮みや有力者の子女か何かと思っているようだった。それなりの家に生まれれば、その眷けん属ぞくからは姫ひめと呼ばれる話も多い。

　この方が楽だと思ったから、後頭部で束たばねた髪の下へ右手を差し込み軽く持ち上げ、羽は織おりの背を背後にいる者に見せる。

　束ねた髪の下に隠れていた羽織の上部に、染め抜かれた白い紋もんは三宮の飾かざり文字。

　それから、首だけで振り返り、流し目気味に彼女は彼を見つめた。

「常磐ときわだ。この着物の色が名でな。永久の緑が意味。職しよく務むは姫だ」

　口を開けて声を無くす若者の姿は、まさしく絵に描いたように予想通りだった。







「常磐姫は永遠の緑と申されますが、草木の緑は我わが真しん姫の深緑に比べれば、澄すみかたも浅く、脆もろいものです」

　臣しん下かの言葉に耳を傾け、日が落ちた窓辺に彼女は佇たたずむ。

　装そう飾しよく鮮あざやかな吊つり灯どう籠ろうが浮かび上がらせる室内で、彼女の衣い装しようは煌きらびやかだった。常磐姫と同じ緑系の装束も、この姫の色合いは鉱物のそれで、仕立てが全く違う。

　同じ自然の中の緑を意い匠しように取り込もうと、植物のように陽ひの光を受け入れる緑と、磨みがかれた貴き石せきの翠みどりは、随ずい分ぶんと違う印象がある。こちらの方が明るい。

「彼女はさらに軍を動かし始めている。その事実に間違いはありませんね？」

　目を閉じて問いただすは、東とう和わ二にの宮みや翡ひ翠すい姫ひ殿でん下か。法ほう衣いを思わせる裾すそ長ながの姫装束が、豊かな円えん錐すいを見せる立ち姿は、七なな姫ひめの中で最も優ゆう雅がと呼ばれることもある。

「はっ、七宮でも不ふ穏おんな動きが、より一いつ層そう人々に不安を与えております」

「無む論ろん、ツヅミも黙だまってはいないでしょう。彼らの七宮への臣しん従じゆうは表向きだけ、彼らはしたたかにカセンを商取引の相手として取り込み、十年、十五年掛けて立場の逆転を狙ねらう算段でありましょう」

　ゆっくりと、窓辺に佇む姫は瞼まぶたを開いた。

　影かげ揺れる色いろ硝子がらすの窓辺。異国の造りを取り入れた宮廷は、本来、王族の別宮として建けん築ちくされた物だった。

　二宮スズマが自主独立の動きを強める日々の中で、いつしか、スズマには王おう侯こう、貴き族ぞくといった家いえ柄がらの者は居場所を失い、この都市から姿を消した。

　ごく自然に、残された土地や建物は二にの宮みやスズマの重要施設として重用、再利用され、この宮廷もまた、その一つだった。

　かつては貴き族ぞく趣しゆ味み的てきに飾られたこの部屋の装そう飾しよくも、今は半分以下に片づけられ、落ち着きのある調ちよう度ど品ひんによって、静せい謐ひつな印象を持つ姫ひ殿でん下かの居室と様さま変わりしていた。

「我わがスズマの、いいえ、我が真しん都と同どう盟めいの盟友達はどうでしょうか？」

　穏おだやかな問いに、臣しん下かはただ平へい伏ふくする。

「此この度たびの戦いくさに並ならぬ恐れを抱き、東とう和わの暗雲を憂うれいておりまする」

「そうでありましょう。一度目はツヅミ内部の内うち輪わもめで短い争いだったかも知れませんが、今度はそう上手うまく行きますまい。上手くいかれても、それは東和のため、いえ、統すべたる世界、真しん統とう和わに良くありますまい。地方の増長になるだけです」

「故ゆえに、我がスズマは真都の名の下、姫殿下のお言葉に従う準備は出来ておりまする」

　しばらく、沈ちん黙もくが降りて、それから、翡ひ翠すい姫ひめは眼まな差ざしを吊つり灯どう籠ろうに向かってあげる。

「混迷なる東和には道を照らし出す灯ともし火びが必要です。統べたる和のため、慈いつくしまれる将来のために、私は、皆様と参りましょう。どちらへでも」







「ツヅミが戦場？」

　サイ家のハルセが送りつけてきた書しよ簡かんは、五いつ宮みやの浅あさ黄ぎ姫を失望させ

「常磐ときわ姫とその周辺への説得は難しいようですね」

　六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫に悲しみの表情を浮かべさせた。

　水色と若草色の姫装しよう束ぞくは、夕食の席でいつものように向き合う。

　宮姫の中で、七なな宮みやの姫を除けば一番若い二人の姫装束は、他ほかの姫達より薄うす色いろで、ひどく柔らかい。巫女みことしての役割を意い識しきした意い匠しようが、特にそうした傾向を強める。

「常磐姫との交渉が上手くいかねば、そのままツヅミへ向かい、東とう征せい将軍に話をつけるとハルセ殿の書簡にはありますが、難しいお話です」

　浅黄姫の言葉に、萌葱姫は頷うなずく。

「粗そ暴ぼうで有名な、血に飢えた将軍なのでしょう？　その東征将軍なる御ご仁じん」

「ハルセ殿は筋を通される役割で満足なのだと、我が五宮の補佐役達は口を揃そろえます」

「六宮の内々の方々もそうです。どうやら、我が双ふた子ご都市が平和のために尽じん力りよくした実じつ績せきをまずは残されているようです」

「二宮様だけに和平への功績を取られてはなりませんか」

「事実、我われらの方が東和の均きん衡こうを保つ努力をしております」

「されど、改革や統治、勝利に比べて」

「調ちよう停てい者しやの価値は分かりづらくあるもの」

　鏡かがみを見つめるように、そっくりな容よう貌ぼうの二人は見つめ合い微笑ほほえみ合う。

「三さん宮みやと七なな宮みや、彼らがこのまま衝しよう突とつとなれば、その余波はともかく、それに便乗する一いち宮みやシンセン、二にの宮みやスズマは支配の手を広げます」

「彼ら当事者たる両都市だけではなく、我わがクラセとマキセにも手を伸ばしましょう」

「故ゆえに、私達二人」

「故に、両都市に住む者達」

「調和の世を拓ひらくため」

「共生の道を紡つむぐため」

　互いの右手が、ゆっくりと差し出され、手のひら同士がそっと触れ合う。

「この春を共にありましょうぞ」

　互いの言葉は、ほとんど同じ響ひびきを見せた。







　その胸元に黒こく曜よう石せきが変わらずに揺れ煌きらめいていた。

「この春の衣い装しよう合わせ、また新作です」

　旧王都一宮シンセン、夜も更ふけた王城で、黒衣の少女は子供のように笑った。

「また黒でありますか」

　応じる黒こつ騎き団だん、騎団長にある壮年の騎き士しは、詰つめ襟えりの軍服姿で不動の立ち姿。

　略式用の謁えつ見けんの間は、本来のそれに比べれば半分ほどの広さで、やや私的な用向きに使われる場所。それでも、七宮の姫ひめが使用する公式なそれよりも手広い間取り。

　夜や警けいの交替を知らせに来た騎士団長の前、姫ひ殿でん下か専用の朱しゆ椅い子すに座います姫は、やはり黒衣。

　いつにも増して華はなやかな装よそおいで、漆しつ黒こくの花を両肩にあしらう意い匠しようは、服ふく飾しよく家か達の競きそい合った証あかしとばかりに、無言でありながら強い存在感を見せつけていた。

「騎団長はお気に召しませんか、では、遊ゆう撃げき長ちようはいかがです？」

　東とう和わ一宮黒曜の問いは、自らの傍かたわらに立ち、今こ宵よいの警けい護ごを担当する若い黒騎士に向けられた。

「自分の口からは言えません。自分は無ぶ骨こつ者ものであります」

　若い騎士は決して姫の方に視し線せんを向けることなく、これも不動の姿勢で応こたえた。

「春に相応ふさわしい色ではありませぬが、この色は我が名であり、皆様方との絆きずなの証し。なれば、色よい返事が欲しいものですよ？」

　戯たわむれの混じる声にも、二人の騎士は返事をすることなく不動直立を続ける。

　仕方ないと、豪ごう華かな肩飾りが軽く揺れる。そうして、黒光りする生地の胸元で指を絡からめ、黒衣の少女は澄すました眼まな差ざしをした。

　元々が端たん整せいな顔立ちは、そうするとひどく大人おとなびた色を持つ。

　一いち宮みやシンセン、いや、東とう和わの姫ひめの表情。

「それでは、戯たわむれはここまでとしましょうか」

　その声の色が黒こく曜よう石せきの色となれば、その配下も毅き然ぜんと居い住ずまいを正す。

「騎き団だん長ちよう殿、報告を願ねがいます」

　黒曜姫ひ殿でん下かの声。

「はっ、ご報告させていただきます」

　礼装用の軍ぐん靴かで儀ぎ礼れい的てきに音を鳴らし、騎団長は良く通る声を上げる。

「西せい軍ぐん殿は自らツヅミを押さえるおつもりで、諸しよ侯こう、各方面に根回しをしておりますが上手うまくことが進んでおりません」

「西軍殿はどのようにツヅミに、ナツメ、カセンに向き合うのでしょうか？」

「五万からなる大軍を指揮し、その威容で三都市を恫どう喝かつするおつもりです」

　黒い瞳ひとみの眼まな差ざしが細められる。

「勇ましくも素す晴ばらしいお考えですが、なるほど、難しい方策ですね」

「はっ、それだけの軍勢ならば、三都全すべてと相対しようと勝てましょう。まずはツヅミに居い座すわる東とう征せい将軍なる人物を撃げき破は、あるいは降伏させる算段もまた容易たやすくありましょう」

「五万の遠征、その莫ばく大だいな戦費、シンセンの抱える負債の大きさからすれば微々たるもの。されど、これ以上、財政を悪化させるわけには行きません」

　姫の言葉に騎団長は深く頷うなずく。

「そして、何よりも、西軍殿にそれだけの兵力を与え、戦功を立てられては、同格の諸しよ将しようとの軋あつ轢れきが生じ、またもやシンセン内部での軍ぐん派は閥ばつが割れます。それだけは避さけねばなりません。二にの宮みやスズマからの浸食深い今、些さ細さいな隙すきも大きくつけいられます」

　古都であるが故ゆえ、シンセンの軍閥にも幾つかの流れがあり、それぞれ、水面下での鞘さや当あてが何十年と続いている。その中には中央都市であるシンセンを守しゆ護ごすることのみに邁まい進しんする派閥、各都市に対してより大きな権勢を持とうとする派閥、あるいは中ちゆう原げんの脅威に過か激げきな統制社会を目指す派閥、そして、他都市寄りの派閥までもが混在する。

「東の方はどう動かれるでしょうか？」

　姫の問いは、東とう軍ぐん殿と呼ばれる方面軍将軍を指していた。

　その者が対する宮みや都と市しは二宮スズマ。本来、シンセンにとって一番身近な有力都市であり、一番、相反する敵対都市。

「静観されております。時期尚しよう早そうと、周囲に漏もらされているご様よう子すと軍内部では噂うわさされておりますが、ご本心は未いまだ分かりません」

「スズマは今年ことしになってから、随すい分ぶんとおとなしいようですから、それ故に不ぶ気き味みな沈ちん黙もくでしょう。滅めつ多たなことで精せい鋭えいを地方に招集されては、あちらに睨にらみが利きません」

「地方の造反を押さえ、東和にシンセン健在を見せるのが、諸外国とスズマへの何よりの睨みとなります。それが、各軍ぐん閥ばつ、並びに我わが黒こつ騎き団だんの共通の認にん識しきではあります」

「シンセンの民たみ、東とう和わの民の多くもそう思っていましょう。故ゆえにこそ、スズマは私達の遠征行為を絶対に阻そ止ししましょう。そして、三さん宮みやナツメ、七なな宮みやカセンはシンセンに易やす々やすとツヅミを明け渡しはしません。無む論ろん、五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセもです。中央が活かつ躍やくすれば東和が安定する反面、各都市の自主独立が危うくなるのですから」

　真まっ直すぐに正面を見み据すえる黒の姫ひめが、やがて、表情を柔らかくした。

「迂う闊かつに動けば、シンセンに対し、各都市の離り反はんが激はげしくなります。議ぎ会かいの皆様、軍閥の皆様の苦悩を察しましょう。どのような事態に推移しようと、私は宮であり、皆様の姫です。黒騎団もまた備えをいたしましょう。どなた様に何があろうと、シンセンのために働けますよう」

　その眼まな差ざしで話が終わったと告げられ、騎き団だん長ちようは深々と一礼して踵きびすを返した。

　硬い軍ぐん靴かで音を立て、黒染めの背中が退室して行くのを、黒い姫と、その傍かたわらに控ひかえる遊ゆう撃げき長ちようだけが見送る。

　やがて、靴音が微かすかになった頃ころ

「黒騎団に何をさせるつもりだ？」

　姫の背後で、およそ、その部下らしくない声がした。

　遊撃長の役やく職しよくにある若い騎き士しは、ひどくぞんざいな物の言い方をする。

「あら、恐こわい上官がいなくなると、ぼろが出ますね？」

　応じる声が鈴すず色で笑う。

「あんたが動くと苦労するのは、いつも、俺おれ達みたいな下したっ端ぱだ。騎団長、最近、髪が薄うすくなってきたと思わないのか？」

　まるで姫を姫と思わぬ口く調ちようをされても、黒姫は笑えみさえする。

「私は何もしませんよ。黒騎団もです。ただスズマが、そして、七なな宮みやが動くならば私も立ち止まるわけには参りません」

「動くわな、どっちも。シンセンは様よう子す見みで、あちこちの疲ひ弊へいを待つのが常じよう套とうの策だろうが、その手も読まれすぎている」

「スズマがあれほど強くなったのは、世間で囁ささやかれるように我がシンセンが弱ったからではありません。我がシンセンはそのままです。それこそ、五十年前と大差なく、おそらく、百年しても腐敗こそすれ、それほど大きく弱くはなりません」

　遊撃長に振り返ることなく、座した姫の眼差しは正面に向けられたまま続けられる。

「ただ負債が過大なのです。半世紀掛けて各方面、各都市に作り続けた借入金が、遺い恨こんが、そして、失しつ墜ついした権威が、何もかも過大なのです」

　莫ばく大だいな力を持つ国こそ、莫大な負債を持つ。長い平和の中で徐じよ々じよに溜たまった負債は、はっきりした頃には巨大すぎて誰だれにも動かせない。いつの時代の、どこの国も。

「それでも、シンセンに人は集まる。他ほかの宮みや都と市し全すべてを合わせてもシンセンの総力には、まだ及ばない。中ちゆう原げんもシンセンには一目置いているはずだ」

「一目では足りませんよ。国家の主しゆ軸じくたる王都としては」

「あんた、何する気だ？」

「黒くろ姫ひめと、その親しん衛えい隊たいたる黒こつ騎き団だん。旗印とします」

　澄すんだ声で告げられる宣言と

「偶像と取り巻きで、お飾りの旗かよ」

　困った様よう子すの苦笑。

「嫌いやですか？」

　だから、玉ぎよく音いんの響ひびきは戯たわむれる色となる。

「好きにしろよ、俺おれ達はあんたの親衛隊だ。宮みや姫の行く道、常に、その剣であり、その楯たてであり、その影かげとなる。シンセン全軍で、唯ゆい一いつ、シンセンではなく、あんたのためだけに動くのが俺達、黒騎団だ。各軍ぐん閥ばつのご機き嫌げんなど二の次だ」

「安心しました。その言葉で」

　少し柔らかな沈ちん黙もくがあってから

「一族の粛しゆく清せいは、俺達が勝手にやった。あんたじゃない」

　何気ない顔で、若い騎き士しがぽつりと呟つぶやく。

　血ち生なま臭ぐさい言葉に、一いち宮みやの姫は表情を変えることがなかった。

「そう触れ込みしてくれるのはありがたいのですが、それは事実ではありません」

「あんたの知らないうちに俺達が行動し、結果だけを報告した。事実だ」

　ゆったりと黒衣の姫が振り返れば黒髪と髪飾りが揺らめいて、騎士の不動が首だけ少し、その光景に向けられた。

　今まで、一度たりとも合わせようともしなかった姫と騎士の視し線せんが、初めて向き合う。

「それでは、皆様方が王族殺しの汚名を背負います。まずいのですよ、皆様の悪名が高いと」

「姫の悪名が高い方がまずいはずだ。巫女みこ姫なら普通はそのはずだ」

「普通の姫は要いりません。巫女もまた、地方にはともかく、この中央にはそれほどの価値はありません。ここに必要なのは悪役です。東とう和わは分かりやすい構図を求めています。争乱を紐ひも解きやすく、明日あすを目指しやすいように」

「俺達の悪名はシンセン内部の押さえになっている。それ故ゆえにこそ、各軍ぐん閥ばつからも一目置かれ、団員志し願がん兵へいは後を絶たない」

「シンセンのため、皆様方の悪名は役立ちます。ですが、東和のためには、一騎士団の悪役では足りません。小さすぎますよ、皆様方の規模もお力も」

「口が悪い女だ。あんたは」

「悪役には相応ふさわしいでしょう？」

　互いに探るように、じゃれ合うように語る。

「一いち宮みやの姫ひめが悪役で、誰だれが主役だ？」

「それぞれ、どの陣営も、自らが戴いただく姫を正義の御み旗はたとしましょう。どれも突出させません。そうすれば、私もシンセンもあからさまに悪者です。適当に悪役でなければ、支持してくださる人じん心しんを失い、シンセンの負債はますばかりです」

「あんた、七なな宮みやの姫には目を掛けていたよな」

「ええ、期待はしています。他ほかの姫と違うものの捉とらえ方をされる方ですから。あのような二人組は他の姫では扱えません。もっとも、あの二人組が部下では正義は語れないでしょうがね」

「ふん、まあ、あんたも正義の味方は無理だしな」

　騎き士しの口くち許もとに皮肉な形が出来る。

「まあ、遊ゆう撃げき長ちようこそ口が悪い」

　微笑ほほえみ合う光景。

　それから、黒衣の姫はゆったりと正面に向き直り、静かに朱しゆ椅い子すから腰を上げた。

「あの水みな面も月づき、我わが一族の粛しゆく清せい劇げき、皆様が気に病やむ必要はありませんよ」

　告げる声は姫の、冷たい少女の声。

「私は彼らに憎しみこそありませんが、好意もありませんでした。彼らの腐敗は治る類たぐいのものではなく、シンセン議ぎ会かいからも、各方面から疎うとまれておりました。私の手で処理するのがシンセンのためでありました」

「だから、あんたじゃなくて、俺おれ達が勝手にやった」

　主君の手は汚させない。同族の血で巫女みこ姫の手を汚けがさせては、唯ゆい一いつの親しん衛えい隊たいとしての名折れだった。だから、幼い姫が命じる早く、彼らは行動に出た。

「そして、責任を取って自じ刃じんされたのが初代の騎き団だん長ちようでした」

　口ごもる遊撃長は、すぐに言葉が思い浮かばないで、その姫の次の言葉を待つ。

「シンセンのためには、腐敗した彼らより、皆様方が必要なのです」

「あんたがやった方が、あんたのためだったのか？」

「シンセンの、そして東とう和わのためには、誰がやったか明めい確かくに分からない今のままが一番よろしいでしょう。私の指示があったのか、皆様方が勝手に行動したのか、あるいはシンセン議会、軍ぐん閥ばつ、分家の工作があったのか、諸説ある方が皆のためです」

　朱椅子の前に立つ黒衣は、緩ゆるやかにその裾すそを翻ひるがえす。

「私のためには、あの時、皆様方が出来ることは多くありませんでした」

　あまり過去には興きよう味みがない声。

　そして、振り返る穏おだやかな眼まな差ざし。

「黒こつ騎き団だんの皆様方には、これより活かつ躍やくしていただきます。悪名ではなく、勇名を背負って」
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「ハルセ・サイ？　サイ家のハルセか」

　府ふ中ちゆう仮かり宮みやの大広間で、トエ様は私宛あての贈おくり物である大おお鏡かがみに眉まゆを寄せた。

「はい、お断りしたのですが、どうしてもご使者の方が譲ゆずりませんでした」

　衣い装しよう役やくさんも困り顔で、厳おごそかな細工が施ほどこされた鏡きよう台だいに視し線せんを向ける。

　大人おとなが幾人も映り込む大鏡は一枚造りで、普ふ段だん、私が着付けに使う大鏡みたいに複数の鏡板を貼はり合わせた物ではなかった。とても大がかりな工房で大変な手間を掛けて制作された一品なのだろうと、誰だれの目にも分かる。

「よくカセンまで運んだものだな。こんな壊こわれやすい物を」

「はい、突き返そうにも、持って帰れる品ではなかったので、受け取らざるを得ませんでした」

「そうだろうね、僕ぼくがいても、多た分ぶん、突き返せなかった。仕方ないか」

　トエ様がお仕事で遠くの有力豪ごう族ぞくの家に招かれている間に、五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセの連名で送られてきた品。それは、仮かり宮みやの奥の間で、煌きらびびやかに立てかけられていた。

「申もうし訳わけありませんでした」

「君に頭を下げられると調ちよう子しが狂うね。いつも怒られてばかりだったから」

　軽口を叩たたくトエ様は、商人の目で品物の鑑かん定ていをしたりする。

「いい品みたいだね。早速、姫ひ殿でん下かのために打ち付けに入ろうか」

「どのような方なのですか、サイ家のハルセ殿は？」

　かがみ込んで装そう飾しよくの細部に見入る小さめな背中に問いかける。

「うん、若いよ。僕やテンよりも若い。売り出し中のやり手さ。サイ家は四代続く豪商でクラセとマキセを繫つなぐ要かなめの一つと呼ばれている」

「浅あさ黄ぎ姫ひめと萌もえ葱ぎ姫のお名前ではなくて、クラセとマキセの連名で、サイ家から送られてきたのは、いかなる思おも惑わくがありましょうか？」

　私が尋たずねようとして、うまく言葉に纏まとめられなかったことを、側そばにいた衣装役さんが代わりに訊きいてくれた。

「ツヅミに関する交渉権、サイ家が一任された挨あい拶さつだろうね。多た分ぶん、ナツメの常磐ときわ姫にも何やら贈おくり物があるだろうし、ツヅミのテンにも何かあるだろう。それぞれに直接の接触も始まっているだろうね。回ってくるとしたら、うちが最後だろう」

「テン様、いえ、東とう征せい将軍殿にもですか？」

　お姫様らしくしておこうと慌てて言い直しながら、トエ様の背中に問いを続ける。

「そうだよ、テンを上手うまく抱き込めば一番楽だよ。どこもそう考えている」

　ちょっと恐こわい気がした。

　何せ、ここしばらく私達はテン様と顔を合わせていない。

　あの方は戦地を行き来するから、お飾かざりの姫である私や、カセン都市、その周辺勢力との連れん携けいに動く左さ府ふ殿と一いつ緒しよにいる時間が必然的に少なくなる。だから、私としては報告される範はん囲い以外はあまり接点が無くなってしまう。トエ様の方は密接な連絡を取り合っているようだけれど、やっぱり、距きよ離りの開きが心細い感触だったりする。

「心配だね、テンが賄わい賂ろによって懐かい柔じゆうされないか」

　ちっとも、心配していない様よう子すでトエ様は立ち上がり、笑え顔がおで私達に視し線せんを向ける。

「カセンから増援を出す準備は出来ている。それでね、僕ぼくも一度ツヅミに出しゆつ向こうする方がいいと思っている」

「えっ？」

「左さ大だい臣じん殿」

　驚おどろく私と、きつい目をされる衣装役さん。

「はっきりした増援軍は他所よそを刺し激げきし過ぎる。それなりの役やく職しよくにある者が出向き、その護ご衛えいが追つい従じゆうしている格かつ好こうが一番穏おん便びんでね。ツヅミの商家との話し合いも直接会見が必要だ」

「わ、私は、空から澄すみ姫ひめはどうするのでしょうか？」

　語尾が擦かすれ気味になってしまい、動どう揺ようが隠かくせない私に、トエ様は笑え顔がおのまま

「ここでのんびり待っていてくれてもいい。厄やつ介かいなことは僕ぼくらに任せて、平和の都市のあり方に尽くしてもらえるのもカセンと東とう和わのためさ」

　そう言われても、何だか困る。

　衣い装しよう役やくさんや侍じ従じゆう長ちよう、ヒカゲさん、良くしてくれる人は幾人も居いてくれるけれど、テン様に続いてトエ様も遠くなるのはすごくまずい気がする。

「来るかい？」

　不意に、昔、聞いたことのある言葉がした。

「ツヅミへ花見に行こうか。まだ櫻さくら帰がえりは終わっていない。今年ことしは雨も少ないようだから、今からなら見み頃ごろなはずだよ」

　ものすごく柔らかい口く調ちよう。

「タウ・トエ」

　ものすごく硬い呼びかけ。

　大おお鏡かがみの前に立つ私達。鏡きよう像ぞうと、ここにいる私達が並んで立つ中、トエ様と衣装役さんが視し線せんを合わせた。

「そうやって、人を担かつぎ出すのが貴方あなたの手口です。いつも、選択がある形を用意する。用意された選択は、いつも、貴方に都合がいい」

　衣装役さんは淡たん々たんと、出来るだけ感情を出さない口調をしていた。

　それでも、どこかが硬い色合いの声。

「いえ、貴方にではありませんね？　貴方達にですか」

　言い直す長身の女性は、トエ様達よりも一つか二つ若いらしいのだけれど、何だか、ずっと年上な感じがした。ときたま、私には、この人が私達の一番上のお姉さんのように見える時がある。

「僕達に都合良くだよ。姫ひ殿でん下かにも、君にも、そして、僕らに支持をくれた人々にも都合良くあるようにだ。僕はそう心がけているよ」

「今度もそうだと？　今のお言葉、どちらをとっても人様に都合良くありますか？」

「勿もち論ろんだ。どの程度上手うまくいくかどうかは、僕らの力量と、対する相手の出方次第で大きく変動するだろうが、僕もテンも遊んではいないよ」

「遊んでいなくても、楽しんでいます」

「楽しまなくちゃ駄だ目めだよ。生きてるんだから楽しむ。僕は楽しめる世の中を作るために政治屋をやっている」

「あの男は、東とう征せい将軍殿は楽しめる世の中を作るために軍人ですか？」

「そうだよ。あいつは荒事が専門なだけだ」

　トエ様は優やさしい顔で目を細める。

「君も知っているはずだ。彼は戦争家ではないし、戦争屋でもない。ただの荒事師だ」

「香や具師しと荒事師の組み合わせですか？」

「人生の彩いろどりに必要な役だよ。そして、君のような役も、東とう和わの姫ひめ達の役も、取り巻いて動き始めた方々も、誰だれもが自分の役をやっている。いい意味でも悪い意味でもね」

　トエ様の眼まな差ざしが、背の高い人から私の方へと下げられる。

「我わが姫ひ殿でん下か、お好きな道をお選びください」

　トエ様の顔で、補佐役の口く調ちよう。

「この道も他ほかの道も御み心こころのままに。左さ府ふも右う府ふも、その指し示す方角に従いましょう」

　私は鏡かがみの前で佇たたずんで、三人の距きよ離りを考えた。

　もう衣い装しよう役やくさんも何も言わなくて、トエ様はのんびりと構えていた。

　私の言葉を待つ時間。

「どう動いても構わないよ。君に損をさせないし、僕ぼく達も損はしない自信がある」

　気安い空気が出来るようにと、トエ様は戯ふざけた口調をしてみせる。

「台本が用意してあるのでしょうか？　いつものように」

　尋たずねてみれば、明るい笑え顔がおが返ってくる。

「幾つもあるよ。組み合わせて、出来るだけ都合良くしてみせる」

　何となく、私の視し線せんは鏡の中にいる私達に向けられた。

　一いつ緒しよになって、三人揃そろってそちらに向いた様よう子すが映し出される。

　鏡の中の光景はそのままの私と、トエ様と衣装役さん。反転しているだけの世界。

　気がつくのは、やっぱり小さな私と、やっぱり綺き麗れいすぎる姫装しよう束ぞく。

「行きます」

　鏡の中の私に、ぼんやりとした声を掛けた。

　反射する空気みたいな冷たい感触が、春の温ぬくみに溶けていく。

「ツヅミの民意を逆さかなですることなく、これからのカセンとの交友のためになる方策はお有ありでしょうか？」

　鏡きよう像ぞうのトエ様が、臣しん下かの礼で両の踵きびすを揃え、頭こうべを垂れるのが目の端に映る。

「東とう征せい殿一人で軍を従えるより、姫殿下の柔らかなご来訪こそ両都市が未来のためであります」

「供を願ねがいます。この春はツヅミの桜を見上げたいと願います」

「そのお心、確たしかに承うけたまわりました」

　鏡の中で深々と礼を取るトエ様が、そのまま立ち去る様子を、私はぼんやりと見つめる。

　扉を開ける音を立てて退室して行くトエ様を、直接見送ったのは衣装役さんで、やがて、彼女の背せい高たかな姿が私の傍かたわらに戻ってきた。

「よろしいのですか？　まだカセンに居い着ついて間がありません。今はカセンで足場を固める時期でもあります」

　ツヅミに向かう。敵地であった彼かの地に七の姫ひめが参るのは危険なはずだ。だから、この人はトエ様に突っかかるような真似まねをしてくれた。そうだと思う。

「ツヅミは琥こ珀はく姫を失いました。私は彼らに借りがあります」

「ツヅミはナツメと共きよう謀ぼうし、カセンに侵略を行いました。彼らは私達に借りがありましょう」

「お互い様で納めないといけません。ですから……」

　鏡かがみの中のお姫様をじっと見つめる。

「あの方一人に任せておくとまずいのです。あのお二人は、多た分ぶん、どんな争いになってもあまり気にしない性格をしていますから」







　同じ頃ころ、ツヅミ南部。

「まあ、吞のめ」

　清酒がなみなみと注がれた大おお杯さかずきをテン・フオウは一気に煽あおる。

「では、遠えん慮りよ無くやらせていただきます」

　並の盃さかずきを口に寄せる若者はその向かいの席に座る。

　ツヅミの都市部から少しナツメよりの地点にある農地。その一角に小高い丘があった。

　明らかに人為的に作られた小山といった円えん錐すい状じようのそれは、主に赤土を寄せ集めて作られた盛り土である。農地開拓の時、周辺部から削られた耕地に不適切な土砂が寄せ集められ、数十年放置されて固められたなれの果て。

　見渡す限りの農地も今年ことしは耕す者もなく、荒れ果て乾いた様さまの中、時折、兵達の喧けん噪そうと軍馬の嘶いななきが響ひびく。

　小山に陣取るテン・フオウが本陣。周囲に野営する兵達は五千人規模。

　搔かき集めた兵力だった。ツヅミ都市部に近づいたおかげで、周辺に散らばる諸しよ勢力、ツヅミ都市内部からの動員が可能となり、国境付近まで連れて行けた兵力と、そうした予備兵力の合算が出来るようになった。さらにカセンからの増援の第一陣が来れば、七千の軍となる。

　シドウ将軍麾き下かの三さん宮みやナツメ軍に備える一軍のど真まん中なか、まだ明るい時間に天てん幕まくの中で酒を酌くみ交わす総大将と来訪者。

「なあに、サイ家が贈おくり物はありがたく将兵達に振ふる舞まっている。この酒もそのうちの一つ、がんがんやってくれ」

「我わがサイ家としましても、こうして勇名を馳はせた将軍と盃を交わせること、この上もなく光栄であります。このハルセ、感かん慨がいひとしおであります」

「しかし、サイ家のご嫡ちやく男なんが僅わずかな供だけで自ら馬を走らせ、このような野営地に赴おもむくとは驚おどろきだな」

「ツヅミに向かうつもりでしたが、手の者達より将軍がこちらと伺い、慌てて取る物も取らずに参りました。突然の来訪が無礼、どうかご容よう赦しやのほどを」

「なあに、この二ふた月にも及ぶツヅミへの支援物資のありがたさ、いずれお礼を申し上げねばならぬと部下共々話しておった次第」

　酒と素朴な野戦食を挟んだ二人だけの会食の席。テン・フオウとハルセ・サイは差し向かい、互いの盃さかずきに酒を注ぎ合う。

「それで、早速ながら、ご用件はいかなるものですかな？」

　笑えみを半分だけ浮かべた若い将軍と、豪ごう商しようの若き筆ひつ頭とうは視し線せんを交わす。

「ナツメは退かせます。代わりにツヅミからナツメへの物資の供給を戻していただきたい」

　単刀直入な一言に

「これは異いなことを」

　まるで講こう談だん話ばなしの悪代官のように、東とう征せい将軍の笑みが露ろ骨こつなものとなる。

「我わがクラセ、マキセの同どう盟めい陣営はツヅミへのカセンによる保ほ護ごを認める用意がありますが、ナツメを初めとした各都市はこれに納得ができません。このままカセンとナツメの戦いが本格化すれば、シンセンやスズマも黙だまってはおりませんし、我が双ふた子ご都市も容認できない事態となります」

「ナツメが退くとは、彼らが、我がカセンとツヅミの将来を認める算段がつくのかな？」

「ナツメがツヅミを狙ねらうのは彼らの独立を保つことのためです。彼らの狙いは、ここでツヅミに貸しを作り、今までの両都市の間にある借しやく財ざいを帳消しに持ち込むことです。ならば、ツヅミの監かん督とく者しやである七なな宮みや陣営がナツメのツヅミに対する借金を徳とく政せい令れいで打ち消し、無かったことにすれば、ナツメは困こん難なんな財政赤字を乗り越え、独立保持の足がかりを得ます。この条件で、ツヅミから手を引かせ、彼らの独立を支えてやれば全すべて丸く収まります」

　真まっ直すぐな眼まな差ざしに、対する男は疑問の顔をする。

「それも一理あるが、ツヅミの商家はどうなるのかな。あそこの一いち葉ようとて、将来を見越して仲が悪いナツメの金策に付き合ってきたはずだ」

　若い商人は口くち許もとに薄うすい笑みを浮かべた。

「彼らは負け組です。敗者はただ消えゆくのみです。真に商あきないに生きるのならば本望でしょう。そして、ツヅミにも勝ち組はおります。我われらと交友深き者、そして、貴方あなた方がた、七宮カセンの成長を見越していた者達です」

「投資家として、金貸しとして、しくじった者もいれば、勝ち残った者もいる。それは道理」

「我が陣営と貴方方が、ツヅミへの取り込みと救済を後日行えば、敗者達の傷も浅く済みます。このまま戦争になるより遥はるかに浅く」

「商家の方としては、そう考えるのがもっとも。されど、三さん宮みやナツメの軍と民意は、打倒七宮カセン。これをどうする？」

　酒の勢いと言いたげに、大げさに盃さかずきを揺れ動かす東とう征せい将軍。

「それは私ごときにどうにか出来る問題ではありません。故ゆえにこそ、七なな宮みやカセンの実力者である将軍と話し合いに来ました」

　その言葉に、背もたれに体重を掛ける音を立て、東征将軍の役やく職しよくにある男が笑えむ。

「ツヅミとは既すでに話をされているようだな」

「常磐ときわ姫ひめとは非公式ながらご挨あい拶さつして参りました。明言こそ避さけられましたが、彼かの姫は苛か烈れつながらも戦火を好みません」

「無む論ろん、それだけではありませんな？」

　軽く商売人の顔をしてみせるテン・フオウは、そうした仕事の経けい験けんもあるからよく似合っていた。

「我わが同どう盟めいと三さん宮みやナツメには多くの取引があり、その友好は深くあります」

　つまり、ナツメの財界、政界にも、相応な約束が取り付けられている。暗に言い含める声こわ色いろには、自信を匂におわせる響ひびき。

　だが、応じる声はからかい混じりの色合いで

「無論、我わが七宮の空から澄すみ姫ひ殿でん下かも平和を望んでおります。カセンの民も流血を避けようと、また心がけておりますが、いささか、サイ家のご尽力は遅かったようだ」

　切り捨てる口く調ちようをした。

「なんと仰おつしやいます？　異変があったのですか？」

「中立として戦争回かい避ひを目指す双ふた子ご都市、そのサイ家の筆ひつ頭とうがナツメからツヅミに向かう動きを過か激げき派はが見逃すはずもありませんぞ。相応の配下でご自身の身は護まもられていたようですが、その作為を見抜いて先手を打つ者には気が回っていないようだな」

　狼狽うろたえまいとする若者の表情を、意地悪な男の視し線せんが舐なめるように捉とらえる。

「ツヅミに向かい、既すでにシドウ将軍は陣を進め、明日あすにもここに迫りつつある。既に傭よう兵へい将軍麾き下かの部隊が、境きよう界かい線上にある我が軍の砦とりでと交戦。今朝けさのうちに決着がついたよ」

　ハルセは黙だまって続きを求め、テン・フオウは笑ったまま続ける。

「ツヅミは既に侵略され、境界線上に多大な損害を与えられた。我が軍はこの地に集結し、堂々とこれを打ち破る」

　重たい沈ちん黙もくが会食の場を凍らせる。

「その砦に残された兵はツヅミの方達ですな？」

　ハルセが問うと、無言で頷うなずき返される。

「ナツメによるツヅミへの侵攻、予測されておりましたな。将軍？」

「あらゆる事態は予測している。サイ家が双子都市の名で動くのも予見していたが、双子都市の思おも惑わくに乗りたくない者達の動きも見え隠れしていた」

「困るのですよ」

　ハルセ・サイの声が冷たい色をする。

「三さん宮みやナツメが潰つぶれても、七なな宮みやカセンが潰れても、それぞれの弱体化はシンセンとスズマに優ゆう位いな形となり、私達の調ちよう和わによる独立に影かげを落とします」

「七宮の勝利はサイ家に都合が悪いのか？」

「三宮ナツメはツヅミほど容易たやすい相手ではありません。商家の都と武家の末まつ裔えいの違いは大きい。こことの争いは長引き、疲ひ弊へいする可能性が高い。仮に貴方あなた方がたが勝利したとしても、巨大化した七宮カセンに、正統政府であらんとするシンセンは間違いなく討とう伐ばつに動きます。老いたりとはいえ、一いち宮みやシンセンは旧王都。十万、二十万の大軍を動員できます。一万、二万の兵力でかなりの無理となる我われ々われとは違います」

　厳きびしい眼まな差ざしが、薄うす笑わらいの長身を射い貫ぬく。

「前年の三万の動員、実際は二万と少しだったはずです。我々は正せい確かくにそちらの国力を計っております」

「まあ、兵の数なんざ、古今東西水増しは当たり前。多少、差さっ引ぴいた数が現実だな。俺おれにも正確な数は分からん。トエなら詳しく纏まとめているはずだが、あいつは噓うそつきだから、まともな発表はしないな」

　この答えが噓だとハルセは知っている。正確には知らないのが本当だとしても、かなり正確に近く物事を知っているのが、この目の前の男だ。

　どこまで踏み込んでも、この男の余裕が崩せない。手て応ごたえの少なさに、苛いら立だち始める自分を彼は押さえる。

　サイ家筆ひつ頭とう。若くして地位についた彼には、それ相応の自信と誇ほこりがある。

「交戦が避さけられないならば、既すでに始まっているならば、早期講こう和わへの道を模も索さくし、両都市と我らが同どう盟めいでの連れん携けいを目指させてもらいます」

　だから、切り込みをしてみせる。

「四都で中央を囲むか」

「そうです。シンセンとスズマの確かく執しつは深く永えい劫ごうです。我ら各都市が安定し、彼らにこそ潰し合いをさせる」

　中央を疲弊させ、各都市の独立と連立を確固とする。

　それが、クラセとマキセ、二つの宮みや都と市しが目指す東とう和わの正しき形態。

「そう上手うまく行くのかな」

「両都市がツヅミの財を分け合うか、七宮がその財を東和各都のために使うならば可能です。我がサイ家は、いえ、我らが両姫ひ殿でん下かの名の下にある諸しよ公こうは、ただただ、長き調和の道を目指しております」

　眼差しの若さを、長身の男は目を細めて笑った。

　その会食は長く続けられたが、一切の確かく約やくを、テン・フオウは最後までしなかった。







「若、どうでしたか？　東とう征せい殿との会見は？」

　ハルセ・サイがテン・フオウの天てん幕まくを出た時、午後の陽ひ射ざしは緩ゆるく赤色を混じらせていた。

　出迎えの部下は父の代からサイ家に仕える者達で、彼よりも逞たくましく経けい験けん豊富で、頼りがいのある十人の男達。このまま、この本陣を幾重にも護まもる武人達の仲間になっても区別できない容姿は、商家サイ家でも荒事をこなしてきた役割にあると誰だれの目に分かる。

「父上の予想通り、難物だな」

　外の空気、風の匂においを吸いつつ、ハルセは周囲を見渡す。

　それなりの距きよ離りに警けい護ご役やくの兵の姿が見えたから、馬の預け場へ向かう振りをして歩き出す。

「サイ家の誠意も、クラセ、マキセの本意も伝えたが交戦は続けるようだ」

「やはり、止まりませんか」

「勝つおつもりだ。それと、例の砦とりではもう陥かん落らくしているそうだ。知らない振りはしておいたが、あの卑劣な笑えみには虫ずが走る」

　表情にも声にも怒りがあった。

　押さえていたものが徐じよ々じよに噴ふき出る。

　そんな様よう子すを部下達の前で顕あらわにするのは感情家だからではない。ただ若さがそうさせる。

「生いけ贄にえですか、境きよう界かい線せん上に配置された者達は」

　宥なだめる代わりに、部下達は冷静に振ふる舞まい、自重を促うながしてみせる。

　それが分かるから、ハルセ・サイは小さく舌打ちして、自分で自分をたしなめた。

「ああ、あれは戦争屋だ。間違いない。用兵が損得であるとつくづく知っている」

　奥歯を嚙かみしめる若者は、年相応に一いち途ずな眼まな差ざしで足下を見つめる。

「奴やつめ、ツヅミの不満分子を餌えさに置いて、ナツメの軍に侵攻させた」

　吐き捨てるように呟つぶやいてから、眼差しを上げる。

「あの男、分かっているか？　我われ々われの要よう請せいに従わなければ、我わが双ふた子ご都市は三さん宮みや支援に回り、七なな宮みやカセンの敵となる用意がある。そう言っているのだぞ、我々は」

「若、このようなところでは」

「分かっている。あのような男に通じなくても、七宮の補佐や府ふ中ちゆうに叔父おじ上うえ達が根回しをしている。トエル・タウは承知していることぐらいな」

　流石さすがにたしなめに来る部下に、少しだけ視線を向ける。

「だがな、サイ家の手て柄がらは叔父上達ではない。この私の手で挙げねばならん。一族はもとより、両都市と世間に実じつ績せきを示さなければ、世せ襲しゆうした筆ひつ頭とうの地位とて危ういのだ」

　偶像たる姫ひめ達とは違う。その目がそう告げていた。







「サイ家の坊やか、ふふん」

「このまま返してもよろしいのですか？　中立気取りで戦地をうろつく若造です。一度、投獄して痛い目に遭あわせるのも手であります」

　余った酒を副官と始末しながら、テン・フオウはいつも通りに笑う。

「自分が投獄されれば七なな宮みやに対して貸しが作れる。この貸しで、サイ家としては心おきなく他勢力にも付き合えるし、七宮に対し強気に出る口実にもなる。坊やなりに考えがあっての行動だ。度胸はあるじゃねえか、そこだけは褒ほめてやれ」

「そこまでの大物ですか、あの若い筆ひつ頭とうは」

　サイ家のハルセ。先代が病やまいに伏して、多くの息子達の中から後こう継けいの地位についた男。その程度の話ならば、ある程度耳ざとい者ならば世間話として知る。

「自らの傷を顧かえりみない一いち途ずな若者。そいつは魅み力りよく的てきな美談だ。美談は財産になると知っているし、それなりの行動力もある」

　先ほどまで、ハルセが座していた席。今は誰だれも居いない場所に視し線せんを向けて、テン・フオウは薄うす笑わらう。

「傷を顧みない者に傷は与えん。名誉の負傷を振り回すガキは後で厄やつ介かいだ。変な大物にでもなられたら困るし、始末するほどでもない」

　ゆっくりと、傍かたわらで共に杯さかずきを重ねる副官に視線を移す。

「美談のために東とう和わは姫ひめ達を担かついでいる。今いま更さら、サイ家ごときに美談を与えるわけにはいかん」

「汚れ役は我われら軍人でありますか」

「傭よう兵へい将軍、手て強ごわいぞ。無む論ろん、シドウもだ」

「心得ております」

　向き合う男達の口くち許もとに、武人達が共有する笑えみが浮かんだ。

「我わが方の増援は近日中にカセンからツヅミに入る。それまでは受け身で奴やつらに攻め込ませる」

　このままでは、どう搔かき集めても七千だ。その内の幾らかはツヅミの出身者であり、積極的な戦力ではない。ツヅミがすぐ背後とはいえ、ある程度の押さえをそこに兵を配置しなければならない面がある。攻め合いには不利な兵力だった。

「軍師殿が付き従うと噂うわさされてますが、どうなのでしょうか？　あの方は後方に居てこそ策士としての役割が出来る方です」

「しゃあねえだろう、姫様が前に出るんだ。あいつも居ないとまずいさ」

　酒を片手に軽く言われて、副官が声を無くす。

「な、何と？」

「我われらが姫ひ殿でん下かにはツヅミ入りしてもらう。七なな宮みやカセンの宮みや姫ひめが来訪することでツヅミの民たみに七宮擁よう立りつの気風を感じさせる。それが、この局面を有利にさせる策だ」

「トエル・タウ殿と、軍師殿との協きよう議ぎでありますか？」

　そんな話は聞いていないと、副官が詰め寄る。

「常磐ときわ姫が慰い問もんのため自ら動かれると噂うわさも出ている。ナツメの姫が動くならば、うちの姫殿下も動く。姫殿下のお人ひと柄がらからすれば当然の流れだよ。俺おれ達が進言するまでもなくな」

　盃さかずきを目め線せんより高く掲げて、テン・フオウはこの男らしく微笑ほほえむ。

「面おも白しろいじゃないか、東とう和わの姫が二人、武の激げき突とつを挟んで対たい峙じする。こんなことは東和の歴史に一度もない。見物だぜ」

　くくっと、洩もれそうになる笑い声を押さえる姿に、副官もいささか呆あきれる。

「お言葉ですが、それは笑いごとではありません」

「ん？　何か懸け念ねんがあるか？」

　笑う将軍は身を反らし、横おう柄へいに対応する。

「我わが姫は常磐姫と違い武家の出ではありません」

「ふむ、それで？」

「戦いくさの指揮を執られるわけではない宮姫が戦地に近くなれば、逆に戦局が硬直する恐れがあります。温厚なる姫殿下の前で過激な戦せん闘とうはやりにくくあります」

「それが何か問題か？」

「すみやかにこの戦を終わらせ、ツヅミの確かく保ほを約束してこそ、我が軍がここに陣取り、ナツメに対する本来の理由であります」

「戦局の硬直による対陣の長期化？　そんなものは構わんよ」

　笑う表情を止めることなく、それでも、その眼まな差ざしは鋭するどくなる。

「いいか、長引けば長引くほど奴やつらが不利になる。ツヅミを押さえられている以上、あいつらは慢性的な物資の不足に悩まされる。他ほかの都市から買い入れすれば、距きよ離りの遠さもあって割高だし、作りたくもない貸しを各都市に作る羽は目めになる。正直言うとな、持久戦に持ち込んで戦わないで勝つのが一番楽なんだ」

「しかし、将軍はカセン出しゆつ立たつの際には、事態の早期解決を約束されたはずではありませんか？　我らが姫殿下にも、府ふ中ちゆうの方々にもです」

「おお、五年も十年も掛けるつもりはないぞ。二、三ヶ月で終わらせる気もないがな」

「兵達はそのような話、訊きかされておりませんぞ」

「話したら、だらける。長期戦を初めから予定して遂行できるほど、うちの兵は熟練されてはいない。ましてや、シドウ殿や傭よう兵へい将軍を相手に短期決戦をまともに出来るほど屈強に鍛きたえているわけでもない」

「方便であったと申されますか」

「それなりに短くはするよ。あちらが何か失態をすれば、総力を挙げて突とつ撃げきし、今すぐにでも決着をつける。本来、俺おれはそっちの方が得意だからな」

　自分のやり方としては、その方が楽そうだと口く調ちように出ていた。

「軍師殿もその方策にご賛成でありますか？」

　その問いの裏にあるもう一つの問いに、テン・フオウは目を細めて笑う。

「あいつは山のように方策を考え、どれも動かせるようにしておくのが仕事だ。ナツメが、もう少し迂う闊かつに動いていれば何よりも都合が良かった。その場合の方策は事前に皆と協きよう議ぎした通りだ。それとな、こうした争いの内幕は姫ひ殿でん下かには内密な話だ。どこであの方の耳に届くか分からない以上、このことは公言を禁ずる。胸の内に仕し舞まっておいて、今まで通りの厳げん粛しゆくさで兵と向き合え」

「はっ、承知しました」

　背を伸ばし支持を受ける副官の声に安あん堵どがあった。

　明めい確かくな指針を与えられた職しよく業ぎよう的てきな安心感と、指揮官の能力への信頼感、そして、この生なま臭ぐさい作為に自分達の象徴である幼い君が無む縁えんであるという安堵。

　それがよく分かるから、人好きのする快活な顔をする長身の青年。

「俺も出来れば、姫殿下がお越しくださる前に、ここの片を付けたい。以後も頼む」

「七なな宮みやカセンと空から澄すみ姫殿下のため、謹つつしんで職務を果たさせていただきます」

　部下の言葉に満足げに頷うなずいて、若い将軍は盃さかずきの中身を揺らして遊ぶ。

「さてと、ツヅミの内部も三さん宮みやナツメの動きも分かる。残る問題はあいつだな」

　揺れる酒を眺め、既すでにどこか先を見み据すえた独り言がされる。

　どこの誰だれを指す言葉なのか、口く調ちようのどこかに重い響ひびきが含まれていた。







　抜き身の長ちよう刀とうは汚れることなく銀ぎん色いろのままだった。

　日が沈み始める時刻に、平ひら城じろの天てん守しゆに上ったキリハ・ラサは、なだらかな起伏が重なる山々と、荒れた雑木が立ち並ぶ春の夕暮れを眺めていた。

　春先の荒れ地はそれなりの緑に恵まれ、空気も穏おだやかだが、人里離はなれた平城は不便なもので、天守でも見通しが悪かった。

　国境的な意味合いが曖あい昧まいな東とう和わ各都市の境きよう界かい線せん。互いを刺し激げきし合わないよう、比較的ツヅミ側に奥まった位置にあるこの城は小さく、僅わずかに五十人ほどの守備兵が残されていただけだった。

　今日きようの明け方、彼らがまだ半分寝入っていた頃ころに包囲を完成させたラサ一門は、すぐさま突撃に入り、瞬またたく間に城じよう壁へきを破っていた。

　最初の突とつ撃げきでそれなりの数を打ち崩せば、後は逃亡する者と降伏する者に簡かん単たんに分かれ、戦せん闘とうはごく短く、死傷者も少なかった。ラサ一門には手傷を負った者もほとんどいない。

　快勝だった。

　たいした損害もなく、ほぼ無傷の城を手に入れ、一門の占せん拠きよ地ちとした。

　一部で逃走する者を追う追撃戦もあったが、それも昼前には終わりを見せていた。

　だが、この男の顔に笑えみはなく、部下達も遠巻きにする。

「シドウ殿はまだ来られないようだな」

　後続の到着は明日あすになると、副将格にある者が応じた。

「手て柄がらは立てたが、さて、どうしたものか」

　おそらく、無血で開城できた城攻めだった。

　守備兵に戦意は稀き薄はくで、ラサ一門が囲んだと告げただけで、全軍が降参したはずの戦い。

　だが、一戦も交えずに降伏されてはラサ一門としては困る面があった。

　明めい確かくな流血無しで手柄を立てても、三さん宮みやナツメの一軍としては実戦派の地位が覚おぼ束つかない。だから、無用であろうと突撃と敵の死し骸がいが必要だった。

　それと同じように、七なな宮みやカセンも無用な被害が必要だった。ナツメ側がツヅミ領域に攻め込んだ確たしかな現実。

　それが分かるから、戦勝にも空むなしさがつきまとう。

　先方を任されたと言えば聞こえはいいが、汚れ役の役回り。割のいい話ではない。

　だが、買って出た。

　そして、かつて共に戦ったツヅミの兵を、ラサ一門の手で切り払う結果となる。

　予想できた事態だが、やはり、戦勝に心が躍おどるはずもなく、当主もその一門も、味方との合流を果たすまで、どこか重い物を背負っていた。

　この空気を払い、祝いの酒に酔えるのは、この砦とりでを本隊に明け渡せた時だろう。

「なかなか、一族に誉ほまれを与えるのは難しいな」

　独り言は部下達にも届かず、木立の間を飛ぶ鳥の声に紛まぎれる。

　そうして佇たたずむうちに、城のどこかで傷に呻うめく敗残兵の声がしてきたから、彼は手の先に下がる愛刀に視し線せんを落とす。

　城を占拠した後も、味方の到着までは臨りん戦せん態勢の証あかしと、抜き身のままだった長ちよう刀とう。

　切り込むことも無く、切り結ぶことも無く、無む闇やみに優ゆう美びな白銀がそこにある。

　扱いやすいように長く取られたその柄つかを、手先の動きだけで軽く取り直す。

「楽にしてやるか、銀ぎん星せい」

　語りかけるのは長刀が持つ銘めい。

　突撃の指揮に抜かれたまま、一度も活かつ躍やくできなかった刃やいばが、暮れ時色の光を反射していた。

　このまま、夜を迎えさせるには惜しい気がした。







　この朝で、三日目だった。

「いやあ、今日きようも一段とお美しい」

　絵筆が進むので、この少年は一段と騒さわがしい。

　身体からだの線せんが細いせいか、妙に甲かん高だかいこの声には慣れるのには時間が掛かった。

　慣れてしまえばどうということはないが、騒がしいのは面めん倒どうだ。

　だから、常磐ときわ姫ひめは眉まゆを寄せる。

「世せ辞じはいい。口より手を動かせ」

「ははあ、お任せお任せ」

　木机に立て掛けられた大判の上質紙。深緑の姫装しよう束ぞくで竹林を背にする少女の絵は、誰だれが見ても三さん宮みやナツメの姫を描いた代しろ物ものだ。

　ただ肖像画と呼ぶには、少し趣おもむきが違う。

　強い意志を持った容よう貌ぼうを示す輪りん郭かく線せんは全体的に柔らかく仕上げられ、色の塗り方には実際とは違う淡く穏おだやかなものが用いられている。少し夢の中の光景にも似た特異な表現。

　絵え描かきの好みで、写実性より印象面を誇張した様式。

　東とう和わにおいて、俗に絵え空そら師しと呼ばれる者達が織おりなす画法。

　常磐姫の居室の一つ、丸窓が一つだけ開けられた座ざ敷しきで、姫と絵描きは対たい峙じしていた。

　しゃかしゃかと筆を進める絵描きは正座のはずが膝ひざ立だちで、常磐姫の方は窓辺で腕組みして斜め立ちだ。

　一日目は違った。

　姫らしく佇たたずむ姫と、姫に招かれた絵師らしく正座して畏かしこまる少年。

　周りには幾人もの控ひかえの侍じ女じよ達。

　二日目はもう怪あやしく、三日目にはこれだった。

「しかしですな、腕組みした姫様ってのは描くとまずいですよ」

　絵描きがそう言えば

「お前はいつも勝手な絵ばかりで、私のままではないぞ」

　等などと姫が切り返す。

　実際、最初の何枚かは目の前の姫をそのまま描いていたが、途中から絵描きは好き勝手色々な絵を描き始めるようになった。

　水辺で戯たわむれる絵や、騎き馬ばを愛いとおしむ構図、鮮あざやかな反たん物ものを抱いた光景やら何やら、思いつくままに描き上げては別の絵におもむろに移る。

　描くのは早かったが、大味の線せん画がに、色も割と大おお雑ざつ把ぱな着色が目立つ。

　ただ、それが見ていて面おも白しろくもあったから、常磐姫は何だかんだと好きかってさせ続けてはいた。たまに納得のいかないものもあるにはあったが。

「ほら、宮廷絵師って憧あこがれるんですけど、こんな機会滅めつ多たにありませんからね。描けるだけ描こうとすると、毎回違う絵が思い浮かぶんですよ。だって、お姫ひめ様さま見てますと創作意欲が止まりませんからね。あっ、今の目の動きいいですよ。もう一度、お願ねがいします」

「調ちよう子しのいい男だな」

　こんな様よう子すでは、お付き役の侍じ女じよ達もいつしか離はなれてしまい、三日目となれば二人だけの差し向かいとなっていた。

　やれやれと肩を落として、常磐ときわ姫は絵え描かきの左右に並べられた作品をぼんやりと眺める。

　このエヅという絵描きが、姫ひ殿でん下か招きの通い絵師となって以来、既すでに二十を数える未完成品があった。

　この絵描きはあまり完成品には興きよう味みがないのか、ある程度の仕上げが見えると次の絵に移りたがる。丹たん念ねんな一枚一枚よりも、数をこなす方が好みらしい。

「何なに故ゆえ、完成品を作らない？　お前は移り気か？」

「えっ、まあ、そうかも知れませんね。でもね、まずは色々描いてみて、そん中から一番を見つけるのもありでしょう。それを繰くり返して、これだってのが見つかったら、それを極めるのが面おも白しろいんですよ」

「まあ、それも分からないではないが、他ほかでもその描き方でやってきたのか？」

「いえいえ、姫様が特別だからですよ。はいはい」

　こんな会話をしているうちに、さらに一枚、だいたい描き上がるが、満足そうに頷うなずいたエヅは新しい紙を用意し始めたりする。

「そうやって、他の姫も描いたのか？」

　新しい顔がん料りようを絵皿に溶かし始める様子を横目に、窓の外に顔を向けた姫が訊たずねた。

　丸窓には曇くもり硝子がらすがはめ込まれ、夜の様子は僅わずかしか見えない。くつろぐ宮みや姫の姿が外から覗のぞけぬようにそうなっている。

　何となく、月が見たいと常磐姫は思った。

「あっ、そうですねえ。適当な講こう談だん物ものは沢たく山さんやりましたね。真ま面じ目めに描いたのは少ないですよ。本物の姫様なんてまず見られませんから、誰だれか他の絵描きがやったのを元に真似まねするばかりですよ」

「琥こ珀はくは見たこと無いのか？　ツヅミに居いたのだろう？」

　何気なさを装った問いに、絵描きが珍しく複雑そうな顔をしたが、ごく短い間だった。

「祭典でちらりと」

「四し季き祭さいか、平民が見られるのは春と夏だな」

「春です。去年の今いま頃ごろです」

「そうか、花見の時期か」

　ツヅミの桜並木は今いま頃ごろ満開だと、二人とも知っていた。

　その下で雅みやびやかな行列と音おん曲ぎよくが繰くり広げられ、樹じゆ齢れい五百年とも言われる古木の下で、琥こ珀はく色いろの姫ひめが舞まいを奉じた。常磐ときわ姫はそれを見たことはなかったが、話には詳しく聞いていた。

　武芸の演えん舞ぶならともかく、雅やかで清せい楚そな舞など自分には出来ない真似まねだから、ひどく胸に残った逸いつ話わだった。

「描きたいものだろう。あれは姫らしい姫だった」

「そうなんですけど、ちょっと遠くて、手が届かない光景でしたから、何だか描き辛づらいですよ。自分、こうしてふらふらしていますし」

「私は気楽に描いているな」

　ちょっとだけ、苦笑。

「まあ、常磐の姫様は描きやすいですね。武家の姫様は、巫女みこの姫様より馴な染じみやすいみたいです」

「一応、私も宮姫として巫女の仕事はしてるぞ」

「えっ？」

「そんな意外そうな顔をするな。たまにだ。たまに」

　他ほかの宮みや都と市しに比べてナツメは祭さい祀しにあまり熱ねつ心しんではないから、必然的に象徴たる姫も巫女姫としての役割が稀き薄はくになりやすかった。

　常磐姫としてはその方が性格的にありがたく、気がついたら年に数えるほどしかその方面での活かつ躍やくはなくなっていた。たまにそれらしい格かつ好こうをすると、肩幅がしっかりしすぎて衣い装しよう合わせに困ったりする。あげくに眉まゆが凜り々りしすぎると剃そられそうにもなるので、彼女としてはあまり好きな役目ではなかった。

「空そら姫はどうだ？　七姫で一番か二番に人前に出ない娘のようだが」

　琥珀姫の話は少し重いと、話題が七なな宮みやの姫へと向けられる。

「あっ、あれは会えませんでした。あそこの偉そうな奴やつらに取り入って、遠目にでも見られたらいいと思ったんですけど、僻へき地ちにある七宮の城に閉じこもったままでしたね。自分がカセンにいる間中そうでした」

「そうなのか」

「ええ、お付きらしい下したっ端ぱの子供と仲良くなったら、ちょいと小耳に挟んだりしたんですけど、何だか丈夫な姫様らしいですよ」

「丈夫？」

　妙な話だと、常磐姫は悩む。

「いや、お健すこやからしいんですけど、あそこの手下も変な奴らですからね。割と図太い神経になるんじゃないですか。鍛きたえられて」

　どうにも、姫に関する話ではない気がする。

　七なな宮みやの姫ひめは他ほかの姫と顔合わせしたこともなく、謎なぞの多い姫であり、実際、慎つつましい姫だと伝聞にあるだけがほとんど全すべてだった。

　滅めつ多たに人前に出ないこともあり、他の姫達と比べれば、もっとも質素な暮らしぶりなのは間違いないようだ。しかし、考えてみれば、元々、七宮カセンは東とう和わ各都で一番小さく、姫自身も若年なのだから当たり前といえば当たり前な話だ。

　かといって、新しん興こう都市として勢いのある七宮カセン自体は豊かな街だ。その辺からは、慎ましい姫とやらの実像が結びにくい。第一、一の家か臣しんとも言うべき東とう征せい将軍が湯水の如ごとく散財しているようだから、宮姫が質素でもあまり意味が無い。

　断片から実像を探ろうと悩んでしまう姫をそのままにして、緑色を思い通りに作れないと、絵皿に難しい顔をするエヅ。

「それより、困るのは緑の三姫です」

　四し苦く八はつ苦くした後、ぽつりと呟つぶやく。

「何だ、それ？」

　突然の呟きにも、多少は思い当たる節があったが、一応は聞き返してみる。

「三さん宮みやの常盤ときわ姫様は勿もち論ろん、二の姫と六の姫も同じ緑の姫装しよう束ぞくですからね。色の分け方難しいんですよ。六むつ宮みやの萌もえ葱ぎ姫は明るい色で若草っぽくいけるんですが、二にの宮みやの翡ひ翠すい姫と三宮の常磐姫は深緑でしょう？　分かる人はそれぞれの色の違いがよく分かるんですが、講こう談だん用ようにと、誰だれにでも分かりやすくするのは骨が折れましたよ」

「私も困っている」

　不ふ機き嫌げんそうに常磐姫は告げる。

「二宮は理屈屋で好かんし、六宮はふわふわ浮ついている。私としては、あれらと同類では堪たまらん」

「あっ、やっぱ、仲が悪いんですか。七姫って」

　まずい話になったかと、絵え描かきが用心した口く調ちようになるが、常盤の名を持つ姫は構わず続けた。「どちらも、先の戦いくさで痛手を被こうむった我わが三宮ナツメに好意の手を差し伸べてはいるが、実際は己おのれの立場が大事なのだ。我がナツメにそれなりの貸しを作り、七宮と対たい峙じさせる算段が見え隠れしている。新しん興こうの七宮カセンがツヅミの財を己おのが物に出来ぬよう、我われらを対抗馬としてあてがうのが目的よ。そうなれば、あ奴やつらは手を汚さずに、この地方をあしらい従えさせられる」「はあ、難しい話ですね」

　あまり政治的な話になると自分の身が危ない気がするから、絵描きのエヅは本能が赴おもむくまま適当な相づちに専念した。彼は自分が可愛かわいい。

「誰も七宮と正面切って戦おうとはせんのだ。我がナツメの誇ほこり高い将軍達を除いては」

「ああ、自分みたいな素人しろうとには分かりませんが大変なお話ですね」

　なるだけ、逃げよう逃げようと、相づちの声が軽けい薄はくなものになる。

「少しは知っておけ。明日あすにはお前もツヅミに向かう一員だ」

「ああ、そうですね」

　もっともらしく頷うなずいてから

「はい!?」

　素すっ頓とん狂きような声で絵皿を取り落としそうになった。

「明日から私は前ぜん線せんのシドウ達の慰い問もんに向かう。そのまま後詰めとして後方に陣を張る。だから、お前も付き合え。一座には話がつけてある」

「な、何ですか、それ？」

「ツヅミの案内役をやってもらう。他ほかに手て頃ごろな者がおらんからな」

「そんな無む茶ちや言わないでくださいよ！　絵え描かきなんて戦場では役立たずな足手まといです！」

　何せ経けい験けんがあるから、実にはっきり断言できる。

「キリハの戦友なのだろう？　会わせてやるから来い」

「いや、それは、その……何と言いますか、言葉の綾あやと言いますか……」

　どう断ろうかと慌てる絵描きが言葉を見つけるより早く、苦笑じみた顔で流し目が向けられ、常磐ときわ姫ひめは言葉を続ける。

「ツヅミを解放させて、私はあの地に入る。お前も見たいだろう、今年ことしの桜さくら。だから、付き合え」

　騒さわぎ出した絵描きが何を言っても、もう何もかも遅かった。

　外の空気を吸おうと、姫は絵描きを置いて歩み出す。

「一休みだ。月を見てくる」

　背中に届くあらゆる言葉を聞き流しながら、常磐色の羽は織おりが翻ひるがえった。







　少し前が噓うそのように、頰ほおに当たる風はどこか温あたたかい。

　春の空はどこか空気が湿っていて、そのくせ変に軽いからだ。

　昼から夜になっても大きく変わらない空気の匂におい。

　切れ切れの隙すき間まがある薄うす雲ぐもが星を隠すから、夕ゆう張ばり月づきの夜は霞かすむ暗さ。

　仮かり宮みやの外周を覆おおう透き通しの端はし囲かこいに両手を添えて、姫装しよう束ぞくの私は一人。

　向かう方角はやや南よりに東、ツヅミのある方向だけれど、目に見えるような距きよ離りじゃないし、視線を向けているのはもっと下方だった。

　所々の辻つじ灯どう籠ろうが、家々の窓辺の灯ともし火びが、夏の蛍ほたるのように広がる光景。

　七なな宮みやカセン、東とう和わで七番目に数えられる都市。

　空から澄すみ姫を掲げて、東和の独立割かつ拠きよに名乗りを上げた地。

　それなりに私が知っていて、それなりに知らない街。

　背せい高たかさんや噓うそつき商人さんと歩いたり、灰色の男の子とふらついたり、それから、色々な人に出会った場所。

　古い木造の家屋、水路の音、石いし畳だたみの階段、漆しつ喰くいの手触り、異国風の石材が混じるお屋や敷しき、街がい路ろ樹じゆの枝し垂だれ、犬の鳴き声、乾物屋の干ひ物もの、とりとめもなく思う。

　それから、季節の色を思い出す。夏の風ふう鈴りんが鳴っていて、秋の小こ径みちが落ち葉の色で、冬の雪ゆき靴ぐつに柔い重みがあって、いつしか、足下に蒲公英たんぽぽの葉が強く根付いていた。

　気がつけば、手の甲こうに白い花びらが小さく揺れていて、視し線せんをそれの出所へと向けた。

　見上げた先、私の傍かたわらに、ひっそりとした桜さくらの木が静かに色づいていた。

　いつか、ここへ来た時は落葉の木立も、こうして花の季節を迎えていた。

　そんな風ふうに思えば、初めてこの府ふ中ちゆうの境けい内だいに立った時、この木は冬枯れて葉の一つもなかった。季節は過ぎてしまうと早くて早くて、通り過ぎた毎日は何だか驚おどろくほど遠い。

　ここに大勢の人が集まって、それから不ふ思し議ぎな図形の舞ぶ台たいに空から澄すみの姫ひめが立って、そんな日々が昨日きのうのようにも思えるし、遠くて遠くて仕方ない気もする。

　そんな場所で、私はあの黒衣の人と向き合って、そして、七なな宮みやの姫として演説した。

　空からっぽのお姫様が、空っぽの言葉に色を付けて、硝子がらす飾かざりのような役目をした。

　貴き石せきのように硬くもなく、宝ほう玉ぎよくほどに鮮あざやかでもないけれど、それでも、この街の人はそれで良かったらしい。

　そんな人達は、そんな光景は、今ここには無く、ただ吊つり灯とう籠ろうの明かりに浮かび上がる夜桜の下、一人思う。

　薄うすい雲に淡あわい月明かり、いつかの喧けん噪そうが噓のような時間。

　こうして一人、ここで街まちを見下ろせば思うことも多い。何やら縁えにしがあるのか、ただ単に生まれた場所に近かっただけなのか、ここにいることに何かを感じようとする。

　私が知るただ一つの街、私が過ごしたただ一つの街。

　どんな気持ちで毎日を過ごしているのか、分かるような分からないような、中にいると大きくて、見下ろすと少しだけ頼りない。

　それが、東とう和わ七宮カセン都市。

　姫を掲げて行く月日を過ごした新しん興こうの都。

　小さな地方都市が、どんどん大きくなり、平和な日々も戦争みたいな悪いこともしてきた。

　後悔することもあれば、後悔しないこともある人々の生きる場所。

　そうやって形作られた世界。

　東和各都市、残り六つの都市もこんな風なのだろうか。

　しばらく会っていないテン様も、今も忙しく働いているトエ様も、はっきり口にはしないけれど、多た分ぶん、私は常磐ときわ姫や他ほかの姫と向き合うはずだった。

　ツヅミに出向くとはそういうことだと思う。

　他ほかの姫ひめがどのような方なのか、結局、よく分からないままこうなってしまった。

　私が知っているのは、退陣された琥こ珀はく色いろの姫と、鋭するどい黒こく曜よう石せきのあの人だけ。

　見知らぬ四人の方々、二にの宮みや翡ひ翠すい姫、三さん宮みや常磐ときわ姫、五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫、六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫。

　たまに、たまに思う。

　この七なな宮みやカセンには他のお姫様の方が良かったのじゃないかと。

　ぼんやりと思うけれど、いつの間にか笑っちゃう。

　テン様やトエ様に振り回されるのは、どのお姫様も大変だろうと気がつくから。私じゃなくて、黒曜姫ひ殿でん下かが、あのお二人を左右に従えていたら、何だかとんでもない話になっていただろうと思えたから。

　真ま面じ目めで立派なお姫様ほど、あの二人の勝手気ままには苦労する気がした。

　そもそも、私なり何なりのお姫様より、あの二人が居着いたあたりが七宮カセンの運の尽きなのかも知れない。

　そんな風ふうに思えたら、何だか気が楽になった気がして、私はのんびりと周囲を見渡した。

　一つ向こうの木立の陰で、何でもない顔をして灰色の少年が夜景を眺めていて、それから、振り返れば、吹き抜けの回廊で私の帰りを待っている衣い装しよう役やくさんの姿。

　とりあえず、目に入る人ひと影かげはそれだけだけれど、街明かりの下に大勢の人がいるように、仮かり宮みやのあちこちに大勢の人々が色々と備えている。

　見える範はん囲いにも見えない範囲に、人は沢たく山さんいる。

　だから、また夜景に振り返った。

　やがて、眠りにつく、明日あすの朝に目覚める七宮の街まちを眼下にして、両手を前で揃そろえ、お姫様の顔をした。

　薄うすい月明かりと街の灯ともし火びに浮かぶ、ひっそりとした影の群れ。

　夜の街をよく見つめてから、私は瞼まぶたを閉じる。

「行って参ります」

　ゆっくりと頭を下げて、しばらく、そのままでいた。

　弱い夜風の中、微かすかに草木の、春の匂においを感じる一時。

　夜の街は、まるで遠い月のように静かだった。
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　　五節　混じり合う影







　翌日、櫻さくら帰がえりの早い時期、七なな宮みやカセンはツヅミへの増援を派は遣けんした。

　これは東とう征せい将軍からの要よう請せいに応じたわけではなく、七宮の空から澄すみ姫ひめがツヅミの議ぎ会かいである仮府に招かれたのを受け、両都市友好のために数週間の滞在をする訪問の形式で行われた。

　形式は形式だった。誰だれが見ても、親善でも遊ゆう覧らんでもない、この時期の訪問。

　昨年末に争ったばかりの旧四しの宮みやに七宮姫が単身旅行などあるはずもないから。数千の近この衛え兵へいをつけるのは当たり前という名目で、一般の兵の方々が一時的に近衛旅りよ団だんなるもっともらしい名前をつけられて行われた。

　もっともらしい理由はこうなっているけれど、実際には結構込み入っている。

「僕ぼくが出向いてツヅミの主流派と話し合うとどうなる？」

「カセンとの繫つながりが深くなり平和が安定されると思います」

「そうだと良いけれど、実際、僕は嫌きらわれていてね」

　宮行列の箱馬車の中、私とトエ様は差し向かいで話し込んでいた。

　カセン都市部から大勢の人々に見送られた空澄姫御一行は、近衛旅団と呼ばれる三千三百ほどの兵と七十名ほどの使節団で構こう成せいされている。

　宮姫専用の朱しゆ馬ば車しやはその一団の中央にあり、緩ゆるやかな街道を行くのだけれど、その行程はゆったりとしたもので、ツヅミに辿たどり着くのに八日も掛ける。

　急げば六日もあれば充分なのに、この人は使節団として宮行列を宣伝し、増援らしくない様式を意い識しきしていた。実際、鍛きたえた集団ならもっと早くも行けるらしいけれど、空澄姫と侍じ従じゆう団だんを中心とした使節の足に合わせると、八日ぐらいが相場らしい。

　変わらぬ青空の下、朱馬車も牛引きの車よりは幾らかましな早さ。

「主流派と仲が悪い幾つかの派は閥ばつもあって、ツヅミ内部では色々揉もめている。僕と手を組みたがる者も多ければ、僕が来る前に他勢力との約束を取り付けようとする者もいる。彼らとしては商売にしろ、今後の都市運営にしろ、将来の懸かかった死活問題だからね」

　旅装ではなくて着慣れた文官正装のトエ様は、二人だけの車内だから好き勝手喋しやべる。

「ゆっくり出向いた方が彼らの中での話し合いや派閥争いが少しは片づいているよ。その方が僕はやりやすいし、祭典に招かれたお姫様も安全さ」

　一応、今回の宮姫招きは、あちらからの要望となっている。

　本当かどうかともかく、ツヅミとしては七宮の姫を招くことで、昨年の戦争は過去のごく短い間に起きた行き違いであったとしたいらしい。

　一刻も早く、先の敗戦、先の争いが、琥こ珀はく姫ひめを取り巻く一部の指し導どう者しや層が勝手に行った異常事態であり、本来のツヅミ都市は平和的な商都であると、話を落ち着けたいのだそうな。

　そのためには、世間から胡う散さん臭くさいと思われている七なな宮みや左さ大だい臣じんの来訪はあまり世間体が良くない。何せ、ただでさえ物ぶつ騒そうな東とう征せい将軍が駐ちゆう留りゆうしているのだから、なおさら。

　それで、宮姫がささやかな祭さい祀しの来らい賓ひんに呼ばれた。この方が、この方も当然な臣しん従じゆう形式なので目立たないで済む。

　要するに、いつも通り空から澄すみ姫はお飾かざりなのだ。

　軍隊の動きも、政略の都合も、お話のど真まん中なかに宮姫がもっともらしく座っていると、何だか露ろ骨こつな世の流れも、もっともらしくふくよかになる。そんなお話。

　まあ、恐こわい軍隊や悪い大臣が殺さつ伐ばつと動くよりはいいのだろう、多た分ぶん。

　何だか慣れた。

「テン様の方はよろしいのですか？」

　増援を求めている東征将軍麾き下かの前ぜん線せんが、少し心配な気がして訊きいてみた。

　こんなにゆっくりと、牛ぎつ車しやのような歩みの馬車にいると、古こ参さんの敵将と向き合っているテン様の方が心配になった。

「まあね、何かあれば急いでもいいし、シドウ将軍は本来攻めの人じゃないから、倍する兵力を動員できない限り小こ競ぜり合いしかない。増援が動いていると噂うわさもあるけれど、こちらも後方で山さん豪ごう将軍がある程度の準備もしている」

　気楽な返事をするくせに、トエ様は割と忙しい。

　カセンを出て四日間、この人は宮みや行ぎよう列れつのまとめ役をしながら、日に何度も急きゆう使しから情報を受け取り、あちこちに使者を送ることを相変わらず繰くり返していた。

　幾人かの文官の方達に色々と自分の代行的な仕事を分担させて、その仕事ぶりを指し導どうしているのは、これから先の何年かを見み据すえてのことらしい。

　これは本人からではなくて、出かける時に仮かり宮みやの留守役として残ってくれた侍じ従じゆう長ちようが教えてくれたお話。

「私が招かれた祭典は、琥珀姫が舞まわれた春の祭典なのでしょうか？」

　何気なくを装って、ある意味で一番気になる問いをした。

「いや、それは良くないからやらない。彼女にも、根強い彼女の支持者にも悪いからね」

　時たま、この人はものすごく善良な顔をする。

「それに、そんなことしたら七宮が勝手なことをしたと暴動の口実にされるからね。顔見せだけして終わりさ。祭典の代用で行われる小さな春祭りを、穏おん便びんに澄すまし顔で見ていればいいよ」

　善良なお話の後には、大たい抵てい、もっともな理由がついて回る。

「他ほかの都市は動かれているのでしょうか？」

　常磐ときわ姫ひめのことが気になっていたから、遠回しに訊きいてみた。

「うん、常磐姫が軍を率いてツヅミに向かっているよ」

　どうして、この人は大切なことを気楽に応こたえるのだろう。

　私があっけにとられていると、面おも白しろそうに私を眺めてから、他所よそを向くトエ様。

　視し線せんのその先は御み簾すの向こう、緑成す春野が流れる光景。

　しばらく続いてた景色と同じようで、そのくせ、馴な染じんだ土地からいつの間にか離はなれている外の景色。それを見つめる横顔は、いつもの顔。

「速度を合わせている。僕ぼくらがツヅミに着くのと、彼女がツヅミに着くのが同じくらいになるようにね。向こうが足早すぎるなら、テンが攪かく乱らんする。今、あいつはツヅミ都市部から近い位置に陣取り、その行く手を阻はばむ壁かべとなっている」

　黙だまって続きを待った。

「ツヅミが本当に必要としているのはどこか、僕ら七なな宮みやか、三さん宮みやナツメか、ツヅミの仮府に選択を迫るには、三つの陣営が一堂に揃そろうのが一番早いさ」

　そんな話は何も聞いていない。

「それが、今回の本当の目的ですか？」

　尋たずねてみると、トエ様は変わらぬ姿勢で口くち許もとを引く。

「ツヅミにはっきりと何かを選択させる。影えい響きよう下かに取り込んだ都市を恐こわい軍隊で睨にらみつけるのはそんなに有効じゃない。だからね、昨年の降伏だけでは、琥こ珀はく姫に罪をきせるだけでは足りないから、ツヅミが自分達の口でもう一度選択をしてみせる現実が必要なんだ」

　難しいから、ちょっと困った。

「難しい？」

　ちょっと視線が向けられて

「はい」

　正直に応えたら、笑われた。

「軍隊を率いた七宮姫と、軍隊を率いた三宮姫が、ツヅミのすぐ側そばまで来ていて、これから戦いくさが始まるかもと、今いま頃ごろはツヅミの中は大もめだよ。どっちに荷か担たんする方が自分達の生活を維持できるかね。商あきないとしては七宮に与くみしている方が優ゆう位いだけれど、敗北して七宮の風下にいるのは人間的には不満だ。三宮ナツメとは同どう盟めいしていたはずだけれど、そうかといって、仲がいいとは言いい難がたい。簡かん単たんに考えても、これぐらいの紛ふん糾きゆうはあるさ。こうやって、揉もめた結果、改めて七宮カセンと共存を選んだならば、彼らとて、そうそう僕らを裏切ることはない。二度も七宮との協力関係を世間に宣言しながら、それを後で破は棄きするならば、ツヅミは今後何十年も東とう和わでの信頼を失うからね」

　トエ様は戯おどけて、手のひらを天てん秤びんのお皿みたいにする。

「要するに二度も証しよう文もんや約束手形を出しておいてなかったことにするとね、商売人として居場所が無くなる。商都としては信用が何よりも大事だから、彼らは自分達の今度の決断には、自分自身で責任を持つようになる」

　何となく、分かった気がした。

　覚悟を問われていたのは、三さん宮みやナツメ側だけではないらしい。

「ツヅミが信頼できるためには、禊みそぎみたいな、何か、もっともなお話が必要なんですね」

「そうそう、そうしたら、テンが無理に駐ちゆう留りゆうしなくて済むし、僕ぼくや君も割と身の危険を感じないで取引や花見が出来る」

　なるほどなるほど、やっぱりトエ様は頭がいいと思ったけれど、何だか引っかかる。

「そんなに上手うまくいくのでしょうか？　たとえば、ツヅミがナツメとの隣りん国ごく関係を取ったらどうなるのでしょうか？」

「その時はテンの仕事さ。テンがもう一度、両都市を撃げき破はする。何せ、今度はツヅミの裏切り行為だ。僕らは強圧な占せん領りようなんかしていないのだから、世よ論ろんは充分、僕らの側に靡なびく。ツヅミにそれほど組そ織しきだった兵力は無い。まずは目の前のシドウ将軍を叩たたけば問題は少ない」

　打てば響ひびくトエ様だけれど、やっぱり何だか引っかかる。

「ツヅミが、そのう、何も選ばなかったらどうするんでしょうか？」

　とりあえず、頭に浮かんだことを訊きいてみたら、トエ様は天てん秤びんの真似まね事ごとをしていた手のひらを、お手上げの格かつ好こうにした。

「その時はお手上げだね。実は、それが一番可能性が高い」

「うわ」

　どうしてこの人は、こんな時、ものすごく真ま面じ目めな顔をするのだろう。

　ツヅミが何も選ばない。七なな宮みやと三宮の対立を傍ぼう観かんして、双方に、あるいは七宮に上辺だけの支援でお茶を濁にごしたらどうなるか。

　私にも少しは想像が付く。

　シドウ将軍麾き下かの三宮ナツメ軍だって、以前とは違い慎重に動いている。東とう征せい将軍指揮の軍も手をこまねくほどに。

　多た分ぶん、大差ない兵力で向き合った今の私達は、このまま戦えば双方が大打撃を受ける。どちらかの将軍が際きわだった活かつ躍やくをしない限り、勝つにしろ負けるにしろ損害は大きい。

　大流血した七宮が力を回復するより早く、ツヅミがナツメと組み直したら、あるいは他都市の勢力と結びついたら、あっという間に七宮は勢力を失う気がした。

「今の世の中、国と国での戦勝はそれほど意味があるわけじゃないんだ。本気で殺し合いをして、片方の死滅を目指すような戦争じゃないんだからね。あっ、個人には別の話だよ」

　また外を眺めてトエ様は遠い目。

「昨年の勝利は何だったんでしょう？　カセンのこの冬は豊かだった。それは分かりますが、それだけのために争ったのでは悲しすぎます」

　ツヅミにしろ、ナツメにしろ、冬を越すのが私達より辛つらかったのは訊きかなくても分かる。少しだけど分かる気がする。

　だから、琥こ珀はく姫ひめのことを思い出すし、亡くなられた方や、傷ついた方のことを思う。

　東とう和わは春を迎えているのに、どうしてこんなに不安定なのだろう。

「問題はもう一つ、君にとって一番直接的な、これから会うべき人のこと。これからのことを少し打ち合わせておこうか」

「あちらのお姫様ですか？」

　私の方を見ないまま、トエ様は頷うなずく。

「彼女がどう動くか、それでかなり話が変わる」

「どのような方なのですか？」

「頑がん固こで真ま面じ目めな子だと聞いている。歌か舞ぶ音おん曲ぎよくを好まず、武芸を尊び、自ら刀を振るえば道場の師し範はん代だいにも手が届くそうだ。それに、近きん隣りんの田畑を荒らす熊退治に出ようとして配下に止められたこともあるらしいね」

　カセンに帰りたくなった。急に大雨とか嵐あらしが来て、今回は中止とかにならないだろうか。

「私にどうしろと？」

　情けない声を出すと、こんな時、トエ様はいつもいつも楽しそうな顔をする。







「姫様ぁ、何ですか、この格かつ好こう？」

「何だ、不満か？」

　自ら白馬に跨またがり先を行く背中。それに声を掛ければ、振り返らない問い返し。

「いや、俺おれ、じゃなくて、僕ぼくだけ、やたら目立っている気がするんですけど」

　ゆったりと進む行軍の中、常磐ときわの姫は用意された朱しゆ色いろの公用車を、中ちゆう原げんの真似まね事ごとみたいと拒絶し、人力の駕籠かごも年寄り臭いとはね除のけた。

　姫らしくないと侍じ従じゆうが止めるのを無視して、馬上に身を揺らす彼女は、なるほど、まるで男装芝しば居いの役者さながらで、凜り々りしくあった。

　その背後、近この衛え団だんに護まもられる侍従団の先頭に、どういうわけか絵え描かきの若者がいた。

　それも、ものすごく濃こい色の、黄色や茜あかね色の衣を頭から足先まで着せられた奇抜な格好であった。

　笑い物の芸人服に似た装しよう束ぞくだったが、下手へたに仕立てが良かったり、染せん色しよくが優すぐれているから、取り返しが付かないほどに、よく目立つ極ごく彩さい色しき。

「うちの芝居小屋だって、ここまで派は手でじゃないですよ」

　泣きつく声に、あはははっと笑い声が返ってくる。

　基本的に常磐姫は素直な人ひと柄がらだ。笑い声の響ひびきに曇くもりがない。

　が、そんなことは絵え描かきのエヅとしてはどうでもいい。

　だって、背後の本ほん職しよくの侍じ従じゆう団だんから含み笑いがちらほら出ているし、護ご衛えい役やくの兵達からも指さし笑われているし、これはないだろうと泣けてくる。

「異国の服だ。以前、どこからか献上されたのだが誰だれもが着るには恥ずかしくてな。蔵くらの奥で眠っていたものだが、お前には似合っているぞ」

「姫ひめ様さまが着ればいいじゃないですか？　高価な着物なんでしょう？」

「残念だが男物でな。姫としては着られぬ」

　ちっとも残念そうじゃない声。

「いつも男物と変わらないような格かつ好こうしているくせに」

「ん？　乙女おとめ相手に聞き捨てならんぞ」

　首だけで振り返る笑えみに恐こわいものがあったから、貧乏絵描きとしては商あきない用の笑え顔がおを振りまいて、何でもありませんと首を振る。

　そんな道中は、既すでに終わりを迎えようとしていた。

　先方の物見兵が街道を行く先で片かた膝ひざを付いた姿勢を取るのが、少し先の路ろ肩かたに見えたから、向き直った姫は目を細める。

　姫の白馬が足を止めると、一行全体がその場で足を止めた。

　三さん宮みや姫ひめ常磐ときわ、その人のための一団故ゆえに、その挙動に全すべてが揃そろえた動きを心がけている。

「姫の御ご前ぜんである。厳げん粛しゆくに報告されよ」

　そう馬上から告げるのは、常磐姫の前方を護まもる騎き馬ば武者だ。

　かなり様式化された甲かつ冑ちゆう付きの軍装は、古来より宮みや姫付きの武官に伝わる由ゆい緒しよあるもの。

　もっとも、それ故に実用性に乏しくもある。

　告げられた物見兵が、一度平へい伏ふくの礼を取ってから顔を上げる。

「畏おそれながら申し上げます。この先の街道を北進なされますと、お味方のシドウ様が、野営地にて、お出迎えの用意をしてお待ちしておりまする」

「シドウが使者と会ったのか？」

　馬上のまま姫が問えば、姫とそう変わらぬ歳としの物見兵は、また一段と畏かしこまる。

「はっ、シドウ様は、ささやかながら祝しゆく宴えんの用意ありとのことです」

「無理はよい。たいした糧りよう食しよく無しで長く務めを果たしていたのであろう」

　この兵員と補給の食糧こそ、何よりもシドウ将軍とその麾き下かが求めるもののはずだった。

「姫、ここは」

　周りを固めた騎馬武者の陰で老ろう臣しんが促うながすから、常磐姫は頷うなずく。

「そうだな、甘えよう。シドウはよくやってくれている。こうして甘えられるのは、あの者への信頼が証あかしなのだな」

　そんなやりとりがして、また一行は動き出す。

　整然と動き出す長い軍勢は、宮みや行ぎよう列れつと呼ぶには物々しい。

　七なな宮みやのそれとは、ひどく色合いが違う。

　こちらも数は四千ほど。頭数はそう変わらなくとも、優ゆう雅がにゆったりとした七宮一行に比べ、三さん宮みや一行は実務一点張りの厳げん格かくさが強い。

　ただ、常磐ときわ姫ひめの背後に並ぶ侍じ従じゆう団だん、そして、うろちょろしている絵え描かきだけが、妙に浮うわついた道行き。

「どうした？　急に静かになったな？」

「あっ、まあ、姫様は決める時は決める方だと感服していたんですよ」

　振り返らない背中から問われて、神妙な顔をするエヅ。

　どう思ったのか、振り返らない姫の口くち許もとが笑った。

「もうすぐ盟めい友ゆうのキリハに会える。喜んだらどうだ？」

　その、ちょっと意地悪な声の色に、エヅは気がつかない。

「いや、でも、その、この格かつ好こうじゃ、分かんないっすよ。ほら、しばらく会っていないし、人生色々ありますし」

「信じろ、義兄弟の契ちぎりを」

「そんなぁ、姫様はそんな立りつ派ぱな羽は織おり着てるのに、これじゃあ僕ぼくはあんまりです」

「似合っている。生地もいい。姫が言うのだから間違いないぞ」

　いい加減、遊ばれていることに気がつきそうな会話に、かなり後々にならないと気がつかない。絵描きのエヅはそんな男だ。

　やがて、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯で、常磐姫一行は出迎えのために整列する自軍、その本軍と合流した。

　既すでに五千の兵力を持つシドウ将軍に、この四千の増援を引き渡せば、九千の兵力。

　まだ準備中の兵力もあれば、やがて、一万の軍勢となる。

　対する七宮カセン東とう征せい将軍は、同じく七宮の姫が兵を受け取ることによって約一万の兵力を持つに至るはずだった。

　出迎えの兵達は、出来るだけの略式正装で、掲げる槍やりの穂ほ先さきには飾かざり付きの竹筒が備え付けられていた。精せい鋭えいというよりは、育ちの良い武家の若者が二百人ほど並ぶ。

　軍の大将格ならば、整列でそのまま迎えられるところだが、王室縁の宮みや姫を出迎えるために、彼らはその場で片かた膝ひざを付いて、その頭こうべを垂たれる。

　祭さい祀しや演えん壇だんに立つわけではない姫に、不ぶ躾しつけな視し線せんを向けるのは作法に反するためだった。

　そのしわぶき一つ無い人の列で作られた道を、常磐姫は先せん導どうする者も拒こばんで歩む。

　その背後には背筋を伸ばす護ご衛えい役やくと側近達、それから、何だか分からないうちに従者の一員にされた道化姿の絵描きが一人。

「ひ、姫様ぁ、恐こわいです」

　どういうわけか、姫ひめの背に一番近くいるのが、泣き言だらけのこの男。

　何せ、彼としては七なな宮みや軍に一時期いたのだ。ここに居い並ならぶ兵の誰だれかに背中を斬きられたり、部隊の仲間を殺されていたりするかも知れない。

　自分で参加した戦いくさなのだから恨うらみはそんなに無いけれど、沈ちん黙もくの兵に囲まれるのは、かなり恐ろしい。一人だけ背筋が丸くなっている。

「味方だ。安心せい」

　振り返らずに応じる姫は、派は遣けん前の閲えつ兵ぺい式しきで顔なじみの者が相手だから臆おくしない。

「でも、僕ぼく、作法とか知らないし、ここは引き返した方が」

「心配いらん。道化を連れていると陣中には触れてある。その格かつ好こうならば、いかなる不ぶ作さ法ほうもまかり通るから気にするな」

　ありがたいようなありがたくないような、この姫は意外とこまめに気が利く。

　エヅはなるようにしかならない自身の不幸を、ただただ呪のろった。

　毅き然ぜんと先頭を行く姫の羽は織おりが鮮あざやかに、その後ろで奇異な出いで立ちの絵え描かきが意気消沈した道行きは、姫の足が止められて終わる。

　何だろうと、絵描きが姫の背中越しに前を覗のぞいて見れば、大げさに腕を組んだ武人礼の甲かつ冑ちゆう姿が、整列の作った道の先に一人。

　姫と真まっ直すぐに向き合う視し線せんは、この陣の長おさと誰が見ても分かる貫かん禄ろく。

「宮の常磐ときわである。シドウ将軍よ、長き軍務がご苦労、ナツメの宮として感かん謝しやする」

　姫の背に絵描きが隠れるより早く、毅然とした武門の姫の声が響ひびく。

「常磐姫ひ殿でん下か、このたびは遠路はるばるのお越し、このシドウ、ツヅミ解放軍の長役として心より感謝いたします」

「早速だが増援の四千受け取ってくれるな。もっと連れてきたかったのだが、残りの五千は調ちよう練れんに時間が掛かるらしい。春の出で水みずに人を取られてな」

　残りの五千とは、手近な兵に聞かせるための、はったりじみた兵数だった。シドウ将軍の方でも承知されているやりとり。

　実際には、その半分程度の兵力しか今のツヅミには用意できない。昨年の敗北はまだ痛いから、防ぼう衛えい戦せんならともかく、他都市への派は遣けん軍ぐんに招集できる頭数は多いとは言えない。

　それにナツメで領地と私兵を持つ豪ごう族ぞく達は、必ずしも団結力が強いわけではない。

　昨年のシドウ将軍の敗北に不満を抱き、何かと理由をつけて参陣を渋しぶる者も多い。

　それでも、東とう和わ各都の中ではましな方だ。

　旧四しの宮みやであるツヅミの体ていたらくは特にひどいし、新しん興こうの七宮カセンや、他国との争いを好まずに安あん穏のんとしてきた五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセ両都市なども崩れやすい面があるはずだった。

　一度や二度の敗戦に大きく揺らぐことがないのが、三さん宮みやナツメのように僻へき地ちで苦楽を共にしてきた小都市だ。地じ盤ばんそのものは固い。

「謹つつしんで三さん宮みやナツメの新たな兵馬、我わが陣に加えさせていただきます」

　そうやって、儀ぎ礼れいに添った口こう上じようが、野営地でのことらしく崩し気味にやりとりをされるのを、姫ひめの背後で身を屈かがめた臣しん下かの礼を取る絵え描かきは耳にした。

　彼が臣下の礼をきちんと知っているわけではなく、単に他ほかの従者の動きに合わせただけだ。

　姫が戦場に出るなんて間違ってると彼は思うから、ここでシドウ将軍が常磐ときわ姫に帰国を促うながしてくれるのを祈って、神妙にしていると

「戦いくさの匂においがする。気のせいか？」

　姫の問とい質ただす声が耳に届く。その声の色が硬かった。

「見抜かれましたか、昨日きのう、東とう征せいが騎き馬ば隊に手痛い目に遭あいました。将が不明でありまする」

「この増援と合流するまで、戦はせぬとなっていたはずだ」

　屈んで頭を下げた絵描きの目には、姫の羽は織おりの裾すそから下、旅装の足下しか見えなかったから、低く抑えられた声こわ色いろに敏感になれた。

「全すべて、シドウが責任を負うところです」

　応じる低い声も、どこか一段と深く抑えられているように聞こえる。

「申せ、言いにくければ陣幕で聞かせろ」

「はっ、北で向こうの敵将が物見に単たん騎きでいる姿を見つけ、我が方の一いち翼よくが深入りしてしまいました」

「先走りか、伏ふく兵へいだな」

　逃げる敵将の追つい撃げきをした先に、待ち伏せた一軍がいる。古典的な手だてだった。ただ単騎なのがふてぶてしい。

「そのような真似まねをするのは、テン・フオウなる不ふ埒らち者ものだな」

「はっ、我が先方は先年の戦で、彼かの者に煮え湯を飲まされたものが多く、それ故ゆえに抑えが利かなかった次第です」

「追った者が討うたれたか」

「いえ、追った者達は東征の馬に追いつけませんでした。その退路に、周しゆう到とうに代え馬も用意した彼の者は、一目散に自陣の勢力圏に帰陣したよし」

　その報告に、羽織の裾が少し揺れた。

「分かった。七なな宮みやの伏兵は、追わなかった者を狙ねらったのだな？」

　怒りを抑えた声。

　絵描きのエヅは、少しは軍隊にいた。東征将軍テン・フオウのやり口を見てきたから、すぐに話が理解できた。

　兵を二分され手て薄うすになった先方の備えに、伏せていた騎馬兵が突撃すれば、一丸となった先方より遙はるかに容易に崩される。先走った集団が持ち場に戻った頃ころには、七宮軍の姿はどこにもなく、打撃を受けた友軍が残るのみ。

　痛い話だ。

　持ち場を離はなれた集団は軍法によって処断しなくてはならない。おそらく、戦意の高かったやる気ある者達だ。それを罰するのは辛つらい。されど、放置しては規律も守れぬ軍となる。

　これで三さん宮みや軍は戦死したわけでもない兵を、自らの手で幾らか失わなければならない。

「損害は本陣の中にてお伝えします」

「構わん、ここで申せ」

　姫ひめの即答は、抑えの利いた澄すんだ色。

「ここが本陣である。今より、この常磐ときわが身こそ、本陣旗と心得よ」

　絵え描かきが思わず面おもてを上げると、緋ひ色いろの背で、その肩が震ふるえていた。

　緋色の陣じん羽ば織おり。

　常磐色の姫が、あえて用意させた装しよう束ぞくは、東とう和わの、どの姫よりも強い抗戦の色。

　巫女みこ姫としてではなく、武門の姫として、この地に参った証あかし。それが、その色だった。

　その背に絵描きが、同じように顔を上げた従者達が見とれているうちに、老将は淡たん々たんと子細な損害を口にした。

　おそらく、こうなると予見していたのだろう。報告は実直で、よどみ無く簡かん潔けつだった。そして、痛みのある数が連なっていた。

「随ずい分ぶんとやってくれたな。テン・フオウ」

　常磐姫がどのような表情をしているのか、それを知るのは正面に立つ、その宿将のみ。

「策あれば、シドウ、そしてその麾き下かにある者達よ。早めに申せ、我われは皆の旗として、それに従いナツメの同胞が無念に報むくいる。無いのならば、一いつ時ときの休息がのち、我わが軍は進軍を開始するを、ナツメが宮みやの意志として示す」

　常磐姫の言葉に、シドウ将軍が片かた膝ひざを付き、臣しん従じゆうの意を示す。

　並びに、整列する兵達が、遠巻きに職しよく務むに当たる者達が慌てて、何の動きか分からぬままにも、その場で敬礼の姿勢を取る。

　無む論ろん、姫の背後にいる侍じ従じゆう達も即座に倣ならい、絵描きの若者もそれに続く。

　だから、絵描きのエヅは見られなかった。

　緋色の陣羽織を翻ひるがえし、振り返った姫が毅き然ぜんと立つのを、その顔を、その瞳ひとみを見られなかった。

　絵描きとして、ひどく悔いが残ると知っていた。それでもその時、絵描きの若者は顔を上げて、その姫の眼まな差ざしと向き合うことが出来なかった。

　目の前の姫の足下、揺れる陣羽織の裾すそだけが、この絵描きが、その時覚えた一つだけの光景だった。







　ツヅミ防ぼう衛えいの要として、都市南部の街道峠は七なな宮みや側が押さえていた。

　草生い茂る春野が周囲に広がるのは、七なな宮みやカセン周囲より水源に恵まれているからだ。

　それでも、野営地には耕地開拓のために何度か掘り起こされ、更さら地ちとして塩しお漬づけされた荒れ地が選ばれていた。

　夜の薮やぶ蚊かをなるだけ避さけたのと、水はけの良さが陣地造りに向いていたためだ。

「常磐ときわ姫ひめがシドウと合流した頃ころか」

　素朴な厩うまやの中で、テン・フオウは愛馬と時を過ごしていた。

　首筋を撫なでてやる栗くり毛げの軍馬は気性が荒く、この若い将軍と、幾人かの熟練した乗り手以外は乗せたがらない牝めすだった。

　じゃじゃ馬で扱いづらいが、俊しゆん足そくと体力は申し分ない。

　それが、力無く嘶いななくのを、骨の太い指先が驚おどろくほど繊せん細さいにあやす。

　雌めす馬うまは左後ろ足の付け根に矢傷を受けていた。

　当分、走れないだろう愛馬は、昨日きのうの戦いくさで一度は乗り捨てた一頭だ。

　要地に配置した複数の愛馬に、退却の最中、何度も乗り換えた。

　単身、単たん騎きで大量の兵を引きつける策としては、それが一番安全な策だった。

　それなりの距きよ離りを走り抜いて、馬が疲れてきた頃合いで乗り換えれば、いかに敵の先方に駿しゆん馬めがいようと追いつかれるはずはない。仮に追いつかれても、多少の囲みでならば切り崩す自信もある。途中、乗り捨てた馬は疲ひ弊へいしている上、気性の荒い馬ばかりだから敵兵が乗りこなして追つい撃げきすることもない。

　物見の振りで敵を引きつける策は思い通りに上手うまくいった。こうした策に嵌はまりやすいよう、単たん騎きでの物見を目立つように昨年中から幾度か行ってきたし、ナツメの先方が、ツヅミ攻略戦での一敗を挽ばん回かいせんとする血気盛んな者が多いことも調べ上げていた。

　策に誤りはなく、おびき出された兵が伏ふく兵へいを警けい戒かいして追撃をあきらめた頃には、別働隊が先方の居残り部隊を奇き襲しゆうで蹴け散ちらし、すぐさま退却した。

　本来の持ち場を遵じゆん守しゆした者達が死し線せんに晒さらされ、手て柄がらを焦あせった者達が手ぶらでそこに帰き還かんする。

　これで、三さん宮みやナツメ側先方は味方の間で信頼と連携を大きく失ったことだろう。致命的な損害は一つの敗戦より、次戦への拭ぬぐえぬ傷だ。こうした組そ織しき内ないでの怨えん嗟さは、そうそう治ち癒ゆするものではない。

　膠こう着ちやくしていた戦は、これで一つ動いた。

　二度は使えない手だが、一度の手のために日頃から苦労するのも軍略だった。

　互いの姫がツヅミに届く前に、片方の陣に大きな被害を与えて優ゆう勢せいを作る。この勝利は既すでに後方のツヅミ都市を動かす事情通達に知れ始め、その内部では、七宮カセンへ靡なびく動きが生まれているはずだった。ツヅミ内部での不ふ穏おんな動きにも牽けん制せいとなったはずだ。

　そして、苛か烈れつなはずの三宮常磐姫が、悠然と到着した矢先に自軍の一敗を見せつけられて、何事もない顔は出来ないし、シドウ将軍以下の兵達も今まで通りな動きはもう出来ない。

　たとえ、嫌いやでも彼らは今の戦力で進攻し始める。

　ここは彼らの領内ではない。防ぼう衛えい戦せんではない戦いで、一度でも痛い目に遭あえば、早めに攻め返さなければ軍の士気は維持できない。

　だが、攻め合いこそ、シドウ将軍よりも東とう征せい将軍が本領を発揮する領域。

　だから、東征将軍の呼称を持つ男は機き嫌げんがいい。

「ここはツヅミ領内。故ゆえに不法なる隣りん国ごくの進出を防いだに過ぎん」

　対外的にも、部下達にも、公式見解として告げてある言い分は事実。

「ツヅミとナツメの同どう盟めいは破は棄きされている。四しの宮みや政権そのものが崩れた時、彼らナツメは同盟相手そのものを失った。その事実を認めず、七なな宮みやカセンとの仲を裂くならば、我わが兵馬をもってその是ぜ非ひを問う」

　愛馬を労いたわりながら、触れて回ってある口こう上じようを優やさしく語る。

「ふふん、俺おれの言い分はこれで良し。トエとカラも特に手は汚けがしていないから、琥こ珀はくをただで流した寛かん容ようさが大義名分となる」

　馬が顔を寄せてくるのを、頰ほおをすり合わせてテンは笑う。

「地の利は護まもる側にあり、人の利は大義名分にあり、天の利は戦勝の勢いにある。必勝だな、こりゃ」

　勝てる算段は出来ていたから、傷つき山野に放置されながら、ただ一頭、自ら陣に戻ってきた愛馬の首を優しく撫なでる。

「残る問題は二つ、どうやって兵の損害を少なくするか、そして、うちの姫ひめ様さまに対し、好戦の行いをどう言いい訳わけするか」

　愛馬の首を抱えて、その瞳ひとみを覗のぞき込む。

「うちの姫ひ殿でん下かが戦いくさは止やめろと言い出したらまずいよな。もう一度、派は手でに勝った方が残りの各勢力に睨にたみが利くが、そうそう戦えんのが宮みや仕づかえの辛つらいとこだよ」

　子供みたいな顔で見つめ合う。

「それと、あの男もだ。キリハ・ラサ」

　斥せつ候こうを配して逐ちく次じ動きを摑つかんでいた傭よう兵へい将軍とその二百の一門が姿を眩くらませたと気がついたのは、つい先ほどだ。

　斥候からの報告が途と絶だえたのは、全すべて斬きり捨てられたと考えるのが自然だ。

「俺ならどうするかと考えるな。俺は大局を見る。奴やつは大局より、目の前のやるべきことをこなす男だ。ならば、どう出る？」

　低く嘶いななく愛馬に問いかけても、無む論ろん、返事はなかった。

　くつろいだ仕し草ぐさで馬と戯たわむれる長身が、馬の嘶く仕草に、ふと外を見る。

　厩うまやの板いた葺ぶき屋根と丸太の柵さくの向こうに、空が見えた。

　それと、雲。灰色の混じる層雲。厩うまやの匂においで分からなかったが、空気が少し変わっていた。

「来るか、こりゃあ」

　空を見上げて呟つぶやいた。







「キリハの旦だん那な、不在ですか？」

「そのようだ。砦とりでを一つ落とした功を認められ、先せん遣けん隊たいとして別道を許されているそうだ」

　ツヅミ領内である以上、短期的にとはいえ四しの宮みやツヅミの客将であった傭よう兵へい将軍には独自の経けい験けんがある。彼には水先案内人も必要無い。

「残念だったな。友との再会楽しみだったろう？」

「いえいえ、ここは戦地です。俺おれみたいなのはどうでもいいんですよ」

　慌てて両手を突き出し首を振る子供じみた様よう子すに、常磐ときわ姫ひめは気さくに笑った。

　だから、エヅとしては不ふ思し議ぎな気持ちになる。

　つい先ほどまで、強い緋ひ色いろの陣じん羽ば織おりを着ていた姫は、用意された天てん幕まく内では普ふ段だん通りの常磐色だった。足下こそ旅装だが、動きやすげな深緑の羽織はツヅミの館やかたにいる時と同じだ。

　この姫は同じ意い匠しようの衣を強く好むらしい。

　対する空から澄すみ姫が、お抱えの衣い装しよう役やくによって、古式から異国風まで山のようにある姫装しよう束ぞくを毎日着せ替えられているのと、まさしく対照的なのかも知れない。

　甲か斐い甲が斐いしく働く侍じ従じゆう達が、組み立てた黒くろ漆うるしの衣え紋もん掛かけに陣羽織を飾かざるのを、常磐姫と絵え描かきは座して眺めた。

　持ち込まれた座ざ椅い子すに腰掛け、やはり、持ち込まれた卓を挟んだ二人。

　言われなくても絵描きは、持ち歩く筆と墨すみ入れを、それから黒炭と紙を卓上に広げ始める。

「覚えているか？　ここまでの風景」

「そりゃあ、もう！　ですが、今は、こっちを」

　細く短く削りこんだ黒炭はお手製で、急ぐ時や旅路には、これで線せん画がを描くのが彼の流りゆう儀ぎだ。

　真ま面じ目めに描く時は筆を好む。

　この遠征の風景画を依頼されたのが、一応、この絵描きの本来の役割だ。

　それを元にナツメで版画を制作し、市し井せいに売り出す。

　金かね儲もうけというより、ナツメの民意をまとめるには、姫の活かつ躍やくが絵入りで伝でん聞ぶんされると都合がいい。そんな思おも惑わくがあってのことだ。

　ただし、この姫は自分の肖像が市井に流されるのを嫌きらうから、姫自身は描かないと制約付きの話である。エヅが描く姫絵は姫自身の持ち物としてのみ許されているし、買い取ってもらうわけではなくて、その場で召し上げられる。

　もっとも、それでも描きたければ描くのが絵え描かきという生き物だ。そして、姫ひめが許さなくても、誰だれかがどこかで勝手に姫絵を市し井せいに流す。それが世の常だ。

　難しい話に難しい顔で向き合うのが嫌いやで、描きたい物があった絵描きは、飾かざられ広げられた緋ひの陣じん羽ば織おりを描き写し始める。

　侍じ従じゆうが傍かたわらで茶の用意を始めるのに応じながら、常磐ときわ姫はそんな様よう子すを眺め目を細める。

「好きか、あれ？」

「ええ、あんな綺き麗れいな陣羽織初めて見ました。派は手で好みな代しろ物ものなら遠目に見たことありますけど、姫さんは何着ても似合いますね」

「そうでもない。流行はやりの町娘な格かつ好こうは出来ん」

「ああ、それもそうですね」

「こらっ、ここは似合いますと言え。お前には世せ辞じが足りん」

「世辞はいい、が口くち癖ぐせだと聞きましたよ。偉い人に」

「あれは世辞が多すぎるのだ。お前達は加減というものが分かっていない」

　そっぽを向いて湯飲みで茶を啜すする姫と、卓と陣羽織の間を行ったり来たりする絵描きの首、それぞれの視し線せんが外はずされる、妙な空気の時間。

　やがて

「姫様は、このままツヅミで空から澄すみ姫と向かい合うおつもりですか？」

「このままならそうだな」

　互いの視線が交わることなく、同おない歳どし同士の会話。

「東とう征せいが道を塞ふさいでます。あいつ強いですよ」

「どう強い？」

「気にしない強さです。大おお雑ざつ把ぱな神経ですよ。あれ」

　キリハ・ラサからは聞けなかった話だから、常磐姫は興きよう味みを覚えた。

「七なな宮みやの姫や軍師役を操あやつり人形にしても気にしないのか？　独裁的な男か」

「そうじゃないです。独裁には興味が無い性格ですよ、あれは」

「どういう意味だ？」

「あいつ、多た分ぶん、面おも白しろいかどうかで動いてます。たとえ、戦争になっても、兵が死んでも、世の中の流れとして自分が楽しかったら、ほとんど気にしません」

　この絵描きが、以前からあの男のことを考えていたと気がついて、常磐姫は何も言わないで続きを待った。妙な縁えにしがあったのだろう。

「多分、独裁なんかしたら面白くないんです。独裁したら、真ま面じ目めに働かなければいけないから、あいつは不自由な地位の方がいいんです。姫の下とか、軍師の下とか」

　身に覚えがあるから、分かる気がした。

「自由でいるために不自由な地位にいる。宮姫の自由に制限があるように、国王なり帝みかどなりにもまともな自由はない」

　姫ひめの言葉に絵え描かきは大きく頷うなずく。

「そうです。だから、強いんです。ある程度の筋を通す頭と力があるなら、王様でも何でもない奴やつの方が小回りが利く。姫様みたいに真ま面じ目めにやらなくても、あいつはただ単に強ければ、それでまかり通るんです」

　権威は背後に控えた宮みや姫ひめが与え、謀ぼう略りやくは軍師が行う。その三役を支えるのは、失う物も少なく、新しん興こうとしての未来だけ見ていればいい若い都市。

「七なな宮みやカセン、厄やつ介かいな相手だな」

　ため息をするが、そっぽを向いた瞳ひとみは先を見み据すえる力を持つ。

「私があれと戦うのは止やめた方がいい。シドウやキリハに任せろ。そう言いたいのか」

　問いではない呟つぶやき。

「姫様は武将なんて敵にしちゃいけませんよ。姫様は姫様と戦うべきです」

　その言葉に姫が笑った。そっぽを向いた横顔が笑うのを、絵描きの若者は見たかったけれど、筆が走り始めていたから見られなかった。

「もとより、そのつもりだ。人前では苛か烈れつな役をしたが、私としては七宮姫以外は正直どうでもいい。士気高揚の旗として軍の後ろに回り、七宮の姫と間接的に戦う」

　ちょっと、絵描きの手が止まった。

　どうやら、余計な気を回していたと気がついたらしく、筆のお尻しりで頭を搔かいたりする。

「そうなんですか、俺おれ、いや、僕ぼく、言葉通りに受け取っちゃって、さっきの話だと今夜にも殴り込みに行きそうだったから、やばいかと思っちゃいました」

　天てん幕まくの屋根で、小さな、本当に小さな音がした。

　小さな水音。それが崩れる音。

　雨が、細かな雨が降り始める音だと、絵描きは思う。

　そう言えば、随ずい分ぶんと晴天が続いていたと、どうでもいいようなことを思う。

「宮姫は各勢力の柱ではない。柱はその下の役人や武将だ。旗として、皆を結けつ束そくさせる役を任ずるのが私だ」

「そうですよね、軍のことは指揮官にお任せしないとまずいですよね」

　努めて明るく、姫の気持ちを和やわらげようとするが、自分でも空から回まわり気味な気がする声。

　そんな気きづかいを知るのか知らないのか、常磐ときわ姫は淡たん々たんと応じ

「民たみを信じ、兵を信じ、将を信じる」

　一度、瞼まぶたを閉じて浅めの深呼吸をしてから、また薄うすく笑う横顔をする。

「それが、宮姫のあり方だ」

　その笑いは苦笑だった。







「雨」

　私が気がついてから、次第に雨足は強くなって行く。

　柔らかかった雲が山からの風に流れる灰色雲と重なったと思ったら、程ほどなく降り始めた雨は朱しゆ馬ば車しやの私達はともかく、徒かちの侍じ従じゆうの方々、使節団の方々には大変そうだ。

　御み簾す越しの丸窓は硝子がらす入りで、外の様よう子すが雨粒に曇くもってよく分からなくなってくるけれど、番ばん傘がざの群れが色いろ鮮あざやかなのはそれでも分かった。

　元々、忙しいトエ様は雨中での道行きを指揮する偉い人と打ち合わせるため、今は車外だ。

　代わりに、今、私と向き合うのは、テン様の次に背高な人。

「少し予定を早めて、宿場となる街かい道どう街まちに向かっております」

　夕方より早く到着する予定になったと教えてくれる衣い装しよう役やくさんは、今まで衣装を積つみ込んだ車の方にいたけれど、どうもあちらは乗り心地ごこちが悪かったらしい。

　いつもより顔色が冴さえず、言葉少なく瞼まぶたを閉じている時が多い。

「常磐ときわ姫ひめがシドウ殿と東とう征せい将軍討とう伐ばつに向かわれている。そう噂うわさされています。決戦のため、東征将軍は大規模な総そう攻こう撃げきを画策されているとも」

　行列内で実まことしやかに噂されているのは、どうも勝手な憶おく測そくのようだ。

　トエ様の話では、テン様と三さん宮みやナツメ軍が膠こう着ちやくするのを私達が支える話になっている。

　ツヅミを味方につけた七なな宮みやなら互角以上の優ゆう勢せいで、その軍勢を追い返せる。

　そのために、こうして宮みや姫ひめが向かっている。

　私の相手は三宮の軍勢ではなくて、ツヅミの仮府として為い政せい者しやをやっている人々なのだ。

　わざわざ出てきた常磐姫には悪いけれど、私達は三宮ナツメを追い返してツヅミを味方として引き込むのが狙ねらいだから、こちらからは出来るだけ手を出さないようになっているのだ。

「おかしいと思いませんか？」

「え？」

「左さ府ふ殿の話通りならば、東征将軍は今いま頃ごろは護まもりに徹てつして、慎重なシドウ将軍と地道な駆け引きを繰くり返しているはずです」

「はい、そのはずです」

「あの、うちの将軍が護りに徹すると本気で思われますか？」

「あっ、いえ」

　言われてみると、どうもそう思えない。そして、私や衣装役さんが思えないのだから、トエ様みたいな人が、このことに気がついていないわけがない。

「今頃、シドウ将軍なり、常磐姫を挑発しているか、大きな戦いくさを仕掛けているかのどちらかだと思います」

「あっ、私もそう思います」

　でも、増援の兵力はまだここにこうしている。

　護まもりの戦いくさの方が少ない兵でいいのかも知れないけれど、テン様の手勢だけでは兵力的に不利だ。それは私でも分かる。

「テン様はあれで勝算の少ない戦いはしない方です」

　何だろうか、この齟そ齬ごは。

「おそらく、東とう征せい殿と左さ府ふ殿には何か策があります。ツヅミ付近にわざと三さん宮みやナツメを踏み込ませて、何らかの罠わなにはめる算段が」

　頷うなずく。一人ではトエ様の口車に乗せられて気がつかなかったことも、こうして他ほかの人と話していると見えてくることがある。

　多た分ぶん、トエ様の言うことは半分噓うそだと思った方がいい。テン様のやることもそうだ。

　そして、あの二人はあまり本気で噓を隠かくす気がない。だって、本当に私に隠しておきたいなら、衣い装しよう役やくさんのような人に自由な発言をさせないはずだから。私が気がつくのなら気がつくで、それも面おも白しろいだろうと躊躇ためらわずに思っている。そんな人達だ。

「隠しているお味方の軍勢がまだあるのでしょうか？」

　ツヅミの配下で、たとえば、あの傭よう兵へい将軍がナツメ側に付いたように、こちらに付いた将軍や軍勢がどこかに隠してある。そんな裏だろうか。

「それよりも、何かを待っている気がします」

「待っている？」

「あの方々は常磐ときわ姫ひめがツヅミに来るのを待っていたのかも知れません」







　陣じん笠がさを目ま深ぶかに被かぶった少年が、眼まな差ざしを上げた。

　降り始めた雨は通り雨ではない。

　頭上に広がる灰はい色いろの雲が、白く濁にごる空を作るからそう分かる。

　それでも、強い雨ではない。よくある層の雨雲がもたらす、よくある降り方の雨。

　いつの季節にも起きる、水たまり少し分の、そんな雨足。

「どうしたい、兄ちゃん？」

　声を掛けたのは初老の車引きだった。その男も簡かん単たんな雨具に陣笠姿。

　七なな宮みやの姫が宮みや行ぎよう列れつをすれば、護ご衛えい役やくの兵だけではなく、荷に駄だを取り扱う隊列もある。

　姫を中心とした本隊から少し離はなれたそれらに紛まぎれ、灰色の外がい套とうを着込んだ少年が目を凝こらし、空を見上げて立ち止まる。

「鳥でも逃げたか？」

　商人崩れの政治屋が連絡に使う伝でん書しよ鳩ばと。それを世話する鳥飼い。それが、この少年の仕事だった。鳥かごは覆おおいを被されて車引きの荷台の上で、独特の鳴き声が今も微かすかに聞こえる。

　左さ大だい臣じんの下で住み込みの見習い従者でもしているらしく、呼び出しがあると左大臣の元に鳥かごを持って行く。

　そんな役割をこなす少年を、老人は気に入っていた。

　なかなか口を開こうとしないが、鳥の世話はきちんとするし、旅慣れているのか徒歩での長ちよう路ろも苦にしていないようだし、坂道でもあれば車押しを手伝う。

　饅まん頭じゆう一つ、握り飯一つで、黙だまって黙もく々もくと働く。

　こうした若手が一人でもいると、疲れた年とし頃ごろの大人おとなはひどく助かるから、何かと世話を焼いてやりたくなるのが人情なのだろう。

　まだ笑ったところを見たことはないが、それでも構かまってやりたくなる。

　だから、隊列の外はずれで二人して立ち止まる。

　老人の荷車は予備的な役割で軽い荷物を載せているだけだったから、一いつ緒しよに立ち止まっても他ほかの隊列に影えい響きようが少ない。

　それでも、返事をせずに立ち止まる少年に長く付き合えるほどではない。

「どうした？　遅れちまうぞ」

　少年の眼まな差ざしが向けられる方角、西南に目を向ける。

　宮みや行ぎよう列れつの進路であるツヅミの方角、西に真まっ直すぐな街道を進んでいる最中だ。西南は特に何もない。野山が幾つか重なるのが見えるだけだった。

「あの煙」

　少年が、灰はい色いろの外がい套とうを着た少年が口を開く。着込んだ服と同じように、くすんだ色の瞳ひとみをした小こ柄がらな少年。

「んんっ、見えないぞ、いや、あれか？」

　山での荷下ろしの仕事が本ほん職しよくだったから、この老人は目がいい。

　雨の向こう、少し木々の緑が濁にごって見える遠さの山に、一本の細い筋が立つのが微かすかに見えた。目を凝こらせば、どうにか見える。そんな薄うすい筋。

「窯かまの煙じゃない。色が暗い」

　何のことを言っているのか、老人にはよく分からない。それに色の違いがあるようには見えない。一本の筋が揺らいでいるのが、やっと見える程度なのだから。

「狼煙のろしだ」

　呟つぶやいて、灰色の少年は車の荷台から、空の鳥かごを一つ取り上げる。

　いつも、左大臣の所に出かける時、片手に提さげて行く携けい帯たい用ようの鳥かごだ。

　普ふ段だんなら、一羽か二羽入れて行くのに、奥の巣箱から手早く取り込む数は四羽。

「下がり気味に行軍した方がいい。どこかで前が詰まる。民間の商家の旗を掲げて、七なな宮みやの旗は控ひかえるよう、仲間に触れ回った方がいい」

　作業しながら、灰色の少年は初めて長く喋しやべった。

　作業の邪じや魔まになるのか、雨よけの陣じん笠がさは脱ぎ捨てている。

「おい、何だよ、何の話だ？」

　問いただす老人の横を、鳥かごを片手に提さげた小こ柄がらな少年が通り過ぎる。

「多た分ぶん、あれは宮みや姫ひめの進路を知らせる狼煙のろしだ」

　応じる声は簡かん潔けつ。

　降り続ける細い雨の中で、灰はい色いろの髪の少年が足を速めた。

　その髪の色が、今、頭上に広がる空の色と、ひどく似通っていた。







　その狼煙を、山を挟んだ向こう側で見上げる一団があった。

　谷間の岩場。およそ三十人ほどの一団は、揃そろいの軍装に槍やりを掲げ、思い思いの立ち姿で急報に目を凝こらしていた。

　思い思いの雨具は山地に暮らす者の生活に根ざした素朴なものだが、槍を立てた物々しさは、そうした暮らしとは縁えん遠どおい。

　その軍装の胸には、三さんの宮みや都と市しナツメが紋もん。そして、一族の色である鶸ひわ色いろの線せん引びきが襟えり元もと。

　本来、ツヅミでもカセンよりの、この領域に居いてはならないはずの一団が証あかし。

　そして、樹じゆ氷ひようのように佇たたずむ男が、その中心で雨空に消えて行く煙の先を見つめていた。

　各街道を望める山々に散っていた小隊からの知らせは、七なな宮みやの姫の一行がどこにいるかを正せい確かくに告げ、その進路を予測させるものだった。

「遅いな、思いの外ほか」

　長ちよう刀とうの鞘さやを肩に乗せ、声を漏もらしたのは傭よう兵へい将軍と呼ばれる男。

「しかし、事前の情報と違い、北よりの進路を取っております。迂う回かいはせず、ほぼ真まっ直すぐにツヅミに向かっているようです」

　副官の補足に、キリハ・ラサは頷うなずく。

「私はシドウ殿の本陣に戻る。残して置く各小隊はお前に任す。分散して七宮を追え」

「はっ、現状を維い持じして任にあたります」

　これ以上纏まとまった兵力で追えば、七宮側も間違いなく追跡に気がつく。纏まったところでラサ一門二百余名で三千を超える軍と向き合うのは困難だ。

　練れん度どと戦術で翻ほん弄ろう出来ようと、寡か兵へいで冒険をする場でもない。

　残して行く一門に背を向けて、キリハは雨空を見上げる。

「これで気づかれたやも知れんがな」

　降り出した雨に慌てた合図は、気がつく者が見れば、それが狼煙と気がつく。本来なら、昼時にしろ夕時にしろ、炊すい事じの火が上がる時刻を見計らうよう指示してあるが、雨足が強くなるのを恐れた部下を叱しかるわけにもいかない。

　情報は何より早さがものを言う。雨が明日あすまで降り続ける場合も考えなければならない。

「早馬を出せ。シドウ殿への文ふみは作ってある」

　隊で一番小こ柄がらな者に駿しゆん馬めで先行させ、その後を、やはり駿馬で彼が追う。キリハも馬を責めれば一ひと角かどの腕だが体格が良すぎる。長駆となれば、小柄な者を乗せた駿馬が確かく実じつに早い。

　何より、片方に何かあっても、どちらかが本陣に辿たどり着く可能性は高く、そして、敵地で走らせた先行者は、間接的に後続を支えもする。

　先行者に異変があれば、大将であるキリハは危険を早めに察知できるのだ。だから、一門の頭領のために先駆ける男は、歓かん喜きして駿馬に跨またがる。こうした時、小兵の配下は己おのれが適役を知るからこそ、主命と文だけを受け取り、余計なことを口にしない。

　無む駄だ口ぐちを叩たたかないで済む配下との空気があれば、集団は力強い。

　それを心地ここち良く感じながら、踵きびすを返す一門の長おさ。

　岩場を降りて、駿馬の用意が元へ。そして、シドウ将軍の本陣と合流しているはずの、三さん宮みや常磐ときわ姫ひめのもとへと。







「狼煙のろし？　気がつかなかったな」

　身に纏まとう雨具を厭いとい、七なな宮みや印の番ばん傘がさを広げて遠くに目を細める。

　もう雨の向こうで雲の層が灰はい色いろなのを見上げるだけ、狼煙の痕こん跡せきはなくなっている。

　トエル・タウは宮みや行ぎよう列れつの先頭付近で歩いていた。

　公務中は滅めつ多たに一人にならない男が、珍しく一人で歩く背を見つけ、駆け寄ったのは鳥かごを片手にした少年。

　立ち止まることなく、宮行列と歩く左さ大だい臣じんと鳥飼役の少年。

「シドウ将軍の斥せつ候こうか、キリハ殿の一族だな。おそらくはキリハ殿だ。山を相手にするのは辺境地で防さき人もりをしていた彼らの範はん疇ちゆうだろう」

「ここ、兵が温ぬるい。百や二百の敵でも、本物が襲おそってきたら宮姫の馬車を護まもれない」

　雨に濡ぬれて額ひたいに張り付く灰色の髪をそのままに、少年は淡たん々たんと思うことを口にする。

　温い兵は宮行列を護ご衛えいする七宮勢で、本物とは古こ参さん兵へいで構成されたラサ一族を指す。

「そうだろう、まず」

　抑よく揚ようを抑えた返答。弱い雨音にも消えるような二人の会話は、脇わきに並ぶ兵達に届くことはない。軽い世間話のように、小柄な二人は続ける。

「急いでテン様と合流した方が安全。あちらの兵の方が実戦を知っている」

「そして、ツヅミ入りして、三宮ナツメの軍を追い返すか。そうしたいね。単純な力比べなら、先にツヅミ入りして兵馬を揃そろえた方が優ゆう位いだろうしね」

　人ごとのような返答は、番傘が弾はじく雨音のように単たん調ちようだ。

　灰はい色いろの少年は何も言わないで続きを待つ。

「気がついてるかい、僕ぼくがわざと遅い行軍をしていること」

　しばらくして、問いの形で行われた言葉は返事を期待していない。

　歩みの後ろにいる少年が頷うなずくのを振り返りもしなかったが、その証拠だろう。

「テンには悪いが、彼にはもう少し敵を引きつけてもらう。出来れば、一度、大きな戦いくさが終わった後で、平和の使節として空から澄すみ姫ひめにツヅミ入りしてもらう」

　独り言を続ける顔は、番ばん傘がさに隠れて少年の視界には入らない。

「争いをする前に僕らが行けば、こうして外交使節団と宮みや姫を連れて宮行列をやっていようと、単なる援軍として誰だれの目にも映りやすい。七なな宮みやの姫がわざわざ戦争をしに来たと噂うわさされる。ツヅミの民意だけではないよ。僕らを見ている各都市の目が恐こわい。僕は慎重にツヅミ入りを目指している」

　七宮軍と三さん宮みや軍の泥沼の争いを避さけ、ツヅミ内部の不満の矛ほこ先さきを逸そらす。そのためには、ツヅミを挟んでの総力戦は是ぜが非ひでも避けたかった。東とう征せい将軍とシドウ将軍、彼らの方でそれなりに戦い、戦局が落ち着いたところで空澄姫がツヅミ入りすれば、自国領内での戦せん闘とう行為に不安を覚えるツヅミの人々からは、平和の使者として宮姫とその一行が受け入れられやすい。

「三宮ナツメを返り討ちにするのは難しい。そんなに兵力に差があるわけじゃないし、シドウ将軍は何度も不覚を取る御ご仁じんではない。そうすると、一番楽な勝利の方法は何だと思う？」

　先ほどより、問いかけらしい響ひびきだった。

　それでも、幼さの残る少年が、すぐに思いつく話ではなかったから、トエル・タウは自分で自分の問いに答える。

「ツヅミの人々に休戦の声を上げさせることさ。それに、ツヅミ入りと同時に僕らが応じてみせる。七宮の姫は戦争をしに来たのではなく、東征と常磐ときわ姫を止めに来たのだと触れ込みながらね。その話より、僕らが得する方法はないよ」

　笑った声の色。

　ツヅミ解放を大義名分とする三宮ナツメの進攻が、一番、立場を無くす形。

　三宮勢が直接に崩れるわけではないが、これで士気を保つのは難しい。ましてや、ここは彼らが本来依よって立つ土地ではない。

「大義名分を失ったあちらが、こちらの和わ睦ぼくの提案を蹴けって戦争を続ければ東とう和わで孤立することとなる。そして、一時的にでも撤てつ退たいすれば、彼らはこの春に大きな空回りをしたことになる。万の兵を動員し、死傷者を出し、何も得られずに引き返せば、あちらの国庫はより一段と焦こげつく。これは彼らにとって敗戦に等しい」

　その上で、七宮側は平和を望んだ実じつ績せきを手に入れられる。それだけでも、かなりの優ゆう位いが生まれるだろう。無む論ろん、和睦の提案は七宮に都合の良いものとなるから、休戦となれば条約であちらを縛しばるのも難しくない。

　算盤そろばんずくの流れ。これが、この男の争い方。

「何となく分かる」

　弱い雨の中、灰はい色いろの少年は頷うなずく。

　それから、珍しく自分から話を続けた。

「俺おれにも分かるなら、敵も気づいていると思う」

「ははっ、気がついている者は気がついているね」

　屈くつ託たくのない笑い声。余裕のある色に、ちょっとだけ自じ嘲ちようが混じる響ひびきで。

「キリハ殿は別の動きをして台本を変えようとしている。シドウ殿も、常磐ときわ姫ひめご自身も気がついているかも知れない。そして、僕ぼくら以外の者達もだ」

　番ばん傘がさを少し上げて、トエル・タウは首だけで振り返る。

「ハルセ・サイは若造だけれど本気だよ。ツヅミの向こう、中央大河の対岸に、遠路はるばる集結した軍が居いる。船を集めて渡航する準備の最中だ」

　この場合、僕らという表現は七なな宮みや側だけではなく、三さん宮みやナツメや旧四しの宮みやツヅミ、三都全すべてを指す。

「軍旗は二つ、浅あさ黄ぎ色いろの紋もんと萌もえ葱ぎ色の紋。五いつ宮みやクラセ、そして六むつ宮みやマキセの両軍」

　ここで初めて、トエル・タウは困った顔をした。

「今いまし方がた、すでに五宮浅黄姫、六宮萌葱姫、両りよう姫ひ殿でん下かがそこまで来ていると諜ちよう報ほうが来たよ。ヒカゲ、僕は、どこで姫様にこのことをお知らせすべきだと思う？」

「それだけですか？」

　その問いは、少年の背後からした。

　立ち止まるトエルが視し線せんを向けた先に、浅い色の朱しゆ傘がさが一つ。

　姫用の強い色ではない、落ち着いた色合いで組まれた女によ官かん用ようの色。

　雨の中佇たたずむ瘦そう身しんは、きつい眼まな差ざしが印象的な顔立ちをしていた。

「姫様に様よう子すを見てくるように言われたのかい？」

　古い付き合いの仲間に、小こ柄がらな男は目を細めて気やすく笑う。

「私の一存です。迂う闊かつに貴方あなたを信じていたら、あの子がどうなるか心配ですから」

「まあ、気持ちは分かるよ」

　歩み寄る衣い装しよう役やくに、肩を竦すくめてトエル・タウは続ける。

「動いているのは双ふた子ご都市だけじゃない。数日前から、各都市がそれぞれの動きを始めているよ。直接的にも間接的にもツヅミに向かっての働きかけが行われている」

　軽い口く調ちようで、大きな流れを語る。

「当然、僕もテンもどこがどう動いているか知っている。おそらく、常磐姫もだ」

「何をたくらんでいます？」

　詰きつ問もんの口調に動じないで、トエル・タウはこう言った。

「ここで東とう和わのかたちを作り直すんだ」







　水流が深い感触で耳に届く。

　宮みや姫ひめのみが使用する朱しゆ馬ば車しや。

　その朱馬車の庇ひさしに藤ふじの花をあしらった銀細工が揺れ、春の空気の中で小さな音を立てるが、流れる音の中では誰だれの耳に届くこともなかった。

「雨でしょうか、あちらは」

「困りますね、渡と河かしなければなりませんのに」

　くすんだ遠くの空を見上げ、朱馬車の傍かたわらに立つ姫二人。

　柔らかく艶つややかな二つの色は、浅あさ黄ぎ色いろと萌もえ葱ぎ色。

　東和五いつ宮みや浅黄姫ひ殿でん下か、東和六むつ宮みや萌葱姫殿下。クラセとマキセの巫女みこ姫達。

　肩を寄せ合う姫達は、ツヅミから幾らか東南の河川沿いに居いた。

　彼女達の前後には、およそ一万の兵が並び、五宮と六宮、両都市の旗を掲げる。

　クラセ、マキセ、両陣営から五千ずつ、二つの軍が合流する集結地ハヤは両軍が演習に使ってきた土地で、周辺に村落は少ない。双方に都合良く集結するにはどこよりも適地だった。

　ツヅミ都市が隣りん接せつする中央大河からは、東側のやや下流に位置し、これより川に沿って一日ほど北上すれば、川向こうで彼かの地が視界に入る。

「いつ見ても、広いものです」

「はい、船を調達する方も大変でしょう」

　姫達は目の前に広がる光景に口を揃そろえる。

　中央大河。二人の姫の前に流れるその川は、対岸の緑の中に人ひと影かげを見つけにくいほどの川幅を持ち、いかなる橋も架かからぬ深さを持つ。渡ろうとすれば船を用いる以外無い。

　この豊かな流れが東和各都市を潤うるおし、そして、この流れにより分かたれた土地は割かつ拠きよの要因ともなった。

　東側に一いち宮みやシンセンを初めとした大都市が大きな力を持ちながらも、川向こうの土地に直接的な陸路を持たない。それ故ゆえに、中央の支配が届きにくい東側に、ツヅミ、ナツメ、カセンのような新しん興こう都市が育ちやすい土ど壌じようが生まれた。

　東和を育はぐくんだ水の営いとなみが、絶え間なく水音を立てるのを、寄り添う姫達はじっと耳を澄すまして聞く。止まらない音は、止まらない流れ。ただ眺めて行く光景だった。

　人がどうこう出来ない流れは、ただ眺めていたいと思わせるものがあるから。

　雪解けの影えい響きようがまだあるのか、それとも上流で雨が降ったためか、水かさは多めで、流れはやや早い。緑色に濁にごった水色が春の陽ひ射ざしの下で深いのを、静かに見つめる姫達。

「どうなっているのでしょうか、ツヅミは」

「急がなければ常磐ときわ姫ひめと空から澄すみ姫が相対しましょう」

　東とう和わを二分する川の流れ、その向こうに東和の西部地帯があり、ナツメ、ツヅミ、そしてカセンの三都が割かつ拠きよする。

「サイ家のハルセ殿は戦いくさの流れを止められなかった」

「それはハルセ殿も承知の上でした」

　サイ家のハルセは根回しに出た。それだけだった。

　三さん宮みやと七なな宮みや、どちらの勢力も引かないのは承知で和平を語る。それが無視されたから、五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセが本腰を入れた。

　そうした形を用意するための根回し。

　唐とう突とつに双ふた子ご都市が動いたのでは、単なる衝しよう動どう的てきな行為と世間に取られやすい。それ故ゆえに、民間の者を先行させた。両都市の誰だれも、ハルセの活かつ躍やくに期待はしていなかったし、ハルセ自身もその中で幾らかの実じつ績せきを手にしておこうとしただけだ。

「我われらとて、ただ自国の平和を謳うたっていても成り立ちません」

「我らが力を合わせ、彼らの戦争の歯止めとなる」

　これにより、双子都市は東和の平和に貢献。そして、割拠の安定を図る。

　戦いを止めるため、力を合わせるのが彼女達の行動、両都市議ぎ会かいでの合意。

「なぜ、あの姫達は争うのでしょうか」

　浅あさ黄ぎ姫は憂うれいを持つ瞳ひとみで遠くを思う。

「我ら七なな姫ひめは平和のためにありましょうに」

　萌もえ葱ぎ姫はそっと、姉あね姫の方に頭を寄せる。

　ただ二人、流れる水面みなもを眺める。

　万の軍勢さえも容易たやすく飲み込むだろう流れを、ただ見つめる一ひと時とき。

　川を渡る風が、二人の背後で互いの旗を靡なびかせていた。







「五宮と六宮が進軍か」

　いよいよかと、常磐姫は唇を嚙かみしめる。

　ハルセ・サイは暗に双子都市がツヅミ戦に介入すると警けい告こくしに来た。それは分かっていたから、シドウ将軍が諜ちよう報ほうの成果に驚おどろきはしなかった。

「我らとあえて同数の兵力。我わが軍と七宮軍が争い、疲ひ弊へいしたところで彼らが中立国として和わ睦ぼくの勧めをしてくる算段と思われます」

　シドウ将軍は諸しよ将しようを連れた軍ぐん議ぎの席で見解を述べた。

「皆の見解も同じか？　あの者達は次の開戦に遅れて来ると思われるか？」

　呼ばれて一人、護ご衛えい役やくも絵え描かきも置いて出席した常盤姫は、配下に問いただす。

「畏おそれながら、まずそうなると思います」

　居い並ならぶ者の中位にある者が声を上げる。

「あちらの姫ひめ達は、本格的な争いを未然に防がれたいとお思いかも知れませんが、両都市の首脳陣は安全策を採ります。我われらが互いに傷を負い、兵力を減らした頃ころ合あいに無傷な軍勢が現れれば、双ふた子ご都市の思おも惑わく通りになりやすいでしょう」

「そして、あのふわついた姫達が一兵の血も流さずに平和の貢献者となるのか？　気に入らんな。我わがナツメは既すでに流血しているのだぞ」

「かといって、七なな宮みやの東とう征せい、我が万の軍勢でも即日には打ち破れません」

　姫の怒りに、さらに別の者が応じる。

「あれらを黙だまらせるか、味方につけるか、策はないか？」

　そう問われても、シドウ将軍以下誰だれも応ずることは出来ない。

　逆に、下位にある者が発言を求めて立ち上がる。

「姫ひ殿でん下かにご報告したき議ぎが、さらに一つございます」

「申せ」

　短く聞き返した常磐ときわ姫は、嫌いやな予感がしていたから無ぶ愛あい想そうな声になった。

「川を下る船団が大河上流で続々と現れ、ツヅミ北部での上陸を始めております」

　予感は的中した。何となく、ありそうだとは思っていたことだった。

「おそらく、双子都市の軍より多く、ツヅミへの到着も早いかと思われます」

　報告を最後まで聞くのが嫌いやだった。

「あれか、あいつらか」

　だが聞かなければならないとも分かる。常磐姫が忍耐で言葉を促うながせば、下位にある者を手で制止して、シドウ将軍が自らの口で報告を続けた。

「旗印は真の文字が染め抜かれた緑の玉ぎよく石せきをあしらっておりまする。二にの宮みやスズマ、南下せんとしているのは真しん都と同どう盟めいの軍に間違いありません」

「金きん糸しの旗は確かく認にんしているのか？　あの金色で囲った真都の姫ひめ旗ばたは？」

　感情を抑えた姫の言葉。答えをほぼ知っているから、怒りを抑えるのが辛つらい。

「確認されております。二宮の軍勢もまた、その宮姫を戴いただいております」

　ものすごく不ふ機き嫌げんな顔で、常磐姫は天を仰ぐ。仰いでみても、天てん幕まくの色あせた屋根しか見えず、そして、長くそうしていれば姫らしくないと誰かに言われるから、仕方なしに顎あごを下げる。

「何しに来た？　二宮の翡ひ翠すい。あの、ご大たい層そうな理屈屋は」

　来ないよう来ないように願ねがっていた者達が集まるのを、常磐姫は苦痛を感じながらも現実として受け入れようとして、受け入れたくないと切実に思った。

「七宮だけでも邪じや魔まなのに、何であいつらまで来る？　元はツヅミと我らの関係なのだぞ」

　誰に問いをするわけでもなく、それでも、常磐姫は問わずにいられなかった。







「常磐ときわと空から澄すみ、あの哀れな者達を止めることこそ、東とう和わの、いえ、世界のためです」

　ある程度まで船団で大河を下ると、二にの宮みや翡ひ翠すい姫ひめと、その軍は西側の岸で下船して、ツヅミへの陸路を選んだ。

　元々、客船ではなく、貨物用の船を大量調ちよう達たつして行われた二宮スズマのツヅミ入りは突発的な要素があった。その軍派は遣けん決定の瞬しゆん間かんまで、いかなる川下りのそぶりも見せず、調練もしなかったからこそ、各宮都市の目を欺あざむき、早急な進軍が行えた。

　だが、やはり、相手を油断させるために何の準備も兵達にさせなかったツケが出た。ツヅミへの直接渡と河かは無む謀ぼうだと、続出する船酔いが教えてくれたのだ。

　途中、陸路を選んで兵の回復を待たなければ、ツヅミ都市に辿たどり着いても何も出来ない。

「申もうし訳わけありません。姫は健在なのに我われらが至らぬばかりに」

　兵を司つかさどる将軍と、政治を司る大臣が、青い顔で翡翠姫の前に揃そろい跪ひざまずく。

「皆が船に慣れていないのは分かっておりました。私は各地で真しん都と同どう盟めいの同胞達と語り合うため船旅に慣れておりますが、皆様方には初めての経けい験けん多々ありましょう。ここまでの航路で各陣営を出し抜く速度は確かく保ほしております。ここまで来られたこと、皆様の努力が賜たま物ものです」

　柔らかな言葉で、兵共々に体調を崩した指揮官達を労ねぎらう。

「ここで陸路を取るのは三都の人々と同じ土俵に立ち、同じ目め線せんで語り合うために必要な過程と考えます。我々は東和に生きる仲間のため、地に足をつけて、彼ら、彼女達と向き合うのです」

「しかし、平和を尊ぶ我わがスズマが、他国に兵を派遣して良いのでしょうか？」

　そう問いを発したのは、姫の傍かたわらに控ひかえる若い側近だった。

「ここは東和、統すべたる世界、貴たつとき和の世界です。ツヅミは来きたるべき本来の国家である真しん統とう和わの一地方に過ぎません。他国などではなく、同じ国の中での行いです。ツヅミの人々は我らと志を同じくすべき同胞です」

　真都同盟の公式見解を、澄すんだ衣の姫が、澄んだ声で語る。

「我々は愚おろかな争いで苦しむ人々を救うため、正統な権利でこの地に参りました。勝手に来たのではありません。呼ばれたから、ここに来たのです」







「呼ばれた？　二宮の姫がか？」

「はっ、どうやら、ツヅミ内部で、真都同盟に荷か担たんする輩やからが、ツヅミ保ほ護ご要よう請せいの使者を二宮姫宛あてに送ったようです」

「だわなぁ、やっぱ、殺しとけば良かったか、真都の手下ども」

　東とう征せい将軍、テン・フオウは真ま面じ目めにそう口にする。

「将軍、彼らは市民です。たとえ、他国の理念に従おうと、ツヅミに生きる市民であります」

　副官の言葉に噓うそ偽いつわりはない。

　真しん都との賛同者は各都市にいる。

　東とう和わの新しい形態を目指し、統すべたる国家を標ひよう榜ぼうする彼らは、積極的に政治活動をするが、彼ら自身が軍を動かすわけでも破は壊かい活動をするわけでもない。どこまでも、平和な社会を目指す彼らの活動は、たとえ、はた迷惑であろうと厳きびしく弾圧するわけにはいかなかった。

　軍として矛ほこを交えるわけでもなければ、公こう職しよくの立場にある者として責任の重い者達なわけでもない彼ら。こうした市民活動家達は、斬きるどころか捕ほ縛ばくすることさえ、ツヅミの自治を認めようとすればするほど出来ない輩やからである。

「大義名分はあちらもあるか。下流で集結している五いつ宮みやと六むつ宮みやも考え無しではない。ハルセは囮おとりだったようだがな」

「サイ家の若頭がですか？」

「あいつが成功しようが、失敗しようが、両都市は同どう盟めい軍ぐんを派兵していた。ハルセ自身も承知していたな。身体からだを張って任にあたり、まずは自分の度胸とサイ家の忠誠心を見せた。死なない限り、奴やつはそれだけで名声を得る。あの若さで大商家の後継者となろうとすれば、人生一度は無理をして見せないとならんのだろう」

　もっとも、テン・フオウは初めからサイ家のハルセを相手にしていなかった。これくらいは予測できていたからだ。単に大人おとなの付き合いで、遊びがてらの会見をした。それだけだ。

「北に二にの宮みやスズマは公称一万五千、東南に五宮六宮同盟軍は公称一万、南に常磐ときわ姫ひめが合流した三さん宮みやナツメも一万。これはツヅミ包囲の動きです」

　三人いる副官の一人が、興こう奮ふん気味に声を荒げる。

　暗に空から澄すみ姫が連れた増援との早い合流を求める口く調ちようだった。

　ツヅミの南に位置する出城で構える東征将軍麾き下かは七千。ツヅミ都市内部にいる幾らかの七なな宮みや兵、ツヅミの兵はもう動かせない。ツヅミの不満分子はそこで抑えていなければならないからだ。ツヅミ内部で暴動、寝返りが大規模に起これば収拾がつかなくなる。

「敵軍の公称は五百や千は差し引いた方が現実。それに、各都市がナツメに付いたわけでもない。さらには、まだ動く者もいる」

　地形図を見下ろしながら、テン・フオウは動じない様よう子すで本陣に集まる配下に自信を示す。

「苦しいのは我われらではなく、ナツメの側かも知れんぞ」







「お聞かせください、左さ府ふ殿」

　私が、七宮の空澄姫が、その朱しゆ馬ば車しやから降りたのは、陽ひが暮れ始めた頃ころだった。

　雨は止やみ、曇くもり空となった薄うす暗ぐらい時刻、篝かがり火びに照らし出された境けい内だい地ちは小さな祭さい祀し場じよう。

　東とう和わ各地に点在する高台の境内には、季節の祭祀と、庶しよ民みんの集会所に使われる小さな社殿があるだけ。

　そこが、今夜、私の休む場所として用意された場所。ツヅミの管理下にあるこれらは、こうやって、王族や要人の宿泊施設に使われることもある。

　こうした施設の側そばに、必ずと言っていいほど広場や雑木林が隣りん接せつしていて、主な兵の方々はそこに野営の陣を敷しかれる。遠くで杭くいを打つ掛け声、点てん呼この様よう子す、宿営地を作る人々のざわめきが、ここまでも聞こえた。

　薄暗い境内で、濡ぬれたままの石いし畳だたみの上、篝火の強い明かりの傍かたわら、一人佇たたずみ畏かしこまる左さ大だい臣じんと向き合う私。

「どうぞ、御み心こころのままに」

　応じた姿は左大臣のもので、トエ様のものではなかった。

　だから、私も空から澄すみ姫ひめの顔をする。

「この事態、全すべて策のうちなのですか？」

「全て、ではありません」

「常磐ときわ姫と空澄姫の対立に、二にの宮みや、五いつ宮みや、六むつ宮みや、三人の姫が、三つの陣営が行動に出る。どこまで、お二人が仕組んだのですか？　そして、これをどうするおつもりなのですか？」

　正直、テン様とトエ様が、カセン一つ、ツヅミ一つにこだわっていないのを私は知っている。

　天下は取りに行く。そのお言葉が本当なら、話は大きければ大きいほどいい。だから、お二人が何かをたくらみ、見えない所で動いているのは知っていた。

　だけれど、これは、とても恐こわい感じがした。

　琥こ珀はく姫一人と向き合うだけでも大変だったのに、ほとんどの姫がツヅミ周辺に集まっている。

　私には考えられなかった混戦の流れ。

　お姫様らしさが足りなかったのか、左大臣の地位にある人は肩の力を抜く仕し草ぐさをした。

　物腰が柔らかくなる。

「流れは自然なものだよ。だから、利用すると決めた。ツヅミを取り込むために、七なな宮みやカセンが独立の地位を確かつ固ことするために、この流れを利用するんだ」

　そう告げる声も表情も、いい意味でも悪い意味でもトエ様らしいもの。

「私の知らないところで何をしていたのですか？」

　トエ様は見えない仕事が多い方だ、そして、テン様は春の間、ツヅミに出ていて私が知らない場所で軍を動かしていた。分からない面がすごく多い。

　何をしていたのか、きちんと聞いておかなければいけないと思う。遅いかも知れないけれど、聞いておきたいと思うし、知らなければいけないと思う。

「僕ぼくらはね、何もしていない」

「噓うそです」

「本当だよ、何もしないで財と力を蓄たくわえていた。その間に動いた連中がいた。作られた流れが目の前に出来ていたから、どうせならと利用している。これが真相だよ」

　真ま面じ目めな顔をするから、一応、信じてみる。

「どなたが作られたのですか、この流れを？」

　自ら刀を手に進む常磐ときわ姫ひめとナツメ、傭よう兵へい将軍とその一門、真しん都と同どう盟めいを名乗り積極的な二にの宮みや、強い同盟関係を持つ五いつ宮みやと六むつ宮みや、サイ家のハルセなる人物、今まで名前を聞いてきた方々。そうした人達のことを思い浮かべる。

　それから、黒くろ帽ぼう子しと黒衣の背中を、ちょっと胸が不安になる気持ちで思う。

　誰だれもが何かを考え、見えるところでも見えないところでも動いている。入り交じる世の中の影かげは、どこまでが誰の影なのか、ひどく見えにくい。

「どなた……か、それなら簡かん単たんなんだけれどね。君に事前に説明しやすかった」

　ちょっと困ったような、この人らしい表情。

「この流れを作ったのは、そんなにはっきりとした誰かじゃない。もっとね、曖あい昧まいな輩やからさ」

　そして、お芝しば居いの役者さんのような芝居がかった言葉が続く。

「こうなるように各勢力を焚たきつけて仕向けたのはね、旧四しの宮みや、そうツヅミだよ」
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　　六節　姫二人







「ツヅミですか？」

　そのお答えは予測できなかったから、お姫ひめ様さまの声は作れなかった。

「そうだよ、ツヅミの中にいる人々、あるいは外からツヅミと繫つながる人々、彼らが全すべてを呼び込んだんだ」

　一度、小さく咳せきをしてから、トエ様は講こう釈しやくを続ける。

「まずは同どう盟めい国こくとして三さん宮みやナツメに七なな宮みや打倒を依頼する。七宮と三宮が争えば、どっちかが潰つぶれる。あるいは弱体化する。これがツヅミには楽だと分かるね。占領軍である七宮、仲が良かったわけではない三宮、片方でも弱れば、挟まれて真まん中なかにいるツヅミは助かるってね」

　それは分かった。

　ツヅミにしてみれば、どちらも邪じや魔まだといえば邪魔だ。自分達より弱いのならばともかく、強い隣りん国こくに大きな顔をされては苦しくなる。だから、ツヅミは表向き七宮カセンに従う形を採りながら、三宮ナツメに解放戦を依頼した。

　どちらかがはっきりと優ゆう勢せいになれば、ツヅミ内部の兵力は片方の支援に回る。それで、少なくとも、どちらかが排除できる。

「君を春の祭典に呼びながら、一方で彼らは常磐ときわ姫も呼んでいる。流された琥こ珀はく姫のためにもツヅミを解放してくれと、はっきりと言葉や書面にしているかどうかはともかく、暗にほのめかすぐらいはしている。苛か烈れつで名高い武門の姫が苦しい国の事情と、そうした情にほだされたら、まず動くのは誰だれにでも分かる。僕らは勝者として、もうツヅミに根を下ろしているから逃げ出すはずもない。そうやって、君や彼女がツヅミに向かえば、当然、両軍がぶつかり合うと見越しての作さく為いだよ」

「それでは、ツヅミが、ツヅミ領内が戦場になります？」

　自国を戦場にするのは、まともな話ではないと思ったから声を上げる。

　戦いくさで大きな血が流れ、火災が起きたら、昨年に引き続きツヅミの街まちが大きな痛手を負うと思うから、トエ様の話は理解できなかった。

「君がここにいる。常磐姫があちらにいる。それがどういうことか、君も知っているから、ここまで来たんだよ」

　トエ様は目を細めて、優やさしい声を出した。

「あっ？」

　ちょっと分かる。宮姫が居いるわけ。こうして、私達が自国を出るのを誰も止めなかったわけ。

　カセンの議ぎ会かいである府ふ中ちゆうも、それを支える財界の一いち葉ようも、私の出しゆつ立たつに形ばかりの反対をしただけで、すぐに折れた。そのわけは、何となく分かる気がした。

「テンとシドウ将軍、それにキリハ・ラサ。そうした軍隊だけがツヅミに集結したら莫ばく大だいな血が流れる。君は、それが嫌いやだから、ツヅミに入ろうとしたんだ。宮みや姫ひめは平和の象徴だから、たとえ、政治の力は直接なくても、姫の姿があれば争いの飛び火は減るはず。そう考えたから、君はここまで来た。多た分ぶんね、どの程度かはともかく、常磐ときわ姫もそう考えている。彼女だって、戦いくさの指揮官として勇名を馳はせたいわけではないからね」

　すごく大事なことが、見えるようで見えない。何だかもどかしい感じで、私は私の左さ大だい臣じんさんが言葉を紡つむぐのを待った。

「宮姫を揃そろえた両軍は、そう不名誉な戦も無む茶ちやな戦もしない。適度なつぶし合いをさせるのに、こんなに分かりやすい様式はないよ」

「そんな、それでは、私達は初めからツヅミに操あやつられていたんですか？」

　気がつかなかったから、何だか悔しくて、何だか苦しく思う。お飾かざりのお姫様だから、そのお仕事は真ま面じ目めにやってみようと思っている。でも、知らないところで、知らないままに振り回されているかと思うと、色々なことが恐こわくなった。

　しっかりとした石いし畳だたみの境けい内だいに立つのに、高足靴の足下が何だか心細い感触。

「軍隊での戦争では勝てない。昨年、そう見せつけられたツヅミは、黙だまって強い軍を持つ他都市に従うべきだなんて思わなかったんだ。琥こ珀はく姫以外、派は手でに何かを失ったわけでもない彼らは、充分元気だったから、相応の努力で自国の独立復権を狙ねらっている」

「ツヅミの思おも惑わくに乗りたくなかった。ですから、トエ様は急がなかったんですね？　ツヅミへ、テン様の所へ」

　本来は援軍のはずなのに、大たい層そうな宮行列は今でさえ速度を速めようとしていない。敵方を油断させるためだけにしては大げさすぎる気がしていた。

「本当のことを言うとね、双方の姫様が到着する前にテンがシドウ将軍を撃げき退たいし、ツヅミは七なな宮みやの手で護まもられたという話に持ち込む。その上で空から澄すみ姫がツヅミから常磐姫に和わ睦ぼくの呼びかけをする。これが、僕ぼくらの一番美味おいしい台本だった。こうすれば、ツヅミの不満分子もかなり静かになるし、そこから先、三さん宮みやナツメ側も無理に戦えなくなるからね」

「そんなに上手うまくはいかないんですね、世の中？」

　何でもかんでも、この人達の台本通りには行かない。その方が、私にも七宮カセンにも損なのだけれど、何だか心のどこかで安心したりもする。変な気持ち。

「シドウ将軍か、ナツメで実際の政務を司つかさどる執務院の誰だれかが、僕らを、ツヅミの動向をよく見ていたようだ。傭よう兵へい将軍殿も気がついていたかも知れないが、まだ三宮勢として日の浅い彼に強い発言権はなかっただろう」

　言われたことを整理するには、少し頭が痛い気がした。こみかめが変な感じで、篝かがり火びの照り返しのためだけじゃなく、何だか頰ほおが熱あつくなる感じ。

「続けようか？　ここまでにするかい？　地元の長おさが挨あい拶さつをしたいと待っているし、夕ゆう餉げの用意も始まっている」

　今いま更さら、ここで気づかわれても、ちょっと困ってしまう。

　続けられても話が多すぎて困るけれど、このままでは気になることが多すぎる。だから、知りたいことを知りたいとする。

　がんばってお姫ひめ様さまの顔でトエ様の瞳ひとみを見ると、その瞳が篝かがり火びを映し込んで細められる。

「ツヅミの誰だれがこうしたことをしたか、実ははっきり分からない。七なな葉ようにしろ、今のツヅミの仮府にしろ、彼らははっきりと自分では動かない。はっきりと自分で動けば、はっきりと処分されるから、常に間接的に動いている。はっきりしない物事に、テンも僕ぼくも、そうそう処断の刃やいば、司法の弾だん劾がいも出来ないと彼らは知っている」

「そうやって、琥こ珀はく姫もはっきりしない背景を背負わされたのですか？」

　少し胸が痛い。

「そうだ。琥珀姫とその周辺に責任を取らせれば、ツヅミを動かす他ほかの人々は責任を取らないで済んだ。それが、昨年の戦いくさの裏側、その一面だ」

「次です。どうして、他の姫達は動いておられるのですか？」

「彼女達、あるいはそれぞれの都市に、これもツヅミが呼びかけた。三さん宮みやと七なな宮みやが悪いので止めてくださいとね。各勢力は各勢力の事情で、それを渡りに船と思った」

「同じ人達が呼びかけたのでしょうか？」

「さて、そうかも知れないし、彼らの中でも意見が分かれている面が大きいと思った方がいいかも知れない。三宮にも七宮にも勝たれたくない。どうせなら、他の勢力に従う方がいいと考える連中もいるだろう。中立性の強い五いつ宮みや六むつ宮みやとの関係を深めたい、東とう和わを真しん統とう和わにすると改革路ろ線せんを打ち出す二にの宮みやに従いたい、そんな考えもある。ツヅミの中には各勢力を同時に呼び込んで、それぞれ痛み分けにしたいと思う者達もいる。いっそ、全すべての勢力につぶし合いをさせるのが、一番いいとね」

　ぞくっと、した。

　今、すごく気になる物の言い方があった。

　全ての勢力。その言葉。

　一つだけ、今までの話に、一つだけ、私がよく知る勢力がなかった。恐こわかったから、私が今まで口にしなかった、東和に暮らす人なら誰でも知るもう一つの勢力の名。そこには、まだ一人の姫がいる。

　私の変化に、トエ様は気がついたから、穏おだやかな表情で淡たん々たんと続ける。

「そうだよ、ツヅミはあちこちに声を掛けている。見える形で見えない形で、東和のあらゆる勢力に」

　唾つばを飲み込んで、落ち着こうとする。出来なくて足がすくんだような気がした。何だか、両手のひらに力が入らない。

「当然、一いち宮みやシンセンに、東とう和わの本来の中央政府に帰属を願ねがった人達もいる。二にの宮みやスズマの一万五千、その後方、南下する最後の軍がある」

「あの人がいるのですか？」

　擦かすれそうな声を抑えて、私は問う。

　恐こわいくらい優やさしく、トエ様は頷うなずく。

「一宮シンセンが黒こつ騎き団だん、東和最強の騎き士し達。それを束たばねる主の名は、東和一宮黒こく曜よう姫ひ殿でん下か。君たち七なな姫ひめの長女、その人だよ」







　何かが目の端に見えた。

　振り返る翡ひ翠すい姫は形の良い眉まゆをひそめる。

「何ですか、あれ？」

　その呟つぶやきに取り巻く侍じ従じゆう達が反応し、姫の視し線せんの先を追う。

　二宮スズマは上陸した地より動かず、その地で身体からだを癒いやし夜を明かそうとしていた。その傍かたわら、翡翠姫は接岸されている船の甲かん板ぱんで、侍従達と明朝からの進路を思い描いていた。

　その表情に厳きびしいものが宿る。

　大河の流れ、暗く重い夜の川は水音だけが深く、月の出ていない夜に重たく早い。

　野営する二宮軍の篝かがり火びだけが、河か川せん敷じきに人ひと影かげと夜の大地を映し出す。

　下流に向かい遠くに二宮スズマの街まち明あかりを探していた翡翠姫が、ふと目にしたのは、上流に揺れる小さな光。

　まるで黒い谷底のようにしか見えない巨大な川に、ゆらりと浮かび上がる小さな点。

　闇やみ夜よの中、目を凝こらすうちに姫が気がつく。

「船、この夜を川下りですか」

　舳へ先さきに備え付けられた燈とう火かだと思い当たれば、それが一つではないと知れた。

　五つ。

　暗く距きよ離り感かんがつかめなかったが、次第にそれが大きくなるのが分かる。

　燈火の高さから、それが大型船の舳先だとも。

「我わが方の後続はこうも早いのですか？」

　翡翠姫の問いかけに、侍従は首を振る。

「そんなはずは、使える船は全すべて使いました」

「民間の船が、このような夜間に五隻せきもあるはずがありません。ならば、あれはツヅミに向かう他勢力ではありませんか」

　断定的な翡ひ翠すい姫ひめの言葉に、侍じ従じゆう達が狼狽うろたえ始める。

　異変に気がついた兵達も闇やみ夜よの中、松明たいまつを掲げて声を上げ始める。

　川岸に集結する二にの宮みやスズマが兵達の向こうで、ゆったりと下る船の黒こく影えいが浮かび上がり、周囲にどよめきが走る。

　味方の船ではないと、彼らが気づくよりも、聡そう明めいなる姫の推察が誰だれよりも早い。

「陸路であろうと、水路であろうと、南下してツヅミに向かうのは、東とう和わ各都市の中で二つだけ。一つは真しん都とである我わがスズマ。そして、もう一つは旧王都一いち宮みやシンセン」

　闇夜の流れに浮かぶ影かげが、帆を下げた黒塗りの木造船だと目に見え始めていた。

　東和各勢力で、一宮シンセンで、黒塗りの船を用いるのは一つの集団しかいない。

「一宮親しん衛えい隊たい黒こつ騎き団だん。ならば、そこにいるのですか、貴女あなたも」

　燈とう火かを凝ぎよう視しする翡翠姫の傍かたわらに、彼女の親衛隊長が駆けつけ、すぐさま片かた膝ひざをつく。

「ご命令を、攻こう撃げきの準備をさせております」

「待機なさい。我が方から手出しは無用」

　冷たいほど、静かな返答は一いち瞥べつもしないでのもの。

　誰も何も、側そばにいる者がどう動こうと、翡翠姫は黒船に向けた視し線せんをそのまま動かそうとしないで、その場に立ちつくす。

　重い船足が鈍にぶく深い音を立てるのか聞こえてきた。

　やがて、周囲に巨大などよめき。

　黒船が側面に、一宮の紋もん章しようが白く描き抜かれているのが分かる距きよ離りとなったから。彼らが手にする槍やりが、弓ゆみの矢や尻じりが篝かがり火びに煌きらめくのも目に入れず、翡翠姫は五隻せきの船の中で、一番大型な一隻を、その舳へ先さきを見つめ続けた。

　そして、見つけた。

　黒い影が、闇夜の中にとけ込む黒い影が、広ひろ裾すその姫装しよう束ぞくで、舳先のすぐ後ろ、甲かん板ぱん上に佇たたずむ姿を。そこに一人、姫影があるのを見つけた。

　周囲で背を屈かがめた人影が動くのが僅わずかに見えると、甲板上に新たな燈火が幾つも上がる。

　近づく重い音を伴い、浮かび上がる甲板。

　舳先に近い先頭に、佇んだ黒衣の姫。

　燈火を反射する胸元の黒こく曜よう石せき、黒くろ帽ぼう子しの銀飾り、そして、浮かび上がる端正な白はく面めん。

　長い黒髪と、花弁のように広がる羽は織おりの袖そでを、夜の川風に靡なびかせる黒衣の姫。

　さらに、その背後、甲板一杯に整然と並び、弓と盾たてを掲げる黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎士団も次々に浮かび上がる。揃そろいの軍装は、東和のどの兵よりも毅き然ぜんと立つ。

　闇に浮かび、闇にとけ込む、黒き姫とその僕しもべ達。

「東和一宮黒曜姫ひ殿でん下か」

　翡翠の宝ほう玉ぎよくのように、深く澄すんで冷たい呟つぶやきが洩もれる。

　互いの船が近づきすぎて、流れに揺れる足下。

　甲かん板ぱんと甲板、黒衣の姫ひめと法ほう衣いの姫は対面した。

　これが、二人の姫が直接に顔を合わせた、初めての出会いだった。







　見つめ合っていた時間は短い。

　川の流れに乗った一いち宮みやの姫は、接岸された船の横を瞬またたく間に通り過ぎた。

「クロハの時に遠目で見たことはありましたが、やはり、お綺き麗れいな方ですね、翡ひ翠すいの姫」

　既すでに背後になって行く二にの宮みやスズマの灯ともし火びに、一宮黒こく曜よう姫は振り返ろうとはしない。

「危険でありました。弓ゆみを射られたらいかがなさりました？」

　いざとなれば、この黒衣の主君を護まもろうと、大おお盾たてを手に傍かたわらに跪ひざまずいていた騎き団だん長ちようが、心から安あん堵どした顔をしていた。

「騎団長と、ここにいる千の騎士達を信じておりました」

「僅わずか千騎であります。残りの四千は陸路をツヅミに向かい行軍中であります。二宮スズマ一万五千とは我われらだけでは戦えませんぞ」

「東とう和わ最強たる皆様なら、遠征に不慣れな二宮軍などあしらえます。それに、二宮翡ひ翠すい姫は自らの手を汚けがされる方ではありません。名声こそ何よりも財産とする方です」

　大河の東側に位置する一宮シンセンと二宮スズマは隣りん国ごくで、ほぼ東和文化圏で中心的な地域にある。西側で一番の大都市ツヅミから見れば北東に位置する。

　二宮スズマがまずは西進して大河上流に進出、中央大河を南下せんとした。それを追う形で、一宮シンセンも船を用意したが、そう多くは残されていなかった。

　王室御ご用よう達たつ船に、二百ずつ騎士団をすし詰めにすれば、それで限界。

　故ゆえに本隊である騎馬隊は、一宮シンセンよりツヅミに直進進路である南西への街道を駆けている。合流予定地はツヅミより僅かに上流。

　五隻せきの船が順次、西側に騎士団全すべてを運び移す計画。

　故にツヅミに近すぎても辛つらい。万が一、上陸作戦の最中に戦せん闘とうともなれば、騎士団の集結もままならない。

「全軍合わせても我ら五千騎。これでは二宮の一万五千はおろか、七なな宮みやの駐ちゆう留りゆう軍にも数で劣ります。この戦いくさ、いささか無理が過ぎます」

　そう姫に進言するのは政治顧こ問もんの相談役。政治学者で、シンセン議ぎ会かいと元老院に顔が利くが実際の政治力には乏しく、象徴たる宮姫の側近をする老人。

「議会を押さえるのに時間が掛かりすぎました。二宮スズマがシンセンの脇わきを掠かすめて西進するのを彼らは黙だまって行かせたのです。西せい軍ぐん殿が軍を纏まとめるのを待っていたら、全てのことは終わってしまいます」

　黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの言い分はもっともだった。

　シンセン議ぎ会かいは二にの宮みやスズマが手て薄うすになること、ツヅミで損害を出すことを期待して、何もしようとしなかった。事態が一段落してから大軍を派は遣けんして、正統政府の意向を示せばいいとの考えだ。

　そんな中、ツヅミが一いち宮みやシンセンへの帰順を訴えていると使者を送ってきて、それで、少し状況が変わった。宮みや都と市しを名乗る東とう和わ全すべての勢力が参戦しようとする動きに、高みの見物でいれば民意を失うと議会が揉もめ始める。

　だから、一人、一宮の黒曜姫がツヅミ入りを志し願がんした。

　他勢力と同じように宮みや姫ひめが行けば、東和の他ほかの都市と比べて一宮シンセンが庶しよ民みんに後ろ指をさされることもない。王族と姫の親しん衛えい隊たいである黒こつ騎き団だんは定められた任地を持たず、宮姫と共になら、どこにでも派遣できる唯ゆい一いつの遊軍であると、自ら議会に告げた。

　それでも、素す早ばやくとは行かなかった。

「シンセン議会にも真しん都との賛同者はおりますからね」

「姫殿下、お言葉が過ぎますぞ」

　たしなめる相談役に、端整な顔立ちの姫が流し目を送る。

「私を足止めし、その隙すきに東和各都市に睨にらみを利かせ、平和を語り名声を得る。二宮スズマの翡ひ翠すい。彼女の好きにはさせませんよ。我わがシンセンは二宮スズマの風下に立って価値のある国ではありません」







「我がスズマが、いつまでもシンセンの風下にいるとお思いか、一宮シンセンの黒曜よ」

　遠くなり始めた船尾の燈とう火かを見送り、翡翠姫は居い並ならぶ重臣に語り聞かせる。

「シンセン議会にも我が真都の賛同者は大勢おります。西せい軍ぐんと彼女を足止めし、その間に我われらが平和への道を切り開き、東和に正統なる地位を築き上げる。そのための我らが進軍でありました」

　政治部門の重臣達を彼女は見渡す。

「何なに故ゆえ、こうも早く、あの黒い姫がここまで来るのです？　シンセン内部で各勢力が揉めている今こそ、私達が真都の志を広める好機でありましたのに」

　切々と無念の思いを語る法ほう衣いの姿に、重臣達は頭を下げる。

「姫殿下のご心痛お察しします。されど、今の艦ふねの大きさと船足から、あれは定員以上の人員を詰め込んだ急ごしらえであると、我が船団の船長が口を揃そろえておりまする。おそらく、黒騎団も、ごく僅わずかな兵を先行させただけでありましょう。あの威圧的な黒尽くめに惑まどわされてはなりません。我らの方が明らかに計画を立て、この地へとやって参りました事実に、何の揺らぎもありません」

「はったりなのですか、あの黒い姫ひめのやり口は？」

「はい、たとえ、悪あつ鬼きのごとき黒くろ騎き士しとて、あの数では有力な抑よく止し力りよくではありません。おそらく、本隊はまだ後方で、船に乗せきれずに陸路を取っておりましょう。我われらや五いつ宮みや六むつ宮みやの方が、彼らの合流より早くツヅミへの力となります」

「そうですか、確たしかに正規軍そのものではなく、親しん衛えい隊たいしか姿を見せていない。一いち宮みやシンセン内部で、心ある人々は確かな活かつ躍やくをしておられるのですね」

　なるほどと、口くち許もとに人差し指を当てて、翡ひ翠すい姫は頷うなずく。

「明朝、我わが陣営も出発。ツヅミ入りを目指し、まずはツヅミが仮府に、そして七なな宮みやの東とう征せいに平和への呼びかけを行います。当初からの計画のままで、よろしいですね？」

「はっ、直ただちに、我が真しん都との皆に布告いたします」

　深々と礼を取り、各部署へと散る重臣達の背を、翡翠色の姫は眺めた。

　篝かがり火びに浮かぶ配下が、一時の混乱も収まり、きびきびと動く様さまが闇やみ夜よの下でもよく見える。

　手近な船の縁へりに両手をつき、吐と息いきをつく。

　春の夜の、どこか温ぬくい空気に身を任せるように、そっと目を閉じる。

「派は手で好きな姫らしい格かつ好こうと顔見せ。あれが一宮の姫と、その私兵達ですか」

　水音に耳を澄すまし、一人落ち着こうとしてみせる。

「我が方策を真似まねし、背後から出し抜きに掛かるとは黒姫も地に落ちた話ではありませぬか。のこのこと、今いま更さらやってきたシンセンに勝手な真似はさせません」

　目を閉じれば水面みなもに揺れて船に当たる水流、人々の喧けん噪そう、そして遠く夜行性の鳥類が鳴く声が耳に届きやすい。

　川の流れに、足下が少し揺れた。

　少しの間、流れるまま揺れるままに身を任せてから、翡翠姫は瞼まぶたを開く。

「東とう和わの真なる未来のため、我がスズマが主しゆ導どう権けんを握る秩序こそが必要なのです」

　月が雲に隠れる空を、雨雲が薄うすれ始める夜を見上げる

「我が名に懸かけて、他ほかの姫に勝手な真似はさせません」







「どいつもこいつも勝手な真似を！」

　三さん宮みや常磐ときわ姫の嘆なげきは正直だ。

　軍ぐん議ぎの席に居い並ならぶ諸しよ将しようも、これに同感とする顔。

　五宮クラセ、六宮マキセ、二にの宮みやスズマ、そして一宮シンセン。

　どれもが平和を語り、ツヅミに介入する動きをしていた。

「昨年、何もしなかった各都市が、今更、何を言うか。七宮カセンと戦い、兵の血を流し、民たみの血税を用いたのは我が国である。何もしなかった連中がツヅミの保ほ護ご者しや面づらをして、その利益を手に入れようとは厚こう顔がん甚はなはだしいぞ」

　どの勢力が平和に貢献しようと、悪者にされるのは三さん宮みやナツメと七なな宮みやカセンだ。

「これもツヅミか？　ツヅミの仕し業わざなのか、これは？」

「おそらくは、その通りでありましょう」

　三宮ナツメ派は遣けん軍ぐんが指揮官シドウ将軍が自ら応じた。

「ツヅミとしては我われらの決戦に巻き込まれるより、各勢力に睨にらみ合いをさせて、この戦いをなし崩しに水入りとさせる算段でありましょう。我らと七宮、双方がツヅミより撤てつ退たいするのが、あの地に生きる者にとっては何よりも望む将来です」

「その一方で七宮側に取り入って東とう征せいに守備役を依頼し、我わが三宮側には解放者としての来援を乞こうか？」

　腹立たしいと吐き捨てれば、緋ひの陣じん羽ば織おりが大きく揺れた。

「これでは道どう化けではないか。我らは七宮と戦い、東征を討うてばいいだけのはずが、何なに故ゆえ、あちこちに振り回されねばならんのだ」

　それだけの目算が、どうしてこうも不純になるのか。武門の姫が天を仰ぎたくなる思いを持つのは当然といえば当然だ。

　そうかといえ、ツヅミとて三宮と七宮、両都市に振り回されているだけではいられないのも道理だった。ただ一度の敗戦で、他国の言いなりになるために彼らも生きているわけではない。

　この争いに各勢力を呼び寄せて、自国に対する一国ずつの圧力を牽けん制せいさせ合う。そうすれば、自力のあるツヅミが近い将来に独立割かつ拠きよの態勢を取り戻すのは難しくはない。

　思えば当然のツヅミの行為も、常磐ときわ姫ひめの真まっ直すぐな心根からすれば、腹黒さが際きわだって目立つ。

「琥こ珀はくを見限り保身を図り、今度は私をダシにして七宮を追い出そうとする。ツヅミの性根は腐っている。我が三宮ナツメはあのような輩やからとどうして付き合わねばならんのだ。遠い昔、ナツメがツヅミと睨み合っていたのは、あながち間違ってはいなかったのではないか？」

　言い出しても仕方ないと知りながら、あえて姫が口にすることは、この場の誰だれもがどこかで思うことだ。ただ、これも世の常だろうとも彼らは知る。

「詮せん無きことを口にしているか、私は」

　諸しよ将しようの沈ちん黙もくに、常磐姫は目を閉じて俯うつむき、気に入らない空気に耐える。

　我が慢まんの末に、ため息を一つ。

「どうすべきか、前ぜん線せんに立つ皆の意見を聞きたい。我が三宮ナツメのためと思えれば、私はそれに従おう」

　どうにか、それだけを口にする姫に、まず口を開いたのは、やはり、シドウ将軍であった。

「各都市に我が方の正当性を訴え、打倒七宮への支援を要よう請せいするのは、まず不可能であります」

「どこも手は汚したくないか」

　鼻で笑って、頷うなずく常磐ときわ姫ひめ。

　仮に一つの都市の支援を取り付けたとしても、おそらくは残りの都市が七なな宮みや側に立つ。三さん宮みやナツメがツヅミを従えては、残りの各都市には不満が残る。正統な権利の主張については、どこも、玉たま虫むし色いろの態度を取る可能性が一番高いだろう。

　複数の都市を味方に付けるのは、さらに困こん難なんだ。

　味方になる都市には見返りを用意しなければならない。財政危機にある三宮ナツメが用意できる見返りは、ツヅミ都市の利権を分け与える約束ぐらいだ。そんなことをすれば、苦労して派は遣けん軍ぐんをやりくりしてきた自分達の利益は霧む散さんすると言っていい。

「さすれば、我わが方が出来うる最善の策は一つと申し上げまする」

　シドウ将軍の言葉に、目を開き顔を上げる常磐姫。

「聞かせて欲しい」

「これより明朝、日の出と共に進軍を開始。ツヅミ南部に出城を構かまえる東とう征せい将軍テン・フオウ、これを討うちます」

　各勢力が到着、あるいは和平への介入を始めるより早く、七宮軍を崩す。先に東征将軍を討てば、あるいは七宮軍に大だい打だ撃げきを与えれば、各勢力の介入も効果が薄うすくなる。

　ツヅミ解放への功労者は、和平に力を尽くした各都市ではなく、自らの傷を厭いとわず七宮カセンを撤てつ退たいに追い込んだ三宮ナツメとなる。

「それが元よりの方針、そして、何よりの上策。なれど、勝ちうるのか、そうも早く？」

　勝利は信じようと、常磐姫は口にする。

　だが、短期決戦が可能かについては、懐かい疑ぎ的てきであった。

　七宮の東征将軍テン・フオウは先の戦いくさの覇は者しやであり、野営の突貫とはいえ、街道の要地である小高い丘に出城を構えている。容易たやすい相手とは言い難い。

「正面より相対しまする。この際、力比べで勝つのみです」

　七宮の増援はまだ遅く、ここに常磐姫が率いてきた一軍がある。負けるはずがないと、シドウ将軍が武人として胸を張る。

　心地ここち良い宣言に居い並ならぶ諸しよ将しようも頷く。

　圧倒的な優ゆう勢せいがあるわけではない。だが、武門に生きる者として、先の戦での雪せつ辱じよくを願ねがう者として、この意気込みに頷かないわけがない。

「シドウの心意気は良し」

　それ故ゆえに快活に応じるが、常磐姫は少し迷う。

「だが、七宮は護まもりに入らぬか、この際、奴やつらは他都市の介入に従うつもりではないのか？」

　三宮ナツメに比べ、七宮カセンの方が他都市の介入を受け入れやすい。占領軍としてナツメに居座るより、これを機に七宮カセンに引き上げる方が彼らには都合が良い面もあると、端はたからは見える。

　自国の独立割かつ拠きよのためだけなら、七なな宮みやカセンはそれでいい。ツヅミに多少の利権と影えい響きよう力りよくを残すだけでも、彼らには有利な今後がある。

「それはありません」

　姫ひめの問いに答えたのは、シドウ将軍でも、居い並ならぶ諸しよ将しよう達でもなかった。

　外からの声と、各人の視し線せんが声の主を捜す。

　シドウ将軍が天てん幕まくの外、入り口の歩ほ哨しように左右を押さえられた長身の姿があった。

　その肩先に、背に下げる長ちよう刀とうの柄つかが見え隠れする。

「戻ったか、傭よう兵へい将軍」

　シドウ将軍の言葉に、歩哨達が道を開ける。

「敵地探たん索さくの任より、ただいま戻りました」

　天幕内に長身が歩めば、常磐ときわ姫が頼もしげにそれを見つめた。

「久しいぞ、キリハ。今の発言の意、申してみよ」

「はっ、されど、まずは前線の指揮官、シドウ将軍に成果のご報告を」

「もっともだ。すまぬ、出過ぎた」

　筋の通る話に、この姫は素直だ。謝あやまり、すぐに身を引く。

　キリハ・ラサはシドウ将軍が前に立ち、背筋を伸ばして礼を取る。

「我われらが索敵において、東とう征せい将軍が兵力に、隠れた別働隊は見受けられませんでした。そして、七なな宮みやの空から澄すみ姫と増援軍は未いまだ合流を果たすことなく、後方にいるのを我わが一門が捕ほ捉そく。その進路はほぼ間違いなく特定できております。以上であります」

「索敵ご苦労。我が方の被害はどうか？」

「敵哨しよう戒かい部隊との接触で、若じやつ干かんの死傷者がありましたが、任務継続に支障はありません」

「了解した。それでは、先ほどの七宮への見解、姫ひ殿でん下かが問いに答えられよ」

「はっ」

　シドウ将軍から常磐姫に向き直れば、頷うなずく姫と目があった。

「東征将軍テン・フオウは野心家です。七宮カセンの繁はん栄えいより、己おのれの勝利を優ゆう先せんする男です。各勢力の圧力に屈する気など、あるはずもない性質の持ち主です」

「ほう、ならば我らと決着をつけると考えて良いか？」

「いえ、あれはもう少し周到な男です。我らほど軍人として純粋ではありません」

　キリハの言葉に、常磐姫は首を傾かしげる。

「どういうことか？」

「あの男、おそらくは、この状態を予測しておりました。我らが後れを取らぬ限り、決着をつける気などありませぬ。それ故ゆえに、七宮の姫を呼び寄せております」

　告げられた言葉は、どこかで気がついていたことだった。

　だから、常磐ときわ姫ひめは静かに息を吐いた。

　しばらく、言葉を探すと言うより、気持ちを落ち着かせる沈ちん黙もくをしてから、その姫はゆっくりと視し線せんを部下に向けた。

　この陣を、この戦いを任された将軍は、ただ静かにその言葉を待っていた。

「シドウよ、我われらと同じくか？　あやつらも」







　絵え描かきのエヅが、常磐姫の天てん幕まくで自由気ままに絵筆を走らせていると、長い軍ぐん議ぎを終えたその姫が帰ってきた。かなりの夜よ更ふけに。

「貴き様さまは気楽そうだな、いつも」

　緋ひの陣じん羽ば織おりを脱ぎ捨ててから、常磐姫は描き掛けて散乱した素そ描びようの一枚を拾い上げる。

「あっ、それはっ」

　慌てて取り返しに来る絵描きの頭に拳こぶしが飛んだ。

　がこっと、実に景気のいい音。

「うがぁっ、殴った！　姫様が殴った!?」

「殴りたくもなる！　これは私のくるぶしだな？」

　足袋たびの隙すき間まから覗のぞく女の足首が描かれた素描は、高価な履はき物からして間違いなく常磐姫のものだ。どういうわけか、普ふ段だんの絵より手が掛かっていたりする。

　おそらく、私室でくつろいでいた時に目にしたものを思い出して描かれたそれに、姫の怒りが爆ばく発はつする。

「貴様、そんなに女の足が好きか!?」

「いや、その、足首っていいじゃないですか？　関節って描くの楽しいんですよ。人体の神秘っすよ」

「この女好きめ！」

　がこっと、また殴られる。

「あたたっ、姫様が乱暴なんてまずいですよ？」

　頭を押さえて抗議するエヅだが、それほど痛がっているわけではない。

　常磐姫もきちんと手加減しているし、エヅは普段から仕事先のあちこちで叩たたかれ慣れていたりする。この男、どこでもいつでもやることに大差がない。

　ふて腐くされる姫が座卓で手足を投げ出せば、絵描きはぺらぺらと、何やら言いわけじみた美学に関する持論を並べ始める。しばらく、そんな馬ば鹿かな時間が過ぎた。

「それで、何かあったんですか？」

　一通り持論を好き勝手並べてから、絵描きは何気ない顔で尋たずねてみる。

　そうでなければ、いくら何でも殴られることはないだろうから、この絵描きなりに、何となく事態の変化に察しはついていた。

　少し考えてから、絵え描かきの顔を見ることなく、常磐ときわ姫ひめは語り出す。

「明朝、シドウが率いる我わが軍はツヅミ都市南部の街道に出城を構えた東とう征せい将軍と対する。お前は逃げろ。通行手形をやる」

　決戦かと、絵描きの顔が引きつる。

　よく分からないまま、ここまで付いてきてしまったが、本来、エヅはこの戦いに関係がない。

　逃げろと言われれば素直に逃げたいが、何も考え無しでここにいるわけではない。落ち込んだ様よう子すの姫を置いて、ふらふら逃げるわけにも行かなかった。

「どうなるんですか？　姫様も戦うんですか、あの東征と？」

　エヅにしてみれば、どちらも世話になった相手だから、人ごとではないと身を乗り出して訊きいてみるが、気だるげに手足を投げ出す姫はなかなか口を開こうとしない。

　大分、長いこと返事が無くて、それでも、そのうちに姫が口を開く。

「私は七なな宮みやの姫と対する。本隊と別れ、増援に連れてきた兵をそのままの手勢として、七宮がツヅミに向かう進路に先回りして待ち伏せする」

　姫と姫が戦うのかと、絵描きが固かた唾ずを吞のむが、そうではないと常磐姫は頭を振る。

「私は宮みや姫だ。知っているな」

　問いではなく、何となく確かく認にんした。そんな声にエヅは頷うなずく。

「七宮の姫もそうだ。そしてな、我が三さん宮みやナツメの執しつ政せい院いんは私に前ぜん線せん慰い問もんの名目で出陣を許した。七宮カセンの議ぎ会かいはツヅミ親善の名目で空から澄すみ姫を送り出した。どちらの都市もな、戦いのために私達をこの地に送ったわけではない。私は戦いたかったが、シドウや東征は戦いたかったが、両都市は心から戦いたかったわけではない」

「はあ？」

　何だかよく分からないけれど、とにかく話を聞こうとする絵描きに、常磐姫は苦笑して見せた。

「初めから、いざとなれば和わ睦ぼくすると、我が三宮ナツメと七宮カセンは暗に示し合わせていたのだよ。その証あかしが、この私と空の姫だ」

　まだよく分からない絵描きは、大人おとなの顔をする同おない年の姫の苦笑を、ただぼんやりと見つめた。

　絵描きの前で、常磐色の姫は遠くを見つめる眼まな差ざしをして

「道どう化けなのは私だったのだよ」

　自じ嘲ちよう気味に笑うだけだった。







　気がつけば、東とう和わの姫が集まっていた。

　だから、夜よ更ふけの寝ね床どこで、私は眠れないでいた。

　いつもなら、とっくに寝入っているのに、火を落とした行あん灯どんが白っぽく外光を反射するのをいつまでも眺めていたりする。

　部屋の外では警けい護ごの方が何人も歩ほ哨しように立ち、朝まで護まもってくださるから、その明かりが木戸の隙すき間まから僅わずかな外光となっている。

　ここはツヅミに一番近い宿場で、用意された古い社やしろは王族、貴き族ぞく、その使節団の宿泊地として古来より使用されてきたものだ。

　右みぎ隣どなりの部屋では衣い装しよう役やくさん、左隣には侍じ従じゆう団の方、少し離はなれて左さ大だい臣じん殿の部屋割り。

　薄うす明かりを頼りに、私はぼんやりと考え込む。

　トエ様は、どうやらこうなることを予想していたようだ。

　おそらく、テン様も。

　お二人とも、ツヅミをこのまま取り込み続けるのが実際は難しいと知っていた。

　三さん宮みやナツメ側を、前回同様に素す早ばやく迎げい撃げきして圧倒的な戦力を示せるならば別かも知れないけれど、普通に戦っていては、それは無理だと予測していた。

　それでも、ただの和わ睦ぼくは言い出しにくく、先の戦いの遺い恨こんからも双方受け入れがたい。

　だから、各勢力の動きをダシにして、三宮と初めから和睦を図る道をお二人は模も索さくしていた。

　こうゆうことらしい。

　七なな宮みやカセンともそうだけれど、どの勢力とも、三宮ナツメは仲が良くない。

　各勢力により、無む理り矢や理り兵を退かなければならなくなるぐらいならば、七宮と三宮の単独交渉で和睦を図る方が、ナツメ側にも有益な状況が出来てきていた。

　この上で、明日あすにも七宮の姫ひめである私が、三宮の常磐ときわ姫に和睦の使者を送れば、この戦いは終わるはずだった。

　和睦の条件にツヅミの暫ざん定てい的てきな解放と、三宮ナツメ都市が持つツヅミ財界からの借入金免除を持ち出せば、今の三宮ナツメには何よりも得な話だ。

　多た分ぶん、これは常磐姫を掲げるあちらの議ぎ会かい、執しつ政せい院いんと呼ばれる人達と既すでに密約がある。はっきり聞いた訳わけじゃないけれど、トエ様の言葉に見え隠れしていた。

　こうした話が裏で進んでいながら、軍と軍は戦い、隙あらば片方を駆く逐ちくしようとしていた。

　これが、今回の戦いの裏側だった。

　少しでも優ゆう位いな条件を作るため、二つの軍は争っていた。そして、隙を見せぬまま、両都市の姫が前ぜん線せんに赴おもむいた今が、何よりの和睦の契機だった。

　本来、宮姫はそれぞれの平和の象徴なのだから。

「だけれど、大丈夫だろうか？」

　小さく呟つぶやく。

　先の戦い、この戦いで死傷した方々も多い。それなのに、議会と議会の裏取引みたいな和睦が簡かん単たんに通用するのだろうか。

　常磐ときわ姫ひめ自身が苛か烈れつな方だとも聞く。

　急に起きる暴ぼう発はつ的てきな戦せん闘とうもあるだろうし、ツヅミ内部で、三さん宮みやと七なな宮みやの和わ睦ぼくの可能性を危き惧ぐしている人達もいる気がした。何より、他ほかの姫達が近づいている。

「トエ様達が和睦を進めるより早く、他の姫がツヅミ解放のためと戦い始めたり、三宮ナツメに都合のいい同どう盟めいを口にされたらどうするのだろう？」

　そこまでは頭が回らず、先ほどはトエ様に聞けなかった。

　多た分ぶん、あの方々は考えがあると思う。

　戦うにしろ、ツヅミを捨てるにしろ、それなりの策と大義名分はある。ツヅミを邪よこしまな他勢力から護まもるために戦う。ツヅミを戦火で焼かぬために撤てつ退たいする。あのお二人ならどちらも考えている。

「ナツメと他都市の同盟は無いよね」

　布ふ団とんの中で一人、自分に言い聞かせる。

　三宮ナツメはどこの都市にも借りを作りたくない。私達との和睦も、自分達の奮ふん戦せんと不退転の決意により、自力で手に入れた形を望まれているはずだから。

　こうなれば、残るツヅミは両都市の仲介役として再建の道を目指せるから、七宮によって管理されている今よりは楽になるはず。三都の未来は今より明るくなると思う。

「でも」

　あの人が近づいている。

　黒い髪の、黒い衣い装しようの、黒くろ帽ぼう子しの後ろ姿。

　ちらつく雪の中、あの日、最後に見送った背中を思う。

　一いち宮みやの黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは何を考えて軍を率いてこられたのだろうか。

　あの人が単に和平を求めてやってくるとも、トエ様達の裏の動きを見抜けていないとは思えない。何か別の目的があると思う。

　それに、二にの宮みやの翡ひ翠すい姫殿下は和平を訴えながら、なぜ、どこよりも大軍を率いてこられたのか。五いつ宮みやと六むつ宮みやの両姫殿下はどこまで踏み込まれるおつもりか。

　考えれば考えるほど眠れなくなる。

　ふと、思う。

「常磐姫も、こうして悩んでいるのだろうか？」

　もしそうならば、会って話がしてみたかった。恐こわいけれど、訊きいてみたいことがあった。

　黒曜姫殿下は、まだ遠いけれど、常磐姫と私は、今、そんなに離はなれていない場所で向き合っていた。







　早朝だった。

　まだ空が僅わずかに白くなり始めたばかりの時間、空気は冷たい。

　星も月も薄うすく、それでも瞬またたく。そんな静かなはずの時間だ。

　それなのに人々は忙せわしなく動き、喧けん噪そうが空気を暖めるかのように響ひびく。

　緋ひの陣じん羽ば織おり、そして肩に長ちよう刀とうを提さげた背が先を進むのを、絵え描かきのエヅは追いかけていた。

「逃げんのか？」

　陣羽織の背から、振り返らない問いかけ。

「ここまで来れば、最後までお伴しますよ」

　正直、一人で逃げるのは恐こわいというのが本音だった。それは口にしないで、道どう化け姿すがたの絵描きは姫ひめの背を追う。何だか、この距きよ離りにも慣れていた。

「それ、あいつの、キリハの旦だん那なが使っていた刀ですよね？」

「彗すい星せいだ。守り刀としている」

　姫の身長に近い刀身は、まともに使える剣客が少ない。おそらく、この姫でも一度か二度振るうのが精一杯だろう。その長い間合い故ゆえに、使いこなせなければ、一度の空振り、跳ね返りだけで致命的な隙すきが生まれやすい。

　それでも、この姫は大事な朝の守り刀に、この長刀を選んだ。

「キリハは休む間もなく、一門のもとへ走った。残念だったな、会いたかったのだろう？」

「いえいえ、姫様のお側そばにいるだけで、絵描き冥みよう利りですよ」

　そんな二人が向かう先は、慌ただしく人が出入りするシドウ将軍の本陣だった。

　副将と話し込んでいたシドウ将軍は、ちょうど具足を付け終わったばかりだった。

「これは姫ひ殿でん下か、本日はお早い………」

「挨あい拶さつはよい、もう出るのか？」

　向き合う姫と将軍の会話に、絵描きは慌てて距離を取って隅で小さくなる。

「東とう征せいの裏をかこうとすれば、この程度の朝駆けは必要です」

　仮眠する時間はなかっただろう。要よう職しよくにある者は寝ずに誰だれもが準備をしていたはずだ。兵達にはぎりぎりまで知らせず休ませただろうが。

　それでも、七なな宮みやの陣を突破できるかどうかは分からない。

　賭かけだった。

　ここで東征将軍テン・フオウを撃げき破はできれば、全すべて上手うまく行く。

　七宮をツヅミから追い払い解放戦を成功させれば、七宮カセンとの和わ睦ぼくをしなくても実力でツヅミを保ほ護ごし、影えい響きよう下かに収められる。

　その後で、各勢力がやってこようと、どこ吹く風だ。

　ツヅミ解放のために働いたのは自分達だけ、そうした話が出来上がれば、のこのこやってきた各勢力にはツヅミ再建の協力者にでもなってもらえばいい。

「私はキリハを水先案内人に別行動を取る。それでいいのか？」

　昨夜の軍ぐん議ぎで決まったことだ。

　東とう征せい将軍とシドウ将軍が戦いに、常磐ときわ姫ひめは参加しない。

　両軍の戦いは、初めからの戦力同士で行われる。

「姫ひ殿でん下かはツヅミの未来のために、他都市に余計な手出しをさせぬために、お役目に忠実であればよろしいのです。我われら軍も、我らの役割を遂行するのみです」

「執しつ政せい院いんは、お主ぬしに無理な戦いはするなと命を出しているのだろう？」

「無理はしませぬ。我々が大敗すれば、お役目にある姫殿下に害が及びます故ゆえ」

　シドウ将軍は、目を細めて、朝の冴さえた空気に立つ姫の姿を眺めた。

「そのお姿、まるで古いにしえの若武者の絵図そのままですな」

「緋ひの陣じん羽ば織おり、お主からの贈おくり物だ。似合うか」

「はい、その長ちよう刀とうも、まるで煌きらびやかな講こう談だん話ばなしのようです」

「現実はそうもいかん」

　常磐姫は苦笑した。

「シドウよ、私は夢見てきた。華はなやかな古典にある武家と武家の争い。武芸者の斬きり合い。軍と軍の知略を尽くした戦い。そこに力を貸したいと思い、ここまでやってきた」

　遠い話だ。形ばかりの東とう和わの王家も、貴き族ぞく化かした武家である華族も、遠い昔はそうして戦い、王自ら軍を率いたと、歴史書や古典には書かれている。

　戦いくさがあまり好きではない人々も、遠い時代の戦国絵巻には胸躍おどらせる。姫もまた、その生まれ故に、その時代の続きがここにあると思っていた。いや、思いたかった。

「ご期待に添えず無念です」

「誰だれも望まぬか、今時に戦らしい戦など」

「五十年、百年前ならば、まだ戦人の時代だったかも知れません」

　そうかも知れないし、そうでないかも知れない。

「それはそれで困るのだな。民たみ百姓が、戦に巻き込まれる者達が」

「我々は大人おとなです。少なくとも、五十年、百年前よりは大人でなければなりません」

「姫に言うな。姫は十七だ」

　少し怒った声を出してから、常磐姫は俯うつむく。

「すまぬ、何の気兼ねもなく東征と戦いたいだろう。その上がらぬ肩の敵を、先の戦で奪われた部下の敵を取りたいだろう」

「取れれば取ります」

　僅わずかな可能性を、シドウ将軍は堂々と語る。

　だから、常磐姫は最後に笑った。

「頼もしいな、叔父おじ上は」







　朝あさ靄もやの川辺、桟さん橋ばしに火の手が上がっていた。

　黒い姫ひめは、その白はく面めんに炎の照り返しを受け、静かに佇たたずんでいた。

　大型艦かんが接岸出来る桟橋は少ない。

　その僅わずかな接岸地点、一いち宮みやシンセン黒こつ騎き団だんが上陸地とすべき桟橋が焼かれ、その周辺に数千人規模の人々が集まり、それぞれ声を上げていた。

　手には火矢を持ち、船団に射掛けている。

　口々に、シンセン打倒、中央支配の廃止、各都市自立を叫ぶ民衆達。

　彼らが掲げる旗印は七なな宮みやカセン。

「真しん都との皆様ですか」

「まず間違いありません」

　黒姫の呟つぶやきに騎き団だん長ちようが応じる。

　空にまだ僅わずかに陽ひが差し始めたばかりの時間。それでも、炎が作り出した光景の中、人々が掲げる旗がまちまちだと知ることは出来た。

　一番多いのは七宮カセンの旗だが、三さん宮みやナツメ、五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセ、旧四しの宮みやツヅミの旗も混在する寄せ集めの集団。その中に、二にの宮みやスズマ、真しん都と同どう盟めいの旗だけが見えなかった。

「民衆の扇せん動どうこそ、スズマの得意とするところ」

　各地から集められた二宮スズマの援軍が、一宮シンセンの南下に偶然気がつけばこうなる。

　おそらく、彼らはここで二宮翡ひ翠すい姫の到着を待っていたのだろうが、やってきたのが最大の敵である一宮シンセンであると知り、こうした暴徒の振りを始めたのだろう。

　だが、ただの暴徒にしては不自然だった。二宮翡翠姫の上陸を期待していなければ、朝も明けぬ時間に、民衆が僻へき地ちに集まる理由などまずあり得ない。

「真都の方だとしか思えませんが、真都の旗は見えない」

　黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの呟つぶやきを

「ならば、あれは一宮シンセンに弓ゆみ引く、ただの暴徒と見なして構いませんな」

　騎団長が引き取る。

「蹴け散ちらしなさい。外交問題にはなりません」

　姫の言葉より早く、民衆の背後、朝靄の中に黒い影かげが浮かび上がった。

　馬の嘶いななきに、五隻せきの船団に火矢を浴びせていた民衆が振り返る。

　そこに騎き馬ばの群れがいた。

　黒い軍装、黒い武具、黒い手た綱づなで、軍馬を駆る一団。

　数は百騎ほど。だが、抑えの利いた陣ぶれが手て練だれの空気を示す。

　黒騎団の陸路を駆けてきた者達。先に渡と河かした、その先行集団。

　率いるは遊ゆう撃げき長ちようの職しよく務むにある黒騎士。

　ここで姫ひめの来訪を待っていたのは、何も二にの宮みや派だけではなかったのだ。

　突とつ撃げきは即座に行われ、瞬またたく間に勝敗は決した。

　練れん度どの高い騎き士し達と、暴徒崩れの民衆では、語るまでもない差がある。

「我わがシンセンの力を示すため、出来うるだけ殺さないよう排除しなさい」

　全滅させては、僅わずかな兵力で圧倒的な力を示したことが噂うわさになりにくい。少数で数千の暴徒を蹴け散ちらした風ふう聞ぶんが広まる方が、シンセンの底力を示せる。

「遊ゆう撃げき長ちようならば間違いありません」

「ならばよろしいのですが」

　悲鳴が起きる炎の向こう。一方的な様相となる川辺を眺め、黒衣の姫は静かに佇たたずんでいた。







　陽ひは昇り始め、冴さえた空気も暖まり始めていた。

　テン・フオウは出城の物見台の上にいた。

　高いところが好きな男だ。七なな宮みや城でもそうだった。

　それでも、要よう職しよくにある者が戦時に物見兵と朝を迎えるはずはない。

「来たか」

　朝あさ靄もやの向こう、幾重にも重なる丘きゆう陵りようの向こうに、蠢うごめく影かげが見えていた。不ふ揃ぞろいの影が三列に分かれ、息を潜ひそめて進軍する様よう子すが、人一倍目のいい男には、はっきりと見えた。

　旗はまだ掲げていないが、方角から、軍装から、どこの陣営か一目で認にん識しきできる。

「俺おれでもそうするよ、シドウ」

　口くち許もとに笑えみを浮かべ、テン・フオウは物見台の下方に視し線せんを向けた。

　副官が息を吞のんで指示を待っていた。

　その周囲には、既すでに具足を付け、手に手に装備を携えた兵の群れが整列する。

　テン・フオウ、東とう征せい将軍は全戦力を既に臨りん戦せん態勢としていた。







「やはり、無理か」

　朝靄に乗じた攻勢ならばと、七千の兵を率いたシドウ将軍だった。だが、これも通じぬと、東征将軍の陣を見て知った。

　既に整然と配置された七宮側兵力は、こちら側と大差ない数だった。

　奇き襲しゆうならず。この時点で、シドウ将軍の戦いはほとんど終わっていた。

　このまま戦えば、不毛な消しよう耗もう戦せんだけがあった。今の三さん宮みやナツメにそれは出来なかった。

　疲ひ弊へいすれば各勢力につけ込まれる。

　少なくても、ここで勝ち負けをつけることは出来ないと悟れる現実。

　口くち惜おしいと思うのは、東とう征せい将軍テン・フオウが、ここまで護まもりに徹てつすることが出来る人間であると見抜けなかったことだった。

　昨年、あれだけ攻め合いを好みながら、いざとなれば護りの戦いを躊躇ためらわないで行う。おそらく、この事態を初めから予想していただろう、この陣容。

「好戦家の顔はわざとか、あるいは謀ぼう略りやく家かこそ奴やつの真の顔か」

　朝あさ霞がすみの中、動かぬ敵陣を眺め、口惜しむ。

「キリハよ、姫ひめを頼むぞ」

　こうなってしまった以上、シドウ将軍がこれから出来ることは、ここに陣を張り、東征将軍麾き下かとにらみ合うことだけだった。







　その日の朝も、いつもと変わらぬ朝だった。

　変わらぬ着付け、変わらぬ朝あさ餉げ、変わらぬ挨あい拶さつ。

　誰だれも何も変わっていなかった。

　私は衣い装しよう役やくさんと日程の話をして、トエ様とツヅミの治安状態の話をした。

　目新しい話はなかったけれど、昨日きのうよりは色々詳しくなれたことを乗り込んだ朱しゆ馬ば車しやの中で考える。窓から見えた外の景色は水が豊かな領域だからか緑が多く、前日の雨のおかげで埃ほこりも落ち陽ひに映えていた。

　そんな風ふうに、宮みや姫の道行きは進められた。

　これまでと、いつもと変わらない空気で。

　ただ、私だけが少し違う。

　来きたるべき時が近いと、朱馬車の中で目を閉じて、じっとその時を待った。

　やがて、朝の空気が春の昼のそれになり、陽ひ射ざしが高く、中天に達した頃ころ、朱馬車がその轍わだちを止めた。

　宮行列が止まり、人々がざわめく空気が感じられる。

　私は耳を澄すました。ただ耳を澄まして外のざわめきを窺うかがい、その流れを拾う。

　切れ切れに届く言葉の端に、先頭付近で異変があったと知る。けれど、混乱のある空気も、怯おびえるような気け配はいはなかった。

　だから、焦あせることなく、知らせが来るのをじっと待ち続けた。

　やがて、朱馬車の傍かたわらに、やってくる足音が一つ。

「姫ひ殿でん下か、ご報告があります」

　左さ大だい臣じんの声がするから、閉じていた目を開く。

「何でしょうか？」

　姫殿下の声で促うながした。

「お使者が参られました。我わが宮みや行列の前に、二百人の軍としてです」

「どちらの方ですか？」

「三さんの宮みや姫ひめ、常磐ときわ姫ひ殿でん下かより。使者の代表は、常磐姫預かりの将軍キリハ・ラサ殿」

「御用向きは？」

「我が姫殿下に対し、常磐姫はツヅミでの会見を望まれているそうです」

　二百の軍の向こう、戦地から離はなれた常磐姫は私達とほぼ同数の兵力で、ツヅミと私達の間に割り込もうとしていた。

　これを待っていたから、私の左さ大だい臣じんはツヅミへの道を急がなかった。

「承知しました。お使者の方には、直接、お会いすべきでしょうか？」

「いえ、それは臣が任であります」

「では、左さ府ふ殿に頼みます」

「御ぎよ意い」

　正面、誰だれもいない向かいの席を眺めて、私は淡たん々たんと受け答えした。

　ここは教えられたとおりで良かった。でも、実際に常磐姫とお会いする時は、それでは駄だ目めだと思う。教えられたとおりに人と話しても人は動かない。

　ここまでがトエ様がテン様がやってきたことで、ここからが空から澄すみ姫の出番だった。

　外からの報告はまだ続いていたけれど、私はもう、これから先のことを考えていた。
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　　終つい節せつ　葉桜の下で







　結局、キリハさんと私は顔を合わせないままだった。

　あの日、宮みや行ぎよう列れつの先頭に立ったキリハさんは、三千の供を連れた三さん宮みや常磐ときわ姫ひめがこちらに向かっていることを告げた。

　その日の夕刻、少し離はなれた街道沿いに三宮の旗を持った一群が現れ、トエ様が挨あい拶さつに出向き、あちらの政治家と閣かく僚りよう級の会談を行った。

　そのまま、残りの二日ほどの道を、私達二つの宮行列は併走する形で進むこととなった。

　常磐姫は本来嫌きらう朱しゆ馬ば車しやの中に引きこもり、私も朱馬車から出ることなく、ツヅミ入りまで互いの顔を見ることもない、不ふ思し議ぎな関係を続けた。

　私達が顔を合わせれば、その場で大きな話に発展しやすいために、そんな不自然な形が取られた。その間、両陣営は相互に人を送り合い、和わ睦ぼくに向けた微び調ちよう整せいが進められて行く。

　私の左さ大だい臣じんと、あちらの傭よう兵へい将軍は、お互いの職しよく務むを実直に続け、横よこ槍やりを入れられまいと各勢力の動きに警けい戒かいをする。

　その間、東とう征せい将軍率いる七なな宮みやカセン軍と、シドウ将軍率いる三宮ナツメ軍は攻め合うこともなく、ただ対陣を続けていた。







「七宮と三宮、和わ睦ぼくのご様よう子す」

「上辺だけにならなければよろしいのですが」

　五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫と六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫は、結局、渡と河かすることなく、その場で成り行きを見守っていた。

　ハルセ・サイが帰き還かんしたのは、空から澄すみ姫と常磐姫が同時にツヅミ入りした頃ころだった。

「この度はご苦労でした」

「損な役回りでしたでしょう？」

　二人の姫にねぎらいを受けて、ハルセは平へい伏ふくしていた顔を上げた。

「お二ふた方かたにはお早い後退を進言いたします。このままで、一いち宮みやと二にの宮みやが我われ々われに無理な要よう請せいをしかねません」

　それはもっともと、よく似た姫達は頷うなずき合う。

　それでも、サイ家の進言に少し疑問を覚えるから

「あまりに早くては、我らの働きかけが弱かったと思われませぬか？」

「渡河するべきだったと語る方々もおります」

　姉と妹の順で問いただす。

「いえ、渡と河かしなかったからこそ、我わが宮の見けん識しきが高さの証あかしであります。一いち宮みやシンセンや二にの宮みやスズマのような、あからさまな圧力こそ危険なのです。各都市の自立を阻そ害がいする大国の野心が、真の平和的行為なはずもありません。無む闇やみに他国の領域を脅かした大国に対し、我が双ふた子ご都市はぎりぎりで踏みとどまる良識を見せました。この良識こそ、東とう和わのために何よりも必要な財産なのです」

　言われてみればその通りと、二人の姫ひめは頷うなずき合う。







「シンセン議ぎ会かいへの根回し、まだ追いつきませんか？」

　ツヅミにほど近い位置で、二宮翡ひ翠すい姫は苛いら立だっていた。

　すぐ近くに黒い騎き士し団だんを引き連れた一宮シンセンが野営する。そんな環かん境きようで彼女達は足止めを食っていた。

　まるでツヅミを護まもるかのように、一宮黒こつ騎き団だんは二宮スズマの前に立ちはだかっていた。本来、親しん衛えい隊たい五千だったはずのその軍勢は、駆けつけた地方豪ごう族ぞくを配下に納め、万を超える規模となっていた。

　衰えたりといえど、シンセンに従う者はまだ各地に根強く、このまま放置しておけばさらに増えるかも知れなかった。シンセン正規軍内部でも、そうした動きが出てきている。

「まるで真しん都と同どう盟めいの邪じや魔まをするために来たようですね、あの姫は」

　毒づいても始まらない。

　まともにやり合えば大軍であるスズマとて大きな傷を負う。ここは一宮の姫が撤てつ退たいしなければならなくなるよう、政治的手段を用いなければならない。

「全軍に、全人民にスズマが公式声明を出しましょう。我わが軍の尽じん力りよくにより、先のような戦争は回かい避ひされ、ここに平和的解決なると」

　苛立ちを押さえて、真都の旗を、金きん糸しで彩いろどられた自らの旗を見上げる。

　志を高く持てば、目の前の小さな諍いさかいから静かに離はなれられた。

「此この度たびのツヅミ争乱は三さん宮みや、七なな宮みやの利権争いに他ほかなりません。それ故ゆえに、ツヅミの心ある民衆は真都同盟への参加を表明されたのです。我が真都スズマこそが争いの抑よく止し力りよくとして、どこよりも何よりも力を尽くした事実は明白なのです。最大の人員と最速の平和貢献こそ、その証拠です。この戦いの真の勝者は、尊き平和を求めた民衆であり、我が真都同盟こそ、その最大の擁よう護ご者しやなのです」

　最大兵力を派は遣けんし、どこよりも平和への礎いしずえを築いたのは真都スズマである。この実じつ績せきは揺るがない事実である。少なくとも、記き録ろくに残る実績では間違いなくそうだった。

　三宮、そして七宮が裏で何かをしていようと、それは世間の知ることではないのだから。

「国民の血税を使って横合いから形ばかりの戦争抑よく止しを振りかざした一いち宮みやシンセンや、良りよう識しきを気取り、実際には何もしなかった五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセ。これらは、この事変にいかなる貢献もしていないのです。真都スズマこそ、無益な流血に対する歯止めなのです」







「シンセン健在を示すため、二にの宮みやとはここで決着をつけたいものです」

　騎き団だん長ちようと遊ゆう撃げき長ちようを引き連れ、一宮黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは残念がった。

　そうはいかないと、こちらの方も痛いほど分かっていた。

　はっきりと手出しをしてこない二宮スズマに剣は向けにくく、あちらが撤てつ退たいの準備をしながら、政治工作に乗り出しているのは見えていた。

　元より、ツヅミへの覇は権けんなどどうでもよかった。

　一宮シンセンの健在誇示と、二宮スズマの勢力拡大阻止こそが、最大の目的。

　一度の派兵でも流れは変わる。シンセンは動かないだけで、動く力はあると証明したのだから。そして、黒こつ騎き団だんはその力の片へん鱗りんを他国に見せた。

　一宮シンセンは東とう和わの最大勢力として、まだ君くん臨りんしているのだと、これから何年かは誰だれもが忘れないだろう。これだけでも、揺らいでいた基き盤ばんは落ち着きを取り戻す。

「一宮黒曜が声明を出します。ツヅミの安定とその回復を、中央政府たるシンセンが約束すると。そのために、近きん隣りん都市であるナツメとカセンには協力態勢を要よう請せいします。これまでの衝しよう突とつは不幸なものでしたが、ここにツヅミ再建の協力を約束すれば戦争責任は問わぬ旨むねを明言しましょう。姉あね姫ひめである私の名で、二人の姫に正式な書状を送ります」

　今回の和わ睦ぼくは一宮シンセンが威光で両陣営を和解へ誘いざなった結果である。それが、一宮シンセンの公式見解である。

　ツヅミ擁よう護ごの言は口約束程度だが、二人の姫を妹として認める方向性には譲じよう歩ほの響ひびきがあった。今まで、一度たりとも、一宮の姫が他ほかの姫を認める発言を公にしたことはない。

　この譲歩で、各勢力、他の姫がどう出るか。何よりも、一宮シンセン黒曜姫は、一言たりとも、二宮スズマ、五宮クラセ、六宮マキセの行為に触れてはいない。

　まるで、そんな事実はなかったように。

　東和ツヅミを挟んだナツメとカセンのもめ事に、ただ中央政府たる一宮シンセンだけが正統な権利で、正統な抑止を行った。それも事実だった。

「七なな宮みや共は放ほうっておいてよろしいのですか？」

　騎団長の問いに、黒衣の姫は笑った。

「先の戦いは正当防ぼう衛えい、此この度たびは大きな戦いくさはほぼ回かい避ひしております。糾きゆう弾だんするには材料が少なすぎます」

「まるで我われらの動きを察知していたような動きです。放置しておけば、より勢力を増します」

　三さん宮みやナツメは放ほうっておいても問題なかった。元より、常磐ときわ姫ひめは苛か烈れつであるが野心家ではないし、都市自体が財政難で動きが鈍にぶい。

　だが、新しん興こうの七なな宮みやカセンは話が違う。幼い空から澄すみ姫は、どう好意的に見ても七姫の中で一番傀かい儡らい的てきな性質だ。そして、左右に位置する左さ大だい臣じんと右将軍は、誰だれがどう見ても野心家である。

　その野心が何なのかは、まだ世間の知るところではないが、ここで叩たたいておいた方がいいと騎き団だん長ちようの声が告げていた。

「いいじゃありませんか、七宮が大きくなれば真しん都とがここに勢力を広げるのも難しくなります。七宮を囮おとりにして、我わがシンセンは内部のことに集中しましょう」

「つぶし合わせるおつもりですか、二にの宮みやと七宮を」

「七宮こそ、私達がつぶし合う隙すきに勢力拡大を狙ねらっているのでしょうが、そんな都合のいい話は与えません。私は真都の未来に何の興きよう味みもないのですから」

「毒をもって毒を制す。上手うまく行かずに、七宮が第二の二宮とならねばよろしいのですが」

　長大な姫装しよう束ぞくを翻ひるがえし、一宮の姫はその旗が立つ自らの本陣へ歩み出す。

「あの程度、我われ々われが本気になれば恐こわい相手ではありませんよ。今は、まだ」

　穏おだやかな笑え顔がおを浮かべて。







「やれやれ、まだ気は抜けないな」

　太刀たちを肩に東とう征せい将軍テン・フオウはぼやく。

　各陣営が動いていた。

　何だかんだと理由を付けて、黒こつ騎き団だんが、二宮軍が、それぞれの都市に取り入ろうとする無所属的な大小の各勢力が、ツヅミ周辺に徘はい徊かいをしていた。

　三宮と七宮に異変があれば、すぐに彼らは大軍を動かす用意があるとの示威行為。

　戦いたい者は七宮軍にも多く、ちょっとしたことで均きん衡こうが崩れる可能性があった。

　だから、憲兵役を将軍自ら引き受け、自陣に目を光らせる日々が続いていた。

「てめえら、動くなよ。相手が戦いたい時には戦うな。戦争ってのはな、相手が戦いたくない時に攻めてこそ価値があるんだ」

　この男の持論である。幸い、この男は戦せん闘とうは愛しているが戦争は愛していないから、持論の遂行には躊躇ためらいがない。

　そうやってシドウ将軍と対たい峙じするテン・フオウは、相手陣営に背を向け、ツヅミの方角を眺めた。街の遠景が、高い建物だけ見える距きよ離り。

　今いま頃ごろ、二人の姫が対面している頃だと、軍師からの報告を思い出す。

「将軍、この戦いが終われば、姫ひ殿でん下かにご挨あい拶さつでありますか？」

　副官の問いに頷うなずく。

「長いこと、うちの姫ひめさんに会っていないからな。心配じゃないか、うちの姫がトエに騙だまされていないかどうかさ」

「軍師殿に、でありますか？」

「あいつ平気で噓うそつくからさ、やっぱ、俺おれみたいな正直者が側そばにいないと駄だ目めだよ」

　かなり真ま面じ目めな顔で発せられた言葉に、副官達はただただ呆ぼう然ぜんとした。







「友人なのだろう？」

「ええ、まあ、その……ちょっとです……」

「顔見知りではあります」

　複雑そうな二人の男達を眺めて、常磐ときわ姫は久方ぶりに笑った。

　キリハ・ラサの困った顔が見たかった。だから、常磐姫はこの男を連れて歩いた。だが、逃げ回る絵え描かきと、他勢力の牽けん制せいに奔ほん走そうする傭よう兵へい将軍は、無事にツヅミ入りするまで、こうやって会わせることも出来なかった。

　やっと顔合わせさせられた傭兵将軍と絵描きを置いて、笑い終えた常磐姫は歩き出す。

「役目がある。行ってくる」

　気乗りしない声だった。

　それでも、背筋を伸ばしていた。この姫らしい後ろ姿。

「これはまずいか？」

　間もなく、寄ってきた侍じ従じゆうに取り上げられる彗すい星せい。

　緋ひの陣じん羽ば織おりも奪うばわれて、いつもの羽織姿で行こうとする背中を、二人の男は見送る。

「どうして、君がここにいるのかね？」

「成り行きっす。そうとしか言えません」

「そうだろうな」

　ツヅミ都市は三さん宮みやと七なな宮みやの和わ睦ぼくに沸わき立っていた。その仮府は自らが仲介役として名乗りを上げ、両都市に対して復権への働きかけを行っていた。

　なし崩しに、先の敗戦での損失を取り戻そうとする動きが、両宮姫への歓かん迎げいとなっていた。

　こうして、ツヅミの名所である桜並木の通りが、ただ二人の姫のためだけに、完全に人払いされ用意されたのも、その証あかしだった。

　東西に街中を流れる広い水路は、ツヅミが開拓されて以来百年の名所であり、櫻さくら帰がえりの頃ころには満開の桜並木が人々を楽しませる。

　それが、今は東と西から歩む二人の姫のためだけの場所。

「旦だん那な、東とう征せいと戦いたいんじゃないですか？」

「機会はこれからある。この和睦とて長くは続くまい」

「今だけですか？」

「三さん宮みやと七なな宮みやの同どう盟めい、それにツヅミが加わる。これは一大勢力だ。他ほかの勢力が黙だまっているわけがあるまい」

「そりゃあそうか」

　桜並木の道、それぞれの軍で囲まれたその道を、侍じ従じゆうを追い払った常盤ときわ姫ひめが一人進む。

　小さくなって行く常磐緑の背中を、二人の男は並んで見ていた。

　ついて行けなかった。ここから先は、二人の姫のためだけの場所と時間だから。

「なあ、旦だん那な？」

　ぼんやりと絵え描かきが呟つぶやき

「何かね」

　淡たん々たんと将軍が応じる。

「俺おれさ、ここで初めて見たんだよ。舞まいを踊る桜色の装しよう束ぞくをした姫さんを。琥こ珀はく色いろの髪飾りと春帯がよく似合った姫さんを見たんだ。去年の今いま頃ごろ」

「そうか、その頃、私は僻へき地ちに赴任していた。あの方を初めて見たのは、夏の祭さい祀しだった」

「綺き麗れいだったんだ」

「あの絵は済まなかった」

　あの冬、七宮の工芸館に描かれた桜は、この長身の将軍が燃もやしてしまった。もう記き憶おくの中にしかない。

「いいよ、また描くから、それよりさ」

　姫の背が遠くなる中、絵描きのエヅは続ける。

「あのお姫様、こうなるのを初めから知っていたのかな？」

　少しだけ沈ちん黙もくしてから、傭よう兵へい将軍はゆっくりと口を開く。

「望んではいなかったろう。だが、覚悟はされていた。そう思うべきだろう」

「それ、旦那もか？」

　エヅの問いにキリハは微かすかに笑った。それだけが返事だった。

　しばらく、二人は続ける言葉もないまま佇たたずんでいた。







「この同盟は東とう和わのかたちを変える。どの勢力も僕ぼくらを無視できなくなる。長く続けるつもりだ。誰だれがどう動こうとね」

　トエ様は私にそう告げた。

「常磐姫もそのおつもりでしょうか？」

「望もうと望まないと、今の三宮ナツメが手に入れられる最良の選択がこれだよ。このツヅミにとってもね」

「私もこれが一番、宮みや姫ひめがするべきことだと思います。ですが、トエ様やテン様はこれでいいのですか？」

　特にテン様はキリハさんと戦いたいのではないだろうか。そんな私の疑問をトエ様は笑った。

「大きな目標があるからね、僕ぼくらは」

　こんな時、この人は、この人らしい顔をする。

「これはこれで、テンも僕も面おも白しろかったんだ。世の中がどう動くか、誰だれが何を考えているのか、色々なことが見えた。だから、今はこれでいい」

　見上げる私に、トエ様は言葉を続ける。

「天下ぐらい目指していると、目先の戦いはどうでもいい面がある。いい意味でも悪い意味でも僕らはそうした人間だよ」

　分かる気がした。

　お二人は確たしかにそんな人達だった。

　そして、私にもそんな部分があった。

　お二人の背中を追うこと、そして、あの黒衣の背中を追うこと。気がつけば、私はいつもそれだけに夢中で、色々なことを見逃してきた気がする。

　特に思うのは、琥こ珀はく姫とのこと。私はあの方のために何もしなかった。

　だから、今回はここまで来た。同じような間違いをしないために。だけれど、同じようなことにはならなかった。

　常磐ときわ姫は琥珀姫とは違う。そして、私とも、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かとも。

「政治的な話し合いは大方済んでいる。君と彼女は、ただ会えばいい」

　さらりと言われても、困ってしまう。

　それでも

「行ってきます」

　そう言えたのは、結局、私自身が常磐姫とお会いしたかったからだと思う。

　とても恐こわかったけれど。

　だから、私はトエ様に背を向けて歩き出した。

　初めて訪れたツヅミの街。見知らぬその地で、立ち並ぶ木々の下を。

　お姫様らしく歩こうと背筋を伸ばして、もう一人の姫と、この並木道の中心でお会いするために歩き続ける。

　長い道行きは、誰一人いない静かな道で、春の風が晴れ着の袖そでを取る。

　静かな、静かな春が、沢たく山さんの勢力が絡からみ合うこの地の中で、ひっそりとした時を過ごしていた。







　並木道の中心には、巨大な古木が鎮ちん座ざしていた。

　樹じゆ齢れい数百年の桜は老木で、その広い枝は、所々人の手で支えを作られて維持されていた。

　人の手がなければ、自重で折れるほどに広がりすぎた枝葉の下、常磐ときわ色いろの羽は織おりが春の風を受けていた。

　古木の幹に、無む闇やみな人の手が触れぬよう周囲に張はり巡めぐらせられた木の柵さくに背を預け、常磐色の姫ひめが一人だけで時を過ごしていた。

　一人、その姫は目を閉じて時を過ごす。

　かつて、ここで舞まいを踊った姫のことを想おもい、そして、今ここへ向かっているもう一人の姫のことを考える。

　穏おだやかな春の時間。ただ静かにこれまでのこと、これからのことを思索する。

　それが、ふと終わった。

　春の陽ひ射ざしを受けていたその顔に影かげが落ちたから、歩み寄り立ち止まった小さな足音に気がついたから。

　ゆっくりと、常磐色の姫は瞼まぶたを開けた。

　空色の姫ひめ影かげが、目の前に一人。

　小さな、小さな姫だった。

　ただ、その背に空を背負っていた。姫装しよう束ぞくと、その姫の名前と、同じ色の空を背負っていた。

　だから、ああ、なるほどと、常磐色の姫は小さく頷うなずいた。

「お待たせをしました」

　空色の姫が小さな声を出した。

　そして、その名を告げる。

「七なな宮みやの空から澄すみです」

「三さん宮みやの常磐である」

　ゆっくりと、常磐色の羽織が立ち上がり、それから、二つの姫影は互いに礼を尽くして、静かに交差した。

　緑成す、桜の木の下で。







　残念なことに間に合わなかった。雨の所為せいもあったのだろう。

　ツヅミの桜は、ほぼ散った後で、私達の足下には縮ちぢんだ花びらの名残なごりが風に揺れていた。

　ツヅミ都市の中を流れる人口の水路を、桜並木が続く道が枝葉を広げて被おおう。水源に恵まれた土地が持つ、どこよりも瑞みず々みずしい光景。

　それが、琥こ珀はく姫が祭典で舞を踊った舞ぶ台たいで、ツヅミの名所だった。

　出会った古木を背に、私達は散策するように連れ立つ。

「もう少し早ければ良かったか」

　傍かたわらで、常磐ときわ色いろの姫ひめが同じように桜を見上げていた。

「私達が争ううちに、見逃してしまったものは多いと思います」

「そうだな」

　人払いされて、かなり遠巻きな侍じ従じゆう達に護まもられた桜並木の下、私達は言葉少なに佇たたずんだ。

「ナツメとカセンが同どう盟めい、これでいいのか？」

　不意に問われた。

「我わがナツメは東とう和わの未来などどうでもいい。正直な、お前達が何やら野心を持っていようと、ツヅミとの関係さえ保てればそれでいい。笑うか、七なな宮みやの姫よ。私は自国の未来だけを望む。お前は何を望む？」

　常磐姫は正直に実情を伝えた。

　根が真まっ直すぐな方だと、これまでの短い会話の中で感じられたから、そうなのだと思えた。

　そして、私に問いかける。私のことを。

　大分長いこと、私は返事が出来なかった。

「先に………」

　やがて、擦かすれそうな声が出た。

「先に進もうと思います。このまま上を見ようと思います。私は多た分ぶん、高いところに、高いところを目指す人達に憧あこがれています。だから、手を伸ばしてみます」

　小さな頃ころ、そうしたように。

　恐こわいけど手を伸ばしたあの日のように。

　この姫と同じように正直でいようとした。そうしたら、これだけが思いついた。

　もっと難しいことを言えれば良かったのだけれど、結局、私の手の中にあるのは、私が手を伸ばしたものだけだった。だから、こうとしか言えなかった。

　知りたいと思ったことがあって、手を伸ばした。それが、私が知っている自分のことだった。

　そうやってはじめて、沢たく山さんの出会いがあって、沢山の疑問があって、沢山の答えがあった。それは、まだまだ続くことに思えた。

　少なくても、あの人達に追いつくまでは続くし、追いついても終わらない気がする。知りたいことは、どこまでも続く気がするから。

　多分、きっと、そうだと思う。

　私が知りたがる限り、好きな世界がある限り、憧れるような人がいる限り、手を伸ばしてみようと思う。届かなくても、手を伸ばしたかった。

「失うものもある。私は琥こ珀はくを失った」

　遠くを見た声は、どこか響ひびきが寂さびしい。

「ご友人だったのですか？」

　そっと、聞き返す。

「少しな」

　常磐ときわ姫ひめは私の方を見ないまま続ける。

「いつか、あれをこの地に呼び戻してやりたい」

　私もそう思う。

　頷うなずいて、そして、二人して高いところを見上げる。

「その時は、今度こそ、桜の舞まい散る頃ころに」

　既すでに緑の葉を付けた木々の節くれの向こうに、高い空が広がる。

　僅わずかに残った小さな花が、春色の陽ひ射ざしに添えられていた。

　詠よみ名なは櫻さくら帰がえりから緑みど渡わたりへ、春から、やがて夏へと向かう日々。

　人の動きも、草木も、水路も止まらないで、日々の中を流れて行く。

　そして、また季節が巡めぐろうとしていた。


終　　　　
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　　　あとがき




　お久しぶりです。高たか野の和わたるです。

　一巻、二巻は、どちらかと言えば七なな姫ひめ物もの語がたりではなくて、空そら姫ひめ物語だったかも知れません。

　ようやく、三巻であるこの本で、七姫物語らしくなったような気がします。

　本来、七人の姫が入れ替わり立ち替わりする内幕劇を念頭に始めたお話なのですが、ちんぴら兄ちゃん二人組とカラを真ん中にしたら、これまでのお話になったのです。

　元々、あの二人組がお姫様を掲げて好き勝手やり始めたらどうなるかが、一番の発端だったから、まあ当然な流れだったのですが、七人の姫で行こうと決めたのも、ほとんど同じ時期でした。

　カラ達を描くだけで手一杯で、七姫物語の題名に反して、ここまで他ほかの姫達の出番は少なかったと思います。

　そうした流れの末、ようやく、この本で七人の姫達がそれぞれ活かつ躍やくします。

　活躍っていいますと語ご弊へいがあるかも知れませんが、とにかく出てきます。

　どいつもこいつも、高野は大好きです。お友達になると大変かも知れませんが、書いていて楽しい連中です。

　カラとは違った方向を向いたこの姫達も、カラ達同様、読者の皆様に親しんで貰もらえたらと思って書いた一冊です。出来ましたら、こいつらも可愛かわいがってやってください。

　彼女達が出てきた分、カラ達の出番が減ってしまい、前巻までの流れを求めている読者の方、特に二巻のまったりした空気が好きな方にはご不満があるかも知れませんが、あの流れですといつまで経たっても話が進まないので、今回はご勘かん弁べんください。

　何らかの形で、あの空気のお話をまた書きたいとは思っておりますが、今回はカラカラの活躍する余裕が無くて申もうし訳わけありません。

　何とかカラカラの出番を作ろう、出来たらツヅラあたりも出してやろうと思ったのですが、どうしても思いつきませんでした。テン様のお料理教室もやりたかったのですが、ちょっと無理でした。

　色々、前巻までと違う面がありまして、読者の方々からご異い論ろんもあるかも知れませんが、出来ましたら、今回もこの物語を手にとってやってください。

　一巻から始めた物語は、まだ続いております。

　幸い、読者の皆様と電でん撃げき文庫さん、担当さん、尾お谷たに先生のおかげで、次巻も出していいことになっております。

　どうか、これからも七姫物語をよろしくお願ねがいします。







　えーと、ここまで、まともなあとがきを書きましたが、ここで書かなければならないことがあります。

　何事もないような顔で、もっともらしいあとがきを書きましたが、前巻までの読者の皆様、この三巻が出るのを待っていた方々は、このようなまともなあとがきでは満足されませんよね？

　と言うわけで、もはや、恒こう例れいになりそうなあとがきをここで一つ。




　ゴメンなさい。

　まさか、ここまで自分が遅ち筆ひつだとは、高たか野の自身も気がつきませんでした。

　前巻から、この巻が発売されるまでの月日を数えるのが恐こわいです。

　子供の頃ころ、原稿が間に合わなかった漫画家さんや、年に一冊ぐらいしか新刊が出ない小説家さんを笑っていた自分が馬ば鹿かでした。

　まさか、自分がもっとひどい体ていたらくとは、幼い頃には夢にも思いませんでした。信じられないくらい毎日が早いです。

　すでに同期の先生方は背中が遠いです。まさしく、電でん撃げき作戦的な速度を誇ほこる電撃文庫の作家にあるまじき、高野の速度は問題だと思います。

　読者の皆様には、本当にゴメンなさい。

　何とか、担当さんと尾お谷たに先生のお力を借りて、次こそは早めに続巻を出したいと思っております。出来ましたら、読者の皆様も懲こりずに待っていてください。

　カラは元気です。

　どうか、また、カラが笑え顔がおで皆様に会えますよう、皆様のお力を貸してください。

　ご一読、ありがとうございました。





高たか野の和わたる　









[image: ]







高たか野の 和わたる

１９７２年生まれ。名古屋出身。皆様のおかげで何とか書き続けていられる弱小作家。ファンレターをはじめとする読者様の温かいお声に支えられる毎日です。とりあえず、次の目標は早めの続巻です。
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イラスト／尾お谷たにおさむ

兵庫県出身。小さい頃から宮崎駿氏の映画が大好きで、絵にもいろいろと影響を受けている。好きな俳優はナタリー・ポートマンとリバー・フェニックス。好きな飲み物は紅茶。イラスト以外に風景画なども描いたりする。
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七なな姫ひめ物もの語がたり 第だい三さん章しょう




姫ひめ影かげ交こう差さ








高たか野の 和わたる
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